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▍和光ポータル　みなさんに知っておいてほしいこと
・複数タブ、複数ウィンドウ、複数ブラウザでの利用はエラーになります
・ブラウザの［戻る］［⇦］ボタンの利用はエラーになります
・９０分間ボタンの押下やページ切替などの操作がない場合、自動でログアウトします

授業
コード 学科・課程 授業

コード 学科・課程

１００１～
１９９９ 共通教養 ４６０１～

４７９９ 人間科学科（２０）

２００１～
２９９９ 外国語 ４８０１～

４９９９ 現代社会学科

３００１～
３０９９ 現代人間学部共通 ５００１～

５９９９ 総合文化学科

３１０１～
３９９９ 心理教育学科 ６００１～

６９９９ 芸術学科

４００１～
４１９９ 人間科学科（２１～） ７００１～

７４９９ 経済学科

４２０１～
４２９９ 人間科学科 ７５０１～

７９９９ 経営学科

４３０１～
４３９９

人間科学科（２１～）
現代社会学科

８００１～
８９９９ 資格課程専用

４４０１～
４４９９

人間科学科
現代社会学科

９００１～
９９９９ 協定大学

▍授業コード一覧

（詳細は上記ＱＲコードからアクセスして『履修登録マニュアル』を必ず確認してください）

１．あらかじめ履修されている科目を和光ポータル〔学生時間割表〕で確認しよう
２．�学修の手びき「卒業要件」「授業一覧表」にて、卒業するために必要な単位、履修したい授業の「学科
・課程分類」「種別」「履修条件」などを確認しよう

３．�履修したい授業の内容をシラバスで確認しよう　和光ポータル（［時間割・シラバス］＞［シラバス
照会］）履修できない授業も表示されます

４．�履修したい授業をまとめ、下書きをしよう� �
学修の手びき裏表紙を活用するなどして、曜日・時限ごとにどの授業を履修したいかメモしよう

５．�授業 １週目（授業オリエンテーション・許可手続き）の動きを確認しよう
６．�履修したい授業が決まったら和光ポータルから❶履修登録❷抽選希望登録❸許可手続き（対面）を
それぞれ行おう

▍おすすめの履修登録手順

（和光大学 HP　TOP ＞在学生の方＞履修案内）
▍履修登録に係る各種資料はここからアクセス

（１２ページ）
▍和光ポータル（PCサイト版）はここからアクセス
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月
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月

６
　
月

７
　
月

８
　
月
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月

日月火水木金土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

３ 月２5日、２6日、２8日　在学生新年度学科別説明会
４月 ４日　　　　　　　新入生入学登録
　　 ５日、 7日、 ８日　新入生新年度学科別説明会
　　 ８日～１５日　第 １回履修登録・抽選希望登録期間（２３：５９まで）
　　 ９日～　　　前期授業開始
　　 ９日～１５日　許可手続き・授業オリエンテーション期間
　　１６日　　　　抽選結果発表（１８：００）※授業はありません
　　19日～２1日　第 ２回履修登録・抽選希望登録期間（２３：５９まで）
　　２6日～２8日　履修訂正・第 ３回抽選希望登録期間（２３：５９まで）
　　２９日　　　　休日授業

5月 6日　　　　休日授業

７月 ５日　　　　前期補習講義・前期末試験時間割発表
　　21日　　　　休日授業
　　24日、25日　前期補習講義
７月29～31日、 ８月 1、 2、 4日　前期末試験

７月29～31日、 ８月 1、 2、 4日　前期末試験
８月 5日～ 9日　集中講義
　　１2日～　　　夏期休業期間（ ９月１5日まで）

９月 ３日　　　　前期成績公開
　　 ３日～ ５日　評価理由照会期間
　　 8日～11日　後期履修訂正・抽選希望登録期間（２３：５９まで）
　　16日～　　　後期授業開始
　　19日～23日　後期履修確認期間（２３：５９まで）
　　23日　　　　休日授業

日月火水木金土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日月火水木金土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

日月火水木金土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

日月火水木金土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
25 26 27 28 29 30

2025年度学年暦 主な行事予定

日月火水木金土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

24
31

　　 は授業のある日です。○は祝日です。○に■がある日は休日授業（授業のある日）となります。
　　 は補習講義、試験、集中講義期間です。
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１０
　
月

11
　
月

１２
　
月

１
　
月

２
　
月

３
　
月

１０月１3日　休日授業
　　下旬　入学試験

１１月上旬　大学祭（全学休講予定）
　　11日　和光学園創立記念日振替休日
　　下旬　入学試験
　　２4日　休日授業

　　　　 卒業論文・制作・研究最終締切日
　　　　　　Ｐ、Ｕ、Ｗ　　　　１２月19日　　
　　　　　　Ｔ　　　　　　　１２月16日　　 
　　　　　　Ｇ　　　　　　　１２月2４日、2５日
12月２4日～ １月 4日　冬期休業

１月 6日　　　　後期補習講義・学年末試験時間割発表
　　 5日～10日、19日　後期通常授業
　　１3日～15日　後期補習講義
　　１6日～１8日　�大学入学共通テストに関わる入構禁止
　　20日～24日、２6日　学年末試験
　　29日、30日　入学試験

２月24日　　　　入学試験
　　25日　　　　卒業判定結果発表

３月 4日　　　　　　入学試験
　　 3日　　　　　　後期・通年成績公開
　　 3日、5日、6日　評価理由照会期間
　　19日　　　　　　修了証書交付
　　２0日～　　　　　春期休業
　　下旬　　　　　　２０２6年度在学生新年度学科別説明会

（ ）

入試の前日は入構制限があるので、必ず大学ＨＰで確認してください。

日月火水木金土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

日月火水木金土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

日月火水木金土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日月火水木金土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

日月火水木金土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
24 25 26 27 28 29

日月火水木金土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

時間割外オンライン授業
配信スケジュール

開講期ごとに、第 １週目配信日より毎週月曜日に１５週連続で配信します。
前期：第 １週目 ４月21日（月）
後期：第 １週目 ９月22日（月）
　　　※冬期休業のため、第13週目は12月15日（月）、第１４週目は １月 5日（月）配信

23
30
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和光大学は、１９３３（昭和 ８）年成城学園から分かれ、父母や教師を中心とした有志の人びと
によって、東京世田谷の地に建てられた和光学園を母体として、１９６６（昭和４１）年に創立され
た大学です。
梅根悟初代学長は、日本の教育史学の確立者であり、第二次大戦後の教育改革や新しい大学

制度作りにあたってのオピニオンリーダーでした。
梅根学長は大学の創立に際して、「和光大学の理念と教育方針」を明確に掲げました。それ

は第 １回の入学登録の際に、最初の入学生に対して行われた「学長告辞」や、「和光大学の教
育方針」などに示されています。どちらの文章も皆さんは梅根悟著『小さな実験大学』で読む
ことができます。その後和光大学はこれを指針としながら、時勢の流れの中で常に自己検証と
実践を重ねて来ました。その結果、試行錯誤を重ねたことや、時代の荒波の中で再検討を余儀
なくされたことも多々あります。しかし、和光大学の理念と教育方針の根幹には、初代梅根学
長の示された精神が今も脈々と波打っています。そこで梅根学長が初期に提示された理念と方
針を振り返り、今も和光大学が大事にしている事柄を述べておきたいと思います。
梅根学長の強調されたことは、大学は「自由な研究と学習の共同体」でなければならないと

いうことです。こうした考え方は梅根学長が、かつての日本の大学の多くが、国家の要請に基
づく官吏養成をその出発点としているのに対して、大学の原点を中世のボローニャやパリなど
においてユニヴァーシティーと呼ばれる集団が形成される初発の状況に求め、直接には成城学
園を創立された澤柳政太郎の教育理念に学んだ結論なのでした。
「自由な研究の共同体」とは、まず大学が「学問の自由という理念に基礎づけられた、研究

者の集団であり、そこで、自由で創造的な学術の研究が、共同して行われるということを第一
義的な存在理由とする」ものとして成り立つものです。大学は単なる教育機関でなく、自由で
創造的な、そして目先の実利的な功利性に惑わされない。基礎的な研究が、活発に、共同して
行われるのが本来の姿であるということになります。別の言葉で言えば、教員が常に研究と教
育に真剣でその実をあげている場合にだけ、大学と学問の自由は保障されると梅根学長は謳っ
ています。
「自由な学習の共同体」については、ベルリン大学のヴィジョンを語ったシュライエルマッ

ヘルの「大学の学生はこれまで彼らが学んで来た学校とはちがって、学習に関して何らの強制
をもうけない、彼らはどこに行け、ここに行けと命令されることはない。また行ってはならな
いと禁じられるところは一つもない。誰も彼らに向って、この授業時間、あの講義に出席せよ
と命令する者はない。彼らが学業をさぼっても、学業を放棄しても、誰も文句を言う者はいな
い」という言葉が引用されています。
この理想をそのまま現在の大学制度の中で実現することはできませんが、この理念に基づい

て和光大学のカリキュラムは多岐にわたる豊富な科目を準備し、なるべく自由に選択できるよ
う工夫が行われています。この科目の選択の自由は和光大学の開学以来の伝統的な特色です。
ところで「自由な研究と学習の共同体」という言葉にはもう一つの意味があります。それは

教師と学生は一方が教え、他方が学ぶという一方通行のものではなく、同じテーブルについて、
教師と学生という立場の違いを越えて、ともどもに研究する場である、ということです。梅根
学長の教育史研究によりますと、「自由な研究の共同体」という考え方と「自由な学習の共同
体」という考え方は別々に発展したものですが、梅根学長は、これを統一的なものにしようと
されたのです。
和光大学の教育方針は以上のような理念を教育のうえに実現しようとするものです。「個性

的独創の無限の進展を助成する教育の実現を理想」（澤柳）とするものといえましょう。
このための方法として「和光大学の教育方針」は ７つの項目にわたって述べています。

⑴少人数教育、⑵総合性と専門性、⑶一般教育、⑷補正授業、⑸単位制度、⑹単位認定制度と
試験制度、⑺学生の課外活動。
この全部に関して知りたい方は梅根悟著『小さな実験大学』をご覧ください。ここでは重要

な ４つの点について述べておきます。

１．和光大学の創立

２．�初代学長梅根悟
の大学像

（ １）�大学は自由な研
究の共同体

（ ２）�大学は自由な学
習の共同体

（ ３）�現在の和光大学
のカリキュラム
の工夫

３．�和光大学の教育
方針

和光大学の理念と教育方針
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ここで強調されていることはプロゼミ、ゼミなどという一面では閉鎖的とも言えるスモール
クラスによって教員と学生、学生相互の人間的接触を基にするということであり、他方その閉
鎖性と同時に多面的な専門、さまざまな教員、学生が交流しあえる開放的な場の形成をも追求
するということです。今日和光大学は当初考えられた小規模大学という枠を越えて、学生数か
らいって中規模程度の大学になって来ていますが、そのなかでこの当初の方針は基本的には貫
かれています。
ここでは梅根学長は「教育を狭い専門性への職人教育的とじ込めから解放して、生活との関

連における総合的知性の育成をはかる」と謳っています。大学では専門的知識が要請されると
同時に総合的知性をも要請されます。今日の学問は多岐に細分化され、それぞれはますます専
門性を強めており、この専門性と総合性の両立は極めて困難な状況となっています。しかし、
大学の教育はあくまでこの両者のせめぎあうなかで模索を続けなければなりません。和光大学
はその道を追求し続けます。
ところで、大学は「大学設置基準」という法の規制のもとにありますが、この省令が１９９１（平

成 ３）年に大幅に改められ、従来のものより規制が緩やかになり、各大学の自主性をより尊重
するものとなりました。「大学設置基準の大綱化」といわれるものです。この法規制の変容の
うちには梅根学長が早くから主張し、批判し続けてこられたことの一端が取り入れられていま
すが、この新基準では専門教育科目と一般教育科目の区分が廃止されました。そこで（ ３）の
「一般教育」について、梅根学長が展開された説は、現状とは合わないものとなりましたが、
それでも、総合的知性、総合的教養の重視という理念と、一般教育と専門教育を分割してとら
えない、その考え方を引き継ぎ、 １年次から ４年次にわたって取得できる形式で「全学共通教
養科目」を１９９５年度から発足させました。
学生が大学内においてクラブ・サークル等を組織して、各種の文化的・スポーツ的活動を行

うことは、大学が提供する教育課程による以外のさまざまな人生経験と教養を得ることができ、
望ましいことです。しかし小・中・高校の場合と違って、大学にあっては、これらの諸活動は、
原則的には、大学の本来の機能や活動の埒外にもあるものであって、大学としては開学当初か
ら原則上、これにタッチせず学生自身の活動を見守るという方針で臨んでいます。今日では公
的私的な場でさまざまな文化・スポーツ活動を行う機会がふんだんにあるので、学生はそうい
う場を利用し、学外の学生や市民と交流することもいろいろな意味で有益なことですが、大学
内でのそういった活動も学生相互の友好を深めるという利点があると思われます。従って、大
学は、その本来の研究と教育の機能に支障のない限りにおいて、そうした学生の諸活動のため
に施設の利用の便をはかり、また必要な助言を行い、それが大多数の学生に参加の機会を与え
る企画を持つ場合（例えば大学祭の開催）やクラブ・サークル活動の維持・発展に向けては、
課外活動援助金制度を設け適切な財政的援助を行ってきています。
本学においては、大学自身のイニシアチブや積極的助成によって特にクラブ活動や運動部の

育成を行うようなことはしない、ノーサポート・ノーコントロールという方針で臨んでいます。
以上が開学当初に掲げられ、今もなお引き継がれている和光大学の理念および教育方針で

す。これらのことは、今後とも和光大学の礎となり続けるでしょうが、創立以来の世界の地殻
変動ともいうべき社会状況、文化状況の激しい変化は、おそらく梅根学長の予見、今現在の教
員の予見をも上回るものであります。大学のあり方はこの変化に対応し、あるいは先取りをし
て見直しが行われなければならないのは当然です。現に和光大学はいま新しい２１世紀の大学像
を全学を挙げて模索しています。
大学は創設以来着実なる歩みを進めてきました。かつての「小さな実験大学」は中堅の実験

大学になり、激しい地殻変動にも耐えられる力をつけてきました。しかし、ここにきて大学を
取り巻く環境は一層激しく変化し始め、われわれはこの事態をよく見きわめ、新しい世界にお
ける大学の道を探し求めることが要請されています。
この間、大学は人間関係学科の人間関係学部への発展、続いて経済学部の改革、人文学部の

表現学部への改組転換、経済学部を経済経営学部への名称変更を行ってきました。２００７年度か
らは、人間関係学部・表現学部を改組し、新たな教育体制を整えました。これにより、開学当
初の ２学部 ４学科であった学部学科構成は、 ３学部 ７学科という構成に発展してきました。も
ちろん、これにとどまらず更なる改革を目指し現在は、 ３学部 ６学科で構成されていますが、
一般にいわれている大学全入時代にあたり、本学は内容を充実させ、自己検証を行い、それに
より困難に立ち向かうつもりです。

（ １）少人数教育

（ ２）総合性と専門性

（ ３）�一般教育の理念
と「全学共通教
養科目」

（ ４）学生の課外活動

４．むすび
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和光大学は、高等教育学術研究の場であると共に、大学教育のあり方について「和光大学の
理念と教育方針」を基礎に、研究的・実験的に検討することをめざしています。そうしたこと
から、本学の教育課程は、他の大学とは異なる特色をもっています。
本学に学ぶ諸君にとって、その特色を正しく知ることは諸君の学修・学生生活にとって必要

です。次ページ以降において、本学の教育課程とその特色を共通教養課程、外国語課程、各学
科専門教育課程の順で紹介します。

本学の教育課程を構成する授業科目は、その内容により、共通教養科目、外国語科目、専門
科目および資格取得に必要な科目に分けられます。
外国語科目は、 ９種類の言語から選択できます。
専門科目は、各学部・学科によって異なりますが、おおむね必修科目、選択必修科目と、自

由選択・関連科目に分けられます。
資格課程科目は、教職課程など、本学において取得できる資格に必要な課程ごとに分けられ

ています。

１．�本学教育課程の
特色

２．本学の教育課程

教育課程
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現代人間学部

心理教育学科 Ｐ

現代社会学科 Ｕ

人間科学科 Ｗ

表現学部
総合文化学科 Ｔ

芸術学科 Ｇ

経済経営学部
経済学科 Ｅ

経営学科 Ｂ

大学院 Ｍ

科目等履修生 Ｋ

特別聴講学生・生徒 Ｃ

研究生 Ｑ

入学手続きを完了した学生に学籍番号が与えられます。この番号は、学生証などに記載され、
卒業後も変わらず残されます。学籍番号は、入学年度、学科、個人番号を示します。

１．学籍番号

学生証は、本学の学生であることを証明するものです。学生であることによって受ける社会
的ないくつかの特典を享受するときに必要なものであり、大学には一定の責任が生じます。こ
のことから大学では学生証の取り扱いを慎重にしていますので、学生のみなさんもよく理解し
てください。登校時は常時携帯し、本学教職員が提示を求める時はこれに応じてください。

有効期限は在籍中の期間です。
退学した場合、除籍になった場合は、学生証をすみやかに教学支援課へ返却してください。

学生証は、新入生には入学登録会場で交付します。
2023年度以前入学の在学生には学科説明会以降、新年度資料配付会場で裏面シールのみ交付

しますので、前年度のシールと貼りかえてください。

学生証は、磁気ストライプカードとなっています。磁石などの影響で、カードの磁気が消え、
図書・情報館の入館や証明書自動発行機の利用などで支障が増えています。学生証は、他の磁
気カードと重ねたり、携帯電話・スマートフォン、財布の留め具などの磁石に近付けないよう
に取り扱ってください。

２．学生証
（ １）学生証とは

（ ２）有効期限

（ ３）学生証の交付

（ ４）�学生証の取り扱
い

学科等記号

例）　 2 5 　　　 Ｐ　　　　 ９９９ 

　　入学年度　学科等記号　個人番号
　（西暦下 ２桁）
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コア・クラス・ティーチャーは、学修や学生生活などのさまざまな問題について相談相手と
なります。学生が退学・休学・復学・学費延納などの願い出や諸届を行う場合に、コア・クラ
ス・ティーチャーの確認が必要になります。なお、専任教員にはオフィスアワー制度がありま
す（詳細はＰ15参照）。
コア・クラス・ティーチャーは下表のとおりです。

３．�コア・クラス・ 
ティーチャー 
（C.C.T.）

大学では、休講、教室変更、学生の呼び出し、その他必要な連絡事項は、「和光ポータル」や
学内の掲示板で連絡します。学科・課程によってはメールなどを用いることがあります。
電話による問い合わせや相談は、間違いが生じやすいため、特別な事情が無い限り対応でき

ません。教学支援課の窓口で直接問い合わせ・相談を行ってください。

連絡方法として主に使用されます（詳細は P１２～１３参照）。
見忘れ、見落としがないようにしてください。往々にして掲示を見落として、期限が過ぎて

から駆け込んでくる学生がいます。このようなことのないよう十分注意してください。見落と
したために生じた不利益について、大学は責任を負いません。

授業に関する内容は、担当教員から依頼があったものが掲示板に掲示されます。所属学科以
外の授業に関することは、当該学科ならびに各課程の掲示板で確認してください。

４．�大学からの諸
連絡について

（ １）和光ポータル

（ ２）掲示板

現代人間学部

心理教育学科
１・ ２年次： １年次のプロゼミ担当教員
３・ ４年次：ゼミナール担当教員

現代社会学科
１・ ２年次： １年次前期のプロゼミ担当教員
３・ ４年次：ゼミナール担当教員

人 間 科 学 科
（２０２１年度以降入学生）

１ 年次前期のプロゼミ担当教員

人 間 科 学 科
（２０１９～２０２０年度入学生）

１ 年次のプロゼミ担当教員

表 現 学 部

総合文化学科
１・ ２年次：前期プロゼミ担当教員
３・ ４年次：ゼミナール担当教員

芸 術 学 科

１年次：前期プロゼミ担当教員
２～ ４年次：ゼミナール担当教員
（非常勤講師担当のゼミナールはサブゼミの専任教員また
は学科長）

経済経営学部

経 済 学 科 １年次のキャリア研究Ⅰ又は １担当教員

経 営 学 科

１年次：ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）担当教員
２年次：ゼミナール ２担当教員
３年次：ゼミナール ３担当教員
４年次：ゼミナール ４担当教員
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和光ポータルは学生生活を送るうえで重要な登録や申請を行ったり、必要な情報を受け取る
ことができるインターネットを通じたウェブシステムです。和光大学の学生は必ず和光ポータ
ルを使用します。毎日ログインをして最新の情報を確認し、見忘れ、見落としがないようにし
てください。和光ポータルでは次のようなことができます。

・履修登録をする。
・授業のシラバスを閲覧する。
・授業に必要な資料・課題・ミーティングルームＩＤなどを受け取る。
・授業の課題やレポートを提出する。
・教員へ授業の質問をする。
・大学からの休講情報、教室変更情報、イベント情報、重要な連絡を受け取る。
・住所変更をする。

これらの機能は一部です。詳しい機能別一覧はＰ13に掲載しています。
履修登録を行うには漏れのない操作が必要です。操作を間違えた結果希望する授業を履修で

きない、認識が誤っていて卒業までの単位修得の計画が叶わないなどのケースが毎年起こりえ
ます。
「履修登録マニュアル」を必ず参照し、自己責任において履修登録を行ってください。
また、一部授業はオンライン上で実施します。操作や資料閲覧方法につまずいてしまうと、

その後の授業についていけなくなります。授業が始まる前に予め「和光ポータル・オンライン
授業マニュアル」を参照し、操作方法などを確認してください。

★�「履修登録マニュアル」や「和光ポータル・オンライン授業マニュアル」は、次のＱＲコー
ドからアクセスしてください。

和光大学ＨＰ　ＴＯＰ＞在学生の方＞履修案内
https://www.wako.ac.jp/for-student/course.html

（ １）�和光ポータルに
ついて

5．和光ポータル
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アクセス方法はいくつかあります。
　・本冊子の表紙記載　ＱＲコードを読み取る
　・�［和光大学ＨＰトップ］→［在学生の方］→和光ポータルをクリック
　・ウェブ検索で「和光ポータル」を検索

● PCサイト版のログイン画面　　　URL 　https://portal.wako.ac.jp/

※スマホ版は【ＬＯＧＩＮ】ボタン下のリンクからアクセスできます。
※�ログイン画面の「和光ポータルの注意点について」「動作環境について」を予めよく確認
してください。

和光ポータルにログインするためには、和光大学アカウント（ユーザ名とパスワード）が必
要です。入学登録時の配付資料に「和光大学アカウント発行通知書」を同封していますので、
確認してください。
パスワードがわからなくなった場合は、学生証を持って図書・情報館メディアサロンで確認

してください。有料（１００円）でパスワードを再発行します。

（ 2）�和光ポータルへの
アクセスについて

（ 3）�和光ポータルへの
ログインについて

（ 4）�和光ポータルの
機能について

和光ポータル　ＰＣサイト版・スマホ版　利用可能な機能の比較表
ＰＣサイト版 スマホ版

履修登録・抽選希望登録 〇 〇
学生時間割表 〇 〇
教員スケジュール 〇 ※
授業時間割表 〇 〇
シラバス照会 〇 〇
成績照会 〇 〇
アンケート回答 〇 〇
安否確認回答 〇 〇
学籍情報照会 〇 〇
学籍情報変更申請 〇 〇
課題提出 〇 〇
アンケート 〇 〇
授業Ｑ＆Ａ 〇 〇
授業評価回答 〇 〇
授業資料 〇 〇
ＷＥＢノート 〇 〇
スマホ出席 × 〇
履修カルテ（教職課程受講者のみ） 〇 ×
※履修している授業のみ「〇」
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和光大学は、原則として前期・後期で授業が終了する「セメスター制」をとっています。
１）前期授業……前期のみ授業が行われるもの。
２）後期授業……後期のみ授業が行われるもの。
３）通年授業…… １年間を通して授業が行われるもの。
４）集中講義…… ８月の集中講義期間にまとめて授業が行われるもの。
５）隔週授業…… １週間おきに授業が行われるもの。
６）補習講義……�授業が担当教員の病気等の理由で休講となった場合、それを補うために補習

講義期間に授業を行うことがあります。詳細については各授業時に担当教員
から提示されます。日程等時間割は、補習講義期間の １週間前に掲示します。

７）その他……① １コマ…… １週間に １時限授業が行われる。
　　　　　　　② ２コマ…… １週間に ２時限授業が行われる。

各科目は「対面科目」と「オンライン科目」に分類されます。

・対面科目　　　：全授業回の半数超が対面授業。
・オンライン科目：全授業回の半数超がオンライン授業。時間割外と時間割内の ２種類。
　　時間割外オンライン：�曜日時限を割り当てず、前期、後期または通年オンライン（原則、

動画配信（オンデマンド）型）で授業が行われるもの。
　　　　　　　　　　　　�原則、月曜日 １限までに資料・課題が配信され同一週の土曜日 ５限

までに課題を提出する授業です。同時双方向（ハイフレックス）型
ではありません。

　　時間割内オンライン：�曜日時限と教室を割り当て、全授業回の半数超がオンラインで授業
が行われるもの。 
全授業回について Zoom等を用いた同時双方向（ハイフレックス）
型の科目もここに位置付けられます。

対面科目かオンライン科目なのかは、本書内の各課程授業一覧表、または和光ポータルのシ
ラバスにて確認できます。
また、卒業に必要な単位数１２４単位の中で、最低でも対面科目で６４単位を修得する必要があ

ります。詳細は P３１を参照してください。

次の場合休講措置がとられます。
１）担当教員が病気、学会出張などのため、当該時限に出講できないとき。
２ �）担当教員が急な事情により、授業開始時刻に教室に到着できず、３０分を過ぎてもなお授業
開始の見通しが立たないとき。
３）担当教員が長期にわたり出講不可能となったとき。

また、次の場合には全ての授業が休講（全学休講）となります。
１）入学試験、創立記念日、大学祭など全学的な行事により、大学が全学休講と定める日。
２ �）地震・台風・雪・ストライキなどにより、ＪＲ山手線、ＪＲ中央線、ＪＲ南武線、ＪＲ横
浜線、小田急線のいずれかが全面運休した場合は次の休講措置を講ずる。

　　　・�１ 時限目および ２時限目の授業を休講とする場合：午前 ６時３０分の運行状況で判断し、
午前 ７時をめどに、ホームページおよび和光ポータルにて、案内・配信する。

6．授業について
（ 1）授業時間

１ 時限 ２時限 昼休み ３時限 ４時限 ５時限

９：００～１０：３０ １０：４０～１２：１０ １２：１０～１３：００ １３：００～１４：３０ １４：４０～１６：１０ １６：２０～１７：５０

（ 2）開講期（形態）

（ ３）�対面科目とオ
ンライン科目

（ ４）休講

①全学休講要件 地震・台風・雪などにより全学休講となる場合は、午前中の授業（ 1・2限）については午
前 ７時をめどに、午後の授業（ ３限以降）については午前１０時をめどに、和光ポータルお
よび本学ホームページにてお知らせします。全学休講が疑われる場合は、その都度和光ポ
ータルおよび本学ホームページを確認してください。
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　　　・�３ 時限目以降の授業を休講とする場合：午前 9時30分の運行状況で判断し、午前１０時
をめどに、ホームページおよび和光ポータルにて、案内・配信する。

　※事故等による一部分の運休の場合は、授業を行います。
３� ）大学において、全学的に授業を行うことが著しく困難となる事態が発生、または発生しう
ると予測される場合。

授業が休講の場合、原則として和光ポータルで連絡します。また、Ｂ棟脇掲示板からも休講
情報を確認できます。

教室変更が生じた場合、原則として和光ポータルで連絡します。また、Ｂ棟脇掲示板からも
教室変更情報を確認できます。

和光ポータルからの休講情報（全学休講を除く）・教室変更情報は次の①～⑫のいずれかの
時間に掲示配信されます。
◆配信スケジュール◆
① ６：３０　② ７：３０　③ ８：３０　④ ８：５５　⑤１０：３５　⑥１２：１５　⑦１２：５５　⑧１４：３５　⑨１６：１５　
⑩１７：５５　⑪２0：００　⑫２１：００

教員は普段から時間の許す限り学生からの質問や相談に対応するよう努めています。授業時
間の前後はもちろん、専任教員の研究室があるＡ棟やＧ棟は学生にも開かれていますので、授
業内容等の相談に気軽に訪れてみてください。また、このような普段の対応に加えて、より学
生の便宜を図るため専任教員のオフィスアワー制度を設けています。
オフィスアワーとは、教員が授業についての質問や相談を受けるために研究室等の指定場所

に待機している時間帯のことです。この時間帯には、授業内容等に関する質問や勉強の方法、
レポートについてなどの相談をすることができます。オフィスアワー実施期間は、学年暦に定
められた前期・後期授業期間（補講・学内試験・集中講義を除く）です。もちろん、オフィス
アワーでない時間帯にも、教員は可能な限り学生の相談に応じます。
各専任教員のオフィスアワーは、和光ポータル［時間・シラバス］→［教員スケジュール］を参

照してください。授業等でオフィスアワーに相談できず、相談の時間を確約したい場合は、教
学支援課で教員との連絡方法を確認したうえで、教員と連絡をとり指示を受けてください。な
お、和光ポータル［授業Ｑ＆Ａ］からも質問可能ですが、返信まで １週間は待ってください。

巻末の履修規程第 ８章を参照してください。

試験実施科目の実施要領は各授業時に発表されます。時間割は原則として試験実施 ２週間前
に掲示します。試験期間外に試験を実施する授業もありますので、授業時の指示や掲示板およ
び和光ポータルに注意してください。

原則として担当教員が授業時に指示します。併せてＡ棟 ２階入口（オープンスペース）のレ
ポート掲示板および和光ポータルに掲示されることがあります。

原則として授業時に担当教員へ提出してください。
ただし、担当教員が提出先をレポートボックスと指定した場合のみＡ棟 ２階入口（オープン

スペース）のレポートボックスに投函してください（ホチキスの貸し出しはしていません。各
自で事前に体裁を整えてから提出をしてください）。
なお、提出期限後の投函や投函するレポートボックスの間違いは一切取り扱いません。

②休講情報

（ ５）教室変更

（ ６）�和光ポータル
からの掲示配
信について

（ ７）�授業内容等の
相談とオフィ
スアワー制度
について

7．試験
（ １）試験期間

前期末試験 ７月29日（火）～31日（木）、 ８月 1日（金）、 2日（土）、 4日（月）

学年末試験 １月20日（火）～24日（土）、26日（月）

（ ２）試験時間割

8．レポート
（ １）レポート課題

（ ２）提出先
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締切の期限は厳守してください。
教学支援課レポートボックスは提出期限日の１６：３０で締め切ります。
１６：３０以降はいかなる場合でも受理しません。
無断で郵送されたレポートは、教学支援課および教員宅のいずれの場合も受理できません。

単位を修得するために必要な学修時間について
和光大学は他の大学と同様、単位制度（※ １）を採用しており、卒業までに１２４単位以上を

修得する必要があります。
文部科学省が定めた規則により、４５時間の学修（知識や知能を身につけるために勉強したり

研究したりすること）をもって １単位となります。
半期（前期・後期）は１５週ですので、半期で １単位を修得するためには １週間に ３時間の学

修が、半期で ２単位を修得するためには １週間に ６時間の学修が必要です。これには授業時間
に加え、自習時間が含まれます。
必要な学修時間に自習時間が含まれているのは、大学の科目は専門性が高いため、教材を読

み返す時間、一人でじっくり考察する時間、能動的に課題に取り組む時間などが必須だと考え
られているからです。

これは対面授業でもオンライン授業でも同じです。

和光大学には、 １時限を基準として、半期科目（※ ２）と通年科目（※ ３）とがあります。
半期は１５週、通年は３０週です。 １時限は９０分ですが、準備の時間を含めて １時限＝ ２時間とみ
なしますので、各科目の単位を修得するために必要な １週間の学修時間はそれぞれ次の通りと
なります。

授業時間を含む １週間の学修時間（ １時限を基準とする）

１週間の学修時間 学修時間の内訳
半期で １単位の科目 ３時間 １時限の授業と １時間の自習
半期で ２単位の科目 ６時間 １時限の授業と ４時間の自習
通年で ２単位の科目 ３時間 １時限の授業と １時間の自習
通年で ４単位の科目 ６時間 １時限の授業と ４時間の自習

例えば、半期 ２単位の科目の単位を対面授業で修得するためには、９０分の講義を受けた上で、
４時間の自習をすることになります。

履修登録を行うにあたっては、自分の生活リズムにあわせ、無理のない科目数を登録するよ
うに心がけて下さい。

（※ １）単位制度
科目を修得するために必要な学修量（時間）を数で表したもの
１単位＝授業時間＋自習時間＝４５時間

（※ ２）半期 ４単位の科目あり　→　�ドイツ語　現代社会学科　人間科学科　 
総合文化学科　芸術学科

（※ ３）通年 ８単位の科目あり　→　総合文化学科　芸術学科

（ ３）提出締切

9．単位の修得
（ 1）単位制度
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成績の評価は五段階で評価し、100点満点では、６０点以上が合格、それに満たないものは不
合格となります。

合否 評　価 点数

合格

秀 １００～９０点
優 ８９～８０点
良 ７９～７０点
可 ６９～６０点
合 １００～６０点

不合格 × ５９点以下

保留 認保

・単位認定保留の科目は単位未修得です。
・履修登録前に担当教員の指導を受けてください。
・ �「認保」の評価のままの科目があると今年度に履修登録できない
科目もあるので注意してください。

・�卒論・卒制・卒研を含め評価が保留の科目は改めて、履修登録な
どの必要な手続きを行ってください。

（注）１．一度合格した科目の評価を変更することはできません。
　　  ２ ．不合格科目を再履修する場合には、次年度に履修登録が必要です。
　　  ３ ．�評価が不合格（×）、保留（認保）については、成績証明書に記載されません。

成績発表は、学年暦（P 4 ～）に記載された日程にて和光ポータルで行います。詳細は掲示
板および和光ポータルでお知らせします。
※�和光大学で聴講する特別聴講学生の成績は所属大学で単位認定しますので、和光大学では
発表しません。成績を知りたいときは、所属大学に問い合わせてください。

原則、全保証人宛に、 9月中旬と 3月中旬に「単位修得簿」を郵送します。ただし、入学手
続き時に「送付に同意しない」申請をされた場合は、郵送しません。
なお、入学手続き時の申請を変更したい場合は、教学支援課で手続きを行ってください。

評価理由の照会を希望する学生は、照会期間内に教学支援課で手続きを行ってください。申
請は、評価理由に疑問をもつ十分な理由がある場合に限ります。教学支援課から該当科目の担
当教員に照会を依頼し、その回答をお伝えします。手続きの詳細は掲示板および和光ポータル
でお知らせします。
期間外の申請、電話での問合せには応じません。
照会期間は成績発表後です。日程は学年暦（P 4 ～）を確認してください。詳細は掲示板お

よび和光ポータルでお知らせします。

（ 2）成績評価

（ 3）成績の発表

（ 4）�保証人への学業
成績送付

（ 5）評価理由の照会
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和光大学では、学生一人ひとりの成績評価の水準を把握する目安として、ＧＰＡを導入して
います。近年は、本学内外の奨学金受給、大学院進学、留学、企業による採用人事など、さま
ざまな機会の判定の材料として、ＧＰＡが用いられる場合が増えています。
学生の皆さんは、なるべく各自のＧＰＡを認識し、学修計画や進路選択に役立てるようにし

てください。

ＧＰＡとは、履修登録科目ごとの段階的な成績評価に対して、その段階に応じて「Grade 
Point（ＧＰ）」と呼ばれるポイントを付与し、単位当たりの平均値を算出したものです。

２０１６年度以降入学の学部学生
※再入学生は旧学籍２０１６年度以降入学とする。

成績評価　秀＝ ４、優＝ ３、良＝ ２、可＝ １、不合格＝ ０
※算出時、成績評価「保留」科目は ０ポイントとなります。

ＧＰＡ＝
　　（単位修得した科目の単位数×ＧＰ）　合計　　

　　　　　　履修登録した科目の単位数　合計
※小数点第 ３位を四捨五入して算出します。
※履修登録した科目の単位数には、不合格を含みます。

《計算例》
　英　語	 秀	４  単位→　　 ４（ＧＰ）× ４（単位）＝１６
　社会学	 優	４  単位→　　 ３× ４＝１２
　体　育　	 良	１  単位→　　 ２× １＝ ２
　歴　史	 可	 ２ 単位→　　 １× ２＝ ２
　数　学　	 不合格	４  単位→　　 ０× ４＝ ０

１６＋１２＋ ２ ＋ ２ ＋ ０ 　　
＝２．１３３３３３３…

４ ＋ ４ ＋ １ ＋ ２ ＋ ４ 　　
　⇒ＧＰＡ　２．１３

以下の科目は算出対象外となり、ＧＰＡ計算式には含めません。
・評価認定科目（成績評価「秀認」「優認」「良認」「可認」「合認」「認」）
・成績評価「合格」の科目
・資格課程（８０００番台）科目

和光ポータルまたはＧＰＡ証明書から確認できます。
評価基準制度の変更により、和光ポータルからＧＰＡが確認できない入学年度があります。

ＧＰＡ制度対象
和光ポータル
［成績照会］

ＧＰＡ証明書

２０１９年度以降
入学生

対象 表示可 発行可

２０１６～２０１８年
度入学生

対象
表示△
（表示されるが実際のＧＰＡ
と異なる場合がある）

発行可
（和光ポータル［成績照会］
画面の内容と異なる場合
があるが実際のＧＰＡ）

２０１５年度以前
入学生

対象外 表示不可 発行不可

１０．ＧＰＡ制度

（ １）�ＧＰＡ（Grade 
Point Average）
について

（ ２）対象学生

（ ３）�ＧＰ（Grade Point）
について

（ ４）ＧＰＡ計算式

（ ５）�算出対象外とす
る科目

（ ６）�ＧＰＡの確認に
ついて
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和光大学に在籍したまま、協定を結んでいる国内の大学で １年間学ぶことができる制度を本
学では特別聴講制度と呼んでいます。
２種類の形態があり、 １年間通して受入大学で学修するものと、和光大学に通いながら受入

大学の授業を受けるものとがあります。受入大学で修得した単位は、大学間の協定で定められ
た単位数まで本学の卒業要件として認められます。

《 １年間を通して派遣先大学へ行く》
沖縄大学、京都精華大学、札幌大学

《和光大学に通いながら派遣先大学の授業を受ける》
東京工芸大学（表現学部生のみ）

２～ ３年次生（沖縄大学・京都精華大学・札幌大学の申請時は １～ ２年次生）

若干名

沖縄大学：受入学科が開講する全ての科目（ただし、資格課程科目を除く）
京都精華大学：全学共通教育科目・学部専門教育科目
札幌大学：基盤教育科目・専門科目（資格課程科目など一部履修できない科目があります）
東京工芸大学：東京工芸大学が提供する科目

４８単位まで（必修、選択必修、資格取得の必要科目等への認定は行いません）

本学に納入し、受入大学への納入は免除されます。
履修する科目によっては、実習料等が別途必要となる場合があります。

派遣期間中は休学扱いにはならず、派遣期間は在学年数に算入されます。

教学支援課窓口で各大学のシラバス、履修要項等を閲覧し、聴講希望の大学と学科・専攻を
決めてください。

以下の書類を教学支援課に提出してください。
１．特別聴講申請書（様式 １　必ずペン書きのこと）
２．申請理由書（様式 ２　プリンター印字またはペン書きのこと）
３．C．C．T．（コア・クラス・ティーチャー）の推薦書（和光大学長宛、Ａ ４用紙、書式自由）
４．成績証明書（ １年生の場合は、前期成績証明書）

受入大学の承認が得られた時点で、正式に決定となります。
申込者多数の場合、選考を行うこともあります。

受入大学で講義を受けられます。
事務手続きは、各大学の事務局から指示を受けてください。

履修登録の前までに単位認定を行います。

11．単位互換制度
（ １）協定大学
  （特別聴講制度）

①派遣大学

②派遣対象学年

③派遣人数

④派遣先大学の履修可能科目

⑤卒業要件として認定される単位

⑥授業料

⑦在学年数

⑧手続の流れ
沖縄大学・札幌大学・
京都精華大学
⑴ ６月�中旬�

～１０月上旬

⑵１０月中旬

⑶ １月下旬

⑷ ４ �月�
～ ３ 月

⑸ ４月
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説明会で東京工芸大学で聴講できる科目等を説明します。続けて各自が希望する科目を仮登
録します。希望者が多い科目は、人数調整を行います。
説明会を欠席すると聴講する権利を失いますので、希望者は必ず出席してください。

東京工芸大学の承認が得られた時点で正式に受入決定となりますが、仮登録は済ませていま
すので、申請した授業に出席してください。

和光大学履修登録期間
和光ポータルの〔履修登録〕画面に、あらかじめ仮登録科目が登録されていますので確認して

ください。仮登録科目は、削除や変更ができません。

正式受入決定者について和光ポータルで発表します。

〈お知らせは和光ポータルおよび、東京工芸大学ポータルサイトで通知〉
休講情報や東京工芸大学の試験時間割等は東京工芸大学ポータルサイトでお知らせしますので、必

ず確認してください。

成績評価については、聴講の次年度履修登録の前までに単位認定を行います。
その他、不明な点があれば、和光大学教学支援課まで問い合わせてください。

在学中に他の大学において修得した単位を本学の単位として認定を希望する場合は、単位修
得しようとする年の前年度１０月末までに教学支援課に願い出てください。
詳細は巻末の履修規程の「在学中に他の大学において修得した単位の取扱いについて」を確

認してください。

 本学を休学して留学する場合は、この措置に該当しないので留意すること。
外国の大学とは、外国における正規の高等教育機関

4 4 4 4 4 4 4 4 4

で学位授与権を有するもの、またはこれ
に相当する教育機関をいいます。語学留学は認められないので注意してください。
自分の専門分野等の学問を外国の大学で学んだ場合、その修得した単位を、本学の「卒業に

必要な単位」として認めようとする趣旨で設けられたものですので、認定限度を３０単位として
います。
本学 ４年の正規の在学期間の中で、外国へ留学し単位の換算認定を希望する場合には、前年

度の１０月末までに所定の手続きをとって教授会および学長の承認を求めなければなりません。
手続きは教学支援課に申し出てください。

提出書類は、以下のとおりです。
１．留学計画書
２．成績証明書（和光大学在学中のもの）
３．留学する大学のカリキュラム表
４．留学する大学のシラバス時間割等

東京工芸大学
⑴ ３月下旬

注意！
　仮登録の際は、各自の履修計画に基づいて慎重に決定してください。
特に、和光大学で履修する予定の科目と授業時間が重ならないか、よく確認すること。
安易に仮登録をして後に取り下げることは、東京工芸大学に多大な迷惑がかかりますので、
絶対にやめてください。

⑵仮登録終了後

⑶ ４月上旬

⑷ ４月下旬

⑸授業開始後の注意事項

重要！ 〈試験について〉
　日程の都合で東京工芸大学の試験日と和光大学の試験日が重なる場合があります。その
際は和光大学の試験を受けてください。東京工芸大学の試験については、指定された期間
に東京工芸大学教務課へ理由書を提出して、追試験を受けることになります。試験時間割
を確認し、重なる授業がある場合は、和光大学教学支援課で配付する所定の理由書に記入
の上、提出してください。

（ ２）�国内（協定大学
を除く）の大学

（ ３）外国の大学

①留学する場合の手続き

②提出書類
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本学における正規の修業年限の中に留学期間を組み入れるので、その期間も本学所定の授業
料を納める必要があります。

本学では進級の制度（学年制）をとらず単位制を原則としています。よって修得単位数や休
学の有無に関わらず １年ごとに学年が １つ上がります。なお、休学した場合は、休学期間分、
卒業が延期されます。

卒業に必要な在学期間、修得単位と学費の納入について、教授会で審議の上、判定結果を ２
月中旬に発表します。判定結果は学生本人が直接確認するようにしてください。卒業判定に関
する詳しい日程は、１２月上旬に各学科掲示板および和光ポータルでお知らせします。

４年以上在学し、所定の単位（合計１２４単位）を修得することにより、次の学位が授与されます。
現代人間学部　　学士（人間関係学）
表現学部　　　　学士（表現学）
2023年度以前入学生
経済経営学部　　学士（経済学）
2024年度以降入学生
経済経営学部経済学科　　学士（経済学）
　　　　　　経営学科　　学士（経営学）

当該年度前期末で在学期間が ４年間以上（休学期間を除く）となる学生に限り、前期終了後、
前期科目の評価を含めた卒業判定を実施します。

本学では、卒業後、次のような修学制度を設置しています。

本学の大学院には社会文化総合研究科の下、心理学専攻心理学コースがあります。大学院は
セメスター制をとっており、修業期間は ２年（ ４セメスター）、３年（ ６セメスター）、４年（ ８
セメスター）の ３種類があります。大学院を修了すると修士（学術）の学位が授与されます。
大学院の出願要項は、 ５月頃に入試広報課から発表されます。

本学の専任教員を指導教員として、特定のテーマで １年間、研究活動を行います。
研究生（国内在住出願者）の出願要項については、12月下旬から教学支援課で配付します。
研究生（海外在住出願者）の出願要項は ９月下旬頃から教学支援課で配付します。

履修期間は １年間（大学院の科目等履修生は各セメスターごと）で、一定数の科目を履修す
ることができます。ただし、外国語科目など一部の科目については履修できません。
※科目等履修生制度については、Ｐ２65以降に詳しく書かれています。
科目等履修生の出願要項は、 ２月初旬から教学支援課で配付します。大学院の科目等履修生

の出願要項については、春セメスターは ３月下旬から、秋セメスターは ８月上旬から、教学支
援課で配付します。

③学費について

12．進級と卒業
（ １）進級

（ ２）卒業判定

（ ３）卒業要件と学位

（ ４）前期卒業制度

（ ５）進学について

①大学院

②研究生

③科目等履修生
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入学後、他の学科へ転科したり、他の学部へ転部しようとするときは、 １年次または ２年次
に所定の手続きを経て出願してください。出願可能な学部・学科（専修）および出願時期や試
験科目等については、「編入学・転部・転科学生募集要項」（ ７月頃、入試広報課発表）で確認
してください。
学科によっては必修科目等の関係から、 ４年の在学期間で卒業できない場合も考えられるの

で、事前に教学支援課に相談し、十分な学修計画を立てたうえで受験してください。
転部・転科する前の学部・学科で修得した単位は、履修登録までに下表の範囲内で新たな学部・

学科の単位に認定します。詳細は新年度の転部・転科生オリエンテーションで説明します。

２年次転部・転科入学者 ３年次転部・転科入学者
教育課程 上限単位 教育課程 上限単位

共 通 教 養 科 目 なし 共 通 教 養 科 目 なし
外 国 語 科 目 なし 外 国 語 科 目 なし
専 門 科 目 ２4 専 門 科 目 40

教職等諸資格科目
和光大学編入学・転部転
科者の単位認定規程第 ３
条による

教職等諸資格科目
和光大学編入学・転部転
科者の単位認定規程第 ３
条による

病気・その他事情があって、３カ月以上続けて就学の見込みがない場合、以下の手続きによっ
て、休学を願い出ることができます。

休学期間は、以下の ３通りになります。
・前期（ ４／ １～ ９／３０）
・後期（１０／ １ ～翌年 ３／３１）
・通年（ ４／ １～翌年 ３／３１）
なお、休学した場合は、休学期間分、卒業が延期されます。

１）「休学願」用紙を教学支援課で受け取ってください。
２）�必要事項をもれなく記入し、本人および保証人の連署の上、およびコア・クラス・ティー
チャーと相談の上、必ず了解を得てから、教学支援課に提出してください。

３）提出された「願」は、教授会（毎月 １回）の議を経て、学長が許可します。
４）許可されると「休学許可通知」が自宅に届きます。
※高等教育の修学支援新制度適用者の場合、別途案内があります。

「休学願」は、原則として、休学しようとする期間の １カ月前までに教学支援課に提出して
ください。
（例） ４／ １から休学希望の場合→ ３／ １までに提出してください。
　　　１０／ １ から休学希望の場合→ ９／ １までに提出してください。
　　　（締め切り日が日曜日等で窓口閉室日の場合はその前日が締め切り日となります）

１）�休学した期間の分だけ、卒業は延期されます（半年間の休学の場合は半年、 １年間の休学
の場合は １年間、それぞれ卒業が延期されます）。

２）�休学期間中の授業料および施設設備資金は不要ですが、別途在籍料が必要となります（詳
しくは、管財課経理係にお問い合わせください）。

３）休学期間中の履修登録は無効になります。

休学期間の終了をもって復学となります。また、休学延長を希望される場合は「休学願」を、
期限までに提出してください。なお、休学は通算して ４年を超えることはできません。

１3．転部・転科

14．�休学・復学・退学・
除籍・再入学

（ １）休学

①手続の流れ

②提出期限

③休学が許可されたら

④�休学期間が終わった
ら
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休学期間の終了をもって自動的に復学となります。

注意！
◦�「復学許可通知」が自宅に届くのは、復学日を過ぎてからになります。「復学許可通知」
が届く前であっても、年度初めの学部・学科別説明会や各学期の授業には出席してくだ
さい。

◦�通年休学の申請者が後期からの復学を希望する場合は、 ９／ １までに「復学願」を教学
支援課に提出してください（この場合、復学は１０／ １ となります）。

病気・その他事情により退学したいときは、「退学願」を以下の手続きに従い、教学支援課
に提出してください。
※高等教育の修学支援新制度適用者の場合、別途案内があります。

１）「退学願」用紙を教学支援課で受け取ってください。
２）�必要事項をもれなく記入し、本人および保証人の連署の上、およびコア・クラス・ティー
チャーと相談の上、必ず了解を得てから、教学支援課に提出してください。

３）提出された「願」は、教授会（毎月 １回）の議を経て、学長が許可します。
４）許可されると「退学許可通知」が自宅に届きます。

「退学願」は下記の提出期限内に、教学支援課に提出してください。
　前年度 ３／３１付退学を希望される場合→ ４／２０までに提出してください
　今年度 ９／３０付退学を希望される場合→１０／３１までに提出してください。
　（締め切り日が日曜日等で窓口閉室日の場合はその前日が締め切り日となります）

※�授業料未納の状態で退学を希望されている場合、この期限を過ぎると、下記の「（ ４）除籍」
に基づき、除籍対象として扱われることになるので十分に注意してください（巻末の退学取
扱規程・除籍取扱規程を参照してください）。

「指定された期日までに授業料を納入しない者（学則第４０条）」は除籍されます。この場合、
学籍は前期であれば ８月３１日付、後期であれば ２月２８日付で失われることになります。
家計の事情その他やむを得ない理由から、学費を期限までに納入できないときは、学費の延

納を願い出ることが出来ます。詳細は学生支援課に問い合わせてください。
※�「除籍」になると、離籍後に発行できる証明書が「退学証明書」ではなく「除籍証明書」に
なります。

※�高等教育の修学支援新制度適用者で適格認定において遡及取消の対象となり、指定された期
日までに授業料を納入しない者は、遡った日付で除籍となる場合があります。

本学を退学した者または除籍になった者が復籍を希望する場合、再入学を認めることがあり
ます。
※再入学の出願は退学した日、または除籍になった日から起算して１０年以内の者に限ります。
※再入学した後に退学した者、除籍となった者が、再び再入学の出願をすることはできません。

１）�本学を退学した者、除籍になった者が再入学を希望するときは、「再入学願」を教学支援
課で受け取ってください（例年、 １月頃から配付を開始します）。

２）�必要事項をもれなく記入し、本人および保証人の連署の上、在学当時の指導教員（コア・
クラス・ティーチャーまたはゼミ指導教員等）と面接の上、再入学したい理由等を説明
し、必ず了解を得てから、成績証明書を添えて、教学支援課に提出してください。

３）提出された「願」は、 ３月教授会の審査を経て、学長が許可します。
４）許可されると「再入学承認通知」が自宅に届きます。

「再入学願」は、 ２月下旬（詳細は再入学要項を参照）までに教学支援課まで提出してくだ
さい。

（ ２）復学

（ ３）退学

①手続の流れ

②提出期限

（ ４）除籍

（ ５）再入学

①手続の流れ

②提出期限
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４ 月に行われる再入学生オリエンテーション（面談）に、必ず出席してください。

在学可能年数は、既に在籍した期間を除く残余の期間となります。卒業要件を満たすために
は、満 ４年の在学期間（休学期間を除く）を必要とします。

再入学する場合の学費は、再入学要項を参照してください。入学金等については半額となり
ます（詳しくは管財課経理係にお問い合わせください）。

原則として、再入学する学年の授業一覧表が適用されます。その際、履修登録までに単位認
定作業を行います。詳しい日程等は、入学後、すみやかに教学支援課で確認してください。

③�再入学が許可された�
ら

④�在学可能年限と卒業
要件在学期間

⑤学費について

⑥�再入学者の履修方法
について
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和光大学ではいわゆる「公欠」といった制度はありません。欠席の場合の評価の扱いや対応
は、履修している授業の担当教員の判断によります。そのため、欠席をする場合、もしくは欠
席した場合は、直接担当教員にその旨を理由と共に伝える必要があります。まずは、担当教員
に相談をし、「授業・試験欠席連絡票」の発行指示があった場合は以下①を参照してください。
大学に来られない場合やオンライン授業の場合には、和光ポータル［授業Q&A］から担当

教員に連絡してください。

教学支援課では、学生本人が担当教員に説明するための資料として、学生本人の申し出によっ
て「授業・試験欠席連絡票」を発行しています。これは「学生本人の避けがたい事由のため、
授業・試験を欠席せざるを得なかった」ことを示すものとなります。「授業・試験欠席連絡票」
は、下記「欠席事由を証明できる資料」と共に「欠席届」を提出することで発行できます。

欠席理由 対象日 必要書類 担当窓口

病気・怪我等
（領収書が有る場合）

医療機関の領収書が
発行された日付のみ
※自宅療養の期間は
対象外です

医療機関の領収書

Ａ棟 ２階　
教学支援課

病気・怪我等
（診断書が有る場合）

診断書に記載された
療養期間 診断書

忌引き 会葬礼状に記載され
た日付のみ

日付が明記された会葬礼状
※地方の場合は、旅客鉄道
等領収書の提出により移動
日も対象となります

学生本人以外に介護
する者がいない場合の

家族の介護 教学支援課窓口にて
別途案内

診断書または事情が説明で
きる書類

風水害地震
および火災など 被害が分かる根拠資料

交通機関の遅延 発行不可。担当科目の教員に直接相談してください

※就職活動については、Ａ棟 ３階キャリア支援課にて就職活動
参加証明書の用紙を配付しています。欠席する日が分かった段
階で事前にキャリア支援課窓口にて確認してください（参加証
明書を提示することで、必ずしも非欠席扱いとなるとは限りま
せん。必ず事前に教員に相談してください）。

病気・怪我等
（証明資料が無い場合）

法事・法要
（四十九日・～回忌など）

就職活動

学校保健安全法施行規則第１８条に定められた感染症（例：インフルエンザ・新型コロナウイ
ルス感染症など）に罹患した場合は、同第１９条の定めに基づき出席停止となります。体調が回
復してから、教学支援課にて①の手続きを行い、担当教員に説明を行ってください。
・出欠席について
（授業期間）　出席扱いとなりますが、評価の扱いは担当教員の判断によります。
（試験期間）　追試験扱いとしますが、実施の有無は担当教員の判断によります。
　　　　　　　追試験については P26（ 2 ）追試験を必ず確認してください。

欠席理由 対象日 必要書類 担当窓口

インフルエンザ
発症した後 ５日を経過し、
かつ、解熱した後 ２日を
経過するまで

医療機関の領収書とイ
ンフルエンザ罹患を確
認できる処方薬がわか
るもの（診断書も可）

Ａ棟 ２階教学支
援課およびＧ棟
１階医務室新型コロナウイルス

感染症

発症した後 ５日を経過し、
かつ、症状が軽快した後
１日を経過するまで

※無症状の陽性者につい
ては、検査採取日を発症
日（ ０日）として、 ５日
間経過するまでの間

医療機関の領収書（診
断書も可）、PCR検査
の結果通知書・抗原検
査キット陽性の画像等、
新型コロナウイルス感
染症罹患を確認できる
もの

※新型コロナウイルス感染症について、濃厚接触は出席停止の対象ではありません。感染
防止に留意し、授業に出席してください。

１5．各種届出
（ １） 欠席の扱い

①�「欠席届」と「授業・
試験欠席連絡票」

②�感染症に伴う出席停
止
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「授業・試験欠席連絡票」では、「欠席事由を証明できる資料」に記載された日（例：医療
機関の領収書等に記載された日）のみ欠席を証明します。例えば、通院した翌日も体調が回復
せず外出しなかった場合も、授業・試験欠席連絡票では通院日のみ欠席を証明することとなり
ます。証明された日以外の欠席については、この「授業・試験欠席連絡票」をもとに、学生本
人より授業担当教員へ体調不良があった事実を説明するようにしてください。

「授業・試験欠席連絡票」を担当教員に提示することで、必ずしも当該日時の欠席が出席扱
いとなるわけではありません。欠席の場合の評価の扱いや対応は、履修している科目の担当教
員の判断によります。そのため、授業を欠席する場合、もしくは欠席した場合は、直接担当教
員にその旨を理由と共に伝える必要があります。

１� ）公共交通機関の事故などに起因する欠席・遅刻等の場合は、当該機関の発行する証明を
もって担当教員へ連絡してください。
２ �）資格課程における実習等による欠席の場合は、事前に各担当教員に申し出るとともに、
実習終了後、それぞれの参加証明書（教学支援課発行）をもって担当教員へ連絡してくだ
さい。詳細は資格課程の手びきを参照してください。
３）就職活動にかかわる授業の欠席の場合は、キャリア支援課に相談してください。

学生本人の避けがたい事由により各期末試験を受験できなかった場合には、追試験の受験を
許可することがあります。追試験の実施を希望するときは、直ちに担当教員に相談してくださ
い。担当教員から「欠席届」提出の指示があった場合は、欠席事由を証明できる資料を添付の
上、当該試験実施前後 １週間以内に教学支援課へ「欠席届」を提出してください。追試験が実
施される科目や方法は、担当教員の指示に基づきます。
 Ｐ２５  １5．各種届出（ １）①「欠席届」と「授業・試験欠席連絡票」の項を参照。

再発行申請した日から ３日後（日・祝は除く）の ９時１５分以降に交付となります。紛失、汚
損の場合はすみやかに教学支援課に届け出て、再交付を受けてください。
紛失（盗難等）した場合は、悪用の恐れがあるので、必ず最寄りの警察にも届け出てください。

１）学生証紛失届兼再発行願（再交付申請用紙）を教学支援課で受け取ってください。
２）�必要事項を記入し、再発行手数料１，０００円分の証紙（証明書用）を貼って教学支援課に申
請してください。

３）�教学支援課で、申請時にお渡しする「学生証紛失届兼再発行願　学生控え」と引き換えに、
受け取ってください。
＊�再交付後、紛失した学生証が見つかった場合は、紛失した方の学生証を教学支援課に返却
してください。

③�欠席を証明する日時

④�出席・成績・評価の
扱い

⑤欠席に関わる諸注意

（ ２）追試験

（ ３）学生証の再発行

①手続の流れ
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学生本人や入学手続時に届け出ている保証人の住所を変更したときは、和光ポータル上で申
請するか、または学籍変更届（教学支援課に用意してあります）に必要事項を記入の上、教学
支援課に提出してください。併せて学生証裏面シールの再発行も申請してください。提出しな
いと、大学からの郵便等が届かず大事な情報を得ることができません。
※和光ポータル上で申請する場合は、ログイン後、［個人情報］から［学籍情報変更申請］

の「住所・電話番号（学生・保証人）・変更届」に変更内容を直接入力してください。
※奨学金を受給している学生は別途学生支援課に連絡をしてください。

〈和光ポータル画面〉

学生本人や入学手続時に届け出ている保証人の、戸籍上の姓・名を変更したときは、学籍変
更届（教学支援課に用意してあります）に必要事項を記入のうえ、住民票を添えて教学支援課
に提出してください。学生本人の場合には、併せて学生証の再発行も申請してください。
※和光ポータル上では変更できません。

入学手続時に届け出ている保証人を変更するときは、学籍変更届（教学支援課に用意してあ
ります）に必要事項を記入・捺印のうえ、教学支援課に提出してください。
※和光ポータル上では変更できません。

（ ４）住所の変更

（ ５）改姓名

（ ６）保証人の変更
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16. 取扱証明書 所属 証明書の種類 交付期日 手数料

証
明
書
自
動
発
行
機
お
よ
び
窓
口
申
請
が
原
則
で
す
が
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
も
可
能
で
す
。

証
明
書
自
動
発
行
機
（
Ａ
棟
１
階
）

証
明
書
発
行
申
請
書
は
不
要
で
す

現
金
を
証
明
書
自
動
発
行
機
に
投
入

在
学
中

学部生

在学証明書
そ
の
場
で
す
ぐ
に
交
付
さ
れ
ま
す

２００円
成績証明書� ※注 １ ２００円
卒業見込証明書� ※注 ２ ２００円
健康診断証明書� ※注 ３ ２００円
学生旅客運賃割引証（学割証） 無料
学業成績原簿（単位修得簿）� ※注 ４ ２００円

大学院生

在学証明書 ２００円
成績証明書� ※注 １ ２００円
修了見込証明書� ※注 ２ ２００円
健康診断証明書� ※注 ３ ２００円
学生旅客運賃割引証（学割証） 無料

研究生 健康診断証明書� ※注 ３ ２００円
科目等履修生 健康診断証明書� ※注 ３ ２００円
特別聴講学生 健康診断証明書� ※注 ３ ２００円

教
学
支
援
課
窓
口
（
Ａ
棟
２
階
）

証
明
書
発
行
申
請
書
が
必
要
で
す

和
光
大
学
証
紙
（
Ａ
棟
２
階
券
売
機
に
て
販
売
）

学部生

学位授与見込証明書� ※注 ５ 翌日 ２００円
履修登録証明書 ２週間程度 ３００円
在学証明書（英文） ２週間程度 ３００円
成績証明書（英文） ２週間程度 ３００円
ＧＰＡ証明書� ※注 ８ ２ 週間程度 ２００円
ＧＰＡ証明書（英文）� ※注 ８ ２ 週間程度 ３００円
ＧＰＡ成績証明書� ※注 ８ ２ 週間程度 3００円
ＧＰＡ成績証明書（英文）� ※注 ８ ２ 週間程度 4００円
卒業見込証明書（英文） ２週間程度 ３００円
学生証（再発行） ３日後 １，０００円

大学院生

学位授与見込証明書� ※注 ５ 翌日 ２００円
在学証明書（英文） ２週間程度 ３００円
成績証明書（英文） ２週間程度 ３００円
修了見込証明書（英文） ２週間程度 ３００円
学生証（再発行） ３日後 １，０００円

資格課程

教職免許取得見込証明書 ２日後 ３００円
基礎資格及び単位修得証明書 １週間程度 ３００円
教員採用試験用人物証明書 １週間程度 ３００円
諸資格取得見込証明書 ２日後 ３００円

保育士 指定保育士養成施設卒業見込証明書 ２日後 ３００円
保育士養成課程修了見込証明書 ２日後 ３００円

研究生
研究生証明書 翌日 ２００円
研究生証明書（英文） ２週間程度 ３００円
研究生証（再発行） ３日後 １，０００円

科目等履修生 履修登録証明書（科目等履修生） 翌日 ２００円
科目等履修生証（再発行） ３日後 １，０００円

その他 大学院受験調査書� ※注 ６ ２ 日後 ４００円
本学様式以外の証明書 ２週間程度 ３００円～

離
籍
者
（
卒
業
・
退
学
・
除
籍
）

学部生
大学院生

卒業（修了）証明書� ※注１０ 当日 ２００円

Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
が
可
能
で
す
。
和
光
大
学
Ｈ
Ｐ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

卒業（修了）証明書（英文） ２週間程度 ３００円
成績証明書 当日 ２００円
成績証明書（英文） ２週間程度 ３００円
ＧＰＡ証明書� ※注 ８ ２ 週間程度 ２００円
ＧＰＡ証明書（英文）� ※注 ８ ２ 週間程度 ３００円
ＧＰＡ成績証明書� ※注 ８ ２ 週間程度 3００円
ＧＰＡ成績証明書（英文）� ※注 ８ ２ 週間程度 4００円
学業成績原簿（単位修得簿）� ※注 ９ 当日 ２００円
学位授与証明書 翌日 ２００円
退学証明書� ※注１０ 翌日 ２００円
退学証明書（英文） ２週間程度 ３００円
除籍証明書� ※注１０ 翌日 ２００円
除籍証明書（英文） ２週間程度 ３００円

資格課程
学力に関する証明書 １週間程度 ３００円
基礎資格及び単位修得証明書 １週間程度 ３００円
諸資格単位取得証明書� ※注 ７ １ 週間程度 ３００円

保育士等

指定保育士養成施設卒業証明書 ２日後 ３００円
保育士養成課程修了証明書 ２日後 ３００円
幼稚園教諭免許所有者
保育士試験免除科目専修証明書 ２日後 ３００円

研究生 研究生証明書 翌日 ２００円
研究生証明書（英文） ２週間程度 ３００円

科目等履修生 科目等履修生証明書 翌日 ２００円
成績証明書 当日 ２００円

専攻科生 修了証明書 翌日 ２００円
成績証明書 翌日 ２００円

聴講生 聴講生証明書 ２日後 ２００円

その他 大学院受験調査書 ２日後 ４００円
本学様式以外の証明書 ２週間程度 ３００円～

（ １）取扱証明書一覧
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※注 1　成績公開日以降は最新の成績まで反映された証明書が発行されます。
※注 ２　卒業見込証明書、修了見込証明書の発行には条件があります。
　　　　※算定単位として教職諸資格課程専用科目（授業コード８０００番台）は含まれません。
　　　　※休学期間は在学期間に含まれません。

　　　　《学部生》
　　　　　①卒業見込判定条件
　　　　　　　下記条件を満たした場合、卒業見込証明書を発行できます。
　　　　　　・在学期間 ３年間以上であること。
　　　　　　・�既に修得した単位に加え、履修登録状態にある授業の単位を全て修得したと仮

定した場合に、卒業要件を満たすこと。

　　　　　②卒業見込判定時期
　　　　　　�　以下の時期に卒業見込判定を実施し、判定結果によって卒業見込証明書の発行

可否が決まります。そのため、 ５月上旬の判定では卒業見込証明書が発行可能で
も、 ９月上旬の判定で発行不可になるケースがあります。

　　　　　　・前期履修登録確定後（ ５月中旬）
　　　　　　・前期成績確定後（ ９月上旬）
　　　　　　・後期履修訂正確定後（ ９月下旬）
　　　　　　・後期・通年成績確定後（ 3月上旬）
　　　　　　詳細な日程は掲示にてお知らせします。

　　　　《大学院生》
　　　　　①修了見込判定条件

春・秋セメスター入学者共、下記条件を満たした場合、修了見込証明書を発行
できます。

　　　　　　・在学期間 ２セメスター以上
　　　　　　　※ ３年課程生は ４セメスター以上、 ４年課程生は ６セメスター以上
　　　　　　・修了要件上１６単位以上修得済
　　　　　②修了見込判定時期

以下の時期に修了見込判定を実施し、判定結果によって修了見込証明書の発行
可否が決まります。
・春セメスター開始時（ ４月）
・春セメスター成績確定後（ ９月上旬）
・秋セメスター開始時（１０月）
・秋セメスター成績確定後（ ３月上旬）
詳細な日程は提示にてお知らせします。

※注 ３　�問い合わせは医務室（Ｇ棟 １階）まで。
※注 ４　�学業成績原簿（単位修得簿）は、成績証明書として使用できません。
※注 ５　�学位授与見込証明書の発行基準は、卒業見込証明書・修了見込証明書に準じます。
※注 ６　�大学院受験調査書は、教員記入欄（推薦書・所見欄等）への記入が済んだ後に申請し

てください。
※注 ７　�本学では相当する課程が無いため、「社会福祉主事任用資格」「児童福祉司任用資格」

「社会福祉士」「児童指導員」についての証明書発行はできず、資格の有無について
確認することができません。必要に応じて「卒業証明書」および「成績証明書」を発
行し、ご自身または提出先にて要件を確認していただくこととなります。

※注 ８　�発行対象は２０１６年度以降入学の学部学生（再入学生は旧学籍が２０１６年度以降入学）で
す。

※注 ９　発行対象は２０１０年度以降入学の学部学生です。
※注１０　�離籍者（卒業・退学・除籍）の方には「在学証明書」は発行しておりません。在学の

事実または在籍期間の確認が必要な場合には「卒業（退学・除籍）証明書」にて在学
した期間を証明することができます。

☆Web 申請については、和光大学HPを参照してください。
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　Ａ棟 １階エントランスの証明書自動発行機から発行ができます。
１．発行可能日時（休日授業日を含む）
　　前期・後期授業期間　月～金 ９：００～１８：００　土 ９：００～１６：３０
　　�授業期間以外　　　　月～土 ９：００～１６：３０※
　　※休業期間や入学試験等学内行事日については、別途大学ホームページ等で案内します。
２．交付
　　その場ですぐに交付されます。
３．必要書類・手数料
　　学生証が必要です。手数料は現金を証明書自動発行機に投入してください。

　やむをえない事情により、本人以外の方が代わりに証明書を申請する場合は、本人および代
理人による署名・捺印のある委任状並びに本人および代理人の方の本人確認書類（運転免許証・
保険証・パスポートなど）を必ずお持ちのうえ、教学支援課窓口で「証明書発行申請書」を提
出してください。

１．発行対象者について
　�原則として、在学時に資格課程を受講申請し、履修している方のみ発行可能です。不明な
点がある場合は、教学支援課窓口（資格係）にお問い合わせください。

２．「学力に関する証明書」の申請にあたって
　　�発行申請書裏面および大学ホームページ「卒業生の方＞各種証明書・届出＞和光大学各種
証明書申請にあたっての注意事項」をよく確認してから、申請を行ってください。

１．保育士養成課程に関わる証明書の発行について
　（ １）「指定保育士養成施設卒業見込証明書」発行条件
　　　　①�現代人間学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程に在籍していること
　　　　②「卒業見込証明書」の発行条件を満たしていること
　　　　③�「保育実習 １（保育所）」「保育実習 １（施設）」の単位を修得済みで、「保育実習 ２（保育

所）」または「保育実習 ３（施設）」の単位を修得済みまたは当該年度に取得予定の者

　（ ２）「保育士養成課程修了見込証明書」発行条件
　　　　①�現代人間学部心理教育学科保育専修または子ども教育専修幼児教育課程を卒業し、

科目等履修生として本学に在籍していること
　　　　②�「保育実習 １（保育所）」「保育実習 １（施設）」の単位を修得済みで、「保育実習 ２（保育

所）」または「保育実習 ３（施設）」の単位を修得済みまたは当該年度に取得予定の者

２．「幼稚園教諭免許所有者保育士試験免除科目専修証明書」発行について
　　発行申請には、以下のいずれか １点が必要となります。
　　①幼稚園教諭免許状の写し
　　②教育職員（幼稚園教諭）免許状授与証明書（発行日から ６ヵ月以内のもの）

※不明な点がある場合は、教学支援課窓口（資格係）にお問い合わせください。

１．夏期・冬期休業期間、ゴールデンウィーク期間の証明書発行
　　�発行できる証明書の種類や証明書自動発行機の利用時間が授業期間と異なります。掲示・
和光ポータルおよび大学ホームページを確認してください。

　　�業務の都合により交付期日を過ぎることがありますので、余裕をもって申請してくださ
い。特に、お盆・年末年始期間などは、一覧表の期日より遅れることがあります。

２．証明書に記載される「氏名」について
　　�在学生は「証明書申請時」、離籍者（卒業・退学・除籍）は「離籍時」に大学に登録されて
いる戸籍上の氏名にて発行されます。大学に登録している「通称名」や離籍後に変更した
氏名での証明書発行はできませんので、予めご留意ください。ただし、やむを得ない事情
により、これ以外の氏名による発行を希望する際は教学支援課までお問い合わせください。

（ ２）証�明書発行 
・申請方法

①証明書自動発行機

②�代理人による申請

③�資格課程に関わる�
証明書

④�保育士等に関わる�
証明書

⑤注意事項
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卒業するには履修規程に定められた単位数を修得しなければなりません。「履修登録」とは、年
度の初めに １ 年間の履修授業を登録する重要な手続きです。本学ではこの履修登録を和光ポー
タル上の申請によって行います。操作方法などは「履修登録マニュアル」（P12参照）も参考
にしてください。

卒業に必要な単位数（１２４単位）および卒業要件と ４年間の在学期間を満たして卒業となり
ます。
卒業要件は各学科で異なりますので、詳細は各学科の「卒業要件」で確認してください。

各学科の「卒業要件」と前年度末までに修得した単位をつき合わせ、きちんと卒業できるよ
うに計画を立ててください。

各自の履修計画や希望に基づいて、シラバス（和光ポータル上）を参考に履修する授業を検
討してください。なお、履修できる授業かどうかを時間割・学修の手びきで必ず確認してくだ
さい。また、後期開講の授業であっても、履修したい授業は必ず前期に履修登録を行ってくだ
さい。

履修登録は学生の「自己責任」において行われるものです。間違いのないように登録してく
ださい。

共通教養科目・外国語科目・専門科目を合わせた １年間の履修登録単位数には、上限が設け
られています。
上限を超えた場合は、超えた分だけではなく １年間の履修登録授業の全てが無効となります

ので注意してください。なお、資格課程専用科目（授業コード８０００番台）はこの上限に含みま
せん。ただし、資格取得に必要な共通教養科目・外国語科目・専門科目はこの上限に含みます。
※�注意※
�　�当該年度に履修登録し、単位を修得できなかった前期授業も履修登録単位数に含まれます（後
期履修訂正時）。また、入学年度により上限も異なります。

履修登録単位数の上限（共通教養／外国語／専門科目）

１～ ３年次 ４年次（卒業年次生）
２０１８年度以前入学生 ４９単位 ６０単位
２０１９年度以降入学生 ４９単位

・�心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生は、 １年次および ２年次に限り、単位上
限を５９単位とします。

・�教育職員免許状幼稚園 １種と小学校 １種を両方あるいはどちらか一方を受講申請した学生
（心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程を除く）は、 ２年次および ３年次に限り、単
位上限を５９単位とします。

文部科学省令である大学設置基準において、遠隔授業（本学では「オンライン科目」と呼び
ます）により修得できる卒業要件単位数の上限を６０単位と規定しています。
これは、卒業するためには、各学科で定めた卒業要件を満たすだけでなく、６４単位は対面科

目を修得する必要があるということです。
対面科目の履修中・修得済単位数は和光ポータル［成績照会］または［学生時間割表］の「単

位修得状況」に表示されますので、履修登録前に必ず確認してください。

卒業に必要な単位数の合計（＝１２４単位）
対面科目 オンライン科目

最低でも６４単位必要 ６０単位まで算入可能 ※

※…６０単位を超えて修得したオンライン科目は、卒業要件単位数に算入されません。
　　オンライン科目を６０単位以上履修・修得することは可能ですが、各学科で定める
　　卒業要件を満たしても、対面科目が６４単位未満だった場合は卒業できません。

なお、本学では、２０２０年度から２０２３年度までコロナ禍における特例措置を適用していたため、
２０２３年度までに修得した単位は全て対面科目を修得したものとして算入します。

１7．履修登録について
（ １）履修登録とは

（ ２）�卒業要件を満た
す計画を

２ 年次生からは…？

（ ３）�履修する授業を
きめよう

（ ４）�自己責任できち
んと登録

（ ５）�履修登録単位数
の上限がありま
す

（ ６）�最低でも対面科
目を６４単位修得
する必要があり
ます
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❶「種別」欄
授業の「種別」により、履修登録を行う時期および方法が異なります。

❷「人数制限（抽選）優先条件」欄
「有」の場合は、種別「人数制限（抽選）」授業のコンピュータによる抽選の際、指定され

た条件に合った学生が優先的に当選されます。条件の詳細はシラバスで確認できます。

❸「オンライン科目」欄
全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の 2種類があります。
「時間割外」は授業をオンライン（オンデマンド型：動画配信または資料配信）で実施しま

す。原則として毎週月曜日 １限までに資料や動画が配信され、土曜日 ５限までに課題提出する
授業です。
「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室の割当てがあります。全授業回の半数超をオ

ンラインで授業を行います。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

❹「履修可能学年」欄
当該授業を履修可能な学年が記載されています。網掛け・太字になっている部分は「履修推

奨学年」であることを示しています。

❺「重複履修」欄
「○」の場合は、過去に同一科目の単位修得をした場合も履修可能です。「×」の場合は、

単位修得をした科目の再履修はできません。

❻「全学開講」欄
「○」の場合は、別の学科の学生も当該授業を履修可能です。「×」の場合は、当該学科の

学生のみ履修可能です。

❼「備考」欄
履修にあたっての条件や注意事項などが記載されています。

　種別には以下の ６種類があります。
①「クラス指定必修」
あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

②「クラス指定」
あらかじめ指定された学生のみ履修可能な授業です。

③「人数制限（抽選）」
履修人数の制限があり、履修を希望する場合は抽選希望登録が必要な授業です。

④「許可」
教員の履修許可が必要な授業です。

⑤「条件付」
授業の備考欄などに履修条件が記載されています。条件を満たし、自分で履修登録すること

で受講が可能となる授業です。

⑥�「なし」
①～⑤以外の授業です。自分で履修登録することで受講が可能となる授業です。

　授業の「種別」ごとに履修登録の時期、および履修登録方法が異なります。

あらかじめ大学で履修登録を行うため、申請は必要ありません。また、履修登録を削除する
ことはできません。

（ ７）�授業一覧表の見
方

2025年度　○○学部　△△学科　授業一覧表
△△学科専門科目

卒業要件 授業
コード 科　目［授　業］名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
（形態）

オ
ン
ラ
イ
ン

科
目

履修可能学年
担　当　者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考１
年
２
年
３
年
４
年

選
択
専
門
科
目

９００１ プロゼミ ４ クラス
指定必修 ― 通年 ― １ ２ ３ ４ 和光　太郎 × ○

９００２ ○○基礎 ２ なし ― 前期 ― ― ２ ３ ４ 岡上　次郎 ○ ○

９００３ ○○応用 ２ 人数制限
（抽選） 有 後期 時間

割外 ― ２ ３ ４ 鶴川　花子 × ○

９００４ ◆◆を考える ２ 許可 ― 前期 ― １ ２ ３ ４ 大正橋　渡 × ○

●❶ ●❼
●❸ ●❹ ●❺

●❻

（ ８）�授業の「種別」

（ ９）�「種別」ごとの 
履修登録方法

①クラス指定必修

●❷
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あらかじめ履修登録されていなかった学生は、当該授業を履修できません。

あらかじめ大学で履修登録を行っています。履修を希望しない場合は、履修登録期間に和光
ポータルの［履修登録］画面から登録を削除することが可能です。
�※�注意※一度〔削除〕を押すと、「削除の取り消し」はできませんので、慎重に操作してください。

下記の通り履修登録を行います。
［ １］抽選　 ４月 ８日（火） ９：００～ ４ 月15日（火）23：59
�　第 １回履修登録・抽選希望登録期間に、和光ポータルの［抽選希望登録］画面にて、履修
を希望する授業の申請を行います。期間終了後、コンピュータが抽選を行い、当選者は自動
的に履修登録完了となります。優先条件「有」の授業は優先的に当選とする条件が指定され
ています。抽選結果は抽選希望登録締め切り日の翌日1８：００に和光ポータルにて確認できま
す。なお、抽選は希望者が授業の定員より多かった場合に実施され、定員に収まった場合は
全員当選となります。
※注意※
・抽選科目の単位数は、抽選結果発表後に履修中単位数欄に加算されます。
・�履修を希望する曜日時限に「クラス指定」授業が登録されていて申請できない場合は、先
に「クラス指定」授業を［履修登録］画面で削除してから［抽選希望登録］画面で申請し
てください。

［ ２］先着順　 ４月19日（土） ９：００～ ４ 月21日（月）23：59（定員に達し次第終了）
　　　　　　　 4月26日（土） ９：００～ ４ 月28日（月）23：59（定員に達し次第終了）
�　空席がある場合、和光ポータルの［抽選希望登録］画面で先着順にて履修登録を受け付け
ています。抽選で履修が確定した人数に加え、先着による履修者が定員を満たしたときに当
該授業の申請受付は終了します。
※注意※
・�先着にて申請できた（当選となった）場合は履修登録完了となりますが、［学生時間割表］
や［履修登録］画面には即時反映されません。

・先着順では優先条件は適用されません。
・�抽選科目の単位数は、各期間終了後に履修中単位数欄に加算されます。加算後の履修中単
位数が履修登録単位数の上限を超えないように気を付けてください。

［ ３］先着順　 ９月 8日（月）10：００～ ９ 月11日（木）２３：５９（定員に達し次第終了）
�　空席がある場合、後期履修訂正・抽選希望登録期間中に和光ポータルの［抽選希望登録］
画面で先着順にて履修登録を受け付けています。先着による履修者が定員を満たしたときに
当該授業の申請受付は終了します。先着による申請ができれば当選となります。
※注意※
・�先着にて申請できた（当選となった）場合は履修登録完了となりますが、［学生時間割表］
や［履修登録］画面には即時反映されません。

・�抽選科目の単位数は、後期履修確認期間に履修中単位数欄に加算されます。加算後の履修
中単位数が前期履修登録した単位数と合わせても履修登録単位数の上限を超えないように
気を付けてください。

�　授業オリエンテーション・許可手続き期間 ４月 ９日（水）～ ４月１５日（火）に後期授業を
含む、全ての「許可」授業で履修許可を得る手続きが必要です。許可手続きは全て対面（教
室）で行います。一部を除いて授業ごとの時間割（曜日時限）および教室で実施します。時
限を前半４０分・休憩１０分・後半４０分に分け、前期・通年授業は前半、後期授業は後半に実施
します。 ２時限連続授業は一つ目の時間割（曜日時限）で実施します。原則として、許可手
続き時間内に履修許可者が決定します。

時限
許可手続き開始時刻

前期・通年授業 休憩時間 後期授業
１限 ９：００ ９ ：４０～ ９ ：５０ ９ ：５０
２ 限 １０：４０ １１：２０～１１：３０ １１：３０
昼休み １２：１５
３ 限 １３：００ １３：４０～１３：５０ １３：５０
４ 限 １４：４０ １５：２０～１５：３０ １５：３０
５ 限 １６：２０ １７：００～１７：１０ １７：１０

※注意※
・�予めシラバスを熟読したうえで手続きに臨むこと（注意事項や履修基準などが設けられて
いる場合があります）

・�授業名にＡ・Ｂとついておりセットに見える授業でも、それぞれ履修許可が必要です。

②クラス指定

③人数制限（抽選）

④許可
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・�担当教員より履修許可を得た場合、いかなる理由があっても以降の履修キャンセルはでき
ません。本当に履修を希望する場合のみ履修許可を求めてください。

・�［学生時間割表］や［履修登録］画面には即時反映されません。次回授業までに反映され
ます。

・�一部、通常と異なる許可手続き（日時・場所など）を実施する授業があります。大学ＨＰ
の「履修案内」を必ず確認してください。※表紙に掲載したＱＲコードからアクセス

基本的には⑥種別なしと同様の履修登録方法となりますが、授業一覧表の備考欄に履修条件
が記載されていますのでよく確認してください。
履修登録の期間により、方法が異なりますので、詳細は「（10）履修登録スケジュール（前期）」

（P34）、「（11）履修登録スケジュール（後期）」（P36）を参照してください。

履修登録期間・履修訂正期間に和光ポータルの［履修登録］画面から登録が可能です。履修
登録期間中は自由に登録・削除が可能です。

別途配付している『履修登録マニュアル』（※表紙に掲載したQRコードからアクセス）と
あわせて確認してください‼
以下をよく読み、不明点がある場合は、教学支援課にお問い合わせください。

新年度学科別説明会期間
在学生（新 ２年次生以上）　　 ３月25日（火）、26日（水）、28日（金）
新入生　　　　　　　　　　  ４ 月 ５ 日（土）、 7日（月）、 ８日（火）

・『学修の手びき』「時間割表」と和光ポータルにて授業の［シラバス］を確認し、どの授業
を履修するか検討してください。

・後期も含めた １年間の履修計画を立てましょう！
・履修したい授業の種別を必ず確認しましょう！

第 １回履修登録・抽選希望登録期間　 ４月 8日（火）9：００～ ４ 月１5日（火）２３：５９

『履修登録マニュアル』を参照し、以下のとおり和光ポータルから①履修登録、②抽選希望
登録をそれぞれ行ってください。
・�この期間は、和光ポータルに表示される履修登録中単位数に、抽選希望登録した種別「人数
制限（抽選）」授業の単位数や許可を得られた種別「許可」授業の単位数は含まれません。

・履修登録単位数の上限を超えないように気を付けてください（Ｐ31参照）。

①履修登録
［履修登録］画面から、以下種別授業の確認・登録をしてください。

種別「クラス指定必修」
事前に履修登録されています。追加・削除はできません。

種別「クラス指定」
事前にクラス分けされています。
削除のみ可能です。一度削除すると元に戻せませんので、慎重に操作してください。

種別「条件付」
選択ボタンから選択してください。
�条件に必要な科目の種別が「人数制限（抽選）」の場合は、当選情報が和光ポータル［学生
時間割表］画面に反映された第 ２回履修登録期間以降に履修登録してください。

種別なし
選択ボタンから選択してください。

②抽選希望登録
種別「人数制限（抽選）」
・［抽選希望登録］画面から、希望登録を行ってください（［履修登録］画面ではありません）。
・後期分も忘れずに希望登録してください。
・�抽選結果発表日まで、履修中単位数欄に集計されませんので、単位数は各自で計算をしてく
ださい。

・�この期間は、ひとつの抽選グループから履修したい授業を第 １希望～第 ３希望まで選択でき
ます（必ず第 ３希望まで選ぶ必要はありません）。

《抽選結果発表日時　 ４月１6日（水）１８：００》
�［抽選希望登録］画面から当落結果を確認できます。ただし、［学生時間割表］画面に当選し
た全ての「人数制限（抽選）」授業が反映されるのは、翌日 6：00となります。

⑤条件付

⑥種別なし

（１０）�履修登録スケジ
ュール（前期）
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［学生時間割表］画面に反映されている授業に出席してください。
４月１6日（水）は、授業はありません。

授業オリエンテーション・許可手続き期間　 ４月 ９日（水）～ ４月１5日（火）

授業オリエンテーション
・時間割の曜日時限・教室にて授業内容や履修条件等を説明します。
・�１ 時限９０分授業の中で、 ２回（前半４０分・休憩１０分・後半４０分）に分けて同じ説明をします。
　ただし、担当教員の授業編成の都合上、説明が前半のみとなる授業が一部あります。
・ ２時限連続の授業については、原則として各時限を ２回に分けて（計 ４回）行います。
・学生はいずれかの回に出席し、自分が履修登録する授業を決めていきます。
・�後期と集中講義の授業は、原則として授業オリエンテーションは行いません。学生はシラバ
スを読んで授業内容や履修条件などを理解して履修決定します。

・�種別「クラス指定必修」、「許可」授業の授業オリエンテーションは行いません。「クラス指
定必修」は １時限９０分授業、「許可」は同期間に許可手続きのみ実施します。

種別「許可」
・�この期間に、全ての種別「許可」授業の許可者選抜を対面で実施します。一部を除いて授業
ごとの時間割（曜日時限）および教室で実施します。履修を希望する場合は必ず授業ごとに
実施する許可者選抜に参加してください。時限を前半４０分・休憩１０分・後半４０分に分け、前
期・通年授業は前半、後期授業は後半に実施します。 ２時限連続授業は一つ目の時間割（曜
日時限）で実施します。原則として、許可手続き時間内に履修許可者が決定します。

・�一部、通常と異なる許可手続き（日時・場所など）を実施する授業があります。大学ＨＰの
「履修案内」を必ず確認してください。※表紙に掲載したＱＲコードからアクセス

第 ２回履修登録・抽選希望登録期間　 ４月19日（土）９：００～ ４ 月２1日（月）23：59

『履修登録マニュアル』を参照し、以下のとおり和光ポータルから①履修登録、②抽選希望
登録をそれぞれ行ってください。

①履修登録
種別「許可」
�教員から許可を得た科目が履修登録されていることを確認してください。追加・削除はでき
ません。

種別「人数制限（抽選）」
第 １回履修登録・抽選希望登録期間に当選した授業が反映されています。
削除のみ可能です。一度削除すると、元に戻せませんので慎重に操作してください。

種別「条件付」
選択ボタンから選択してください。条件を満たした授業のみ表示されます。
履修条件に必要な科目の種別が「人数制限（抽選）」の場合、履修条件に関するエラーが生
じますが、［抽選希望登録］画面で当選が確認できる場合は、そのまま登録してください。

種別「クラス指定必修」
種別「クラス指定」　　　　　　第 １回履修登録・抽選希望登録期間と同様です。
種別なし

②抽選希望登録（先着順）
種別「人数制限（抽選）」授業
残席がある授業のみ、先着順で申込が可能です。定員になった時点で締め切られます。

前期授業開始日 ４月 ９日（水）～

種別 授業オリエンテーションの実施
クラス指定必修 × ※通常の授業実施（出席必須）
クラス指定 〇

人数制限（抽選） 〇
許可 × ※許可手続きのみ実施
条件付 〇
なし 〇
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②②  履履修修登登録録  

種別「許可」 

教員から許可を得た科目が履修登録されていることを確認してください。追加・削除はできません。 
 

種別「人数制限（抽選）」 

第 1 回履修登録・抽選期間に当選した科目が反映されています。 

削除のみ可能です。一度削除すると、元に戻せませんので慎重に操作してください。 
 

種別「条件付」 

選択ボタンから選択してください。条件を満たした科目のみ表示されます。 
 

種別「クラス指定必修」 

種別「クラス指定」          第 1 回履修登録・抽選期間と同様です。 

種別なし（時間割外オンライン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「履修登録」画面を開き、１年間の履修登録の最終確認をしてください！ 

エラーがあると履修登録できません。 

「履修登録」画面で、エラーの無いように履修登録してください！ 
卒業年次生は卒業できる履修登録となっているか、『学修の手びき』に記載された卒業要
件と照らし合わせて確認してください！ 

履履修修訂訂正正期期間間  ４４月月 3300日日（（土土））66：：0000～～55月月 33日日（（火火））1144：：0000  
 



36 ● ●

［履修登録］画面で、エラーの無いように履修登録してください！
卒業年次生は卒業できる履修登録となっているか、『学修の手びき』に記載された卒業要件
と照らし合わせて確認してください！

履修訂正・第 ３回抽選希望登録期間　 ４月26日（土）９：００～ ４ 月28日（月）23：59

［履修登録］画面を開き、 １年間の履修登録の最終確認をしてください！
　エラーがあると履修登録できません。
　なお、残席がある授業のみ、［抽選希望登録］画面から先着順で申込みが可能です。

　別途配付している『履修登録マニュアル』（※表紙に掲載したQRコードからアクセス）と
あわせて確認してください‼
以下をよく読み、不明点がある場合は、教学支援課までお問い合わせください。

成績公開　 ９月 ３日（水）

　前期授業の成績を確認しましょう！

履修訂正・抽選希望登録期間　 ９月 8日（月）10：００～ ９ 月11日（木）２３：５９

『履修登録マニュアル』を参照し、以下のとおり和光ポータルから①履修登録、②抽選希望
登録をそれぞれ行ってください。
・前期の成績を踏まえて、エラーとなっている授業がないか確認してください。
・訂正をする場合は、 １年間の履修登録単位数の上限を超えないように気を付けてください。
・修得できなかった前期授業も履修登録単位数に含まれます（Ｐ31参照）。

①　履修登録
種別「許可」
�前期に許可を得た科目が履修登録されていることを確認してください。追加・削除はできま
せん。

種別「人数制限（抽選）」
前期履修登録・抽選希望登録期間に当選した授業が反映されています。
削除のみ可能です。一度削除すると、元に戻せませんので慎重に操作してください。

種別「条件付」
選択ボタンから選択してください。条件を満たした授業のみ表示されます。

種別「クラス指定必修」
種別「クラス指定」　　　　　　第 １回履修登録・抽選希望登録期間と同様です。
種別なし

②　抽選希望登録（先着順）
種別「人数制限（抽選）」授業
残席がある授業のみ、先着順で申込が可能です。定員になった時点で締め切られます。

［履修登録］画面で、エラーの無いように履修登録してください！
卒業年次生は卒業できる履修登録となっているか、『学修の手びき』に記載された卒業要件
と照らし合わせて確認してください！

後期授業開始　 ９月16日（火）～

［学生時間割表］に反映されている授業に出席してください。

履修確認期間　 ９月19日（金）６：００～ ９ 月23日（火）２３：５９

［履修登録］画面を開き、 １年間の履修登録の最終確認をしてください！
エラーがあると履修登録できません。

①授業時間の重複について
同一開講期の同一曜時に ２つ以上の授業を履修することはできません。

②集中講義について

（１１）�履修登録スケジ
ュール（後期）
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②②  履履修修登登録録  

種別「許可」 

教員から許可を得た科目が履修登録されていることを確認してください。追加・削除はできません。 
 

種別「人数制限（抽選）」 

第 1 回履修登録・抽選期間に当選した科目が反映されています。 

削除のみ可能です。一度削除すると、元に戻せませんので慎重に操作してください。 
 

種別「条件付」 

選択ボタンから選択してください。条件を満たした科目のみ表示されます。 
 

種別「クラス指定必修」 

種別「クラス指定」          第 1 回履修登録・抽選期間と同様です。 

種別なし（時間割外オンライン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「履修登録」画面を開き、１年間の履修登録の最終確認をしてください！ 

エラーがあると履修登録できません。 

「履修登録」画面で、エラーの無いように履修登録してください！ 
卒業年次生は卒業できる履修登録となっているか、『学修の手びき』に記載された卒業要
件と照らし合わせて確認してください！ 

履履修修訂訂正正期期間間  ４４月月 3300日日（（土土））66：：0000～～55月月 33日日（（火火））1144：：0000  
 

（１２）�注意事項
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集中講義期間の授業は［履修登録］画面（時間割表示）の「前期」の「集中講義」の［追加］
ボタンから履修登録できます。集中講義は年間で １授業のみ履修可能です。
③履修登録の確定について
［履修登録］画面で［提出］を押さないと履修登録は完了しません。履修登録期間中および

履修訂正期間中は、再度履修登録画面を開きなおすと申請の変更が可能です。
④履修登録エラーについて
［履修登録］画面で「最終確認」後、エラーと表示される授業は全て削除され、履修できま

せん。エラーが表示された場合は、そのままにせず、エラーを解消の上、［提出］を押して履
修登録を完了してください。

授業
コード

学科・課程
授業
コード

学科・課程

１００１～
１９９９

共通教養
４６０１～
４７９９

人間科学科（２０）

２００１～
２９９９

外国語
４８０１～
４９９９

現代社会学科

３００１～
３０９９

現代人間学部共通
５００１～
５９９９

総合文化学科

３１０１～
３９９９

心理教育学科
６００１～
６９９９

芸術学科

４００１～
４１９９

人間科学科（２１～）
７００１～
７４９９

経済学科

４２０１～
４２９９

人間科学科
７５０１～
７９９９

経営学科

４３０１～
４３９９

人間科学科（２１～）
現代社会学科

８００１～
８９９９

資格課程専用

４４０１～
４４９９

人間科学科
現代社会学科

９００１～
９９９９

協定大学

（1３）�授業コード一覧
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第 １回履修登録期間・抽選希望登録期間　授業オリエンテーション期間・許可手続き期間
４ 月 ８ 日（火） ９：００～ ４ 月１５日（火）２３：５９ …第 １回履修登録期間・抽選希望登録期間
４月 ９日（水）～ ４月１５日（火）…授業オリエンテーション期間・許可手続き期間

４

月

８

日

㈫

～

４

月

１５

日

㈫

４
月

16

日

㈬

※
授
業
は
あ
り
ま
せ
ん

４
月
1７
日
㈭
～

授業開始は ４月 ９日㈬です。 ４月１６日㈬は授業はありません。
『履修登録マニュアル』を参照し、和光ポータルから❶履修登録、❷抽選希望登録、対面で❸許可手続きを
それぞれ行ってください。

①「クラス指定必修」 ②「クラス指定」 ③「人数制限（抽選）」 ④「許可」 ⑤「条件付」 ⑥「種別なし」

既に種別「クラス指
定必修」が履修登録
されている曜日時限
には、他の授業は追
加できません

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で［ 提 出 ］ を 押 さ な い と 履 修 登 録 は 完 了 し ま せ ん

履修登録・抽選希望登録期間中は、再度〔履修登録〕・〔抽選希望登録〕画面を開いて登録の変更が可能です

［ 確 定 ］・［ 最 終 確 認 ］・［ 提 出 ］ボ タ ン は 履 修 登 録 期 間 中 は 何 度 押 し て も 問 題 あ り ま せ ん

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で 履 修 エ ラ ー が あ れ ば、 必 ず 解 消 し て く だ さ い

授業に出席 許可手続きに出席授業に出席 授業に出席 授業に出席 授業に出席

大学が
登録済

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面に
反映されている
ことを確認して
ください

大学が
登録済

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面に
反映されている
ことを確認して
ください

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面に
即時反映されます

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面に
即時反映されます

履修登録期間
〔履修登録〕画面の
［追加］ボタンから
選択（条件を満たした
科目のみ表示される）

履修登録期間
〔履修登録〕画面の
［追加］ボタンから
選択

授業オリエンテーシ
ョン期間
・必修科目のため、
通常どおり １コマ
授業を実施。初回
冒頭から出席す
ること。

授業オリエンテーシ
ョン期間
・前期・通年科目
→説明あり
・後期科目
→説明なし

授業オリエンテーシ
ョン期間
・前期・通年科目
→説明あり
・後期科目
→説明なし

許可手続き期間
授業ごとに対面で
実施する許可選抜
に出席すること
※ P33参照
（授業オリエンテー
ションは実施しない）

授業オリエンテーシ
ョン期間
・前期・通年科目
→説明あり
・後期科目
→説明なし

授業オリエンテーシ
ョン期間
・前期・通年科目
→説明あり
・後期科目
→説明なし

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面には
まだ反映されません

４月１７日㈭ 6：００
〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面
に反映されている
ことを確認して
ください

許可後、大学が
登録

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面には
まだ反映されません

追加×
削除× 削除× 追加〇

削除〇
追加〇
削除〇

追加×
削除〇
削除すると元に
戻せません

抽選希望登録の
取り下げ〇

４ 月１６日㈬
１８：００
抽選結果
発表

〔抽選希望登録〕画面
から確認）

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面
に反映されている
ことを確認して
ください

英語初級Ｂ
はＡ当選後
に大学が
登録

履修の前提条件とな
る科目が種別「人数
制限（抽選）」の場合、
前提科目の当選情報
が〔学生時間割表〕
画面に反映された第
２回履修登録期間以
降に履修登録してく
ださい

（１4）�「種別」ごとの履修登録スケジュール（簡易版）　※�詳細は P31～36を参照

抽選希望登録期間
・第 ３希望まで抽選
希望登録可（必ず第
３希望まで選ぶ必
要なし）

・優先条件「有」の授
業は、優先的に当選
する条件をシラバ
スで確認

・抽選は登録期間終
了後、希望者が授業
の定員より多かっ
た場合のみ実施（定
員内に収まった場
合は全員当選）
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  第 ２ 回 履 修登録・抽選希望登録期間　 ４ 月１９ 日（ 土） ９：００ ～ ４ 月２１ 日（ 月）２３：５９４

月

１９

日

㈯

～

４

月

２１

日

㈪

『履修登録マニュアル』を参照し、和光ポータルから❶履修登録、❷抽選希望登録をそれぞれ行っ
てください。

①「クラス指定必修」 ②「クラス指定」 ③「人数制限（抽選）」  ⑤「条件付」④「許可」 ⑥「種別なし」

既に種別「ク
ラス指定必修」
が履修登録さ
れている曜日
時限に、他の
授業は追加で
きません

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で［ 提 出 ］ を 押 さ な い と 履 修 登 録 は 完 了 し ま せ ん

履修登録・抽選希望登録期間中は、再度〔履修登録〕・〔抽選希望登録〕画面を開いて登録の変更が可能です

［ 確 定 ］・［ 最 終 確 認 ］・［ 提 出 ］ボ タ ン は 履 修 登 録 期 間 中 は 何 度 押 し て も 問 題 あ り ま せ ん

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で 履 修 エ ラ ー が あ れ ば、 必 ず 解 消 し て く だ さ い 

英語以外の外国
語初級は前期授
業が当選した場
合、後期授業（条
件付）の履修登
録を行う

英語以外の
外国語初級は
前期授業が
当選した場合、
後期授業（条
件付）の履修
登録を行う

抽選希望登録
期間

・�残席がある
場合のみ、
先着順で登
録可能
・�先着順のた
め優先条件
は適用外

追加（先着決
定）した授業
は〔抽選希望
登録一覧〕→
〔抽選・先着
の結果〕→〔抽
選結果〕が〔当
選〕となって
います

定員を満たし
たときに当該
授業の登録受
付は終了

授業に出席

追加×
削除×

追加×
削除〇

削除すると元に
戻せません

削除〇
削除すると元に
戻せません

追加〇
（抽選申し込み
の取り下げ◯

追加×
削除× 削除〇 削除〇追加〇

削除〇
追加〇
削除〇

〔履修登録〕
画面の

［追加］ボタン
から選択

（条件を満たし
た科目のみ表
示される）

〔履修登録〕
画面の

［追加］ボタン
から選択

第 １回抽選希望
登録期間に当選
した授業が〔学
生時間割表〕・
〔履修登録〕画
面に反映されて
います

第 １ 回履修登
録登録期間に
登録した授業
が〔学生時間
割表〕・〔履修
登録〕画面に
反映されてい
ます

第 １回履修登
録登録期間に
登録した授業
が〔学生時間
割表〕〔履修
登録中単位〕
〔履修登録〕
画面に反映さ
れています

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面
に反映されている
ことを確認して
ください

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面
に反映されている
ことを確認して
ください

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
に反映されています

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
にはまだ反映され

ません
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４

月

２６

日

㈯

～

４

月

２８

日

㈪

  履修訂正・第 ３ 回抽選希望登録期間　 ４ 月２６日（土） ９：００～ ４ 月２８日（月）２３：５９

『履修登録マニュアル』を参照し、和光ポータルから❶履修登録、❷抽選希望登録をそれぞれ
行ってください。

①「クラス指定必修」 ②「クラス指定」 ③「人数制限（抽選）」  ⑤「条件付」④「許可」 ⑥「種別なし」

既に種別「クラ
ス指定必修」が
履修登録されて
いる曜日時限
に、他の授業は
追加できません

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で［ 提 出 ］ を 押 さ な い と 履 修 登 録 は 完 了 し ま せ ん

履修訂正・抽選希望登録期間中は、再度〔履修登録〕・〔抽選希望登録〕画面を開いて登録の変更が可能です

［ 確 定 ］・［ 最 終 確 認 ］・［ 提 出 ］ボ タ ン は 履 修 訂 正 期 間 中 は 何 度 押 し て も 問 題 あ り ま せ ん

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で 履 修 エ ラ ー が あ れ ば、 必 ず 解 消 し て く だ さ い 

第 １ 回・ 第 ２
回履修登録・
抽選希望登録
期間に当選し
た授業が〔学
生時間割表〕
〔履修登録中
単位〕〔履修
登録〕画面に
反映されてい
ます

第 １ 回・ 第 ２
回履修登録期
間に登録した
授業が〔学生
時間割表〕・〔履
修登録〕画面
に反映されて
います

第 １ 回・ 第 ２
回履修登録期
間に登録した
授業が〔学生
時間割表〕・〔履
修登録〕画面
に反映されて
います

抽選希望登録
期間

・�残席がある
場合のみ、
先着順で登
録可能
・�先着順のた
め優先条件
は適用外

定員を満たし
たときに当該
授業の登録受
付は終了

追加（先着決
定）した授業
は〔抽選希望
登録一覧〕→
〔抽選・先着
の結果〕→〔抽
選結果〕が〔当
選〕となって
います

追加×
削除×

追加×
削除〇

削除すると元に
戻せません

削除〇
削除すると元に
戻せません

追加〇
抽選申込みの
取り下げ〇

追加×
削除× 削除〇 削除〇追加〇

削除〇
追加〇
削除〇

英語以外の外
国語初級は前
期授業が当選
した場合、後
期授業（条件
付）の履修登
録を行う

授業に出席

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面
に反映されている
ことを確認して
ください

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面
に反映されている
ことを確認して
ください

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
に反映されている
ことを確認して
ください

〔学生時間割表〕・
〔履修登録〕画面
にはまだ反映され

ません

〔履修登録〕
画面の

［追加］ボタン
から選択

（条件を満たし
た科目のみ表
示される）

〔履修登録〕
画面の

［追加］ボタン
から選択
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履 修 訂 正・ 抽 選 希 望 登 録 期 間　 ９ 月 ８ 日（ 月 ）１０：００ ～ ９ 月１１日（ 木 ）２３：５９

「履修登録マニュアル」を参照し、和光ポータルから❶履修登録、❷抽選希望登録をそれぞれ行っ
てください。
・前期の成績を踏まえて、エラーとなっている授業がないかを確認してください。
・訂正する場合は、 １年間の履修登録単位数の上限を超えないように気を付けてください。
・単位が修得できなかった前期授業も履修登録単位数に含まれます（Ｐ３１参照）。

９

月

８

日

㈪

～

９

月

１１

日

㈭

①「クラス指定必修」 ②「クラス指定」 ③「人数制限（抽選）」  ⑤「条件付」④「許可」 ⑥「種別なし」

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で［ 提 出 ］ を 押 さ な い と 履 修 登 録 は 完 了 し ま せ ん

履修訂正・抽選希望登録期間中は、再度〔履修登録〕・〔抽選希望登録〕画面を開いて登録の変更が可能です

［ 確 定 ］・［ 最 終 確 認 ］・［ 提 出 ］ボ タ ン は 履 修 訂 正 期 間 中 は 何 度 押 し て も 問 題 あ り ま せ ん

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で 履 修 エ ラ ー が あ れ ば、 必 ず 解 消 し て く だ さ い 

抽選希望登録
期間

・�残席がある
場合のみ、
先着順で登
録可能
・�先着順のた
め優先条件
は適用外

定員を満たし
たときに当該
授業の登録受
付は終了

追加（先着決
定）した授業
は〔抽選希望
登録一覧〕→
〔抽選・先着
の結果〕→〔抽
選結果〕が〔当
選〕となって
います

前期に許可を得
た科目があるか
確認

授業に出席

前期の履修登
録期間に登録
し た 授 業 が
〔学生時間割
表〕〔履修登
録中単位〕〔履
修登録〕画面
に反映されて
います

前期の履修登
録・抽選希望
登録期間に当
選した授業が
〔学生時間割
表〕〔履修登
録中単位〕〔履
修登録〕画面
に反映されて
います

前期の履修登
録期間に登録
し た 授 業 が
〔学生時間割
表〕〔履修登
録中単位〕〔履
修登録〕画面
に反映されて
います

追加×
削除×

追加×
削除〇

削除すると元に
戻せません

削除〇
削除すると元に
戻せません

追加〇
抽選申込みの
取り下げ〇

追加×
削除× 削除〇 削除〇追加〇

削除〇
追加〇
削除〇

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
に反映されています

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
に反映されています

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
に反映されています

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
にはまだ反映して

いません

〔履修登録〕
画面の

［追加］ボタン
から選択

（条件を満たし
た科目のみ表
示される）

〔履修登録〕
画面の

［追加］ボタン
から選択
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９

月

１9

日

㈮

～

９

月

２3

日

㈫

履 修 確 認 期 間　 ９ 月 １9日（ 金 ）６： ００ ～ ９ 月 23日（ 火 ）２３： ５９

「履修登録マニュアル」を参照し、和光ポータルから❶履修登録、❷抽選希望登録をそれぞれ行っ
てください

①「クラス指定必修」 ②「クラス指定」 ③「人数制限（抽選）」  ⑤「条件付」④「許可」 ⑥「種別なし」

授業に出席

追加×
削除×

追加×
削除〇

削除すると元に
戻せません

追加×
削除〇

削除すると元に
戻せません

追加×
削除× 削除〇 削除〇追加〇 追加〇

〔履修登録〕
画面の

［追加］ボタン
から選択

（条件を満たし
た科目のみ表
示される）

〔履修登録〕
画面の

［追加］ボタン
から選択

前期に許可を得
た科目があるか
確認

前期および後
期の履修訂正
期間に当選し
た授業が〔学
生時間割表〕
〔履修登録中
単位〕〔履修
登録〕画面に
反映されてい
ます

前期および後
期の履修訂正
期間に登録し
た授業が〔学
生時間割表〕
〔履修登録中
単位〕〔履修
登録〕画面に
反映されてい
ます

前期および後
期の履修訂正
期間に登録し
た授業が〔学
生時間割表〕
〔履修登録中
単位〕〔履修
登録〕画面に
反映されてい
ます

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で［ 提 出 ］ を 押 さ な い と 履 修 登 録 は 完 了 し ま せ ん

履 修 確 認 期 間 中 は、 再 度〔 履 修 登 録 〕 画 面 を 開 い て 登 録 の 変 更 が 可 能 で す

［ 確 定 ］・［ 最 終 確 認 ］・［ 提 出 ］ボ タ ン は 履 修 確 認 期 間 中 は 何 度 押 し て も 問 題 あ り ま せ ん

〔 履 修 登 録 〕 画 面 で 履 修 エ ラ ー が あ れ ば、 必 ず 解 消 し て く だ さ い

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
に反映されています

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
に反映されています

〔学生時間割表〕
〔履修登録中単位〕
〔履修登録〕画面
に反映されています
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履修プログラム

それぞれの分野について、体系的に学ぶことができるプログラムです。
必要な科目を履修すると、「プログラム履修証明書」または認定資格が得られます。
どのプログラムも全学部・全学科の学生、大学院生、科目等履修生（一部制限あり）
が履修することができます。

地域・流域プログラム

ジェンダー・スタディーズ・プログラム

言語研修プログラム
日本語教員養成プログラム・中国語研修プログラム
英語研修プログラム・小学校英語指導プログラム

● ●
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地域・流域プログラム
地域・流域プログラムは、和光大学の全学に開かれた特色ある環境教育プログラムです。
和光大学は、首都圏では貴重な自然環境となっている川崎市麻生区岡上地域に面しており、

さらに目を広げると、岡上地域は鶴見川流域の生態系の中に位置しています。本プログラムの
目的は、こうした地域や流域に広がる豊かな自然環境に触れながら、環境関連科目を体系的に
学ぶことにより、自分たちの足もとの自然を見る目を培い、地域と協力して社会と自然の共生
を実現する市民性を養うことにあります。
岡上地域や鶴見川流域における和光大学の学生による環境保全活動や地域貢献活動は、社会

的に高く評価されており、その実績によって本プログラムは文部科学省によって２００８年度「質
の高い大学教育推進プログラム」（教育ＧＰ）に選定されました。
このプログラムでは地域社会や流域環境についての科目を系統的に履修してもらいます。社

会的評価のある環境教育関連資格取得もこのプログラムに含まれています。申請手続きをした
上で、所定の科目を履修し、レポートを提出した者に対して、翌年度 ５月頃（ ４年生は卒業時）
に「プログラム履修証明書」を発行し、「流域環境士」の資格を大学が与えます。
環境関連の職場へ就職を希望する学生にとって意義があることはもちろん、市民の社会参加

活動が重視されつつある現状にあっては、広く社会的な評価を得られる履修プログラムとなる
ことでしょう。
このプログラムは地域連携研究センター地域・流域共生フォーラムが運営しています。

○プログラム申請手続きの流れ（※詳細は掲示板や和光ポータルで確認してください）

１～ ４年次 ４月ごろ「プログラム申請書」および「プログラム履修状況表」を提出

今年度内　　　　　　フォーラムが認めた資格講習会、レポートのための環境調査の案内

１～ ４年次 ２月ごろ　学生の環境調査レポート提出
　　　　　　　　　　※�在学中に環境調査とレポート提出について、 １回行えばその要件を

満たします

問い合わせ／提出先　地域・流域共生フォーラム（Ｇ棟 ３階３０７室）centr@wako.ac.jp
　　　　　　　　　　企画課（Ａ棟 ４階事務室）０４４－９８８－１４３３
　　　　　　　　　　※教学支援課では相談に応じられませんのでご注意ください。

このプログラムを修得するには、以下に示す資格講座や次ページの科目表に示された科目で、
所定の単位を揃える必要があります。

フォーラムが認めた資格講習会一覧

資格講座名 取得資格 換算
単位数

チェーンソー・刈払機安全講習会 チェーンソー・刈払機安全講習会修了者 １
ＲＡＣリーダー養成講座 ＲＡＣリーダー ３
プロジェクトＷＥＴエデュケーター講習会 プロジェクトＷＥＴエデュケーター １
プロジェクトＷＩＬＤエデュケーター講習会 プロジェクトＷＩＬＤエデュケーター １

地域環境リーダー育成講座（基礎編）※ 「基礎編」と「実践編」を修了することで「地
域環境リーダー」となり修了証が発行されま
す。

2

地域環境リーダー育成講座（実践編）※ 2

※川崎市が主催する学外の講習会です。修了証を企画課に提出することで単位として認定さ
れます。

〈全学部・学科生、大学院生、科目
等履修生対象〉
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単位（修了要件
計２０単位） 科目名 科目分類 単

位
コア科目 １
基幹講義科目
（ ４単位）

流域を知る 共通教養科目 ２
地域流域社会論 人間科学科専門科目 ２
地域流域政策論 人間科学科専門科目 ２

コア科目 ２
理論講義科目
（ ４単位）

科学技術の営みと世界観 共通教養科目 ２
フィールドで学ぶ足もとの自然  ※ ４ 共通教養科目 ２
里山保全の理論 共通教養科目 ２
生物の多様性Ａ 共通教養科目 ２
生物の多様性Ｂ 共通教養科目 ２
環境教育論 心理教育学科専門科目 ２
環境社会学 現代社会学科／人間科学科専門科目 ２
環境とまちづくり 人間科学科専門科目 ２
衛生学 人間科学科専門科目 ２
生態学 現代人間学部共通科目 ２
環境思想論 現代人間学部共通科目 ２
■言語表現の現在 １　※ ３ 総合文化学科専門科目 ２
■言語表現の現在 ２　※ ３ 総合文化学科専門科目 ２
■環境ビジネス論 経営学科専門科目 ２

コア科目 ３
実践型講義科目
（ ６単位）

地域デザインＡ 共通教養科目 ２
地域デザインＢ 共通教養科目 ２
■フィールドで学ぶ山村社会Ⅰ 共通教養科目 ２
■フィールドで学ぶ山村社会Ⅱ 共通教養科目 ３
フィールドで学ぶ地域社会Ⅰ 共通教養科目 ２
フィールドで学ぶ地域社会Ⅱ 共通教養科目 ３
里山保全の実際 共通教養科目 ２
フィールドで学ぶ足もとの自然  ※ ４ 共通教養科目 ２
フィールドワーク（地域環境 １） 人間科学科専門科目 ２
フィールドワーク（地域環境 ２） 人間科学科専門科目 ４
野菜づくり入門 人間科学科専門科目 ４
インターンシップ　※ １ 現代人間学部共通科目 ４
地域・流域の保全ボランティア活動（※ ２）、あるいは本フォーラム
が認めた資格講習会を受講するなど、一定の条件を満たせばコア科目
３として ４単位まで代替可能。代替単位数は活動・受講時間による。

４
ま
で

自由選択科目
（ ６単位以上）

上記科目を含む全学開講科目から、本プログラムに関係すると本人が
判断する科目を自主的に選定すること。なお、一覧に記載のない科目
については、関係する旨の理由書を提出すること。詳細は企画課（Ａ
棟 ４階）または地域・流域共生フォーラム（Ｇ棟 ３階）に問い合わせ
ること。

レポート 地域・流域共生フォーラムの環境調査に参加して、レポートを提出。

地域・流域
プログラム科目表

修了要件：２０単位（コア科目 １＋ ２＋ ３＋自由選択科目）＋レポート
2025年度休講となっている科目もありますので、各課程の授業一覧表を確認してください。
■の科目は今年度開講されませんが、過年度既に単位を修得している場合は、修了要件に含め
ることができます。
○注意
※ １　�「インターンシップ」はＮＰＯ法人鶴見川流域ネットワーキング、岡上こども文化セン

ターなど、岡上地域と鶴見川流域に関わる研修先に限る。
※ ２　�ボランティア活動は参加報告を地域・流域共生フォーラム会議が審査する。なお、本プ

ログラム以外（卒業要件等）の単位としては認められない。代替認定条件等の詳細は企
画課（Ａ棟 ４階）または地域・流域共生フォーラム（Ｇ棟 ３階）に問い合わせること。

※ ３　小関和弘教授が担当していた年度の科目のみ対象とする。
※ ４　２０２３年度までの修得はコア科目 ２、２０２４年度以降の修得はコア科目 ３に含める。



46 ● ●

科目名 科目分類 単位

科目群Ⅰ
（コア科目）
右の科目より
１２単位以上

■性とジェンダーＡ 共通教養科目 ２
性とジェンダーＢ 共通教養科目 ２

セクシュアル・マイノリティのこころと支え 共通教養科目 ２

■女と男Ａ 共通教養科目 ２

■女と男Ｂ 共通教養科目 ２

共生社会とスポーツＡ（スポーツとジェンダー） 共通教養科目 ２

女性学 現代人間学部・学部共通科目 ２

男性学 現代人間学部・学部共通科目 ２

ジェンダーと教育 心理教育学科・学科専門科目 ２

恋愛と結婚の心理学 心理教育学科・学科専門科目 ２

■セクシュアル・マイノリティの心理学 心理教育学科・学科専門科目 2

ジェンダー労働論 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

■現代の家族 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

■性の人類学／世界の性文化 現代社会学科・総合文化学科　学科専門科目 ２

○「ジェンダー・スタディーズ・プログラム」履修に必要な科目と単位数

ジェンダー・スタディーズ・プログラム
社会生活のさまざまな場において、ジェンダーをめぐる課題に対処できる力を獲得すること

をめざして、和光大学では「ジェンダー・スタディーズ・プログラム」を設置しています。
ジェンダーとは「女らしさ／男らしさ」「男の役割／女の役割」などと表現される、社会的・

文化的な性別観のことです。ジェンダーについての固定的なとらえ方を見直し、ジェンダーに
関して平等で公正な社会をめざす動きが、近年、世界的に活発になっています。ジェンダーは、
女子学生のみならず男子学生や自分の性別に揺らぎを感じる学生にとっても、自分自身のアイ
デンティティと切実にかかわる問題です。また、卒業後の職業生活、社会生活においても、さ
まざまな分野で、ジェンダーに関する深い認識が求められます。
このプログラムは、ジェンダーに関する知見を深めることを目的として、「ジェンダー関連

科目」の系統的履修を促すために設けられたものです。この制度は卒業要件とは関係ありませ
んが、申請手続きをした上で、所定の科目を履修し、レポートを提出した人に対して、「プロ
グラム履修証明書」を発行します（卒業時）。
教員免許や司書資格等と違い、直接就職につながる国家資格ではありませんが、全国各地に

設置されている男女共同参画センターや社会教育施設はもちろん、公務員やマスコミ関係、一
般企業の関連部署等への就職の可能性が広がります。
関連科目の系統的な履修とレポートの提出のみで得られる証明書ですので、積極的に申請さ

れることをお勧めします。

○プログラム申請手続きの流れ　（※詳細は掲示板や和光ポータルで確認してください）

１～ ４年次 ４月頃 　�「プログラム履修表」の提出（何年次でも提出できます） 
「プログラム履修状況表」の提出（申請後は毎年） 
提出先⇒企画課（Ａ棟 ４階）

４年次 １月末頃　 　�「プログラム履修状況表」＋レポートⅠ＋レポートⅡを提出 
提出先⇒企画課

問い合わせ：企画課（Ａ棟 ４階事務室、044―988―1433）

〈全学部・学科生、大学院生、科目
等履修生（一部制限あり）対象〉

（前期卒業の場合
は ６月末頃）
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　⇒　修了要件：２０単位（科目群Ⅰ＋科目群Ⅱ）＋レポートⅠ＋レポートⅡ

※２０２5年度休講となっている科目もありますので、各課程の授業一覧表を確認してください。
　�■の科目は今年度開講されませんが、過年度既に単位を修得している場合は、修了要件に
含めることができます。

科目名 科目分類 単位

開発とジェンダー 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

科目群Ⅰ
（コア科目）
右の科目より
１２単位以上

言語と社会Ｂ 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

現代社会とジェンダーＡ 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

現代社会とジェンダーＢ 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

セクシュアリティをめぐる諸問題Ａ 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

セクシュアリティをめぐる諸問題Ｂ 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

ジェンダーとメディア 現代社会学科・人間科学科　学科専門科目 ２

映像と英文学批評 １ 総合文化学科・学科専門科目 ２

■映像と英文学批評 ２ 総合文化学科・学科専門科目 ２

セクシュアリティ・ジェンダー・テクスト 総合文化学科・学科専門科目 4

女と男の表現空間／ジェンダー表象論 総合文化学科・学科専門科目 ２
■女性企業家論 経営学科・学科専門科目 ２

科目群Ⅱ
（関連科目）
８単位以上

　全学開講科目から、プログラムに関連すると本人が判断する科
目を ８単位以上。なお、科目群Ⅰの履修単位が１２単位を超える場
合には、その分を科目群Ⅱに加算することができる。

計 ８

レポート

レポートⅠ：
以下の①・②・③からひとつ以上を選択。
　①�公共機関・ＮＰＯ・本学ジェンダーフォーラム等において行

ったジェンダー関連の学習・活動の記録を２，０００字程度でま
とめたもの。

　②ジェンダーに関連する２，０００字程度の小論文。
　③�ジェンダーに関連する卒業論文・卒業研究・卒業制作。小説

等の創作作品、絵画等の美術作品の場合、提出方法を事前に
企画課企画係に問い合わせること。また、創作・制作意図を
説明する４００字程度の文書を添付すること。

レポートⅡ：
「履修したジェンダー関連科目を振り返って」のタイトルで以下
の２点をそれぞれ１，０００字程度でまとめたレポート。
　①�科目群Ⅰ、科目群Ⅱで履修した各科目から学んだこと、考え

たこと。
　②それらを通して、全体として学んだこと、考えたこと。
※プログラムに関連すると本人が判断し、科目群Ⅱとして申請し
た科目については、その科目から学んだことなどを１科目ずつ明
記してください。
なお、例年 １月に開催される「ジェンダーフォーラム卒業論文・
卒業制作発表会」で発表を行い、参加者と質疑応答をすることで、
レポートⅡを免除します。
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科目群Ⅰ：日本語の構造、日本人の言語生活に関する知識（必修 ３科目 ６単位　選択 ６単位）
必修：日本語学序論 １・ ２　日本語の文法＊１

選択：�日本語の歴史　日本語の意味　日本語の表現　日本語の諸相　日本語の分析 
日本古語を学ぶ １・ ２・ ３・ ４　日本語のしくみを考える

科目群Ⅱ：日本文化・歴史・社会など日本事情に関する科目（選択 ８単位）
選択：思想と表現　日本の文化と文学 １・ ２・ ３・ ４　ことばの歴史

日本文化の諸相 １・ ２・ ３・ ４　日本文化に分け入る １・ ２・ ３・ ４
言語表現の現在 １・ ２　宗教思想論　歴史資料を読む １・ ２　日本の芸能 １・ ２  
現代文化批評
文化批評のリミックス　東北日本の詩人たち　現代文学のメディア・ミックス 
日本近現代文学の多様性　古代の文化と言語表現　近世の文化と言語表現

科目群Ⅲ：言語学に関する科目（必修 １科目 ２単位　選択 ６単位）
必修：言語学 １または言語学 ２ ＊ 2
選択：�ことばの理論　比較言語学　英語学序論 １・ ２　英語の歴史　日英語の比較 

ことば・心・社会　音声学 １・ ２　外国語習得理論　英語のしくみを考える 
中国語のしくみ　中国語学序論 １・ ２

言語研修プログラム
総合文化学科では、言語習得や文化理解を教育の基礎として重視していますが、それらを積

極的かつ効果的にみなさんに学修してもらうために「言語研修プログラム」が設置されていま
す。このプログラムは卒業要件とは関係ありませんが、プログラム履修申請をすれば、認定に
必要な科目を修得した学期の終了後に「プログラム履修認定委員会」の審査を経て、プログラ
ム履修証明書を受け取ることができます。
言語研修プログラムは、【日本語教員養成プログラム】【中国語研修プログラム】【英語研修

プログラム】【小学校英語指導プログラム】の 4種類があり、それぞれ認定に必要な科目や要
件が異なります。
１）日本語教員養成プログラム　 ２）中国語研修プログラム　 ３）英語研修プログラム
4）小学校英語指導プログラム（2016年度以前入学生のみ）

・言語研修プログラム申請書を教学支援課で受け取り、前期履修登録・訂正期間あるいは後期
履修訂正期間に提出してください。何年次でも提出できますが、プログラムの履修を決めた学
生は速やかに申請書を提出してください。
・申請手続きをした上で、所定の科目を履修した者に対して、「プログラム履修証明書」を発
行しています。
・プログラム履修証明書の受け取りは、認定に必要な科目を修得した学期の終了後です。全科
目の修得終了が前期の場合は翌11月、後期の場合は翌 5月（ 4年後期の場合は卒業時）に証明
書を発行します。教学支援課でプログラム履修証明書を受け取ってください。
・なお、いずれの言語研修プログラムも、修得した単位は卒業要件の単位として数えられます。
・なお、再入学者で各プログラム履修を検討している学生は、科目群表には記載がないが、各
プログラムの単位として認められる旧科目を修得している可能性があるので、確認のため、教
学支援課まで来室すること。

総合文化学科で日本語や日本文化、さらに他の言語や文化を学習した者が、将来外国人に対
する日本語教育の仕事に携わる機会を得た場合に、世界的視野に立った教育が可能となるよう
な基礎的学力を養います。このプログラムでは、日本語とそれをとりまく日本の文化・歴史・
社会についての理解とともに、他の言語と、その文化・歴史・社会を考察する力を重視してお
り、日本語教員のみならず、国際交流を深く理解することのできる人材を育成していくことに
なります。

〈認定に必要な科目〉　　　　は旧科目です

【プログラム履修の手続き】

１ �）日本語教員養成プロ
グラム

〈認定に必要な科目〉

〈全学部・学科生、大学院生、科目
等履修生（一部制限あり）対象〉
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科目群Ⅰ：中国語の運用能力を鍛える科目（１2単位以上）
　�中国語中級　中国語留学　中国語のしくみ　中国語コミュニケーション 1・ 2　中国語
で楽しむ

　中国の詩歌を読む　中国語を学ぶ １・ ２
　中国語で語る １・ ２　中国語文章表現 １・ ２　中国語Ｚ １（短期語学留学）
　�中国語Ｍ　中国語Ｈ

科目群Ⅱ：中国の言語文化に関する科目（ ４単位以上）
　中国語とその世界　中国古典のことば 1・ 2　中国のファンタジー
　中国のユートピア文学　中国の映像文化　中国芸能の世界　中国文学との対話
　中国の歴史と文化　中国語学序論 １・ ２　中国芸能の世界 1・ 2
　中国文学序論 １・ ２

科目群Ⅲ：中国語実習に関わる科目（ １科目以上）
　①中国語圏へのフィールドワークとその成果の報告
　②中国語圏への研修旅行とそれをふまえた小論文
　③中国語圏への短期・長期留学とその成果の報告
　④通訳や翻訳での一定の業績
　⑤一般の中国語能力試験での一定水準の達成（中国語検定試験、ＨＳＫで ３級以上など）
　⑥中国語に関する卒業論文

合計　科目群Ⅰと科目群Ⅱで２０単位＋科目群Ⅲ １科目以上

中国語の実践的な力を養いたいと望む学生が、効果的に学べるよう、このプログラムを設置
します。言語文化への深い理解に基づいた中国語の力を持つ人材を育成したいと考えます。

〈認定に必要な科目〉　　　　は旧科目です

２ �）中国語研修プログラ
ム

〈認定に必要な科目〉

科目群Ⅳ：�日本語の教授に関する科目（必修 ２科目 ４単位　選択 ２単位または下記の①～④
のうち １項目以上）

必修：日本語教授法 １・ ２
選択：�日本語教育の現在＊３　または日本語教育の実習に関わる学修＊４　（以下の①～④から

１項目以上）
①�国際交流センターなどにおける日本語教育ボランティアの体験とそれをふまえた小
論文

②学内外で行われる外国人に対する「日本語」授業の見学とそれをふまえた小論文
③学内外で開催される日本語教育研修への参加とそれをふまえた小論文
④その他、プログラム履修認定委員会で認められた日本語教育実習に関わる学修

科目群Ⅴ：異文化理解に関する科目（選択 ４単位）
選択：��異文化理解の方法　日英比較文化論 １・ ２　日中比較文化論 １・ ２  

フランス語とその世界　トルコ諸語とその世界　ペルシア語とその世界 
アラビア語とその世界　チベット語とその世界　中国語とその世界 
朝鮮半島の文化と歴史　太平洋の文化と歴史　英語圏の文化 １・ ２　

合計３６単位以上＋日本語教育の現在＊３２単位または実習に関わる学修項目 １つ以上

＊ １　２０１８年度以前入学生は「日本語の歴史」を必修科目とすることも可とする。
＊ ２　２０21年度までに「言語学」を履修した場合はそれを対象とする。
＊ 3　�２０１８年度までに「フィールドワークの実践 ３」を履修した場合はそれを対象とする。 

また、２０２３年度までに「日本語教育実践研究」を履修した場合はそれを対象とする。
＊ 4　�「日本語教育の現在」が開講されている年度は「日本語教育の現在」を履修してくださ

い。

（ １）科目群Ⅲ提出資料
　①②③報告書・小論文を２０００字以上
　④業績を証明するもの
　⑤�検定試験結果の通知書の写し（通知書が届いていない場合は受験番号が確認できる書類の
写し）

　⑥卒論提出時の受領書の写し（但し卒論不合格の場合にはプログラムの認定はされません）
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科目群Ⅰ：英語の運用能力を鍛える科目（１６単位以上）
　�英語を学ぶ １～ ４  英語を学ぶ ６　英語で語る １～ ４　英語で楽しむ １・ ２
　英語文章表現 １・ ２　英語中級（外国語科目・中級）　英語上級（外国語科目・上級）
　英語文学との対話 １　英語詩精読＊１　英語М　英語Ｈ

科目群Ⅱ：英語の言語文化に関連する科目（ ４単位以上）
　�英語学序論 １・ ２　英語の歴史　英語の歴史 １　音声学 １・ ２　英米文学序論 １・ ２　　
英語詩精読＊２

科目群Ⅲ：英語実習に関わる科目（ １科目以上）
　①英語圏へのフィールドワーク
　②英語圏への研修旅行とそれをふまえた小論文
　③英語圏への短期・長期留学とその成果の報告
　④通訳や翻訳での一定の業績
　⑤英語に関する卒業論文
　⑥一般の英語能力試験での一定水準の達成（TOEIC６００点以上、英検で準 １級以上等）

合計　２０単位＋科目群Ⅲ １科目以上

英語の実践的な力を養いたいと望む学生が、効果的に学べるよう、このプログラムを設置し
ます。言語文化への深い理解に基づいた英語の力を持つ人材を育成したいと考えます。

〈認定に必要な科目〉　　　　は旧科目です

３）英語研修プログラム

〈認定に必要な科目〉

以下の資料を前期・後期各授業最終日までに教学支援課に提出すること。
　①②③報告書・小論文を２０００字以上
　④　業績を証明するもの
　⑤　卒論提出時の受領表（但し卒論不合格の場合にはプログラムの認定はされません。）
　⑥　検定試験結果の通知書
＊ １　2020年度以前入学生は「英語詩精読」を科目群Ⅰの科目とする。
＊ ２　２０２１年度以降入学生は「英語詩精読」を科目群Ⅱの科目とする。

このプログラムでは、小学校で英語を使った活動ができる指導力を身につけることを目標と
します。英語による歌やゲームだけでなく、英語を聞いたり話したりしながら異文化に触れる
活動を組むノウハウなどを学んでいきます。
なお、このプログラムは2016年度以前入学生のみ対象となりますので、該当の学生は、個別

に相談してください。

４ �）小学校英語指導プロ
グラム

（ ２）科目群Ⅲ提出先及び締め切り
　教学支援課に、前期・後期各授業最終日までに提出すること



共通教
養課程

● ● 51●

共通教養課程



共通教
養課程

52 ● ●

日本の教育体系では、高等学校までの基礎的な教育に対して、大学の教育では、専門的知識
を提供するとともに、自分や自分のまわりに眼を向け、広い視野と深い思考とを持つ人間を育
てることが期待されている。和光大学では、このような立場に立って専門科目とともに共通教
養科目を置いている。この両者は、ともに結びついて大学教育をつくり上げるというのが和光
大学における基本的な考え方である。
この共通教養科目という呼び名は、１９９５年度の新入生から適用されるようになった。それま

では一般教育と呼ばれてきた。１９９１年 ７ 月に「大学設置基準」が改訂され、専門教育と一般教
育との区分を立てるというそれまでの基準が撤廃された。しかし、和光大学では、従来の一般
教育は大学教育の中で今後も重要な意味を持つという認識に立って、これを残すこととした。

そこで共通教養科目の説明に入るが、その前に一般教育の歴史、とくに和光大学における一
般教育の歴史について説明することとする。
一般教育とは何か、を明らかにするには、その歴史を簡略にたどるのがよいだろう。日本で

は、第 ２次大戦後の学制改革で、初めて大学に一般教育がおかれた。
戦前の学校でこれに近いものといえば、旧制高校の教育である。そこでは学生たちが語学・

哲学・スポーツなどを中心に学んで、大いに青春を謳歌した。しかしそれはごく少数のエリー
トを他の人びとと違う人間に育てあげるための、つまりはギリシア貴族の教養教育の流れをく
む、リベラルアーツというべき教育だった。第 ２次大戦後の新制大学に設けられた一般教育は、
大学の学生を対象とする市民教育で、ジェネラルエデュケーションと呼ばれる。現代社会に積
極的に参加してその前進に貢献しようとするよき市民を育てることを、第一の目標としてい
た。
その一方で、戦後日本の大学人の中には、旧制大学でのアカデミックな学問研究が、戦争を

止め得なかったばかりかそれに加担しさえした事実を厳しく自省して、研究者は常に自分の研
究の持つ社会的責任を自覚しなければならない、と考える人々がいた。また、戦後に制定され
た新憲法がめざす恒久平和と人権尊重の世界を実現するためには、一人でも多くの人がそうし
た事柄を学んで、考え行動し得るようになる必要がある。この二つの条件が、戦後日本の新し
い大学に、一般教育を位置づける要因となった。これは、前に述べたリベラルアーツ、ジェネ
ラルエデュケーションのどちらとも違う、第三の一般教育といっていいものである。
しかし残念なことに、こうした一般教育の理念はあまり理解されず、多くの大学では、一般

教育は厄介物扱いされた。高校までのやき直しやおざなりな入門・概論で新入生を一、二年足
ぶみさせる結果を生んだ。戦後約２０年たって、和光大学がスタートしたとき、当時の梅根悟学
長以下当事者は、このように一般教育が空洞化した現実を克服することが、ぜひ必要と考えた。
そこで、和光大学では、一般教育を望ましい大学の重要な一面として重視することを、はっき
りと表明したのである。

初代の梅根悟学長は、大学史を研究する教育学者で、彼の一般教育重視には学問的根拠があ
った。１２～１３世紀ごろヨーロッパで始まった大学の原型は、物事を根本から見、考えようとす
る学者と学生が、新しい学問を求めて出会った小さな集団であった。だから、彼らは常に、時
の権力者である教会や政府に迫害され続けながら、自由の小さな灯を守った。「世界の大学が
大学としての存在を守るために苦闘し、たたかってきた歴史は、まさに一般教養を守るための
たたかいであった」「将来どんな専門分野に進もうとしている学生も、そこで高度の総合的な
教養をうけるようになっている……そのことが可能であるなら、専門学部としては一学部しか
持っていなくてもユニヴァーシティでありうる」と、梅根は書いている。
「和光大学の教育方針」では、このような意味での一般教育を重視してゆくために、いくつ

かの「措置」が提案されている。⑴全専任教員が交代で担当すること、⑵ ４年間を通じて学ぶ
方式、⑶概論風、入門風の知識の注入に走ったりすることを避け、むしろ具体的な問題に即し
つつ、学問的アプローチによって現代の動向を解明し、それへの関心を喚起することに重点を
おくこと、などである。これらはすべて、上に述べてきたような一般教育の基本理念に基づき、
日本の大学の現状に対するアンチテーゼとして打ち出されたものである。そしてその後現在に
至るまで、実現への努力が続けられてきた。例えば、梅根学長自身もそうであったが、老大家
の教授も一般教育を受け持つことが慣例になり、一つのテーマや現代的な課題自体を一般教育
の科目名とするという方法もとられた。
和光大学の共通教養科目は、以上のような一般教育の歴史を背景に成立した。

共通教養科目に
ついて

一般教育の歴史

和光大学の 
共通教養教育
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ここで特に強調しておきたいのは、共通教養教育の目的は、社会で生きていくうえで必要な
基礎的人間力を育てる点にある、ということである。つまり、共通教養教育は人間教育という
意味をもっているのである。皆さんは、「自分」から出発しながらも、人間として生きていく
ためには、いま人々がどのような状況におかれ、どんな方向に向かおうとしているのかを知っ
ておかなければならない。それは、人間の生きている環境、人間の生き方を規定している生理
学的システムや生態の認識にはじまり、人間が生きるためにつくり出すさまざまな技術やそれ
に伴って生み出される文化について、一定の理論でまとめあげられた科学の体系的な認識をも
つことである。このことを通じて、自ら考え判断し行動する能力を養うこと、ひいてはどんな
社会や世界をつくり出すのかを考えていくこと。この点に、共通教養教育（あるいは人間教育）
の究極的な目的がある。かつての保健体育が「スポーツ文化」の科目名を得て、他の講義科目
同様に共通教養カリキュラムで重要な位置を占めているのも、こうした考えに基づいている。

２０１８年度から、共通教養科目の授業一覧表（カリキュラムに準じる）は従来のものから大幅
に変わった。それ以降に入学した皆さんは、以前の入学生向けのカリキュラムについて知らな
くてもよいわけだが、和光大学の教養教育がそのときどのような「進化」を経たかを知ること
は、皆さんが共通教養科目の履修計画を立てる上でも参考になるはずである。以下の記述に注
意深く目を通してほしい。
２００３年度以前に入学した皆さんの先輩たちは、共通教養科目に二つの科目群を持っていた。

主として １、 ２年次に履修する「問題の認識」という科目群と、主として ３、 ４年次に履修す
る「現代の課題」という科目群のことである。前者から１６単位、後者から ８単位を履修しなけ
ればならなかった。２００４年度からは全ての共通教養科目を九つの領域に分類して、その中から
自由に選んで履修し、単位を取ることができるようにした。和光大学の教学上の大きな特色で
ある「学生の学習の自由」を最大限に尊重するためである。２０１８年度の改定では、本学の共通
教養課程が目指すものを明確にするために三つの科目群に整理した。
和光大学では他学部他学科の科目を自由に履修して、卒業単位に当てることができ、所属学

科の専門分野に限定されない、和光大学特有の総合的知性教育を支える基盤となっている。単
に多分野の多様な科目を履修するということを教養教育と考える大学もあるかも知れない。し
かし和光大学の共通教養課程は、こうした多様な分野を広く学ぶことに加えて、それに止まら
ない深い人間教育を目指していている。
そこで、本学の共通教養課程では梅根悟初代学長が論じた一般教育の三つの目的をもとに、

共通教養課程科目を「創造的知性の触発」「批判能力の醸成」「世界観の形成」の三つのグルー
プに大別し、より学習目標を明確化した。もちろん、これらの分類名はひとつの目安であって、
各授業がもたらす効果はそれだけに限定されるわけではない。例えば「創造的知性の触発」に
分類された科目も、批判的能力や世界観形成ももたらすであろうし、履修する学生個々人の多
様な捉え方によって違った学習成果をもたらすであろう。しかし、本学の共通教養課程の学習
目的は単に「広く学ぶ」ことだけにとどまるのではないことを、これらの科目分類から深く理
解して、学習計画を立ててほしい。

ここで重要なことが二つある。
第一は、すべての学生が、所属する学科・学年の卒業要件に基づき、卒業するまでに２0単位

（または24単位以上）の共通教養科目を修得しなければならないということである。通年履修
で ４単位の科目、前期・後期ごとの ２単位の科目（一部は １単位または ３単位の科目もある）
など授業形態と単位数にはいくつかのパターンがある。いずれにせよ学生は、自らの選ぶ科目
の組合せによって ４年間で２0単位以上（または24単位以上）を修得しなければならない。これ
は全学部、全学科の学生に共通する義務である。
第二は、上記の共通教養科目の修得は １年次から ４年次まで分けて行うことが和光大学の伝

統であり、誇りであるということだ。「教養科目だから（専門科目ではないから）１、２年次で２０
単位ないしは、２４単位全部を取ってしまう」という態度は望ましくないという考え方を、本学
は一貫して追求してきた。それは、専門科目の知見をさらに深め、視野を広く世界に向けるた
めにも、ぜひ必要なことである。逆に言うならば、 １ 年次においては共通教養科目の修得を多
くても計１２単位程度に留めることが望ましいと考えてほしい。単位をむやみに多く集めても役
には立たない。一つ一つの授業を大切にする精神こそ、大学生活を充実させるカギである。

共通教養科目の
カリキュラムと
学習の仕方、履
修基準
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2025年度共通教養課程授業一覧表の構成

 共通教養課程授業一覧は、次の三つの領域に分かれています。詳しくは表を参照してください。
（前後期に分けて開講される同一名称科目は、Ａ／Ｂ等の表示を省いています。以下の表では２０2５年度休講科目も含んでいま
す）

創造的知性
の触発

地域デザイン／タウンマネジメント／教育の考古学／子どものための歴史／テーマ講義／現代の日本語
現代の編集と出版／２０世紀文化論／サブカルチャーで学ぶ現代史／文学の創造性／西洋演劇の世界／数で読
む世界／哲学史／心の不安と宗教／子ども理解と学校づくり／子どもとくらし／「子ども学」から見る教育
・子ども・文化／人間形成の社会史／身体性認知科学／ソーシャルワークと生活／生活のなかのデザイン／
くらしとデザイン／なぜアートは必要なのか：誰がなんのために／ユーラシアの歴史／ソ連・ロシアの歴史
と経済／情報基礎科学／コンピューターを学ぶ／短歌づくりを楽しむ／俳句づくりを楽しむ／連句づくりを
楽しむ／江戸・東京を歩く／音と楽器のミンゾク学／身体表現論／手話の世界／点字の世界／身体表現とパ
フォーマンス／クリエイティブ・ダンス／スポーツ文化

批判能力の醸成

性とジェンダー／セクシュアル・マイノリティのこころと支え／反発達論／現代社会と文学／現代社会を読
み解く／メディアから読みとく社会／スポーツジャーナリズム論／メディアと感情／現代思想の地平／精神
分析の地平／映像表現の地平／視覚芸術表現の世界／青年心理学／沖縄の歴史／日本近代のもたらしたもの
／海外留学の歴史／働く女性の歴史／環境と食糧／地方自治の課題／日本財政の課題／法と人権／法令の読
み方入門／現代社会と憲法／法と社会の諸問題／現代世界が直面する諸課題と国際社会の対応／情報と現代
／キャリアデザイン／キャリア発達論／キャリアマネジメント／「親になること」とは／子どもの育ちと保
育者／子どもの法と心理学／自殺学／発達障がいと大学／日常からの科学論／文化・芸術と経済／人づきあ
いのスキル／共生社会とスポーツ／地域文化と身体教育／健康行動学／健康づくりとトレーニング／健康づ
くりとボディワーク

世界観の形成

和光大学とフィールドワーク／大学マネジメント論／フィールドで学ぶ地域社会／里山保全の理論／里山保
全の実際／アジアの文化とことば／自然環境を詠む／アジアとはなにか／歴史と遺跡／火と人間の文化史／
動物と人間の関係史／ギリシア神話を読む／イメージの歴史／企業と人間／グローバル化する現代の世界と
経済／天文学／科学技術の営みと世界観／フィールドで学ぶ足もとの自然／沖縄の自然／流域を知る／循環
型社会［科学技術とイデオロギー］／基礎から学ぶ原発・エネルギー論／生物の多様性／動物行動学／先端
科学と私たちの社会／科学技術社会論／地球環境問題の科学／疫学とは何か／疫学に学ぶ／エスノグラフィ
ーの世界／自然活動／理科を楽しむ／理科を苦手とする人のための理科／アジアの身体

共通教養科目履修についての原則

・所属している学科・学年の卒業要件に基づき、卒業するまでに２0単位（または24単位）以上修得すること。
なお、 １年次から ４年次まで分けて履修することが望ましい。また、 １年次においては、共通教養科目の履修単位を計１２単位
程度に留めることが望ましい。

・学修の手びきの「授業一覧表」で、「重複履修」、「種別」、「履修可能学年」など、自分が履修できる授業なのかを確認してか
ら登録すること。
　特に「重複履修」は、スポーツ科目などの一部授業を除き、原則「重複履修×」であるため、一度履修した授業の履修登録は
できない。



● ● 55●　共通教養

全学部生用

注１）種別「人数制限(抽選)」とは……履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注２）種別「許可」とは…………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて、4月の許可手続き期間に授業ごとに定められた曜時・教室で、対面にて履修者を決定します。

「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注５）履修可能学年について……………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

１
年
２
年
３
年
４
年

1001 地域デザインＡ 2 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4

小林　猛久
岩本　陽児
木村　史紅
堂前　雅史
山口　理沙

○
「地域デザインB」も履修すること
が望ましい、4月許可手続き期間に
履修者決定

1002 地域デザインＢ 2 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4

小林　猛久
岩本　陽児
木村　史紅
堂前　雅史
山口　理沙

○
「地域デザインA」を履修している
ことが望ましい、4月許可手続き期
間に履修者決定

1003 タウンマネジメントＡ 2 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4
小林　猛久
大橋さつき
堂前　雅史

○
「タウンマネジメントB」も履修す
ることが望ましい、4月許可手続き
期間に履修者決定

1004 タウンマネジメントＢ 2 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4
小林　猛久
大橋さつき
堂前　雅史

○
「タウンマネジメントA」を履修し
ていることが望ましい、4月許可手
続き期間に履修者決定

- 教育の考古学 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

- 子どものための歴史 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1007 テーマ講義1[] 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

1008
テーマ講義2[神話からはじまる怖
いはなし]

2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4

田村　景子
稲葉　有祐
大坪  晶
沖田　瑞穂
椛田　ちひろ
君島　彩子
坂井　弘紀
佐藤　勲
角尾　宜信
堂前　雅史
永石 尚子

○ テーマ「神話からはじまる怖いは
なし」

1009 テーマ講義3[市民] 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4

堂前　雅史
伊藤　隆治
岩本　陽児
杉本　昌昭
制野　俊弘
詫摩　昭人
挽地　康彦
米田　幸弘

○ テーマ「市民」

- テーマ講義4[] 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

- テーマ講義5[] 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

- 現代の日本語 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講、隔年開講

1013 現代の編集と出版 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 野々村　文宏 ×

- 20世紀文化論 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

- サブカルチャーで学ぶ現代史 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1016 文学の創造性 2 なし ― 前期 　 1 2 3 4 遠藤　朋之 ×

1017 西洋演劇の世界 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 中田　崇 ×

1018 数で読む世界A 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 正田　良 ×

1019 数で読む世界Ｂ 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 正田　良 ×
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                                                                      22002255年年度度　　共共通通教教養養課課程程　　授授業業一一覧覧表表

注３）種別「条件付」とは………………授業の備考欄を確認してください。

注４) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
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授 業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
（形態）
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全学部生用

注１）種別「人数制限(抽選)」とは……履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注２）種別「許可」とは…………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて、4月の許可手続き期間に授業ごとに定められた曜時・教室で、対面にて履修者を決定します。

「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注５）履修可能学年について……………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。
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                                                                      22002255年年度度　　共共通通教教養養課課程程　　授授業業一一覧覧表表

注３）種別「条件付」とは………………授業の備考欄を確認してください。

注４) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

卒業
要件

授 業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
（形態）

1020 哲学史A 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 山森　裕毅 ×

1021 哲学史B 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 山森　裕毅 ×

1022 心の不安と宗教A 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 金子　奈央 ×

1023 心の不安と宗教Ｂ 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 金子　奈央 ×

1024 子ども理解と学校づくり 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 富樫　千紘 ×

1025 子どもとくらし 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 薄田　太一 ×

- 「子ども学」から見る教育・子ども・文化 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1027 人間形成の社会史 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 大西　公恵 ×

1028 身体性認知科学 2 なし ― 前期 時間割外 1 2 3 4 阿部　慶賀 ×

- ソーシャルワークと生活 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1030 生活のなかのデザイン 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 高橋　啓祐 × 「生活のなかのデザインA」より
科目名変更

- くらしとデザイン 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ―― × 2025年度休講、「生活のなかの
デザインB」より科目名変更

1032
なぜアートは必要なのか：誰がな
んのために

2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 椛田　ちひろ × 2025年度新規科目

1033 ユーラシアの歴史 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 坂井　弘紀 ×

1034 ソ連・ロシアの歴史と経済 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 日臺　健雄 × 2025年度新規科目

1035 情報基礎科学A 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 川本　弥希 ×

1036 情報基礎科学Ｂ 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 川本　弥希 ×

※「コンピューターを学ぶ」は１年に１科目しか履修できません。

1037 コンピューターを学ぶ1 2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4 立野　貴之 × 初級

1038 コンピューターを学ぶ2 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 石橋　健一 × 初級

1039 コンピューターを学ぶ3 2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4 佐藤　実 × 初級

1040 コンピューターを学ぶ4 2 人数制限
（抽選）

― 前期 時間割外 1 2 3 4 橋本　正樹 × 中級

1041 コンピューターを学ぶ5 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 川本　弥希 × 中級

1042 コンピューターを学ぶ6 2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4 石橋　健一 × 上級

1043 短歌づくりを楽しむ 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 江田　浩司 × 隔年開講

- 俳句づくりを楽しむ 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講、隔年開講

- 連句づくりを楽しむ 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講、隔年開講

1046 江戸／東京を歩く 2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4
田村　景子
中田　崇
稲葉　有祐

×

1047 音と楽器のミンゾク学 2 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 関根　秀樹 × 4月許可手続き期間に履修者決定

- 身体表現論 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1049 手話の世界 4 許可 ― 通年 ― 1 2 3 4 狩野　桂子 × 4月許可手続き期間に履修者決定

1050 点字の世界 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 田辺　淳也 ×
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注１）種別「人数制限(抽選)」とは……履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注２）種別「許可」とは…………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて、4月の許可手続き期間に授業ごとに定められた曜時・教室で、対面にて履修者を決定します。

「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注５）履修可能学年について……………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。
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                                                                      22002255年年度度　　共共通通教教養養課課程程　　授授業業一一覧覧表表

注３）種別「条件付」とは………………授業の備考欄を確認してください。

注４) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

卒業
要件

授 業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
（形態）

1051 身体表現とパフォーマンス1 2 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 大橋　さつき ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1052 身体表現とパフォーマンス2 4 許可 ―
後期

（2コマ）
― 1 2 3 4 大橋　さつき ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

- クリエイティブ・ダンス１ 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

- クリエイティブ・ダンス2 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

1055 スポーツ文化（テニス1） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 星野　実 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1056 スポーツ文化（テニス2） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 星野　実 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1057 スポーツ文化（卓球1） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 馬場　徳文 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1058 スポーツ文化（卓球2） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 馬場　徳文 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

- スポーツ文化（卓球3） 1 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

1060 スポーツ文化（バレーボール1） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 山田　満月 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1061 スポーツ文化（バレーボール2） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 制野　俊弘 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1062 スポーツ文化（バレーボール3） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 山田　満月 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1063 スポーツ文化（バレーボール4） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 佐藤　国正 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1064 スポーツ文化（バスケットボール1） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 原田　尚幸 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1065 スポーツ文化（バスケットボール2） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 原田　尚幸 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1066 スポーツ文化（バドミントン1） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 青山　慎一郎 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1067 スポーツ文化（バドミントン2） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 馬場　徳文 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1068 スポーツ文化（バドミントン3） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 馬場　徳文 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1069 スポーツ文化（サッカー1） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 山田　満月 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1070 スポーツ文化（サッカー2） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 増山　舜 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1071 スポーツ文化（フットサル1） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 増山　舜 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1072 スポーツ文化（フットサル2） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 山田　満月 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1073 スポーツ文化（ゴルフ1） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 福田　徳康 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1074 スポーツ文化（ゴルフ2） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 福田　徳康 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1075 スポーツ文化（フィットネス1） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 三辻　浩子 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1076 スポーツ文化（フィットネス2） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 三辻　浩子 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1077 スポーツ文化（障がい者スポーツ1） 1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 宮田　理 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1078 スポーツ文化（障がい者スポーツ2） 1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 宮田　理 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1079
スポーツ文化
（スポーツレクリエーション1）

1 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 原田　尚幸 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1080
スポーツ文化
（スポーツレクリエーション2）

1 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 原田　尚幸 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

- スポーツ文化（ボルダリング） 1 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

共共
通通
教教
養養
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58 ● ●

全学部生用

注１）種別「人数制限(抽選)」とは……履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注２）種別「許可」とは…………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて、4月の許可手続き期間に授業ごとに定められた曜時・教室で、対面にて履修者を決定します。

「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注５）履修可能学年について……………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。
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                                                                      22002255年年度度　　共共通通教教養養課課程程　　授授業業一一覧覧表表

注３）種別「条件付」とは………………授業の備考欄を確認してください。

注４) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

卒業
要件

授 業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
（形態）

- 性とジェンダーA 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1102 性とジェンダーＢ 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 田川　夢乃 ○

1103
セクシュアル・マイノリティのこ
ころと支え

2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 小松　賢亮 ×

- 反発達論 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

- 現代社会と文学 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

1107 現代社会を読み解く 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 中力　えり ○

1108 メディアから読みとく社会 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 米田　幸弘 ○

1104 スポーツジャーナリズム論 2 なし ― 後期 1 2 3 4 宇都宮　徹壱 × 2025年度新規科目

1109 メディアと感情 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 稲葉　浩一 ×

- 現代思想の地平 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

- 精神分析の地平 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

1112 映像表現の地平A 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 名嘉山　リサ ×
隔年開講、「映像表現の地平」よ
り科目名変更

- 映像表現の地平B 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ×
2025年度休講、隔年開講、「映
像表現の地平」より科目名変更

- 視覚芸術表現の世界 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

- 青年心理学(自己編) 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講、隔年開講

1116 青年心理学(対人編) 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 髙坂　康雅 × 隔年開講

1117 沖縄の歴史 2 なし ― 後期 時間割外 1 2 3 4 山下　靖子 ×

1118 日本近代のもたらしたものA 2 なし ― 集中講義 ― 1 2 3 4 森　元斎 ○

1119 日本近代のもたらしたものＢ 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 栗原　康 ○

1120 海外留学の歴史 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 辻󠄀󠄀　直人 ×

1155 働く女性の歴史 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 堀川　祐里 × 2025年度新規科目

1121 環境と食糧 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 清水　雅貴 ×

1122 地方自治の課題 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 稲田　圭祐 × 2025年度新規科目

1123 日本財政の課題 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 半谷　俊彦 × 2025年度新規科目

1124
法と人権
（日本国憲法2単位を含む）

4 なし ― 通年 ― 1 2 3 4 徳永　貴志 ×

1125 法令の読み方入門 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 小林　正典 ×

1126
現代社会と憲法
（日本国憲法2単位を含む）

4 なし ― 通年 ― 1 2 3 4 山崎　英壽 ×

1127 法と社会の諸問題Ａ 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 小出　幸祐 ×

1128 法と社会の諸問題Ｂ 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 小出　幸祐 ×

共共
通通
教教
養養
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● ● 59●　共通教養

全学部生用

注１）種別「人数制限(抽選)」とは……履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注２）種別「許可」とは…………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて、4月の許可手続き期間に授業ごとに定められた曜時・教室で、対面にて履修者を決定します。

「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注５）履修可能学年について……………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。
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                                                                      22002255年年度度　　共共通通教教養養課課程程　　授授業業一一覧覧表表

注３）種別「条件付」とは………………授業の備考欄を確認してください。

注４) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

卒業
要件

授 業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
（形態）

1129
現代世界が直面する諸課題と
国際社会の対応Ａ

2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4 小林　誉明 ×

1130
現代世界が直面する諸課題と
国際社会の対応Ｂ

2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 小林　誉明 ×

1131 情報と現代 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 杉本　昌昭 ×

1132 キャリアデザインA 2 許可 ― 前期 ― ― ― 3 4 槙田　朋臣 × 4月許可手続き期間に履修者決定

1133 キャリアデザインＢ 2 許可 ― 後期 ― 1 2 ― ― 槙田　朋臣 × 4月許可手続き期間に履修者決定

- キャリア発達論 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ×
2025年度休講、心理教育学科科
目から課程変更

1135 キャリアマネジメントA 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 永石　尚子 × 2025年度新規科目

1136 キャリアマネジメントB 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 永石　尚子 × 2025年度新規科目

- 「親になること」とは 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1138 子どもの育ちと保育者 2 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 粕谷　亘正 × 「保育実践と保育者の専門性」より科目名変更、4
月許可手続き期間に履修者決定

1139 子どもの法と心理学 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 熊上　崇 ×

1140 自殺学 2 なし ― 後期 時間割外 1 2 3 4 末木　新 ×
「自殺予防の心理学」より科目名
変更

1141 発達障がいと大学 2 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 常田　秀子 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1142 日常からの科学論A 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 藤木　文彦 ×
「日常を科学するA」より科目名
変更

1143 日常からの科学論Ｂ 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 吉田　真史 ×
「日常を科学するB」より科目名
変更

1144 文化・芸術と経済A 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 三浦　留美 ×

1145 文化・芸術と経済Ｂ 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 三浦　留美 ×

- 人づきあいのスキル 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ×
2025年度休講、「対人支援・援
助の心理学」より科目名変更

1147
共生社会とスポーツA
（スポーツとジェンダー）

2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 野口　亜弥 ×

1148
共生社会とスポーツＢ
（スポーツと障がい者）

2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 宮田　理 ×

1149 地域文化と身体教育Ａ 2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4 制野　俊弘 ○

- 地域文化と身体教育Ｂ 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講

1156 健康行動学 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 西出　朱美 × 2025年度新規科目

1151 健康づくりとトレーニングA 2 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 山田　満月 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1152 健康づくりとトレーニングＢ 2 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 丸山　伸也 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1153 健康づくりとボディーワークA 2 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 本永　直子 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1154 健康づくりとボディーワークＢ 2 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 本永　直子 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定
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60 ● ●

全学部生用

注１）種別「人数制限(抽選)」とは……履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注２）種別「許可」とは…………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて、4月の許可手続き期間に授業ごとに定められた曜時・教室で、対面にて履修者を決定します。

「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注５）履修可能学年について……………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。
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                                                                      22002255年年度度　　共共通通教教養養課課程程　　授授業業一一覧覧表表

注３）種別「条件付」とは………………授業の備考欄を確認してください。

注４) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

卒業
要件

授 業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
（形態）

1201 和光大学とフィールドワーク 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4

杉本　昌昭
岩本　陽児
小林　稔
坂井　弘紀
詫摩　昭人
堂前　雅史

×

1202 大学マネジメント論　 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 杉本　昌昭 ○

1203 フィールドで学ぶ地域社会Ⅰ 2 許可 ― 前期 ― 1 2 3 4 岩本　陽児 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

- フィールドで学ぶ地域社会Ⅱ 3 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ○ 2025年度休講、「フィールドで学ぶ
地域社会Ⅰ」修得者のみ履修可

1205 里山保全の理論 2 なし ―
前期

(隔週2コマ) ― 1 2 3 4 岩本　陽児 ○

1206 里山保全の実際 2 条件付 ―
後期

(隔週2コマ) ― 1 2 3 4 岩本　陽児 ○
「里山保全の理論」修得者のみ履
修可

- アジアの文化とことば 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― ×
2025年度休講、「東南アジアの
文化とことば」より科目名変更

- 自然環境を詠む 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

- アジアとはなにか 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1210 歴史と遺跡 2 なし ― 集中講義 ― 1 2 3 4 菊池　百里子 ×

1211 火と人間の文化史 2 許可 ― 後期 ― 1 2 3 4 関根　秀樹 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

1212 動物と人間の関係史 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 堂前　雅史 ×

- ギリシア神話を読む 2 ― ― ― ― 1 2 3 ― ― × 2025年度休講

1214 イメージの歴史 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 君島　彩子 ×

1215 企業と人間 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 村田　大学 ×

1216 グローバル化する現代の世界と経済 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 経済学科教員 ×

1217 天文学A（太陽系の科学） 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 内田　俊郎 ×

1218 天文学Ｂ（恒星の科学） 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 内田　俊郎 ×

1219 科学技術の営みと世界観 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 小山　俊士 ×

1220 フィールドで学ぶ足もとの自然 2 許可 ― 前期
(隔週2コマ) ― 1 2 3 4 白井　剛 × 4月許可手続き期間に履修者決定

1221 沖縄の自然 2 なし ― 集中講義 ― 1 2 3 4 安部　真理子 ×

1222 流域を知る 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 小林 　範和 ×

1223 循環型社会[科学技術とイデオロギー] 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 向井　宏一郎 × 「循環型社会」より科目名変更

1224 基礎から学ぶ原発･エネルギー論 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 向井　宏一郎 ×
「ソフトパスエネルギー」より科
目名変更

1225 生物の多様性A 2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4 堂前　雅史 ×
身体環境共生学科科目より課程変
更

1226 生物の多様性Ｂ 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 堂前　雅史 ×
身体環境共生学科科目より課程変
更

1227 生物の多様性C 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 川江　文美子 ×

1228 動物行動学 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 川江　文美子 ×
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● ● 61●　共通教養

全学部生用

注１）種別「人数制限(抽選)」とは……履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注２）種別「許可」とは…………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて、4月の許可手続き期間に授業ごとに定められた曜時・教室で、対面にて履修者を決定します。

「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注５）履修可能学年について……………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。
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                                                                      22002255年年度度　　共共通通教教養養課課程程　　授授業業一一覧覧表表

注３）種別「条件付」とは………………授業の備考欄を確認してください。

注４) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

卒業
要件

授 業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
（形態）

1229 先端科学と私たちの社会 2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4 堂前　雅史 ×

- 科学技術社会論A 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

- 科学技術社会論Ｂ 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1232 地球環境問題の科学A 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 川江　文美子 ×

1233 地球環境問題の科学Ｂ 2 なし ― 後期 ― 1 2 3 4 川江　文美子 ×

1234 疫学とは何か 2 なし ― 前期 ― 1 2 3 4 西出　朱美 ×

1235 疫学に学ぶ 2 なし ― 後期 ― ― 2 3 4 西出　朱美 × 隔年開講

- エスノグラフィーの世界 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

- 自然活動（キャンプ） 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1241 理科を楽しむ（物理・化学） 4 許可 ―
前期

(2コマ) ― 1 2 3 4 山村　紳一郎 × 4月許可手続き期間に履修者決定

- 理科を苦手とする人のための理科 2 ― ― ― ― 1 2 3 4 ― × 2025年度休講

1244 アジアの身体（ネパールの民族芸能） 2 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 1 2 3 4 岡本　有子 ×

1245 アジアの身体（日本文化と舞踊） 2 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 1 2 3 4 宅野　真理子 ○

共共
通通
教教
養養

←←
  
CC
世世
界界
観観
のの
形形
成成
  
→→
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大学における外国語の授業は、実用的な技術の修得を目的とすると同時に、多様な言語を通
してさまざまな思想、文化、生活に接する場でもある。目的意識を持って外国語の学修に真剣
に取り組むことにより、自らの思想、文化、生活に反省を加え、新しい価値を見出すことがで
きるはずである。本学では、 ９種類の言語の授業が開講されている。自分の問題意識や関心あ
るいは専門研究での必要性など、さまざまな観点から慎重に外国語を選択し、充実した時間を
つくりだしてほしい。
１つの言語で ４単位を修得することが卒業要件となる。 ４単位を超えて修得した場合、その

単位は「自由履修科目」に充当される。卒業要件については、各学科のページを参照のこと。

１．登録授業数の上限は、 １年間に ４科目 ４単位まで（ただし英語留学はここに含めない）。

２．英語を第一言語とする学生は、英語を履修することができない。

３．授業名の数字はクラス番号であり、習熟度と関係はない。

４．クラス編成
英語Ａ、Ｂ　（ １年次生対象）　定員３0～４5名。
英語プレイスメントテストの結果に基づいて、指定された授業のみを履修することができる。
授業名の数字が同じである前期授業Ａと後期授業Ｂを必ず同時に履修すること。

英語初級Ａ、Ｂ　（ ２年次生対象）定員４５名。
抽選授業。抽選申請期間に必ず申請を行うこと。
授業名の数字が同じである前期授業Ａと後期授業Ｂを必ず同時に履修すること。

英語中級Ａ、Ｂ　（ ２～ ４年次生対象）定員４５名。ただし、会話科目は定員３５名。
抽選授業。抽選申請期間に必ず申請を行うこと。

英語上級Ａ、Ｂ　（ ２～ ４年次生対象）定員３０名。
抽選授業。抽選申請期間に必ず申請を行うこと。

英語Ａ、Ｂ
英語プレイスメントテストを受検した １年次生を対象に、少人数の指定クラス制で習熟度に

応じた授業を行う。英語に対する苦手意識を取り除いて基礎力を充実させること、あるいは基
礎力を発展させて確かな運用力を養成することを目的とする。

英語初級Ａ、Ｂ
２年次生のみ履修可。英語の基礎力を定着させ、さらにその力を発展させることを目的とす

る。 １年次に英語を履修できなかった学生、また １年次で卒業要件 ４単位を満たすことができ
なかった学生の履修を想定している。

英語中級Ａ、Ｂ
基礎的な英語力がある学生を対象とする。基礎力を伸ばし、総合的な運用力を身につけるこ

とを目的とする。

英語上級Ａ、Ｂ
中級以上の英語力がある学生を対象とする。会話型の授業で、総合的な運用力をさらに向上

させることを目的とする。

英語留学
短期語学留学制度による英語圏の語学教育施設での夏期または春期の集中授業。内容につい

てはシラバスや説明会で確認すること。

※ P6７「短期語学留学制度」参照。

外国語科目の
カリキュラムと
学習のしかた

英語
【履修上の注意】

【授業内容】
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１ ．授業によって単位数が異なるので授業一覧表にて単位数を確認すること。
２．初級以上の学力があると認められる学生は、中級または上級から履修を始めることができ
るので、教学支援課に問い合わせること。

３．各外国語を第一言語とする学生は、その外国語を履修することができない。
4．定員は４５名。
5．同じ年度に複数の外国語を履修することができる。

１．初級は週 ２コマ授業となっている。 １コマのみの履修はできないので注意。
２．それぞれの外国語の初級前期は抽選授業のため、抽選申請期間に必ず申請を行うこと。
３．それぞれの外国語の初級後期を履修するためには、その外国語の初級前期（ ２単位）を修
得済でなければならない。初級後期は「条件付」授業のため、前期履修登録期間または後
期履修訂正期間に自身で履修登録を行うこと。前期履修登録期間に初級後期を履修登録し
ていても、初級前期を修得できていないと、初級後期は履修できない。

４．それぞれの外国語の初級は、前期 ２単位・後期 ２単位（ドイツ語初級ＡＢ １は前期 ４単
位）を超えて履修・修得することはできない。
※正しい例）　中国語初級Ａ １と中国語初級Ｂ １を履修・修得
※問違った例）中国語初級Ａ １と中国語初級Ａ ２を履修・修得

５．中級以上の単位を修得した者は、同じ外国語の初級を履修することはできない。
　それぞれの外国語の中級を履修するためには、その外国語の初級 ４単位を修得済でなければ
ならない。（上記履修上の注意 2．参照）
　それぞれの外国語の上級を履修するためには、その外国語の初級 ４単位を修得済でなければ
ならない。なお、中級授業と上級授業は同時に履修することができる。（上記履修上の注意 2．
参照）

中国語初級Ａ、Ｂ
中国語を初めて学ぶ人を対象に、段階的にゆっくり発音と文法の基礎を学ぶ授業。

中国語中級Ａ、Ｂ
初級で学んだ基礎的な文法の復習をしながら総合的な力をつけていく授業。

中国語留学
短期語学留学制度による、中国語圏の大学・語学教育施設での夏期または春期の集中授業。

内容についてはシラバスや説明会で確認すること。
※ P6７「短期語学留学制度」参照。

朝鮮語初級Ａ、Ｂ
朝鮮語を初めて学ぶ人を対象に、文字と発音を習得し基礎文法を学ぶ授業。

朝鮮語中級Ａ、Ｂ
初級で学んだ基礎を土台として、基礎的な文法知識を固め、多様な表現能力を身につけてい

く授業。
朝鮮語上級Ａ、Ｂ
朝鮮語を自由に駆使できるようになることを目標に、朝鮮語の理解能力、朝鮮語による表現

能力を高めていく授業。

フランス語初級Ａ、Ｂ
「読み」「書き」「聞き」「話す」総合的な力を身につける授業。フランス、およびヨーロッ

パの文化にも関心を持ってもらいたい。
フランス語中級Ａ、Ｂ
初級で学んだ文法を復習し読む力をつける授業。

中国語　朝鮮語　フランス語
ドイツ語　ロシア語
イタリア語　スペイン語

【履修上の注意】

初級授業について

中級授業について

上級授業について

【授業内容】
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ドイツ語初級ＡＢ、Ａ、Ｂ
発音と「読み」「書き」の練習をしながら文法の基礎を学ぶ授業。

ドイツ語中級Ａ、Ｂ
文法を復習し読む力をつける授業。

ドイツ語留学
短期語学留学制度による、ドイツ語圏の語学教育施設での夏期または春期の集中授業。内容

についてはシラバスや説明会で確認すること。
※ P6７「短期語学留学制度」参照。

ロシア語初級Ａ、Ｂ
文法から学び、初級文法の基礎固めを目的とする授業。

ロシア語中級Ａ、Ｂ
初級文法の完成と、特に「読む」「書く」力を訓練する授業。

イタリア語初級Ａ、Ｂ
アルファベットから、発音、初級文法を習得しつつ、簡単な日常会話を身につけていく授業。

イタリア語中級Ａ、Ｂ
初級文法を復習して、中級の文法と日常会話を習得していく授業。

スペイン語初級Ａ、Ｂ
アルファベット、発音、初級文法、簡単な会話を教科書を基に学習し、先ずスペイン語に馴

れることを主眼とする授業。
スペイン語中級Ａ、Ｂ
初級文法で未習の項目を習得し、「読む・聞く・話す」力をバランスよくつける授業。

留学生対象
（留学生ではないが、日本語を第一言語としない学生は履修できる。）

１．あらかじめ指定された授業を履修することができる。
（ １年次生）　　日本語中級Ａ １・Ｂ １とＡ ２・Ｂ ２
（ ２～ ４年次生）前年度までの日本語の単位修得状況に応じて指定された授業。
２．指定された授業名の数字が同じである前期授業Ａと後期授業Ｂを必ず同時に履修すること。
３．日本語上級は、日本語能力試験Ｎ １を取得済程度の者でなければ履修できない。
４．日本語中級Ａ １・Ｂ １とＡ ２・Ｂ ２、また、日本語上級Ａ １・Ｂ １とＡ ２・Ｂ ２は同時に
履修することが望ましい。

次の学生は、新年度に和光ポータルから配信される「外国語履修手続き方法について」を
よく読んで手続きを行うこと。
・留学生ではないが日本語を第一言語としない学生で、日本語を履修したい場合
・指定された日本語の授業の履修を望まない場合
・日本語上級を履修したいが、日本語上級を指定されなかった場合

日本語中級Ａ、Ｂ
「聞く」「話す」「読む」「書く」の各技能の連携を図り、総合的な日本語能力の基礎を身に

つける授業。
日本語上級Ａ、Ｂ
「聞く」「話す」「読む」「書く」の各技能の連携を図り、総合的な日本語能力の向上を目指

す授業。

日本語
【対象】

【履修上の注意】

【授業内容】
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　夏期または春期休業期間中の約 １ヵ月間、現地施設で「英語」「中国語」「ドイツ語」を学ぶ。
現地での学修を終えると、外国語の卒業要件の ４単位として認定される。

　和光大学学部生（ １～ ４年次生）対象
注意
①英語留学は １年次より履修可。
②中国語留学は中国語の初級 ４単位を修得済みのこと。
③ドイツ語留学はドイツ語の初級 ４単位を修得済みのこと。
④ ４年次生は、 ３年次までに卒業要件の外国語単位を修得済みのこと。 ４年次生の参加は夏
期のみ可能であり、春期の留学は選択できない。

本学が適当と認めたプログラムを有する大学・施設において学ぶことによって、単位認定を
行う。現地施設において、能力別クラスが編成され、本学以外の学生、日本以外の国からの参
加者とともに学ぶ。参加を希望するものは、 ４月はじめに行われる短期語学留学説明会に出席
の上、「英語留学」「中国語留学」「ドイツ語留学」の授業を履修すること（詳細は和光ポータ
ルでお知らせします）。

２０２５年度「英語留学」「ドイツ語留学」「中国語留学」は休講です。
授業とは別に、語学留学を希望する学生には、単位にはなりませんが、教員が丁寧にアド
バイスなどをしますので、教学支援課までお問い合わせください。

短期語学留学制度
【短期語学留学制度とは】

【参加資格】

【概要】
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注１）種別｢クラス指定｣とは………………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別｢条件付｣とは……………………あらかじめ初級授業の単位修得が必要などの条件がある授業です。履修上の注意や備考欄を参照のこと。

注３）種別｢人数制限(抽選)｣とは…………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注４）人数制限（抽選）優先条件とは……｢有｣の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

    「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

注６）開講期（形態）について……………｢週２コマ｣は週に２回（異なる曜時）授業があります。時間割に注意してください。

注７）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、｢―｣は履修不可です。

1
年

2
年

3
年

4
年

2001 英語A1 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 石川　太郎 ×

2002 英語B1 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 石川　太郎 ×

2003 英語A2 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 遠藤　朋之 ×

2004 英語B2 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 遠藤　朋之 ×

2005 英語A3 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 佐藤　眞理子 ×

2006 英語B3 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 佐藤　眞理子 ×

2007 英語A4 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 阿部　明子 ×

2008 英語B4 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 阿部　明子 ×

2009 英語A5 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 坂口　世良 ×

2010 英語B5 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 坂口　世良 ×

2011 英語A6 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 名嘉山　リサ ×

2012 英語B6 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 名嘉山　リサ ×

2013 英語A7 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 山本　麻里耶 ×

2014 英語B7 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 山本　麻里耶 ×

2015 英語A8 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 宮瀨  順子 ×

2016 英語B8 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 宮瀨  順子 ×

2017 英語A9 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 佐藤　眞理子 ×

2018 英語B9 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 佐藤　眞理子 ×

2019 英語A10 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 浦　聡美 ×

2020 英語B10 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 浦　聡美 ×

2021 英語A11 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― レイナルド・バイサ・ベントゥーラ ×

2022 英語B11 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― レイナルド・バイサ・ベントゥーラ ×

2023 英語A12 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 中田　崇 ×

2024 英語B12 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 中田　崇 ×

2025 英語A13 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 石川　太郎 ×

2026 英語B13 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 石川　太郎 ×

2027 英語A14 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 中田　崇 ×

2028 英語B14 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 中田　崇 ×

2029 英語A15 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 石川　太郎 ×

2030 英語B15 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 石川　太郎 ×

2031 英語A16 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 滝沢　玄 ×

2032 英語B16 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 滝沢　玄 ×

2033 英語A17 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 滝沢　玄 ×

2034 英語B17 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 滝沢　玄 ×

2035 英語A18 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― マシュー・ヴァルギース ×

2036 英語B18 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― マシュー・ヴァルギース ×

22002255年年度度　　外外国国語語課課程程　　授授業業一一覧覧表表
全学部生用

注５) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

    「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

卒業
要件

授業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

〈〈英英語語〉〉：：11年年次次生生対対象象（（入入学学前前にに「「英英語語ププレレイイススメメンントトテテスストト」」をを受受検検ししたた学学生生ののみみ履履修修可可能能））

英
語
（
一
年
次
生
　
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
受
検
者
対
象
）

現現代代人人間間学学部部心心理理教教育育学学科科子子どどもも教教育育専専修修以以外外  のの学学生生

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

開 講 期
( 形 態 )

オ
ン
ラ
イ
ン

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

備 考

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録
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注１）種別｢クラス指定｣とは………………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別｢条件付｣とは……………………あらかじめ初級授業の単位修得が必要などの条件がある授業です。履修上の注意や備考欄を参照のこと。

注３）種別｢人数制限(抽選)｣とは…………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注４）人数制限（抽選）優先条件とは……｢有｣の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

    「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

注６）開講期（形態）について……………｢週２コマ｣は週に２回（異なる曜時）授業があります。時間割に注意してください。

注７）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、｢―｣は履修不可です。

1
年

2
年

3
年

4
年

22002255年年度度　　外外国国語語課課程程　　授授業業一一覧覧表表
全学部生用

注５) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

    「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

卒業
要件

授業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
( 形 態 )

オ
ン
ラ
イ
ン

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

備 考

2037 英語A19 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 岡村  盛雄 ×

2038 英語B19 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 岡村  盛雄 ×

2039 英語A20 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 宮﨑　かすみ ×

2040 英語B20 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 宮﨑　かすみ ×

2041 英語A21 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 小林　猛久 ×

2042 英語B21 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 小林　猛久 ×

2043 英語A22 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 山本　ミッシェール ×

2044 英語B22 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 山本　ミッシェール ×

2045 英語A23 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 遠山  雅子 ×

2046 英語B23 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 遠山  雅子 ×

2047 英語A24 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 瀬戸川  順子 ×

2048 英語B24 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 瀬戸川  順子 ×

2049 英語A25 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 坂口　世良 ×

2050 英語B25 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 坂口　世良 ×

2051 英語A26 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 瀬戸川  順子 ×

2052 英語B26 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 瀬戸川  順子 ×

2053 英語A27 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 撫原　華子 ×

2054 英語B27 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 撫原　華子 ×

2055 英語A28 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 岡村  盛雄 ×

2056 英語B28 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 岡村  盛雄 ×

2057 英語A29 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 山本　ミッシェール ×

2058 英語B29 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 山本　ミッシェール ×

2059 英語A30 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 渋沢　優介 ×

2060 英語B30 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 渋沢　優介 ×

2061 英語A31 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 奥井  裕 ×

2062 英語B31 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 奥井  裕 ×

2063 英語A32 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 沼田  香穂里 ×

2064 英語B32 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 沼田  香穂里 ×

2065 英語A33 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― マシュー・ヴァルギース ×

2066 英語B33 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― マシュー・ヴァルギース ×

2067 英語A34 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 山本　麻里耶 ×

2068 英語B34 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 山本　麻里耶 ×

2069 英語A35 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― レイナルド・バイサ・ベントゥーラ ×

2070 英語B35 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― レイナルド・バイサ・ベントゥーラ ×

2071 英語A36 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 鈴木　泉子 ×

2072 英語B36 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 鈴木　泉子 ×

2073 英語A37 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― マシュー・ヴァルギース ×

2074 英語B37 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― マシュー・ヴァルギース ×

2075 英語A38 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 浦　聡美 ×

2076 英語B38 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 浦　聡美 ×

英
語
（
一
年
次
生
　
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
受
検
者
対
象
）

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録
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注１）種別｢クラス指定｣とは………………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別｢条件付｣とは……………………あらかじめ初級授業の単位修得が必要などの条件がある授業です。履修上の注意や備考欄を参照のこと。

注３）種別｢人数制限(抽選)｣とは…………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注４）人数制限（抽選）優先条件とは……｢有｣の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

    「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

注６）開講期（形態）について……………｢週２コマ｣は週に２回（異なる曜時）授業があります。時間割に注意してください。

注７）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、｢―｣は履修不可です。

1
年

2
年

3
年

4
年

22002255年年度度　　外外国国語語課課程程　　授授業業一一覧覧表表
全学部生用

注５) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

    「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

卒業
要件

授業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
( 形 態 )

オ
ン
ラ
イ
ン

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

備 考

2077 英語A39 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 渋沢　優介 ×

2078 英語B39 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 渋沢　優介 ×

2079 英語A40 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 遠藤　朋之 ×

2080 英語B40 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 遠藤　朋之 ×

― 英語A41 1 ― ― ― ― 11 ― ― ― ― ×

― 英語B41 1 ― ― ― ― 11 ― ― ― ― ×

― 英語A42 1 ― ― ― ― 11 ― ― ― ― ×

― 英語B42 1 ― ― ― ― 11 ― ― ― ― ×

― 英語A43 1 ― ― ― ― 11 ― ― ― ― ×

― 英語B43 1 ― ― ― ― 11 ― ― ― ― ×

― 英語A44 1 ― ― ― ― 11 ― ― ― ― ×

― 英語B44 1 ― ― ― ― 11 ― ― ― ― ×

2089 英語EA[1] 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― レイナルド・バイサ・ベントゥーラ ×

2090 英語EB[1] 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― レイナルド・バイサ・ベントゥーラ ×

2091 英語PA[1] 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 沼田  香穂里 ×

2092 英語PB[1] 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 沼田  香穂里 ×

2093 英語EA[2] 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 宮瀨  順子 ×

2094 英語EB[2] 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 宮瀨  順子 ×

2095 英語PA[2] 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 瀬戸川  順子 ×

2096 英語PB[2] 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 瀬戸川  順子 ×

2097 英語EA[3] 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 鈴木　泉子 ×

2098 英語EB[3] 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 鈴木　泉子 ×

2099 英語PA[3] 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 ― ― ― 奥井  裕 ×

2100 英語PB[3] 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 ― ― ― 奥井  裕 ×

2101 英語初級A1 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 ― ― 名嘉山　リサ ×

2102 英語初級B1 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 ― ― 名嘉山　リサ ×

2103 英語初級A2 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 ― ― 小林　猛久 ×

2104 英語初級B2 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 ― ― 小林　猛久 ×

2105 英語初級A3 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 ― ― 阿部　明子 ×

2106 英語初級B3 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 ― ― 阿部　明子 ×

2107 英語初級A4 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 ― ― 宮﨑　かすみ ×

2108 英語初級B4 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 ― ― 宮﨑　かすみ ×

2109 英語初級A5 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 ― ― 中田　崇 ×

2110 英語初級B5 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 ― ― 中田　崇 ×

― 英語初級A6 1 ― ― ― ― ― 22 ― ― ― ×

― 英語初級B6 1 ― ― ― ― ― 22 ― ― ― ×

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

文法・読解型授業
前期・後期同時履修登録

英
語
（
一
年
次
生
　
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
受
検
者
対
象
）
　
→

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

コミュニケーション型授業
前期・後期同時履修登録

2025年度休講

2025年度休講

2025年度休講

2025年度休講

現現代代人人間間学学部部心心理理教教育育学学科科子子どどもも教教育育専専修修生生

〈〈英英語語〉〉：：22年年次次生生対対象象

英
語
（
二
年
次
生
）

初
級

前期・後期同時履修登録

前期・後期同時履修登録

前期・後期同時履修登録

前期・後期同時履修登録

前期・後期同時履修登録

2025年度休講
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注１）種別｢クラス指定｣とは………………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別｢条件付｣とは……………………あらかじめ初級授業の単位修得が必要などの条件がある授業です。履修上の注意や備考欄を参照のこと。

注３）種別｢人数制限(抽選)｣とは…………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注４）人数制限（抽選）優先条件とは……｢有｣の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

    「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

注６）開講期（形態）について……………｢週２コマ｣は週に２回（異なる曜時）授業があります。時間割に注意してください。

注７）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、｢―｣は履修不可です。

1
年

2
年

3
年

4
年

22002255年年度度　　外外国国語語課課程程　　授授業業一一覧覧表表
全学部生用

注５) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

    「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

卒業
要件

授業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
( 形 態 )

オ
ン
ラ
イ
ン

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

備 考

2111 英語中級A1 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 山本　ミッシェール ○ 会話授業

2112 英語中級B1 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 山本　ミッシェール ○ 会話授業

2113 英語中級A2 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 ギィ　ティベール ○ 会話授業

2114 英語中級B2 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 ギィ　ティベール ○ 会話授業

2115 英語中級A3 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 ギィ　ティベール ○ 会話授業

2116 英語中級B3 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 ギィ　ティベール ○ 会話授業

― 英語中級A4 1 ― ― ― ― ― 22 3 4 ― ― 会話授業、2025年度休講

― 英語中級B4 1 ― ― ― ― ― 22 3 4 ― ― 会話授業、2025年度休講

― 英語中級A5 1 ― ― ― ― ― 22 3 4 ― ― 会話授業、2025年度休講

― 英語中級B5 1 ― ― ― ― ― 22 3 4 ― ― 会話授業、2025年度休講

2121 英語中級A6 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 エミリー・アラン ○ 会話授業

2122 英語中級B6 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 エミリー・アラン ○ 会話授業

― 英語中級A7 1 ― ― ― ― ― 22 3 4 ― ○ 会話授業、2025年度休講

― 英語中級B7 1 ― ― ― ― ― 22 3 4 ― ○ 会話授業、2025年度休講

2125 英語中級A8 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 宮瀨  順子 ○

2126 英語中級B8 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 宮瀨  順子 ○

2127 英語中級A9 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 浦　聡美 ○

2128 英語中級B9 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 浦　聡美 ○

2129 英語中級A10 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 遠山  雅子 ○

2130 英語中級B10 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 遠山  雅子 ○

2131 英語中級A11 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 沼田  香穂里 ○

2132 英語中級B11 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 沼田  香穂里 ○

2133 英語中級A12 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 岡村  盛雄 ○

2134 英語中級B12 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 岡村  盛雄 ○

─ 英語中級A13 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 3 4 ─ ○ 2025年度休講

─ 英語中級B13 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 3 4 ─ ○ 2025年度休講

2137 英語上級A１ 1
人数制限
（抽選)

― 前期 ― ― 22 33 4 エミリー・アラン ○ 会話授業

2138 英語上級B１ 1
人数制限
（抽選)

― 後期 ― ― 22 33 4 エミリー・アラン ○ 会話授業

─ 英語上級A２ 1 ─ ― ─ ― ― 22 33 4 ─ ─ 会話授業、2025年度休講

─ 英語上級B２ 1 ─ ― ─ ― ― 22 33 4 ─ ─ 会話授業、2025年度休講

留
学 ─ 英語留学 4 ─ ― ─ ― 1 22 33 4

英語担当
専任教員

○
英語圏への短期語学留学
2025年度休講

〈〈英英語語〉〉：：22年年次次生生以以上上対対象象

英
語
（
二
年
次
生
以
上
）

中
級

上
級
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注１）種別｢クラス指定｣とは………………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別｢条件付｣とは……………………あらかじめ初級授業の単位修得が必要などの条件がある授業です。履修上の注意や備考欄を参照のこと。

注３）種別｢人数制限(抽選)｣とは…………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注４）人数制限（抽選）優先条件とは……｢有｣の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

    「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

注６）開講期（形態）について……………｢週２コマ｣は週に２回（異なる曜時）授業があります。時間割に注意してください。

注７）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、｢―｣は履修不可です。

1
年

2
年

3
年

4
年

22002255年年度度　　外外国国語語課課程程　　授授業業一一覧覧表表
全学部生用

注５) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

    「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

卒業
要件

授業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
( 形 態 )

オ
ン
ラ
イ
ン

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

備 考

〈〈中中国国語語〉〉：：全全学学部部生生対対象象  //  初初級級はは、、同同じじ数数字字のの前前期期授授業業とと後後期期授授業業をを同同時時にに履履修修すするるここととがが望望ままししいい。。

2201 中国語初級A１ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 加藤　三由紀 × 週２回授業、時間割注意

2202 中国語初級B１ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 加藤　三由紀 ×

週２回授業、時間割注意
中国語初級Ａ単位修得済

2203 中国語初級A２ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 齋藤 晴彦/崔 靖宜 × 週２回授業、時間割注意

2204 中国語初級B２ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 齋藤 晴彦/崔 靖宜 ×

週２回授業、時間割注意
中国語初級Ａ単位修得済

2205 中国語初級A３ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 大戸　温子/孫　国震 × 週２回授業、時間割注意

2206 中国語初級B３ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 大戸　温子/孫　国震 ×

週２回授業、時間割注意
中国語初級Ａ単位修得済

2207 中国語初級A４ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 郭　偉/齋藤　晴彦 × 週２回授業、時間割注意

2208 中国語初級B４ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 郭　偉/齋藤　晴彦 ×

週２回授業、時間割注意
中国語初級Ａ単位修得済

2251 中国語中級A１ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 崔　靖宜 ○ 初級４単位修得済

2252 中国語中級B１ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 崔　靖宜 ○ 初級４単位修得済

2253 中国語中級A２ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 孫　国震 ○ 初級４単位修得済

2254 中国語中級B２ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 孫　国震 ○ 初級４単位修得済

留
学 ─ 中国語留学 4 ─ ― ─ ― 1 22 33 4

中国語担当
専任教員

○
初級４単位修得済
中国語圏への短期語学留学
２０２５年度休講

2301 朝鮮語初級A１ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 権　孝英 × 週２回授業、時間割注意

2302 朝鮮語初級B１ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 権　孝英 ×

週２回授業、時間割注意
朝鮮語初級Ａ単位修得済

2303 朝鮮語初級A２ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 権　泰　日 × 週２回授業、時間割注意

2304 朝鮮語初級B２ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 権　泰　日 ×

週２回授業、時間割注意
朝鮮語初級Ａ単位修得済

2305 朝鮮語初級A３ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 陸　善 ×

新規科目
週２回授業、時間割注意

2306 朝鮮語初級B３ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 陸　善 ×

新規科目
週２回授業、時間割注意
朝鮮語初級Ａ単位修得済

2351 朝鮮語中級A１ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 権　孝英 ○ 初級４単位修得済

2352 朝鮮語中級B１ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 権　孝英 ○ 初級４単位修得済

2361 朝鮮語上級A１ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 権　孝英 ○
初級４単位修得済
中級と同時履修可

2362 朝鮮語上級B１ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 権　孝英 ○
初級４単位修得済
中級と同時履修可

2401 フランス語初級A１ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 佐野　剛／ボリ　ロランス × 週２回授業、時間割注意

2402 フランス語初級B１ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 佐野　剛／ボリ　ロランス ×

週２回授業、時間割注意
フランス語初級Ａ単位修得済

2403 フランス語初級A２ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 ボリ　ロランス／佐野　剛 × 週２回授業、時間割注意

2404 フランス語初級B２ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 ボリ　ロランス／佐野　剛 ×

週２回授業、時間割注意
フランス語初級Ａ単位修得済

2451 フランス語中級A１ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 佐野　剛 ○ 初級４単位修得済

2452 フランス語中級B１ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 佐野　剛 ○ 初級４単位修得済

〈〈朝朝鮮鮮語語〉〉：：全全学学部部生生対対象象  //  初初級級はは、、同同じじ数数字字のの前前期期授授業業とと後後期期授授業業をを同同時時にに履履修修すするるここととがが望望ままししいい。。　　

朝
鮮
語

初
級

中
級

上
級

〈〈フフラランンスス語語〉〉：：全全学学部部生生対対象象  //  初初級級はは、、同同じじ数数字字のの前前期期授授業業とと後後期期授授業業をを同同時時にに履履修修すするるここととがが望望ままししいい。。

中
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語

初
級

中
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ラ
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初
級

中
級
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注１）種別｢クラス指定｣とは………………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別｢条件付｣とは……………………あらかじめ初級授業の単位修得が必要などの条件がある授業です。履修上の注意や備考欄を参照のこと。

注３）種別｢人数制限(抽選)｣とは…………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注４）人数制限（抽選）優先条件とは……｢有｣の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

    「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

注６）開講期（形態）について……………｢週２コマ｣は週に２回（異なる曜時）授業があります。時間割に注意してください。

注７）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、｢―｣は履修不可です。

1
年

2
年

3
年

4
年

22002255年年度度　　外外国国語語課課程程　　授授業業一一覧覧表表
全学部生用

注５) オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

    「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

卒業
要件

授業
コード 科 目 [ 授 業 ] 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開 講 期
( 形 態 )

オ
ン
ラ
イ
ン

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

備 考

2501 ドイツ語初級AB１ 4
人数制限
（抽選)

―
前期

(週4コマ)
― 11 22 3 4 酒寄　進一 × 週４コマ授業、時間割注意

2502 ドイツ語初級A２ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 長谷川　純 × 週２回授業、時間割注意

2503 ドイツ語初級B２ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 長谷川　純 ×

週２回授業、時間割注意
ドイツ語初級Ａ単位修得済

2504 ドイツ語初級A３ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 相馬　大樹 × 週２回授業、時間割注意

2505 ドイツ語初級B３ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 相馬　大樹 ×

週２回授業、時間割注意
ドイツ語初級Ａ単位修得済

2551 ドイツ語中級A１ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 酒寄　進一 ○ 初級４単位修得済

2552 ドイツ語中級B１ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 酒寄　進一 ○ 初級４単位修得済

留
学 ─ ドイツ語留学 4 ─ ― ─ ― 1 22 33 4

ドイツ語担当
専任教員

○
初級４単位修得済
ドイツ語圏への短期語学留学
2025年度休講

2601 ロシア語初級A１ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 一柳　富美子 × 週２回授業、時間割注意

2602 ロシア語初級B１ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 一柳　富美子 ×

週２回授業、時間割注意
ロシア語初級Ａ単位修得済

2651 ロシア語中級A１ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 一柳　富美子 ○ 初級４単位修得済

2652 ロシア語中級B１ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 一柳　富美子 ○ 初級４単位修得済

2701 イタリア語初級A１ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4

久保寺　紀江／
ジョヴァンニ・シモーネ

× 週２回授業、時間割注意

2702 イタリア語初級B１ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4

久保寺　紀江／
ジョヴァンニ・シモーネ

×
週２回授業、時間割注意
イタリア語初級Ａ単位修得済

2703 イタリア語初級A２ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4

アントニオ・カニ―リア／
久保寺　紀江

× 週２回授業、時間割注意

2704 イタリア語初級B２ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4

アントニオ・カニ―リア／
久保寺　紀江

×
週２回授業、時間割注意
イタリア語初級Ａ単位修得済

2751 イタリア語中級A１ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 ジョヴァンニ・シモーネ ○ 初級４単位修得済

2752 イタリア語中級B１ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 ジョヴァンニ・シモーネ ○ 初級４単位修得済

2801 スペイン語初級A１ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 水口　良樹／中尾　美喜江 × 週２回授業、時間割注意

2802 スペイン語初級B１ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 水口　良樹／中尾　美喜江 ×

週２回授業、時間割注意
スペイン語初級Ａ単位修得済

2803 スペイン語初級A２ 2
人数制限
（抽選)

―
前期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 中尾　美喜江／水口　良樹 × 週２回授業、時間割注意

2804 スペイン語初級B２ 2 条件付 ―
後期

(週2コマ)
― 11 22 3 4 中尾　美喜江／水口　良樹 ×

週２回授業、時間割注意
スペイン語初級Ａ単位修得済

2851 スペイン語中級A１ 1 条件付 ― 前期 ― 1 22 33 4 水口　良樹 ○ 初級４単位修得済

2852 スペイン語中級B１ 1 条件付 ― 後期 ― 1 22 33 4 水口　良樹 ○ 初級４単位修得済

2951 日本語中級A１ 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 22 3 4 田中　康仁 ○

2952 日本語中級B１ 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 22 3 4 田中　康仁 ○

2953 日本語中級A２ 1 クラス指定 ― 前期 ― 11 22 3 4 桶谷　潤 ○

2954 日本語中級B２ 1 クラス指定 ― 後期 ― 11 22 3 4 桶谷　潤 ○

2961 日本語上級A１ 1 クラス指定 ― 前期 ― 1 22 33 4 田中　康仁 ○

2962 日本語上級B１ 1 クラス指定 ― 後期 ― 1 22 33 4 田中　康仁 ○

2963 日本語上級A２ 1 クラス指定 ― 前期 ― 1 22 33 4 桶谷　潤 ○

2964 日本語上級B２ 1 クラス指定 ― 後期 ― 1 22 33 4 桶谷　潤 ○

〈〈ロロシシアア語語〉〉：：全全学学部部生生対対象象  //  初初級級はは、、同同じじ数数字字のの前前期期授授業業とと後後期期授授業業をを同同時時にに履履修修すするるここととがが望望ままししいい。。

ロ
シ
ア
語

初
級

中
級

〈〈イイタタリリアア語語〉〉：：全全学学部部生生対対象象  //  初初級級はは、、同同じじ数数字字のの前前期期授授業業とと後後期期授授業業をを同同時時にに履履修修すするるここととがが望望ままししいい。。

イ
タ
リ
ア
語

初
級

中
級

〈〈ドドイイツツ語語〉〉：：全全学学部部生生対対象象  //  初初級級はは、、同同じじ数数字字のの前前期期授授業業とと後後期期授授業業をを同同時時にに履履修修すするるここととがが望望ままししいい。。((ドドイイツツ語語初初級級ＡＡBBをを除除くく））

ド
イ
ツ
語

初
級

中
級

前期・後期
同時履修登録

前期・後期
同時履修登録

〈〈ススペペイインン語語〉〉：：全全学学部部生生対対象象  //  初初級級はは、、同同じじ数数字字のの前前期期授授業業とと後後期期授授業業をを同同時時にに履履修修すするるここととがが望望ままししいい。。

ス
ペ
イ
ン
語

初
級

中
級

〈〈日日本本語語〉〉：：留留学学生生対対象象（（留留学学生生ででははなないいがが、、日日本本語語をを母母語語ととししなないい学学生生はは担担当当教教員員とと相相談談ししててくくだだささいい））

日
本
語

中
級

前期・後期同時履修登録

前期・後期同時履修登録

上
級

日本語

能力試験

Ｎ１取得済

程度
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現代人間学部では、全ての学科の学生に共通に履修してもらいたい科目を「学部共通科目」
として設けています。「学部共通科目」には、以下の ３種類がありますので、積極的に履修し
てください。

「心理学」、「教育学」、「社会学」、「国際関係学」、「文化人類学」など、現代人間学部で学ぶ
ための基盤となる科目を学部共通科目として開講しています。原則として、 １～ ２年次に履修
することを期待しています。

インターンシップは、さまざまな現場に出かけていって学ぶ、体験学習の科目です。
ＮＰＯ（非営利組織）やＮＧＯ（非政府組織）、地方公共団体の活動に実際に参加すること

によって得られる貴重な経験を、みなさんの進路選択に大いに役立ててください。

【スケジュール】
４月末　　　「申請書」および「実習先希望票」提出
～ ５月初旬　各団体の窓口教員と面接の上、実習希望先学内決定
６月　　　　実習希望先を訪問（履歴書、自己紹介書等を持参）し、実習先を決定
７月　　　　誓約書提出および保険加入手続き
　　　　　　大学と実習先との間で覚書交換

４月～ ７月　月 １～ ２回程度の学部内集中事前学習および外部講師による事前研修
７月～ ９月　現場実習（原則 ２週間、７０時間以上）
　　　　　　※�実習先団体の活動形態によっては、週 １回、１０～１５週、継続的に実習する場合

もあります。

１０月　　　　実習日誌、報告書等提出
１０月～１１月　実習経験の学部内報告会および報告集原稿作成
１２月　　　　インターンシップ報告会

学部共通科目
選択専門科目

１．諸学への入門

２．�インターン
シップ

現代人間学部
　　　「こころ」も「社会」も「からだ」もみんなつながっている
現代人間学部は、これまでの人間関係学部を改組して、２００７年度に発足しました。
心理学、教育学、社会学、身体科学、環境科学などの各学問分野の科目とともに、これら

を横断して探究する人間発達、ジェンダー、民族、共生、地域などの視点からの諸科目を配
置しています。これらを学ぶことによって、現代に生きる人間に必要な教養と研究方法を多
様な角度から学び、現代を主体的に生きて行く能力を身につけることをめざした学部です。
カリキュラムは、学部共通科目（心理学、教育学、社会学、文化人類学などの諸科学、イ

ンターンシップ、学生自主企画ゼミナール）を充実させ、プロゼミから始まる各学科の専門
科目を配置し、演習からやがて卒業論文・卒業研究に至る学びの道を提供していきます。
みなさん一人ひとりの個性的なカリキュラムをつくり、おおいに学んでください。

現代人間学部
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一般のゼミナールでは、教員が設定したテーマについて、参加者間で討論を行い、理解を深
めていくことになりますが、「学生自主企画ゼミナール」では、学生自らが扱うテーマを設定し、
問題を掘り下げていくことになります。学生の自主性が重んじられるこのゼミナールでは、各
自の企画力、そして探究心の向上が期待されています。

　　�「学生自主企画ゼミナール」の単位は、在学期間中を通して計 ８単位までしか卒業に必
要な単位として認められませんので、注意してください。

前年度１０月　企画書を提出
前年度１１月　開講の可否を決定

過去の「企画ゼミナール」
○　和光大学再生プロジェクト
○　フェアトレードの可能性―和光大学での推進―
○　グローバル化におけるフェアトレードのありようと可能性
○　ＥＹＥコミュニケーション・ゼミ
○　和光キャンパス内グランドデザイン
○　バリアフリー・コミュニケーションの理論と実践
○　和光大学論
○　目ゼミ
○　「自由」とは何か

３．�学生自主企画
ゼミナール

！
【スケジュール】

【参考】
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１ ．心理教育学科の特徴 ………………Ｐ7８

２ ．卒業要件・履修要領 ………………Ｐ８０

３ ．専門科目の説明 ………………Ｐ８１

４ ．授業一覧表 ………………Ｐ８４

５ ．取得できる資格 ………………Ｐ８９

６ ．公認心理師取得プログラム ………………Ｐ９０

２０１9～２０２5年度入学生
心理教育学科心理教育学科
心理学専修心理学専修



78 ● ●

そして２０１５年度から心理教育学科は、学科が大切にしている「こころ」「まなび」と現実の
世界との結びつきをより深く考えるために、「心理学専修」と「子ども教育専修」の ２つの専
修からなる学科へと発展しました。「心理学専修」では、これまで以上にしっかりとした心理
学的視点を身につけ、同時にそれを実際の生活の中で活かせるようになることを目指します。
「子ども教育専修」では、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士などの資格取得を目指しますが、
そこにおいても、心理教育学科の学びを活かして、現実の子どもや教育・子育て環境の中にあ
る課題に挑戦できる能力を身につけてほしいと期待しています。

心理学専修のカリキュラムは、「人間発達の基礎」「研究法」「心理学の基礎」「心理学の
応用」「教育学の基礎・応用」「インターンシップ・フィールドワーク」という科目群に分け
られています。

（ ２）�カリキュラムの
特徴

人間発達の基礎：心理学・教育学という学問分野を問わず、幅広く「発達する人間」につい
て知ることを目的としています。興味関心の幅を広げるためにも、色々な科目を履修してくだ
さい。また「オムニバス『心理と教育』」は、心理教育学科の専任教員がリレー形式で講義す
る科目です。是非履修してください。

心理教育学科では、私たちが主体的に生きていく上で必要な土台となる、「こころ（心理）」
と「まなび（教育）」について広く、そして深く学んでいきます。私たちは、自分たちを取り
巻く環境や社会から影響を受けたり、それらに働きかけたりしながら生活しています。
学科では、みなさんが心とまなびの課題に迫っていける存在になることを目指して、様々な

カリキュラムを用意しています。具体的には次の ３つの能力の習得を目指しています。

①心理学や教育学の考え方を日々の生活の中で活かせるようになること
②学んだことを活かした物事の捉え方ができるようになること
③私たちが慣れ親しんでいる枠組みを越えて新しい課題に挑戦できるようになること

１．�心理教育学科
の特徴
（ １）�心理教育学科で

学べること

　　　「こころ」も「社会」も「からだ」もみんなつながっている
現代人間学部は、これまでの人間関係学部を改組して、２００７年度に発足しました。
心理学、教育学、社会学、身体科学、環境科学などの各学問分野の科目とともに、これら

を横断して探究する人間発達、ジェンダー、民族、共生、地域などの視点からの諸科目を配
置しています。これらを学ぶことによって、現代に生きる人間に必要な教養と研究方法を多
様な角度から学び、現代を主体的に生きて行く能力を身につけることをめざした学部です。
カリキュラムは、学部共通科目（心理学、教育学、社会学、文化人類学などの諸科学、イ

ンターンシップ、学生自主企画ゼミナール）を充実させ、プロゼミから始まる各学科の専門
科目を配置し、演習からやがて卒業論文・卒業研究に至る学びの道を提供していきます。
みなさん一人ひとりの個性的なカリキュラムをつくり、おおいに学んでください。

現代人間学部

研究法：心理学や教育学に関わる実験・調査・観察・フィールドワークの実施に必要な能力
をつけるために、基礎から応用まで無理なく学べるよう、様々な科目が開講されています。卒
業論文を作成する過程で調査や観察をしたり、フィールドワークに行ったりする際に必要とな
る力を身につけることができます。

心理学の基礎：心理学の基礎的な知識を学ぶことができる科目が開講されています。「心理
学の応用」を学ぶための土台を作る意味でも、特定の領域に偏らず幅広く学習するようにして
ください。
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心理学の応用：心理学の基礎的な知識を身につけたうえで、より実践的な課題について考え
たり、議論したりすることを目的とした科目が開講されています。

教育学の基礎・応用：教育学の基礎的な知識を学ぶことができる科目と、より実践的な課題
について考えたり、議論することを目的とした科目が開講されています。

インターンシップ・フィールドワーク：心理学、教育学、保育に関わるＮＰＯや小学校・特
別支援学校・幼稚園・保育所などでの研修やフィールドワークなどを行う科目です。
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《２０１9～2025年度入学生　心理教育学科　心理学専修》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

２．�卒業要件・
履修要領

（ １）卒業に必要な
　単位数

　各課程合わせて１２４単位
各課程（共通教養、外国語、専門科目、自由履修科目）それぞれについて必要単位数を満た

してください。
①プロゼミ ４単位、演習 ４単位、学科専門科目から１２単位、卒業論文１０単位
②学科専門科目１２単位には、所定の研究法科目より ８単位を含みます。
�また、心理学専修の学生は子ども教育専修の開講科目を学科専門科目に充当することができ
ます。

③自由履修科目
　�共通教養科目、外国語科目、演習科目、心理教育学科専門科目を卒業所要単位数を超えて修
得した単位は、自由履修科目単位としてカウントされます。また、現代人間学部共通科目、
他学部他学科専門科目も含まれます。ただし、資格課程専用科目を除きます。

（ ２）履修の要領

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、対
面科目が
最低６４単
位含まれ
ているこ
と）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 プロゼミ ４単位

演習 ● ４単位
学科専門科目
（所定の研究法科目 ８単位を含む）

● １２単位

卒業論文 １０単位
自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウントさ

れます。
・現代人間学部共通科目
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

７０単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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学部共通科目はいずれの学科所属であっても、現代人間学部の学生のみなさんが共通に履修
してほしい、入門ないし基礎としての科目です。

プロゼミは、大学生活の出発点となる科目として １年次生のために開講されるもので、 １年
次に必ず履修しなければなりません。学科の専任教員が交替で、テーマを掲げて担当しますが、
内容については、新年度学科説明会時に説明を行いますので、そこで確認してください。

「オムニバス『心理と教育』」以下、約１００科目が並んでいます。

心理教育学科の １年次生に最初に履修してほしい科目です。心理教育学科の教員が、毎回交
代で、心理教育に関わるさまざまな話題について講義を行います。心理教育学科の教員を知り、
学びの概要を知るのに有効です。

心理学統計法や心理学実験などの研究法科目は、統計や実験・観察、調査の方法などを学ぶ
ことで専門科目の理解を深め、卒業論文などに活かしてゆくための科目です。心理学専修の学
生は、所定の心理学関連の研究法科目を ８単位以上修得する必要があります。みなさんが次第
に専門を絞っていく中で、計画的に履修することが望まれます。

「心理学統計法A」と「心理学統計法B」は、なるべく ２年次までに履修してください。な
お「心理学統計法B」は「記述統計学」あるいは「心理学統計法A」を修得した人しか履修で
きません。

「心理学実験」「心理学研究法A～ F」の履修可能学年は ２年次生以上とし、「推測統計学」
または「心理学統計法B」など特定の授業をすでに修得していることが履修の許可を出す条件
です。
「心理学研究法A～ F」は用具等の関係で定員を設ける許可授業です。その多くは、後期

開講授業ですが、前期中に履修登録の手続きが必要となりますので、履修希望者は和光ポータ
ル等のお知らせをよく確認してください。
卒業論文で心理学の調査、観察、実験、面接などの実証研究を行う場合には、「心理学実験」

＋「心理学研究法A～ F」から実証研究に必要な授業を履修していることが望ましいので、
１年次から計画的に履修するようにしてください。
「心理学研究法A～ F」は取り組む課題の作業量が多く、難度も比較的高い科目ですので、

同一学期に複数の心理学研究法科目を履修することは避け、半期に一種類ずつ履修することを
推奨します。

インターンシップ・フィールドワークでは、指導教員と相談して、主に大学の外で、ＮＰＯ
などの研修、学校や幼稚園・保育所での研修、フィールドワーク、アクションリサーチ、プロ
ジェクト研究などを行います。その過程と成果をレポートとして指導教員に提出することによ
り単位修得ができます。実践内容は、指導教員が決める場合、学生が提案する場合、そして両
者が相談して決める場合があります。指導教員の許可が必要な許可科目もあります。

演習科目は、原則として ３・ ４年次生のために開講され、専任教員が担当します。テキスト
講読や調査研究にもとづいた学生の発表や討論が行われます。通年科目として １年ごとに履修
登録しますが、 ３年次・ ４年次と連続して履修することを勧めます。
２年次後期に、 ３年次のゼミ履修に関する説明会を実施しますので、必ず参加してください。
最低必修単位数（ ４単位）より多く修得した単位は、自由履修科目として数えます。

３．専門科目の説明
（ １）学部共通科目

（ ２）プロゼミ
（ １科目選択で必修 ４単位）

（ ３）学科専門科目

◦�オムニバス「心理と教
育」

◦研究法

統計法は ２年次生
までに

「心理学実験」
「心理学研究法A
～ F」の履修条件

◦�インターンシップ・�
フィールドワーク

◦�演習（ゼミ）科目
� （必修 ４単位）
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卒業論文は、自分で選んだ専任教員を指導教員（主査）として、４年次の ４月中旬までに「卒
業論文調査票」を提出し、１２月中旬に論文を提出します。
大学での学修の最後の締めくくりとして、各自が研究テーマを設定し、その研究テーマに基

づいて調査をしたり、文献を読んだりしながら １年間かけてまとめあげるのが卒業論文です。
心理教育学科を卒業するためには、卒業論文を書くことが必修となっています。学生のみなさ
んは、どの教員に自分の卒業論文を指導し、審査してもらいたいかを考え（主査）、その教員
と相談しながら、テーマを決定し、論文を書きあげていくことになります。
そのための具体的な手続きは ３年次の１２月に行う仮題目届の提出から開始されますが、卒業

論文の執筆を念頭におきつつ、早い時期から自分の研究テーマを考え、学修計画を立ててくだ
さい。

３年次生になったら、卒業までの計画を再度しっかりと立てて各自の学習を進めていってく
ださい。すでにプロゼミの単位は大部分の人が修得しているはずですが、未修得の場合は ３年
次で必ず修得しましょう。

仮題目提出期限　２０２5年１２月 5 日（金）16：30
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。
仮題目提出に先立って、主指導教員（主査）と仮題目・内容についてよく相談の上、承認を得
てから、仮題目届の提出を行ってください。

卒業論文仮題目届の主指導教員（主査）は所属する学科専任教員のみとします。
（心理教育学科の演習担当者）

副指導教員（副査）は特に指定しなくても構いません。副査をつけたい場合、原則としては
心理教育学科専任教員とします。課題の性質上必要である場合には、他学科、他学部の専任教
員もしくは本学非常勤教員でも構いません。その場合主指導教員（主査）と相談してください。

（ ４）卒業論文
� （必修１０単位）

①�卒業論文提出までの手
続き�
◦ ３年次生になったら

◦�３ 年次生１２月�
仮題目届提出

主査について

副査について
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右の例を参考にして、背表紙に提出年度、主査名、題目、学籍番号、氏名をはっきり記入し
てください。なお、サブタイトルがある場合は、題目のあとに「：」等の記号をつけて記載す
るようにしてください。

教学支援課で１１月から配布します。
必要事項を記入し卒業論文の表に必ず受領票を貼ってから提出してください。

２０２5年 １ 月下旬または ２月上旬に開催します（日時は掲示で発表）。
心理教育学科主催で卒業論文発表会を開催します。この会の運営は、 ３年次生の運営委員を

中心に行われます。参加は義務ではありませんが、卒業論文の発表を行う卒業年次生だけでな
く、全学年からの参加を強く勧めます。この機会に自分の成果を発表し、他者の発表からおお
いに学び合いましょう。

受領票について

③卒論発表会

調査票提出以降に論文題目を変更する場合には、主指導教員（主査）とよく
相談の上、承認を得てから、11月末日までに申請を行ってください（11月末日
が土曜日・日曜日・祝日の場合、その前の平日が締切日となります）。詳細は
和光ポータルでお知らせします。

卒業論文提出期限　２０25年１２月19日（金）１４：００まで
教学支援課に卒業論文（受領票・ルーブリック評価シートも一緒に）を提出
なお、提出の際には学生証を持参し、必ず本人が提出すること。

卒業論文は出来るだけパソコンのワープロソフトを用いて執筆してくださ
い。
手書きの場合はインクまたはボールペン書きとすること。鉛筆書き・消せる

ボールペンは不可。用紙は、Ａ ４版の紙を使用すること。ワープロソフト使用
の場合は横４０字×縦３７行、サイズ１０．５ポイントを標準とします。
論文の １ページ目は、指導教員名、題目、学籍番号、氏名、論文のキーワー

ド ５個程度を記載してください。
詳しくは主指導教員（主査）に相談してください。

論文は既製のファイルなどにとじて提出してください。

◦�論文題目を変更する
とき

◦ ４年次生１２月提出

②卒論の清書について

背表紙をつける

「卒業論文調査票」提出期限　２０25年 4 月１4日（月）16：30まで
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。

⑴ ４年次生の ４月に「卒業論文調査票」を提出します。これにより卒業論文の履修登録が完了
します。
調査票提出に先立って、主指導教育（主査）と題目・内容等についてよく相談の上、承認を

得てから、調査票の提出を行ってください。
⑵履修登録では主査別の授業コードが実習欄に登録されている事を確認してください。

◦�４ 年次生 ４月�
調査票提出・履修登�
録

25

主
査
名　

題
目
：
サ
ブ
タ
イ
ト
ル　
　

 

学
籍
番
号　
　

氏
名

背表紙
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2019～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

心理教育学科心理学専修専門科目（2019～2025年度入学生用）

年 年 年 年

＜プロゼミ＞　学科説明会で決定したクラスを履修してください。

プロゼミ[坂井] ― 坂井　敬子

プロゼミ[熊上] ― 熊上　崇

プロゼミ[髙坂] ― 髙坂　康雅

プロゼミ[小松] ― 小松　賢亮

プロゼミ[小野] ― 小野　方資

プロゼミ[五十嵐] ― 五十嵐　敏文

プロゼミ[辻] ― 辻　直人

プロゼミ[常田] ― 常田　秀子

プロゼミ[根来] ― 根来　章子

プロゼミ[山口] ― 山口　理沙

＜心理教育学科専門科目＞　

オムニバス「心理と教育」 なし ― 前期 時間割外 末木　他
学科教員

× ○

発達心理学A 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 常田　秀子 × ○ 子ども教育専修学生は「発達心理
学」を受講すること

発達心理学B 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 髙坂　康雅 × ○ 「アイデンティティの心理学」より科目名変更

― 教育の考え方 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

生涯学習論 許可 ― 前期 ― 岩本　陽児 ○ ○

教育と社会 なし ― 前期 ― 富樫　千紘 × ○

教育の思想 なし ― 前期 ― 辻　直人　 × ○

ジェンダーと教育 なし ― 後期 ― 堀川　修平 × ○ 　

子どもと教育の歴史 なし ― 前期 ― 藤谷　未央 × ○

子どもと家族の歴史 なし ― 集中講義 ― 小玉　亮子 × ○

保育学 なし ― 後期 ― 山口　理沙 × ○

心理学統計法A なし ― 前期 ― 阿部　慶賀 × ○ 「記述統計学」から名称変更、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

心理学統計法A[心理2年次以上] 許可 ― 前期 ― ― 大貫　祐大郎 × × 4月許可手続き期間に履修者決定
「記述統計学」から名称変更

心理学統計法B 条件付 ― 後期 ― 阿部　慶賀 × ○
「推測統計学」から名称変更、「記述統計学」あ
るいは「心理学統計法A」修得者のみ履修可、履修
希望者は和光ポータルの指示に従うこと

心理学統計法B[心理2年次以上] 許可 ― 後期 ― ― 大貫　祐大郎 × ×
4月許可手続き期間に履修者決定、「推測統計学」
から名称変更、「記述統計学」あるいは「心理学
統計法A」修得者のみ履修可

心理学データ処理基礎[1] 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 木川　明彦 × × 履修希望者は和光ポータルの指示
に従うこと

心理学データ処理基礎[2] 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 木川　明彦 × × 履修希望者は和光ポータルの指示
に従うこと

心理統計学 [1] 条件付 ― 前期 ― ― 名城　開斗 × ○
「推測統計学」あるいは「心理学統計法B」修得者
のみ履修可、履修希望者は和光ポータルの指示に
従うこと

心理統計学 [2] 条件付 ― 後期 ― ― 名城　開斗 × ○
「推測統計学」あるいは「心理学統計法B」修得者
のみ履修可、履修希望者は和光ポータルの指示に
従うこと

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　心心理理学学専専修修　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年

※「心理学統計法A」、「心理学統計法A[心理2年次以上]」のうち、卒業までに、いずれか1つを単位修得することができます。
※「心理学統計法B」、「心理学統計法B[心理2年次以上]」のうち、卒業までに、いずれか1つを単位修得することができます。
※「心理学データ処理基礎」は、[1]、[2]のうち、卒業までに、いずれか1つを単位修得することができます。また、[1]と[2]を同時に履修登録することはできません。
※「心理統計学」は、[1]、[2]のうち、卒業までに、いずれか1つを単位修得することができます。また、[1]と[2]を同時に履修登録することはできません。

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

卒業 要件 オンライン
科目 備考

プ
ロ
ゼ
ミ

× ×

〔
人
間
発
達
の
基
礎
〕

学
科
専
門
科
目

〔
研
究
法
〕
　
→

単
位
・
選
択
必
修
　
→

プ
ロ
ゼ
ミ

クラス
指定必修

― 通年
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2019～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

心理教育学科心理学専修専門科目（2019～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　心心理理学学専専修修　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
授業

コード 科目[授業]名
単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

卒業 要件 オンライン
科目 備考

質的研究入門 条件付 ― 前期 時間割外 ― 五十嵐　靖博 × ○ 「心理学統計法A」修得者のみ履修可、履修希望者
は和光ポータルの指示に従うこと

心理学実験 許可 ― 通年 ― ― 阿部　慶賀 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定、「推測統計学」
あるいは「心理学統計法B」修得者のみ履修可

心理学研究法A1 [質問紙法] 許可 ― 前期 ― ― 坂井　敬子 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定、「心理学統計法
B」修得者のみ履修可

心理学研究法A2 [質問紙法] 許可 ― 後期 ― ― 坂井　敬子 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定、「心理学統計法
B」修得者のみ履修可

― 心理学研究法B [観察法] ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

心理学研究法C1 [面接法] 許可 ― 後期 ― ― 末木　新 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定、「記述統計学」
あるいは「心理学統計法A」修得者のみ履修可

心理学研究法C2 [面接法] 許可 ― 後期 ― ― 末木　新 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定、「記述統計学」
あるいは「心理学統計法A」修得者のみ履修可

― 心理学研究法D [投影法] ― ― ― ― ― ― × ○ 「記述統計学」あるいは「心理学統計法A」修得者
のみ履修可、2025年度休講

― 心理学研究法E [テキストマイニング] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― 心理学研究法F [文献研究法] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― 心理学特殊実習 ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2025年度休講

― 教育学研究法基礎 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― 文献・史料研究Ａ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 文献・史料研究Ｂ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― ライフヒストリー研究 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― 文献の検索・講読・発表 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― エスノグラフィーＡ ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― エスノグラフィーＢ ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

授業研究の方法 なし ― 後期 ― ― 五十嵐・加川 × ○ 小学校課程受講者のみ

保育記録の研究 なし ― 前期 ― ― 大西　公恵 × ○

神経・生理心理学 なし ― 後期 時間割外 阿部　晶子 × ○

知覚・認知心理学 なし ― 前期 時間割外 阿部　慶賀 × ○

学習・言語心理学 なし ― 前期 ― 鈴木　敦子 × ○

教育心理学の理論 なし ― 前期 時間割外 加藤　慧 × ○

社会・集団・家族心理学 なし ― 後期 ― 坂井　敬子 × ○

臨床心理学概論 なし ― 前期 時間割外 末木　新 × ○

― 児童心理学 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

発達臨床心理学 なし ― 前期 ― ― 飯野　雄大 × ○

― 人間の心と共同体 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

老年期の心理学 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 稲垣　宏樹 × ○

発達障がいの基礎 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 辻　あゆみ × ○

感情・人格心理学 なし ― 後期 時間割外 三枝　高大 × ○

障害者・障害児心理学 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 熊上　崇 × ○

←
　

単
位
・
選
択
必
修

学
科
専
門
科
目

←
　
〔
研
究
法
〕

〔
心
理
学
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2019～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

心理教育学科心理学専修専門科目（2019～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　心心理理学学専専修修　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
授業

コード 科目[授業]名
単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

卒業 要件 オンライン
科目 備考

― 発達とコミュニケーション ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― 障がい者の学習支援 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

心理学的支援法 なし ― 前期 時間割外 ― 末木　新 × ○ 「臨床心理学概論」履修推奨

― 認知・行動療法論 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

心理演習 クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 末木　新 × ○

心理実習 クラス
指定必修

― 通年 ― ― ― ― 髙坂・熊上・
小松・末木

× × 心理演習の単位取得者のみ履修可、履修希望者は
和光ポータルの指示に従うこと

メンタルヘルスの諸問題 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 松坂　利之 × ○

いじめ・不登校の心理学 人数制限
（抽選）

有 集中講義 ― 中村　扶実子 × ○

教育・学校心理学 なし ― 前期 時間割外 ― 鈴木　康弘 × ○

創造性の心理学 なし ― 後期 時間割外 ― 阿部　慶賀 × ○

児童への特別支援教育 なし ― 後期 ― 熊上　崇 × ○

心理的アセスメント 許可 ― 前期 ― ― ― 熊上　崇 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

恋愛と結婚の心理学 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 髙坂　康雅 × ○

― 虐待防止の心理学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 療育福祉論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

福祉心理学 なし ― 後期 ― ― 太田　幸治 × ○

産業・組織心理学 なし ― 後期 ― ― 坂井　敬子 × ○

人と関わる仕事のキャリア なし ― 前期 ― ― 坂井　敬子 × ○

司法・犯罪心理学 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 熊上　崇 × ○

災害復興の心理学 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 熊上　崇 × ○

健康・医療心理学 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 小松　賢亮 × ○

人体の構造と機能及び疾病 人数制限
（抽選）

有 前期
（隔週２コマ）

― ― 塚田　訓久 × ○

精神疾患とその治療 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 小松　賢亮 × ○

公認心理師の職責 クラス
指定必修

― 前期 ― ― ― 髙坂　康雅 × ○

関係行政論 クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 髙坂・坂井・
熊上・小松・末木

× ○

心理学文献講読 なし ― 前期 ― ― 阿部　慶賀 × ○ 2025年度新規開講

心理学特殊講義 なし ― 前期 時間割外 林　雅子 ○ ○

子どもの発達と地域社会 なし ― 前期 時間割外 ― 桐島　次郎 × ○ 隔年開講

児童福祉 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 一瀬　早百合 × ○

世界の教育と子育て なし ― 後期 ― 影山　奈々美 × ○

― 子どもと大人の関係史 ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

いじめ・不登校の教育学 なし ― 前期 ― 稲葉　浩一 × ○

― 青年の自立と社会 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

― 青年の生活文化と教育 ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

〔
心
理
学
の
応
用
〕

学
科
専
門
科
目

〔
教
育
学
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礎
・
応
用
〕



● ● 87　Ｐ　心理教育学科　心理学専修（２０１9～２０２5年度入学生）

2019～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

心理教育学科心理学専修専門科目（2019～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　心心理理学学専専修修　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
授業

コード 科目[授業]名
単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

卒業 要件 オンライン
科目 備考

学校インターンシップA クラス 指定 ― 通年
(隔週1コマ）

― 富樫・加川・小野 × ○ 「学校インターンシップB」から名称変更

学校インターンシップB クラス 指定 ― 通年 ― ― 大西・辻・加川 × ○ 時間割外実習科目、「学校インターンシップC」か
ら名称変更

学校インターンシップC クラス 指定 ― 通年
(隔週1コマ）

― ― 辻・大西・加川 × ○ 「学校インターンシップA」から名称変更

学校インターンシップD クラス 指定 ― 通年 ― 山口　理沙 ○ ○ 「学校インターンシップB」から名称変更、時間割
外実習科目

― 学校特別支援インターンシップ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールドワークＡ ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールドワークＢ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワークＣ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワークＤ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワークE ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワークF ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

発達心理学演習 ― ― ― 常田　秀子 　

臨床心理学演習 ― ― ― 末木　新

教育方法学演習 ― ― ― 大西　公恵

教育文化論演習 ― ― ― 辻　直人

保育文化論演習 ― ― ― 粕谷　亘正 

青年心理学演習 ― ― ― 髙坂　康雅

教育社会学演習 ― ― ― 稲葉　浩一

現代学校論演習 ― ― ― 小野　方資

― 児童心理学演習 ― ― ― ― 2025年度休講

学校教育学演習 ― ― ― 五十嵐　敏文

幼児教育学演習 ― ― ― 山口　理沙 　

社会心理学演習 ― ― ― 坂井　敬子

保育表現演習 ― ― ― 根来　章子

児童福祉論演習 ― ― ― 一瀬　早百合

学校経営論演習 ― ― ― 富樫　千紘

保育実践論演習 ― ― ― 韓　仁愛

障がい児心理学演習 ― ― ― 熊上　崇

認知心理学演習 ― ― ― 阿部　慶賀

初等教育学演習 ― ― ― 薄田　太一

健康・医療心理学演習 ― ― ― 小松　賢亮

学
科
専
門
科
目
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2019～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

心理教育学科心理学専修専門科目（2019～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　心心理理学学専専修修　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
授業

コード 科目[授業]名
単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

卒業 要件 オンライン
科目 備考

卒業論文[常田] ― ― ― ― 常田　秀子 　

卒業論文[末木] ― ― ― ― 末木　新

卒業論文[大西] ― ― ― ― 大西　公恵

卒業論文[辻] ― ― ― ― 辻　直人

卒業論文[粕谷] ― ― ― ― 粕谷　亘正

卒業論文[髙坂] ― ― ― ― 髙坂　康雅

卒業論文[富樫] ― ― ― ― 富樫　千紘

卒業論文[小野] ― ― ― ― 小野　方資

― 卒業論文[菅野] ― ― ― ― ― 2025年度休講

卒業論文[五十嵐] ― ― ― ― 五十嵐　敏文

卒業論文[山口] ― ― ― ― 山口　理沙 　

卒業論文[坂井] ― ― ― ― 坂井　敬子

卒業論文[根来] ― ― ― ― 根来　章子

卒業論文[一瀬] ― ― ― ― 一瀬　早百合

卒業論文[韓] ― ― ― ― 韓　仁愛

卒業論文[熊上] ― ― ― ― 熊上　崇

卒業論文[阿部] ― ― ― ― 阿部　慶賀

卒業論文[稲葉] ― ― ― ― 稲葉　浩一

卒業論文[薄田] ― ― ― ― 薄田　太一

卒業論文[小松] ― ― ― ― 小松　賢亮

＜学部共通科目＞　※学生自主企画ゼミナールの総合計単位数は1年間で4単位まで、卒業までに8単位までしか履修できない。

社会学A なし ― 前期 ― 田川　夢乃 × ○

― 社会学B ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

心理学概論 なし ― 前期 時間割外 阿部　慶賀 × ○

教育学 なし ― 前期 時間割外 稲葉他
子ども教育専修教員

× ○

国際関係学 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 中力　えり × ○

女性学 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 西山　千恵子 × ○

男性学 なし ― 前期 ― 加藤　敦也 × ○

社会福祉 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 一瀬　早百合 × ○

文化人類学 なし ― 集中講義 時間割内 矢野原　佑史 × ○

生態学 なし ― 後期 ― 上野　健 × ○

― 環境思想論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

学生自主企画ゼミナールA なし ― 後期 ― ― 制野　俊弘 ※ ○

― 学生自主企画ゼミナールB ― ― ― ― ― ― ※ ○ 2025年度休講

― インターンシップ ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

卒
業
論
文

卒
業
論
文

自
由
履
修
科
目

現
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● ● 89　Ｐ　心理教育学科　心理学専修（２０１9～２０２5年度入学生）

和光大学心理教育学科の所定の科目を履修した上で卒業し、大学院で必要な科目を修める（あ
るいは、特定施設で一定期間の業務に従事）することで、公認心理師試験の受験資格を得るこ
とができます。公認心理師とは、保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働等の分野に
おいて、心理学に関する専門的知識及び技術を用いて、支援を必要とする者やその関係者の評
価や相談・助言を行う人のことです。心理職初の国家資格であり、今後、カウンセラー等の仕
事に就くために必要となってくると考えられます。
資格要件や申請方法については、厚生労働省や日本心理研修センターのホームページに最新

の情報が出ています。
この資格について具体的に知りたい場合は、心理教育学科の心理学担当教員に相談してくだ

さい。
公認心理師の取得については、 ６．公認心理師取得プログラムを参照してください。

和光大学心理教育学科の授業科目を中心に履修した上で、自分で資格認定委員会に申請し、
認められれば認定心理士の資格を取得することができます。認定心理士とは、日本心理学会に
よって、最低限の基礎学力と技能を修得したことを認定された人のことです。その取得のメリ
ットは、大学で心理学を修めたことが、広く社会的に証明されることです。また、この資格の
ための単位修得基準は、心理学を中心とした自分の学習計画をたてる目安にもなります。
ただし、これは心理学の専門職としては、あくまで基礎資格であり、大学院や実践現場など

でさらに研鑽を積む必要があります。また、公認心理師や臨床心理士その他心理学の専門資格
の前提条件ではないことにも注意してください。
資格要件や申請方法については、主催団体である日本心理学会の「認定心理士」のホームペ

ージに最新の情報が出ています。
この資格について具体的に知りたい場合は、心理教育学科の心理学担当教員に相談してくだ

さい。

５．取得できる資格
（ １）�「公認心理師」資

格の取得につい
て

（ 2）�「認定心理士」資
　　格の取得について

卒業に必要な単位を修得すると、みなさんは「学位（学士）」を取得できます。学位（学士）
の取得を基礎要件とするさまざまな資格がありますが、必要な単位を修得することによって、
そのうちのいくつかの資格を取得することができます。詳しくは資格課程の手びきを参照して
ください。

図書館司書
社会教育主事
博物館学芸員

児童指導員（任用資格）※
社会福祉主事（任用資格）※

※児童指導員とは養護や療育を必要とする子どもが入所する児童福祉施設（児童発達支援セ
ンター、児童養護施設など）において、子どもたちの健全な育成を支援する者に必要とされる
資格です。
※社会福祉主事とは福祉事務所や児童相談所等において援護、育成・更生などに関する相談

業務（ソーシャルワーク）を行う者に要求される資格です。詳しくは大学ホームページを参照
してください。

心理教育学科心理学専修生が取得できる免許状・資格は上のとおりです。
他学科・他専修が認定を受けた免許状取得を希望する場合は、教学支援課窓口で相談してく

ださい。

（ 3）�取得できる資格
・免許状の種類
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公認心理師取得プログラム
公認心理師取得プログラムは、公認心理師の受験資格取得のために「大学における必要な科

目」の単位等を修得するためのプログラムです。
本プログラムの受講のみでは公認心理師の受験資格を満たすことはできません。
現代人間学部心理教育学科心理学専修に在籍し、希望する学生の中から、 １学年１０名を上限

として本プログラムの受講者を選抜します。なお、他学科・他専修の学生で公認心理師取得プ
ログラムの受講を希望する学生は、事前に行われる説明会に必ず参加してください。
本プログラムの受講を許可されたものは、以下の科目を履修することができます。
〇公認心理師の職責
〇関係行政論
〇心理演習
〇心理実習

受講を希望する ２年次以上の学生は１１月頃に実施される説明会に参加してください。翌年の
４月までに選抜を実施します。選抜され、受講を許可された学生は以下の受講申請手続きを行
ってください。

３年次以上の ４月

下記期間のみ受け付けを行い、申請が完了していない場合はプログラムの受講許可が取り消
されます。
　申請期間　２０２5年 ４ 月 ３ 日（木）～１5日（火）
　申請方法　選抜された学生に和光ポータルを通じて案内します。
　公認心理師取得プログラム実習費　５０,000円
　※一度納入した実習費は一切返還しません。

６．�公認心理師 
取得プログラム

（ １）�受講申請手続き
までの流れ

（ 2）�受講申請の時期

（ ３）�手続き方法
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心理教育学科では、私たちが主体的に生きていく上で必要な土台となる、「こころ（心理）」
と「まなび（教育）」について広く、そして深く学んでいきます。私たちは、自分たちを取り
巻く環境や社会から影響を受けたり、それらに働きかけたりしながら生活しています。
学科では、みなさんが心とまなびの課題に迫っていける存在になることを目指して、様々な

カリキュラムを用意しています。具体的には次の ３つの能力の習得を目指しています。

①心理学や教育学の考え方を日々の生活の中で活かせるようになること
②学んだことを活かした物事の捉え方ができるようになること
③私たちが慣れ親しんでいる枠組みを越えて新しい課題に挑戦できるようになること

そして２０１５年度から心理教育学科は、学科が大切にしている「こころ」「まなび」と現実の
世界との結びつきをより深く考えるために、「心理学専修」と「子ども教育専修」の ２つの専
修からなる学科へと発展しました。「心理学専修」では、これまで以上にしっかりとした心理
学的視点を身につけ、同時にそれを実際の生活の中で活かせるようになることを目指します。
「子ども教育専修」では、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士などの教員免許や資格の取得を目
指しますが、心理教育学科の学びを活かして、現実の子どもや教育・子育て環境の中にある課
題に挑戦できる能力を身につけてほしいと期待しています。
特に子ども教育専修では、

①心理学を学び、カウンセリングマインドを持った教員・保育士
②和光学園の幼稚園、小学校の「生活学習」を基軸にして学ぶ教員・保育士
③�和光の伝統である「共生」の理念を活かし、異文化や障がいに対する理解を持った教員・保
育士

を目標にしてほしいと願っています。
なお、初等教育課程では、小学校教員免許・幼稚園教員免許取得を目指します。幼児教育課

程では、幼稚園教員免許・保育士資格取得を目指します。

子ども教育専修のカリキュラムは、「人間発達の基礎」「研究法」「心理学の基礎・応用」「教
育学の基礎」「教育学の応用」「初等教育・保育教育研究の基礎」「初等教育・保育教育研究の
応用」「実習及び実習指導」「インターンシップ・フィールドワーク」という ９つの科目群に分
けられています。

人間発達の基礎：心理学・教育学という学問分野を問わず、幅広く「発達する人間」につい
て知ることを目的としています。興味関心の幅を広げるためにも、色々な科目を履修してくだ
さい。また、「オムニバス『心理と教育』」は、心理教育学科の専任教員がリレー形式で講義す
る科目です。是非履修してください。

１．�心理教育学科
の特徴
（ １）�心理教育学科で

学べること

（ ２）�カリキュラムの
特徴

　　　「こころ」も「社会」も「からだ」もみんなつながっている
現代人間学部は、これまでの人間関係学部を改組して、２００７年度に発足しました。
心理学、教育学、社会学、身体科学、環境科学などの各学問分野の科目とともに、これら

を横断して探究する人間発達、ジェンダー、民族、共生、地域などの視点からの諸科目を配
置しています。これらを学ぶことによって、現代に生きる人間に必要な教養と研究方法を多
様な角度から学び、現代を主体的に生きて行く能力を身につけることをめざした学部です。
カリキュラムは、学部共通科目（心理学、教育学、社会学、文化人類学などの諸科学、イ

ンターンシップ、学生自主企画ゼミナール）を充実させ、プロゼミから始まる各学科の専門
科目を配置し、演習からやがて卒業論文・卒業研究に至る学びの道を提供していきます。
みなさん一人ひとりの個性的なカリキュラムをつくり、おおいに学んでください。

現代人間学部
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研究法：心理学や教育学に関わる実験・調査・観察・フィールドワークの実施に必要な能力
をつけるために、基礎から応用まで無理なく学べるよう、様々な科目が開講されています。卒
業論文を作成する過程で調査や観察をしたり、フィールドワークに行ったりする際に必要とな
る力を身につけることができます。

心理学の基礎・応用：心理学の基礎的な知識を学んだり、より実践的な課題について考え議
論することを目的とした科目です。教育学関係の科目と合わせて学習することで、人について
の理解を深めてください。

教育学の基礎：教育学の基礎的な知識を学ぶことができる科目が開講されています。「教育
学の応用」を学ぶための土台を作る意味でも、特定の領域に偏らず幅広く学習するようにして
ください。

教育学の応用：教育学の基礎的な知識を身につけたうえで、より実践的な課題について考え
たり、議論したりすることを目的とした科目が開講されています。

初等教育・保育研究の基礎：教育学・保育学など、小学校教諭・幼稚園教諭・保育士になる
ための基礎的な知識を学ぶことができる科目が開講されています。

初等教育・保育研究の応用：小学校教諭・幼稚園教諭・保育士として身につけておくことが
求められる応用的な知識や技術を学ぶことができる科目が開講されています。

実習及び実習指導：小学校教諭・幼稚園教諭・保育士の資格取得に必要な教育・保育実習と、
その準備や振り返りのための科目が開講されています。

インターンシップ・フィールドワーク：心理学、教育学、保育に関わるＮＰＯや小学校・特
別支援学校・幼稚園・保育所などでの研修やフィールドワークなどを行う科目です。
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《2023～2025年度入学生　心理教育学科　子ども教育専修》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

２．�卒業要件・
履修要領

（ １）卒業に必要な
　単位数

　各課程合わせて１２４単位
各課程（共通教養、外国語、専門科目、自由履修科目）それぞれについて必要単位数を満た

してください。
①プロゼミ ４単位、演習 ４単位、学科専門科目から６５単位、卒業論文１０単位
②�学科専門科目のうち、子ども教育専修必修科目（１８単位）は、初等教育課程・幼児教育課程
それぞれで異なる科目が指定されています。

③�学科専門科目のうち、子ども教育専修選択必修科目（４７単位）は、初等教育課程・幼児教育
課程それぞれで指定された科目の範囲から選択します。

④自由履修科目
　�共通教養科目、外国語科目、演習科目、子ども教育専修選択必修科目を卒業所要単位数を超
えて修得した単位は、自由履修科目単位としてカウントされます。また、現代人間学部共通
科目、心理教育学科専門科目（心理学専修、必修・選択必修以外の子ども教育専修）ならび
に他学部他学科専門科目も含まれます。ただし、資格課程専用科目を除きます。

（ ２）履修の要領

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位

専門科目

プロゼミ ４単位
演習 ● ４単位
学科専門科目 子ども教育専修必修 １８単位

子ども教育専修選択必修 ● ４７単位
卒業論文 １０単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・現代人間学部共通科目
・心理教育学科専門科目
　　心理学専修
　　子ども教育専修（必修・選択必修以外のもの）
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）�資格課程専用（8000番台）科目は含めることができま
せん。

１７単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。



● ● 95　Ｐ　心理教育学科　子ども教育専修（2023～2025年度入学生）

「オムニバス『心理と教育』」以下、約１００科目が並んでいます。

「幼小教育課程論」「初等教育心理学」など、初等教育、幼児教育・保育研究関係の基本と
なる科目です。子ども教育専修の学生は必修ですが、初等教育課程と幼児教育課程で、科目が
異なるので注意してください。
具体的な科目は、授業一覧表の右端の列にある、「必修」の表記を参考にしてください。

「世界の教育と子育て」など、初等教育課程、幼児教育課程で履修しておくとよい科目がな
らんでいます。それぞれの課程で科目が異なるので、注意してください。授業一覧表の右端の
列にある、それぞれの課程ごとの「選択必修」（プロゼミ、演習はのぞく）の中から４７単位を
履修してください。

心理教育学科の １年次生に最初に履修してほしい科目です。心理教育学科の教員が、毎回交
代で、心理教育に関わるさまざまな話題について講義を行います。心理教育学科の教員を知り、
学びの概要を知るのに有効です。

教育学研究法基礎、文献・資料研究や、エスノグラフィー、授業研究などの方法科目は、み
なさんが自分の研究テーマを深めるためのスキルを身につけることのできる科目群となってい
ます。みなさんが専門を絞っていく中で、計画的に履修をしてください。

インターンシップ・フィールドワークでは、指導教員と相談して、主に大学の外で、ＮＰＯ
などの研修、学校や幼稚園、保育所などでの研修、フィールドワーク、アクションリサーチ、
プロジェクト研究などを行います。その過程と成果をレポートとして指導教員に提出すること
により単位修得ができます。実践内容は、指導教員が決める場合、学生が提案する場合、そし
て両者が相談して決める場合があります。指導教員の許可が必要な許可科目もあります。

演習科目は、原則として ３・ ４年次生のために開講され、専任教員が担当します。テキスト
講読や調査研究にもとづいた学生の発表や討論が行われます。通年科目として １年ごとに履修
登録しますが、 ３年次・ ４年次と連続して履修することを勧めます。
２年次後期に、 ３年次のゼミ履修に関する説明会を実施しますので、必ず参加してください。
最低必修単位数（ ４単位）より多く修得した単位は、自由履修科目として数えます。

卒業論文は、自分で選んだ専任教員を指導教員（主査）として、４年次の ４月中旬までに「卒
業論文調査票」を提出し、１２月中旬に論文を提出します。
大学での学修の最後の締めくくりとして、各自が研究テーマを設定し、その研究テーマに基

づいて調査をしたり、文献を読んだりしながら １年間かけてまとめあげるのが卒業論文です。
心理教育学科を卒業するためには、卒業論文を書くことが必修となっています。学生のみなさ
んは、どの教員に自分の卒業論文を指導し、審査してもらいたいかを考え（主査）、その教員
と相談しながら、テーマを決定し、論文を書きあげていくことになります。
そのための具体的な手続きは ３年次の１２月に行う仮題目届の提出から開始されますが、卒業

論文の執筆を念頭におきつつ、早い時期から自分の研究テーマを考え、学修計画を立ててくだ
さい。

（ ３）学科専門科目

◦�子ども教育専修必修科
目

◦�子ども教育専修選択必
修科目

◦�オムニバス「心理と教
育」

◦�研究法

◦�インターンシップ・�
フィールドワーク

◦�演習（ゼミ）科目
� （必修 ４単位）

（ ４）卒業論文
� （必修１０単位）

学部共通科目はいずれの学科所属であっても、現代人間学部の学生のみなさんが共通に履修
してほしい、入門ないし基礎としての科目です。

プロゼミは、大学生活の出発点となる科目として １年次生のために開講されるもので、 １年
次に必ず履修しなければなりません。学科の専任教員が交替で、テーマを掲げて担当しますが、
内容については、新年度学科説明会時に説明を行いますので、そこで確認してください。

３．専門科目の説明
（ １）学部共通科目

（ ２）プロゼミ
（ １科目選択で必修 ４単位）
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３ 年次生になったら、卒業までの計画を再度しっかりと立てて各自の学習を進めていってく
ださい。すでにプロゼミの単位は大部分の人が修得しているはずですが、未修得の場合は ３年
次で必ず修得しましょう。

仮題目届提出期限　２０25年１２月 5 日（金）16：30
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。
仮題目提出に先立って、主指導教員（主査）と仮題目・内容についてよく相談の上、承認を得
てから、仮題目届の提出を行ってください。

卒業論文仮題目届の主指導教員（主査）は所属する学科専任教員のみとします。
（心理教育学科の演習担当者）

副指導教員（副査）は特に指定しなくても構いません。副査をつけたい場合、原則としては
心理教育学科専任教員とします。課題の性質上必要である場合には、他学科、他学部の専任教
員もしくは本学非常勤教員でも構いません。その場合主指導教員（主査）と相談してください。

「卒業論文調査票」提出期限　２０25年 ４ 月14日（月）16：30まで
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。

⑴ ４年次生の ４月に「卒業論文調査票」を提出します。これにより、履修登録が完了します。
調査票提出に先立って、主指導教員（主査）と題目・内容等についてよく相談の上、承認を

得てから、調査票の提出を行ってください。
⑵履修登録では主査別の授業コードが実習欄に登録されていることを確認してください。

調査票提出以降に論文題目を変更する場合には、主指導教員（主査）とよく
相談の上、承認を得てから、11月末日までに申請を行ってください（11月末日
が土曜日・日曜日・祝日の場合、その前の平日が締切日となります）。詳細は
和光ポータルでお知らせします。

卒業論文提出日　２０25年１２月19日（金）１４：００まで
教学支援課に卒業論文（受領票・ルーブリック評価シートも一緒に）を提出
なお、提出の際には学生証を持参し、必ず本人が提出すること。

卒業論文は出来るだけパソコンのワープロソフトを用いて執筆してくださ
い。
手書きの場合はインクまたはボールペン書きとすること。鉛筆書き・消せる

ボールペンは不可。用紙は、Ａ ４版の紙を使用すること。ワープロソフト使用
の場合は横４０字×縦３７行、サイズ１０．５ポイントを標準とします。
論文の １ページ目は、指導教員名、題目、学籍番号、氏名、論文のキーワー

ド ５個程度を記載してください。
詳しくは主指導教員（主査）に相談してください。

論文は既製のファイルなどにとじて提出してください。
右の例を参考にして、背表紙に提出年度、主査名、題目、学籍番号、氏名を

はっきり記入してください。なお、サブタイトルがある場合は、題目のあとに
「：」等の記号をつけて記載するようにしてください。

教学支援課で１１月から配布します。
必要事項を記入し卒業論文の表に必ず受領票を貼ってから提出してください。

２０25年 １ 月下旬または ２月上旬に開催します（日時は掲示で発表）。心理教育学科主催で卒
業論文発表会を開催します。この会の運営は、 ３年次生の運営委員を中心に行われます。参加
は義務ではありませんが、卒業論文の発表を行う卒業年次生だけでなく、全学年からの参加を
強く勧めます。この機会に自分の成果を発表し、他者の発表からおおいに学び合いましょう。

①�卒業論文提出までの手
続き�
◦ ３年次生になったら

◦�３ 年次生１２月�
仮題目届提出

主査について

副査について

◦�４ 年次生 ４月�
調査票提出・履修登�
録

25

主
査
名　

題
目
：
サ
ブ
タ
イ
ト
ル　
　

 

学
籍
番
号　
　

氏
名

背表紙◦�論文題目を変更する
とき

◦ ４年次生１２月提出

②卒論の清書について

背表紙をつける

受領票について

③卒論発表会
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

＜プロゼミ＞　学科説明会で決定したクラスを履修してください。

プロゼミ[坂井] ― 坂井　敬子 ―

プロゼミ[熊上] ― 熊上　崇 ―

プロゼミ[髙坂] ― 髙坂　康雅 ―

プロゼミ[小松] ― 小松　賢亮 ―

プロゼミ[小野] ― 小野　方資 ―

プロゼミ[五十嵐] ― 五十嵐　敏文 ―

プロゼミ[辻] ― 辻　直人 ―

プロゼミ[常田] ― 常田　秀子 ―

プロゼミ[根来] ― 根来　章子 ―

プロゼミ[山口] ― 山口　理沙 ―

＜心理教育学科専門科目＞　

オムニバス「心理と教育」 なし ― 前期 時間割外 末木　他
学科教員

× ○ ―

発達心理学 なし ― 前期 ― 常田　秀子 × ○ 保幼小 のみ 必修

発達心理学B 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 髙坂　康雅 × ○ ―

― 教育の考え方 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ― 選択必修

生涯学習論 許可 ― 前期 ― 岩本　陽児 ○ ○ ―

教育と社会 なし ― 前期 ― 富樫　千紘 × ○ ― 選択必修

教育の思想 なし ― 前期 ― 辻　直人　 × ○ ― 選択必修

ジェンダーと教育 なし ― 後期 ― 堀川　修平 × ○ 　 ―

子どもと教育の歴史 なし ― 前期 ― 藤谷　未央 × ○ ― 選択必修

子どもと家族の歴史 なし ― 集中講義 ― 小玉　亮子 × ○ ― 選択必修

保育学 なし ― 後期 ― 山口　理沙 × ○ ― 選択必修

運動と身体の科学 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― ― 畑島　一翔 × ○ ―

― 教育学研究法基礎 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― 文献・史料研究Ａ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ―

― 文献・史料研究Ｂ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ―

― ライフヒストリー研究 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― 文献の検索・講読・発表 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― エスノグラフィーＡ ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― エスノグラフィーＢ ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

授業研究の方法 なし ― 後期 ― ― 五十嵐・加川 × ○ 小のみ

保育記録の研究 なし ― 前期 ― ― 大西　公恵 × ○ ― 選択必修

発達臨床心理学 なし ― 前期 ― ― 飯野　雄大 × ○ ―

発達障がいの基礎 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 辻　あゆみ × ○ ― 選択 必修

― 発達とコミュニケーション ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

×

（
い
ず
れ
か

単
位
）

必
修

学
科
専
門
科
目

〔
人
間
発
達
の
基
礎
〕

〔
研
究
法
〕

〔
心
理
学
の
基

礎
・
応
用
〕
→

通年 ×

プ
ロ
ゼ
ミ

プ
ロ
ゼ
ミ

クラス
指定必修

―
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

児童への特別支援教育 なし ― 後期 ― 熊上　崇 × ○ 　 ―

― 障がい者の学習支援 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

いじめ・不登校の心理学 人数制限
（抽選）

有 集中講義 ― 中村　扶実子 × ○ ―

学習・言語心理学 なし ― 前期 ― 鈴木　敦子 × ○ ―

教育心理学の理論 なし ― 前期 時間割外 加藤　慧 × ○ ―

社会・集団・家族心理学 なし ― 後期 ― 坂井　敬子 × ○ ―

― 近代日本の社会と教育 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ― 選択必修

現代日本の社会と教育 なし ― 前期 ― ― 稲葉　浩一 × ○ ― 選択必修

初等教育方法（情報通信技術の活用含む）[1] なし ― 後期 ― 大西・稲葉 × ○ 　 ― 必修
＊幼児学生

初等教育方法（情報通信技術の活用含む）[2] なし ― 前期 ― 薄田・稲葉 × ○ 　 ― 必修
＊初等学生

子どもの発達と地域社会 なし ― 前期 時間割外 ― 桐島　次郎 × ○ 隔年開講 ―

教育社会学 なし ― 後期 ― ― 稲葉　浩一 × ○ ― 選択必修

児童福祉 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 一瀬　早百合 × ○ ― 選択 必修

生活指導論 なし ― 前期 ― 関口　武 × ○ ―

社会教育論 条件付 ― 後期 ― 岩本　陽児 ○ ○ 「生涯学習論」修得者のみ履修
可

―

― 学校文化論 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ―

環境教育論 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 角田　季美枝 ○ ○ ―

こどもの発達と文化―育む仕事― なし ― 後期
(隔週2コマ)

― 大屋　壽海 × ○ ―

演劇と教育 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 柏木　陽 ○ ○ ―

世界の教育と子育て なし ― 後期 ― 影山　奈々美 × ○ ― 選択 必修

― 子どもと大人の関係史 ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

幼小教育課程論 なし ― 後期 ― ― ― 富樫　千紘 × ○ ― 必修

― 保育内容の歴史と国際比較 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― 福祉のまちづくりと教育 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

グローバリゼーションと教育 なし ― 後期 時間割外 ― 谷川　由佳 × ○ ― 選択 必修

小学校英語の研究 なし ― 前期 ― ― ― 高野　のぞみ × ○ 小のみ 選択 必修

学校体系論 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 小野　方資 × ○ ― 選択 必修

― ワークショップデザイン入門 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、教育と芸術Aから
科目名変更

―

アートワークショップと地域芸術祭 なし ― 後期 ― 中村　仁美 × ○ 教育と芸術Bから科
目名変更

―

― 教育法学 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

いじめ・不登校の教育学 なし ― 前期 ― 稲葉　浩一 × ○ ―

― 青年の自立と社会 ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、隔
年開講

―

― 青年の生活文化と教育 ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

フィールドワーク（生涯学習1） 許可 ― 前期 ― ― 岩本　陽児 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決
定

―

フィールドワーク（生涯学習2） 許可 ― 後期 ― ― 岩本　陽児 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決
定

―

学
科
専
門
科
目

←
〔
心
理
学
の
基
礎
・
応
用
〕

〔
教
育
学
の
基
礎
〕

〔
教
育
学
の
応
用
〕
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

教職概論 なし ― 後期 ― 辻　直人 × ○ 　 小のみ 選択 必修

初等教育心理学[1] なし ― 前期 ― 阿部　慶賀　 × ○ 幼小のみ

― 初等教育心理学[2] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼小のみ

教育課程論 なし ― 前期 ― ― ― 五十嵐　敏文 × ○ 幼小のみ

保育カリキュラム論 なし ― 後期 ― ― ― 大西　公恵 × ○ 保幼のみ

国語の内容・構成[1] なし ― 前期 ― ― ― 大西　公恵 × ○ 小のみ 必修
＊初等学生

社会科の内容・構成１ なし ― 後期 ― ― 辻　直人 × ○ 小のみ 選択 必修

社会科の内容・構成２ なし ― 前期 ― ― 富樫　千紘 × ○ 小のみ 選択 必修

算数の内容・構成[1] なし ― 後期 ― 加川　博道 × ○ 小のみ 必修
＊初等学生

理科の内容・構成 なし ― 前期 ― ― 五十嵐　敏文 × ○ 小のみ 選択 必修

生活科の内容・構成[1] なし ― 後期 ― 薄田　太一 × ○ 小のみ 選択 必修

音楽（楽器演奏1） なし ― 後期 ― ― 根来　章子 × ○ 小のみ 選択 必修

子どもの造形[1] クラス指定 ― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 小のみ 選択 必修

子どもの造形[2] クラス指定 ― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 小のみ 選択 必修

家庭科の内容・構成[1] なし ― 前期 ― ― ― 伏島　礼子 × ○ 小のみ 選択 必修

― 家庭科の内容・構成[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 小のみ 選択 必修

子どもの体育[1] クラス
指定必修

― 後期 ― 北原　澄高 × ○ 保幼のみ

子どもの体育[2] クラス
指定必修

― 後期 ― 北原　澄高 × ○ 保幼のみ

子どもの体育[3] なし ― 後期 ― 淺川　俊彦 × ○ 小のみ

子どもの遊び クラス指定 ― 通年
(隔週1コマ)

― 中村　仁美 ○ ○ 保幼のみ

遊びの研究 クラス指定 ― 前期 ― ― ― ― 根来　章子 × ○ 保幼小 のみ

子どもとことば[1] クラス
指定必修

― 前期 ― 山口　理沙 × ○ 保幼のみ

子どもとことば[2] クラス
指定必修

― 前期 ― 山口　理沙 × ○ 保幼のみ

子どもと人間関係[1] クラス
指定必修

― 前期 ― 加川・薄田 × ○ 保幼のみ

子どもと人間関係[2] クラス
指定必修

― 前期 ― 加川・薄田 × ○ 保幼のみ

子どもと環境[1] クラス
指定必修

― 前期 ― 粕谷　亘正 × ○ 保幼のみ

子どもと環境[2] クラス
指定必修

― 前期 ― 粕谷　亘正 × ○ 保幼のみ

子どもと健康[1] クラス
指定必修

― 前期 ― 韓　仁愛 × ○ 保幼のみ

子どもと健康[2] クラス
指定必修

― 前期 ― 韓　仁愛 × ○ 保幼のみ

スポーツ実技[1] クラス
指定必修

― 前期 ― 北原  澄高 × ○ 保幼のみ

スポーツ実技[2] クラス
指定必修

― ― 保幼のみ

スポーツ実技[3][幼児教育課程以外の学生] 許可 ― ― ― 4月許可手続き期間に履修者決
定

幼小のみ

教育原理 なし ― 前期 ― 大西　公恵 × ○ 保幼小 のみ 選択 必修

初等教育の制度と社会 なし ― 後期 ― ― 小野・富樫 × ○ 保幼小 のみ 必修

前期 北原  澄高 × ○

学
科
専
門
科
目

〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
基
礎
〕
　
→

必修

必修
＊いずれか

1科目

選択 必修

選択 必修
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

初等道徳教育論 なし ― 前期 ― ― 小野　方資 × ○ 小のみ 選択 必修

初等特別活動論および総合的な学習の時間 なし ― 後期 ― ― 薄田・加川 × ○ 小のみ 選択 必修

初等生徒指導論 なし ― 前期 ― ― 加川・富樫 × ○ 小のみ 選択 必修

教職キャリア研究A クラス指定 ― 通年 ― ― 五十嵐・薄田・
富樫

○ ○ 小のみ

教職キャリア研究B[２] クラス指定 ― 通年
(隔週1コマ)

― ― ― 五十嵐・薄田・
富樫

○ ○ 小のみ

保育原理 なし ― 前期 ― 山口　理沙 × ○ 保幼のみ
必修

＊幼児学生

子どもと造形表現[1] クラス
指定必修

― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 保幼のみ

子どもと造形表現[2] クラス
指定必修

― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 保幼のみ

子どもと造形表現[3] クラス
指定必修

― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 保幼のみ

子どもと音楽表現[1] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 根来　章子 × ○ 保幼のみ

子どもと音楽表現[2] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 根来　章子 × ○ 保幼のみ

子どもと音楽表現[3] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 後藤　紀子 × ○ 保幼のみ

子どもと音楽表現[4] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 後藤　紀子 × ○ 保幼のみ

― 子どもと音楽表現[5] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

音楽表現1[1] クラス指定 ― 前期 ― 根来　章子 × ○ 幼のみ

音楽表現1[2] クラス指定 ― 前期 ― 根来　章子 × ○ 幼のみ

音楽表現1[3] クラス指定 ― 前期 ― 後藤　紀子 × ○ 幼のみ

音楽表現1[4] クラス指定 ― 前期 ― 後藤　紀子 × ○ 幼のみ

― 音楽表現1[5] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

音楽表現2[1] クラス指定 ― 後期 ― 根来　章子 × ○ 幼のみ

音楽表現2[2] クラス指定 ― 後期 ― 根来　章子 × ○ 幼のみ

音楽表現2[3] クラス指定 ― 後期 ― 後藤　紀子 × ○ 幼のみ

音楽表現2[4] クラス指定 ― 後期 ― 後藤　紀子 × ○ 幼のみ

― 音楽表現2[5] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

子どもの生活と英語[1] 人数制限
（抽選）

有 前期 ― レイナルド・バイサ・ベ
ントゥーラ

× ○ 保幼のみ

― 子どもの生活と英語[2] ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 保幼のみ

保育者論 なし ― 前期 ― ― 粕谷　亘正 × ○ 保幼のみ 必修
＊幼児学生

相談援助[1] なし ― 前期 ― ― 一瀬　早百合 × ○ 保幼のみ 　

― 相談援助[2] ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 保幼のみ 　

社会的養護[1] 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 一瀬　早百合 × ○ ― 　

― 社会的養護[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ― 　

家族援助論 なし ― 後期 ― ―― ― 打越　雅祥 × ○ ― 選択 必修

子どもと家庭支援の心理学[1] なし ― 後期 時間割外 ― 土永　葉子 × ○ ―

― 子どもと家庭支援の心理学[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― 子どもの理解と援助 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

― 精神保健 ― ― ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、隔
年開講

保幼小 のみ 　

学
科
専
門
科
目

←
　
〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
基
礎
〕
　
→

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

保育内容総論[1] なし ― 前期 ― ― 粕谷　亘正 × ○ 保幼のみ

― 保育内容総論[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

― 保育内容総論[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

乳児保育[1] なし ― 後期 ― ― 韓　仁愛 × ○ 保幼のみ

乳児保育[2] なし ― 後期 ― ― 韓　仁愛 × ○ 幼のみ

― 乳児保育[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

乳児保育の理論 なし ― 前期 ― ― 韓　仁愛 × ○ 保幼のみ 選択 必修

特別なニーズのある乳幼児への保育と教育[1] なし ― 後期 ― ― ― 辻　あゆみ × ○ 保幼のみ 選択 必修

― 特別なニーズのある乳幼児への保育と教育[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 保幼のみ 選択 必修

初等教育相談 なし ― 後期 時間割外 ― ― 鈴木　康弘 × ○ 保幼小 のみ 必修

初等教科教育法（国語） なし ― 後期 ― ― ― 泉　宜宏 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（社会） なし ― 前期 ― ― ― 辻　直人 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（算数） なし ― 前期 ― ― 加川　博道 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（理科） なし ― 後期 ― ― ― 五十嵐　敏文 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（生活） なし ― 前期 ― ― 薄田　太一 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（音楽）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― 仲条　幸一 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（音楽）[2] クラス
指定必修

― 後期 ― ― 仲条　幸一 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（図画工作）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― 中村　仁美 × ○ 小のみ

初等教科教育法（図画工作）[2] クラス
指定必修

― 後期 ― ― 中村　仁美 × ○ 小のみ

初等教科教育法（家庭）[1] なし ― 後期 ― ― ― 伏島　礼子 × ○ 小のみ 選択 必修

― 初等教科教育法（家庭）[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（体育） なし ― 前期 ― ― 淺川　俊彦 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（英語） なし ― 後期 ― ― ― 高野　のぞみ × ○ 小のみ 選択 必修

子ども理解と保育・教育相談[1] なし ― 後期 ― ― ― 常田　秀子 × ○ 保幼のみ 選択 必修

― 子ども理解と保育・教育相談[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ 選択必修

小児保健1[1] なし ― 前期 時間割外 ― 桜井　ますみ × ○ 保幼のみ 選択 必修

小児保健2[1] なし ― 後期
（隔週2コマ）

― ― 味田　徳子 × ○ 保幼のみ 　

― 小児保健2[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ 　

小児栄養[1] クラス指定 ― 前期
(隔週2コマ)

― ― 鈴木　恵子 × ○ 保幼のみ 選択 必修

小児栄養[2] クラス指定 ― 後期
(隔週2コマ)

― ― 鈴木　恵子 × ○ 保幼のみ 選択 必修

保育内容（ことば）[1] なし ― 前期 ― ― ― 山口　理沙 × ○ 保幼のみ 選択 必修

― 保育内容（ことば）[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 保幼のみ 選択 必修

― 保育内容（ことば）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ 選択 必修

保育内容（表現）[1] なし ― 後期 ― ― 根来　章子 × ○ 保幼のみ

保育内容（表現）[2] なし ― 後期 ― ― 中村　仁美 × ○ 保幼のみ

― 保育内容（表現）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

学
科
専
門
科
目

←
〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
基
礎
〕

選択 必修

選択 必修

〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
応
用
〕
　
→

選択 必修

選択 必修

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

初等道徳教育論 なし ― 前期 ― ― 小野　方資 × ○ 小のみ 選択 必修

初等特別活動論および総合的な学習の時間 なし ― 後期 ― ― 薄田・加川 × ○ 小のみ 選択 必修

初等生徒指導論 なし ― 前期 ― ― 加川・富樫 × ○ 小のみ 選択 必修

教職キャリア研究A クラス指定 ― 通年 ― ― 五十嵐・薄田・
富樫

○ ○ 小のみ

教職キャリア研究B[２] クラス指定 ― 通年
(隔週1コマ)

― ― ― 五十嵐・薄田・
富樫

○ ○ 小のみ

保育原理 なし ― 前期 ― 山口　理沙 × ○ 保幼のみ
必修

＊幼児学生

子どもと造形表現[1] クラス
指定必修

― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 保幼のみ

子どもと造形表現[2] クラス
指定必修

― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 保幼のみ

子どもと造形表現[3] クラス
指定必修

― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 保幼のみ

子どもと音楽表現[1] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 根来　章子 × ○ 保幼のみ

子どもと音楽表現[2] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 根来　章子 × ○ 保幼のみ

子どもと音楽表現[3] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 後藤　紀子 × ○ 保幼のみ

子どもと音楽表現[4] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 後藤　紀子 × ○ 保幼のみ

― 子どもと音楽表現[5] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

音楽表現1[1] クラス指定 ― 前期 ― 根来　章子 × ○ 幼のみ

音楽表現1[2] クラス指定 ― 前期 ― 根来　章子 × ○ 幼のみ

音楽表現1[3] クラス指定 ― 前期 ― 後藤　紀子 × ○ 幼のみ

音楽表現1[4] クラス指定 ― 前期 ― 後藤　紀子 × ○ 幼のみ

― 音楽表現1[5] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

音楽表現2[1] クラス指定 ― 後期 ― 根来　章子 × ○ 幼のみ

音楽表現2[2] クラス指定 ― 後期 ― 根来　章子 × ○ 幼のみ

音楽表現2[3] クラス指定 ― 後期 ― 後藤　紀子 × ○ 幼のみ

音楽表現2[4] クラス指定 ― 後期 ― 後藤　紀子 × ○ 幼のみ

― 音楽表現2[5] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

子どもの生活と英語[1] 人数制限
（抽選）

有 前期 ― レイナルド・バイサ・ベ
ントゥーラ

× ○ 保幼のみ

― 子どもの生活と英語[2] ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 保幼のみ

保育者論 なし ― 前期 ― ― 粕谷　亘正 × ○ 保幼のみ 必修
＊幼児学生

相談援助[1] なし ― 前期 ― ― 一瀬　早百合 × ○ 保幼のみ 　

― 相談援助[2] ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 保幼のみ 　

社会的養護[1] 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 一瀬　早百合 × ○ ― 　

― 社会的養護[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ― 　

家族援助論 なし ― 後期 ― ―― ― 打越　雅祥 × ○ ― 選択 必修

子どもと家庭支援の心理学[1] なし ― 後期 時間割外 ― 土永　葉子 × ○ ―

― 子どもと家庭支援の心理学[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― 子どもの理解と援助 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

― 精神保健 ― ― ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、隔
年開講

保幼小 のみ 　

学
科
専
門
科
目

←
　
〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
基
礎
〕
　
→

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修



102 ● ●

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

保育内容（生活と環境）[1] なし ― 後期 ― ― 粕谷　亘正 × ○ 保幼のみ

― 保育内容（生活と環境）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

― 保育内容（生活と環境）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

保育内容（人間関係）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― 粕谷・一瀬 × ○ 保幼のみ

保育内容（人間関係）[2] クラス
指定必修

― 後期 ― 粕谷・一瀬 × ○ 保幼のみ

― 保育内容（人間関係）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

保育内容（健康）[1] なし ― 後期 ― ― ― 北洞　誠一 × ○ 保幼のみ 選択 必修

― 保育内容（健康）[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 保幼のみ 選択 必修

養護内容[1] なし ― 後期
(隔週2コマ）

― ― 一瀬　早百合 × ○ 保幼のみ

― 養護内容[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

― 療育福祉論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

教育実習事前・事後指導（初等）[1] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 小のみ

教育実習事前・事後指導（初等）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 幼のみ

教育実習事前・事後指導（初等）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2026年度より開講 幼小のみ

教育実習（初等）[1] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 小のみ

教育実習（初等）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 幼のみ

教育実習（初等）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2026年度より開講 幼のみ

教職・保育実践演習(小・幼・保)[1] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 小のみ

教職・保育実践演習(小・幼・保)[2] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 幼小のみ

教職・保育実践演習(小・幼・保)[3] ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2026年度より開講 保幼のみ

保育実習指導1（保育所）[1] クラス
指定必修

― 通年 ― ― ― 韓　仁愛 × × 保のみ

― 保育実習指導1（保育所）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習指導1（施設）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 一瀬　早百合 × × 保のみ

― 保育実習指導1（施設）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習1（保育所）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 韓　仁愛 × × 保のみ

― 保育実習1（保育所）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習1（施設）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 一瀬　早百合 × × 保のみ

― 保育実習1（施設）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習指導2 ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2026年度より開講 保のみ

保育実習指導3 ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2026年度より開講 保のみ

保育実習2（保育所） ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2026年度より開講 保のみ

保育実習3（施設） ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2026年度より開講 保のみ

学
科
専
門
科
目

←

〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
応
用
〕

選択 必修

選択 必修

選択 必修

〔
実
習
及
び
実
習
指
導
〕

選択 必修

選択 必修

選択 必修
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

学校インターンシップA クラス指定 ― 通年
(隔週1コマ）

― 富樫・加川・小野 × ○ 「学校インターンシップB」か
ら名称変更

― 選択 必修

学校インターンシップB クラス指定 ― 通年 ― ― 大西・辻・加川 × ○ 時間割外実習科目、「学校イン
ターンシップC」から名称変更

― 選択 必修

学校インターンシップC クラス指定 ― 通年
(隔週1コマ）

― ― 辻・大西・加川 × ○ 「学校インターンシップA」か
ら名称変更

― 選択 必修

学校インターンシップD クラス指定 ― 通年 ― 山口　理沙 ○ ○ 「学校インターンシップB」か
ら名称変更、時間割外実習科目

― 選択 必修

― 学校特別支援インターンシップ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

保育インターンシップ[1] クラス指定 ― 通年 ― ― 粕谷　亘正 ○ ○ 時間割外実習科目 ― 選択 必修

― 保育インターンシップ[2] ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

― フィールドワークＡ ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ― 　

― フィールドワークＢ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― フィールドワークＣ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― フィールドワークＤ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― フィールドワークE ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― フィールドワークF ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

発達心理学演習 ― ― ― 常田　秀子

臨床心理学演習 ― ― ― 末木　新

教育方法学演習 ― ― ― 大西　公恵

教育文化論演習 ― ― ― 辻　直人

保育文化論演習 ― ― ― 粕谷　亘正 

青年心理学演習 ― ― ― 髙坂　康雅

教育社会学演習 ― ― ― 稲葉　浩一

現代学校論演習 ― ― ― 小野　方資

― 児童心理学演習 ― ― ― ― 2025年度休講

学校教育学演習 ― ― ― 五十嵐　敏文

幼児教育学演習 ― ― ― 山口　理沙

社会心理学演習 ― ― ― 坂井　敬子

保育表現演習 ― ― ― 根来　章子

児童福祉論演習 ― ― ― 一瀬　早百合

学校経営論演習 ― ― ― 富樫　千紘

保育実践論演習 ― ― ― 韓　仁愛

障がい児心理学演習 ― ― ― 熊上　崇

認知心理学演習 ― ― ― 阿部　慶賀

初等教育学演習 ― ― ― 薄田　太一

健康・医療心理学演習 ― ― ― 小松　賢亮

クラス
指定必修

学
科
専
門
科
目

〔
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〕

演
　
習

演
　
習

（
い
ず
れ
か

単
位
以
上
）

必
修

― 通年 ○ ○ ―

履
修
希
望
者
は
和
光
ポ
ー
タ
ル
の
指
示
に
従
う
こ
と

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

保育内容（生活と環境）[1] なし ― 後期 ― ― 粕谷　亘正 × ○ 保幼のみ

― 保育内容（生活と環境）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

― 保育内容（生活と環境）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

保育内容（人間関係）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― 粕谷・一瀬 × ○ 保幼のみ

保育内容（人間関係）[2] クラス
指定必修

― 後期 ― 粕谷・一瀬 × ○ 保幼のみ

― 保育内容（人間関係）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

保育内容（健康）[1] なし ― 後期 ― ― ― 北洞　誠一 × ○ 保幼のみ 選択 必修

― 保育内容（健康）[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 保幼のみ 選択 必修

養護内容[1] なし ― 後期
(隔週2コマ）

― ― 一瀬　早百合 × ○ 保幼のみ

― 養護内容[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保幼のみ

― 療育福祉論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

教育実習事前・事後指導（初等）[1] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 小のみ

教育実習事前・事後指導（初等）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 幼のみ

教育実習事前・事後指導（初等）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2026年度より開講 幼小のみ

教育実習（初等）[1] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 小のみ

教育実習（初等）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 幼のみ

教育実習（初等）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2026年度より開講 幼のみ

教職・保育実践演習(小・幼・保)[1] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 小のみ

教職・保育実践演習(小・幼・保)[2] ― ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2026年度より開講 幼小のみ

教職・保育実践演習(小・幼・保)[3] ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2026年度より開講 保幼のみ

保育実習指導1（保育所）[1] クラス
指定必修

― 通年 ― ― ― 韓　仁愛 × × 保のみ

― 保育実習指導1（保育所）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習指導1（施設）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 一瀬　早百合 × × 保のみ

― 保育実習指導1（施設）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習1（保育所）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 韓　仁愛 × × 保のみ

― 保育実習1（保育所）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習1（施設）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 一瀬　早百合 × × 保のみ

― 保育実習1（施設）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習指導2 ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2026年度より開講 保のみ

保育実習指導3 ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2026年度より開講 保のみ

保育実習2（保育所） ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2026年度より開講 保のみ

保育実習3（施設） ― ― ― ― ― ― ― ― × × 2026年度より開講 保のみ

学
科
専
門
科
目

←

〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
応
用
〕

選択 必修

選択 必修

選択 必修

〔
実
習
及
び
実
習
指
導
〕

選択 必修

選択 必修

選択 必修
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。

 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。

注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2023～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2023～2025年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

全
学
開
講

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

卒業論文[常田] ― ― ― ― 常田　秀子

卒業論文[末木] ― ― ― ― 末木　新

卒業論文[大西] ― ― ― ― 大西　公恵

卒業論文[辻] ― ― ― ― 辻　直人

卒業論文[粕谷] ― ― ― ― 粕谷　亘正

卒業論文[髙坂] ― ― ― ― 髙坂　康雅

卒業論文[富樫] ― ― ― ― 富樫　千紘

卒業論文[小野] ― ― ― ― 小野　方資

― 卒業論文[菅野] ― ― ― ― ―

卒業論文[五十嵐] ― ― ― ― 五十嵐　敏文

卒業論文[山口] ― ― ― ― 山口　理沙

卒業論文[坂井] ― ― ― ― 坂井　敬子

卒業論文[根来] ― ― ― ― 根来　章子

卒業論文[一瀬] ― ― ― ― 一瀬　早百合

卒業論文[韓] ― ― ― ― 韓　仁愛

卒業論文[熊上] ― ― ― ― 熊上　崇

卒業論文[阿部] ― ― ― ― 阿部　慶賀

卒業論文[稲葉] ― ― ― ― 稲葉　浩一

卒業論文[薄田] ― ― ― ― 薄田　太一

卒業論文[小松] ― ― ― ― 小松　賢亮

＜学部共通科目＞　※学生自主企画ゼミナールの総合計単位数は1年間で4単位まで、卒業までに8単位までしか履修できない。

社会学A なし ― 前期 ― 田川　夢乃 × ○ ―

― 社会学B ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ―

心理学概論 なし ― 前期 時間割外 阿部　慶賀 × ○ ―

教育学 なし ― 前期 時間割外 稲葉他
子ども教育専修教員

× ○ ―

国際関係学 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 中力　えり × ○ ―

女性学 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 西山　千恵子 × ○ ―

男性学 なし ― 前期 ― 加藤　敦也 × ○ ―

社会福祉 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 一瀬　早百合 × ○ ―

文化人類学 なし ― 集中講義 時間割内 矢野原　佑史 × ○ ―

生態学 なし ― 後期 ― 上野　健 × ○ ―

― 環境思想論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ―

学生自主企画ゼミナールA なし ― 後期 ― ― 制野　俊弘 ※ ○ ―

― 学生自主企画ゼミナールB ― ― ― ― ― ― ※ ○ 2025年度休講 ―

― インターンシップ ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

自
由
履
修
科
目

現
代
人
間
学
部
共
通
科
目

卒
業
論
文

卒
業
論
文

― ― ― ― ×
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―

（
い
ず
れ
か
１
０
単
位
）

必
修

和
光
ポ
ー
タ
ル
の
指
示
に
従
う
こ
と
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子ども教育専修の学生は、小学校教諭一種免許状や幼稚園教諭一種免許状を取得するのに必
要な単位を取ることで、卒業に必要な多くの単位を修得することができます。初等教育課程の
学生は、小学校教諭一種免許状と幼稚園教諭一種免許状の両方（またはどちらか）の取得を目
指し、 ２年次に教学支援課に受講申請を行います。幼児教育課程の学生は、 １年次から幼稚園
教諭一種免許状と保育士資格取得を目指します。取得予定の教員免許に応じて、免許状取得の
ために履修しなくてはならない科目が異なりますので、免許状取得を見据えて、 １年次から必
要な科目を履修していくとよいでしょう。
詳しくは、資格課程の手びきを参照してください。

卒業に必要な単位数を修得すると、みなさんは「学位（学士）」を取得できます。学位（学士）
の取得を基礎要件とするさまざまな資格がありますが、必要な単位を修得することによってそ
のうちのいくつかの資格を取得することができます。詳しくは資格課程の手びきを参照してく
ださい。

小学校教諭一種免許状
幼稚園教諭一種免許状

図書館司書
学校図書館司書教諭
社会教育主事
博物館学芸員

児童指導員（任用資格）※
社会福祉主事（任用資格）※

※児童指導員とは養護や療育を必要とする子どもが入所する児童福祉施設（児童発達支援セ
ンター、児童養護施設など）において、子どもたちの健全な育成を支援する者に必要とされる
資格です。
※社会福祉主事とは福祉事務所や児童相談所等において援護、育成・更生などに関する相談

業務（ソーシャルワーク）を行う者に要求される資格です。詳しくは大学ホームページを参照
してください。

保育士資格（幼児教育課程のみ対象、詳しくは、P10６～を参照すること）

心理教育学科子ども教育専修生が取得できる免許状・資格は上のとおりです。
他学科・他専修で認定を受けている免許状取得を希望する場合は、教学支援課窓口で相談し

てください。

５．取得できる資格
（ １）�子ども教育専修

において取得で
きる教員免許

（ ２）�取得できる資格 
・免許状の種類
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心理教育学科は、「出生から死に至るまでの人の一生涯にわたる人間発達」を考える学科で
すが、発達の土台をつくる乳幼児期の発達について学ぶことを重視しています。近年、子ども
の生活環境の急激な変化や、子どもの保育を必要とする家庭の急増など、子どもを巡る大きな
変化が起こっています。
心理教育学科では、保育に携わる者に必要とされる現代的な資質として、以下の ３点がある

と考えています。

（ 1）知性と批判精神、人間愛ゆたかな生活者：子どもとその保護者、保育や保育者のおかれ
た状況と課題を広い視野からとらえ、能動的に状況と関わる社会人になることを目指します。
（ ２）専門的探究に裏付けられた子どもの理解者：人間に対する豊かな愛情が、専門的知識を
ともなう深い子ども理解に裏付けられたとき、ほんとうに子どもの味方になれると考えていま
す。
（ ３）豊かな感性と表現力、コミュニケーション力を持つ教育者：乳幼児の保育担当者として
の、実践的専門性・職能を身につけることも大切です。楽しんで学びながら、豊かな感性や創
造力をもつ保育者としての資質・技術が育ってほしいと考えています。

心理教育学科では、これらの資質を持った保育士を養成する専修を２０１０年度に立ち上げまし
た。さらに、２０１５年度には、子ども教育専修の中に発展的に位置づけられました。

心理学・教育学のカリキュラムが整った心理教育学科で、保育士資格を目指すことができま
す。保育士資格を目指すみなさんには、資格取得だけではなく、心理学や教育学を深く関心を
持って学んでもらいたいと考えています。
また、和光大学全体のカリキュラムでは、現実の問題と学問の関連性を大切にしています。

保育士資格のカリキュラムでも、実際に子どもと接することから、研究の課題を見つけ、さら
に深く学ぶ、というプロセスを大切にしています。

なお、保育士資格を取得するためには、幼児教育課程の卒業要件となる必修科目とは別に、
１年次から修得しなくてはならない単位が数多くあります。詳しくは、「保育士養成課程授業
一覧表」（Ｐ１０８～１１０）を参照してください。

各学年のおおまかな目標は次のとおりです。
１年次：基礎：保育の考え方や基礎概念を理解する。
　　　　子どもと関わり学修課題を発見する。
２年次：総合演習・方法演習：研究方法を身につける。各論を学ぶ。
　　　　保育技術の基礎を学ぶ。
３年次：演習：関心領域を深める。
　　　　実習：子どもとの関わりを通して、学修の成果を試す。
４年次：卒論作成：研究をまとめ、伝える。
　　　　実習：子どもとの関わりを通して、学修の成果を試す。

保育士資格は、心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生のみが取得することができ
る資格です。
保育士資格を取得するには、保育士資格に必要な単位を修得し、同時に和光大学心理教育学

科を卒業するために必要な単位を修得しなくてはなりません。保育士資格取得のための単位は、
心理教育学科を卒業するために必要な単位の一部とみなすことができます。

６．保育士資格
（ １）�保育士資格につ

いて

（ ２）�カリキュラムの
特徴

各学年の特徴

（ ３）�保育士資格取得
のための科目履
修の手続きにつ
いて
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保育士資格取得のためのそれぞれの科目は、子ども教育専修の卒業要件にかかわる科目群の
いずれかに当てはめることができます。心理教育学科の卒業要件についてはＰ９４を、それぞれ
の科目がどの科目群にあてはまるかについては、Ｐ１０８からの「保育士養成課程授業一覧表」
を見てください。

保育士資格取得に関する注意
・指定された履修学年に、それぞれの科目をできるだけ履修してください。
・ある科目を「保育士資格取得のための科目」として履修する場合と、一般の「共通教養科目」
「心理教育学科専門科目」等として履修する場合とでは、履修のための基準（出席しなくては
ならない授業回数など）が異なることがあります。年度初めの説明会やオリエンテーションで
の説明および授業担当者の指示をよく聞いてください。

・厚生労働省、文部科学省による、保育園・幼稚園の一体的運営の流れの中で、幼児教育課程
の学生には幼稚園教諭一種免許と保育士資格を共に取得することを強く推奨しています。
・保育士資格取得のために必要な科目と、幼稚園教諭一種免許取得に必要な科目は、かなり重
複しています。幼稚園教諭免許については資格課程の手びきを参照してください。

①保育実習 １、 ２、 ３の開拓条件
開拓実施前年度終了時に、 １年次開講の別表 １科目のうち単位未修得科目が ４科目以下であ

ること。
②保育実習 １参加条件
保育実習実施前年度終了時に、 １、 ２年次開講の別表 １科目のうち単位未修得科目が ４科目

以下であり、実習実施年度に ３年次前期開講科目の「保育実習指導 １（保育所）」および後期
開講科目の「保育実習指導 １（施設）」を単位修得見込みであること。
③保育実習 ２、 ３の参加条件
「保育実習 １」の単位を修得見込みであること。
※�参加条件を満たしていても実習に赴くのにふさわしくないと総合的に判断される場合には、
保育実習には参加できません。

※科目等履修について
幼児教育課程の学生で、卒業までに保育士資格に必要な単位を修得できなかった場合、「科

目等履修生」として、卒業後に必要科目を履修申請することができます。
詳しくは、「資格課程の手びき」の科目等履修生のページをご覧ください。

幼稚園教諭免許と保
育士資格の関係

保育実習の実習先開
拓および実習参加条
件

保育士資格取得のための単位は、「児童福祉法施行規則」に基づき、以下のような科目群が
含まれます。

〈�２０23年度以降 
入学生〉

教科目の種別
保育士資格取得
における法規上
必要単位数

保育士資格取得における
本学必要修得単位数 備　　　　考

必修 選択 計

教養科目 ８単位以上

２０２３～２０２４年度
入学生

４ 単位

２０２３～２０２４年度
入学生

７ 単位
１1単位
　以上

「子どもの生活と英語」「英語EA 1 ，EB 1 ～英語
EA 3 ，EB 3 」「英語 PA 1 ，PB 1 ～英語 PA 3 ，
PB 3 」のいずれか ２単位必修、「運動と身体の科学」
２単位必修、「スポーツ実技」「スポーツ文化（ス
ポーツレクリエーション ２）」のいずれか １科目 １
単位選択必修。それ以外に ６単位以上。
※「英語EA1，EB 1 ～英語 EA 3 ，EB 3 」「 英 語
PA 1 ，PB 1 ～英語 PA 3 ，PB 3 」は２０２５年度以
降入学生のみ履修可。

２０２５年度入学生
２ 単位

２０２５年度入学生
９ 単位

告示別表第 １に
よる教科目 ５１単位以上 ６9単位 ６9単位

告示別表第 ２
による教科目 ９単位以上 ０単位 9単位

　以上
９単位
　以上

「保育実習 ２（保育所）」と「保育実習
指導 ２」計 ３単位、または「保育実習 ３（施
設）」と「保育実習指導 ３」計 ３ 単位の
いずれか必修。それ以外に ６単位以上。

合計 ６８単位以上

２０２３～２０２４年度
入学生

７３単位

２０２３～２０２４年度
入学生

１６単位 ８9単位
　以上

これ以外に、心理教育学科の卒業要件と
して履修必要な単位もあるため、卒業要
件を確認すること。２０２５年度入学生

７１単位
２０２５年度入学生

１８単位



108 ● ●

現代人間学部　心理教育学科　保育士養成課程授業一覧表
＜教養科目＞　対象＝２０２５年度以降子ども教育専修幼児教育課程入学生
児童福祉法施行規則告示に定める教科目 本学授業科目

備　考
系列 教科目 授業

形態 単位数 コード番号
左に対応して開設されてい

る教科目
授業
形態

オ
ン
ラ
イ
ン 

　
　
　

科
目

単位数

必
修

選
択 計

教
養
科
目

外国語、体
育以外の科
目

不問

6
単
位
以
上

― 教育の考え方 講義 2 2 2025年度休講

３１１8 子どもと教育の歴史 講義 2 2

３１19 子どもと家族の歴史 講義 2 2

1205 里山保全の理論　※ ２ 講義 2 2

3117 ジェンダーと教育 講義 2 2

３４１1 こどもの発達と文化―育む仕事― 講義 2 2

３１１6 教育の思想 講義 2 2

３１１5 教育と社会 講義 2 2

1024 子ども理解と学校づくり　※ ２ 講義 2 2

1027 人間形成の社会史　※ ２ 講義 2 2

1028 身体性認知科学　※ ２ 講義 時間割外 2 2

― 性とジェンダーＡ　※ ２ 講義 2 2 2025年度休講

― キャリア発達論　※ ２ 講義 2 2 2025年度休講

― 「親になること」とは　※ ２ 講義 2 2 2025年度休講

1140 自殺学　※ ２ 講義 時間割外 2 2

1149 地域文化と身体教育Ａ　※ ２ 講義 2 2

― 地域文化と身体教育Ｂ　※ ２ 講義 2 2 2025年度休講

1212 動物と人間の関係史　※ ２ 講義 2 2

1225 生物の多様性Ａ　※ ２ 講義 2 2

1226 生物の多様性Ｂ　※ ２ 講義 2 2

1229 先端科学と私たちの社会　※ ２ 講義 2 2

1030 生活のなかのデザイン　※ ２ 講義 2 2

― ギリシア神話を読む　※ ２ 講義 2 2 2025年度休講

1131 情報と現代　※ ２ 講義 2 2

1202 大学マネジメント論　※ ２ 講義 2 2

1132 キャリアデザインＡ　※ ２ 講義 2 2

1133 キャリアデザインＢ　※ ２ 講義 2 2

― 反発達論　※ ２ 講義 2 2 2025年度休講

― 教育の考古学　※ ２ 講義 2 2 2025年度休講

外国語

演習 ２ 3482 子どもの生活と英語　※ １ 演習 2 2

選択必修
演習 ２

２０８９/２０９０
２０９３/２０９４
２０９７/２０９８

英語 EA［1］,EB［1］～英語
EA［3］,EB［3］ 演習 2 2

演習 ２
２０９１/２０９２
２０９５/２０９６
２０９９/２１００

英語 PA［1］,PB［1］～英語
PA［3］,PB［3］ 演習 2 2

体育

講義 １ 3631 運動と身体の科学 講義 2 2

実技 １ ３４52/３４53 スポーツ実技 実技 1 1
選択必修

実技 １ 1080 スポーツ文化（スポーツレ
クリエーション ２）　※ ２ 実技 1 1

設置単位数 １０単位以上
本学必要修得単位数 2 9 １１

履修単位数 ８単位以上

こ
の
中
か
ら
６
単
位
以
上
必
ず
修
得

⎩
⎨
⎧

⎩
⎨
⎧

⎩
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎧

※ １　外国語の卒業必修 ４単位には含まれません。
※ ２　共通教養科目として卒業要件の２０単位に含まれます

保育士資格取得に関
する授業一覧表
《�2025年度以降入学
生用》
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保育士資格取得に関
する授業一覧表
《�２０２３年度以降 
入学生用》

現代人間学部　心理教育学科　保育士養成課程授業一覧表
＜教養科目＞　対象＝２０２３～２０２４年度子ども教育専修幼児教育課程入学生
児童福祉法施行規則告示に定める教科目 本学授業科目

備　考
系列 教科目 授業

形態 単位数 コード番号
左に対応して開設されてい

る教科目
授業
形態

オ
ン
ラ
イ
ン 

　
　
　

科
目

単位数

必
修

選
択 計

教
養
科
目

外国語、体
育以外の科
目

不問

6
単
位
以
上

― 教育の考え方 講義 2 2 2025年度休講

3118 子どもと教育の歴史 講義 2 2

3119 子どもと家族の歴史 講義 2 2

1205 里山保全の理論　※ 2 講義 2 2

3117 ジェンダーと教育 講義 2 2

3411 こどもの発達と文化―育む仕事― 講義 2 2

3116 教育の思想 講義 2 2

3115 教育と社会 講義 2 2

1024 子ども理解と学校づくり　※ ２ 講義 2 2

1027 人間形成の社会史　※ 2 講義 2 2

1028 身体性認知科学　※ 2 講義 時間割外 2 2

― 性とジェンダーA　※ 2 講義 2 2 2025年度休講

― キャリア発達論　※ 2 講義 2 2 2025年度休講

― 「親になること」とは　※ ２ 講義 2 2 2025年度休講

1140 自殺学　※ 2 講義 時間割外 2 2

1149 地域文化と身体教育A　※ 2 講義 2 2

― 地域文化と身体教育B　※ 2 講義 2 2 2025年度休講

1212 動物と人間の関係史　※ 2 講義 2 2

1225 生物の多様性A　※ 2 講義 2 2

1226 生物の多様性B　※ 2 講義 2 2

1229 先端科学と私たちの社会　※ ２ 講義 2 2

1030 生活のなかのデザイン　※ 2 講義 2 2

― ギリシア神話を読む　※ 2 講義 2 2 2025年度休講

1131 情報と現代　※ 2 講義 2 2

1202 大学マネジメント論　※ 2 講義 2 2

1132 キャリアデザインA　※ 2 講義 2 2

1133 キャリアデザインB　※ 2 講義 2 2

― 反発達論　※ 2 講義 2 2 2025年度休講

― 教育の考古学　※ 2 講義 2 2 2025年度休講

外国語 演習 ２ 3482 子どもの生活と英語　※ 1 演習 2 2

体育

講義 １ 3631 運動と身体の科学 講義 2 2

実技 １ 3452/3453 スポーツ実技 実技 1 1
選択必修

実技 １ 1080 スポーツ文化（スポーツレ
クリエーション 2）　※ 2 実技 1 1

設置単位数 １０単位以上
本学必要修得単位数 ４ ７ １１

履修単位数 ８単位以上

こ
の
中
か
ら
６
単
位
以
上
必
ず
修
得

⎩
⎨
⎧

⎩
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎧

※ １　外国語の卒業必修 ４単位には含まれません。
※ ２　共通教養科目として卒業要件の２０単位に含まれます。
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＜別表 １＞
児童福祉法施行規則

告示別表第 １による教科目 本学授業科目

備　考
系列 教科目 授業

形態 単位数 コード番号 左に対応して開設
されている教科目

授業
形態

オ
ン
ラ
イ
ン 

　
　
　

科
目

単位数
必
修

選
択 計

保
育
の
本
質
・
目
的

に
関
す
る
科
目

保育原理 講義 ２ 3462 保育原理 講義 2 2
教育原理 講義 ２ 3634 教育原理 講義 2 2
子ども家庭福祉 講義 ２ 3190 児童福祉 講義 2 2
社会福祉 講義 ２ 3008 社会福祉 講義 2 2
子ども家庭支援論 講義 ２ 3635 家族援助論 講義 2 2
社会的養護Ⅰ 講義 ２ 3487 社会的養護 講義 2 2
保育者論 講義 ２ 3484 保育者論 講義 2 2

保
育
の
対
象
の
理

解
に
関
す
る
科
目

保育の心理学 講義 ２ 3401 発達心理学 講義 2 2
子ども家庭支援の心理学 講義 ２ 3490 子どもと家庭支援の心理学 講義 時間割外 2 2
子どもの理解と援助 演習 １ 3639 子ども理解と保育・教育相談 演習 2 2
子どもの保健 講義 ２ 3519 小児保健 1 講義 時間割外 2 2
子どもの食と栄養 演習 ２ 3522/3523 小児栄養 演習 2 2

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保育の計画と評価 講義 ２ 3426 保育カリキュラム論 講義 2 2
保育内容総論 演習 １ 3494 保育内容総論 演習 2 2

保育内容演習 演習 ５

3530 保育内容（生活と環境）

演習

2 2
3641 保育内容（ことば） 2 2

3533/3534 保育内容（人間関係） 2 2
3527/3528 保育内容（表現） 2 2
3536 保育内容（健康） 2 2

保育内容の理解と
方法 演習 ４

3613/3614
3615/3616 子どもと音楽表現

演習

2 2

3610/3611/3612 子どもと造形表現 2 2
3445/3446 子どもの体育 2 2
3603/3604 子どもと人間関係 1 1
3605/3606 子どもと環境 1 1
3607/3608 子どもと健康 1 1
3601/3602 子どもとことば 1 1

乳児保育Ⅰ 講義 ２ 3500 乳児保育の理論 講義 2 2
乳児保育Ⅱ 演習 １ 3497 乳児保育 演習 2 2
子どもの健康と安全 演習 １ 3520 小児保健 2 演習 1 1

障害児保育 演習 ２ 3636 特別なニーズのある
乳幼児への保育と教育 演習 2 2

社会的養護Ⅱ 演習 １ 3538 養護内容 演習 2 2
子育て支援 演習 １ 3485 相談援助 演習 2 2

保
育
実
習

保育実習Ⅰ 実習 ４ 3550 保育実習 1（保育所）実習 2 2
3552 保育実習 1（施設） 2 2

保育実習指導Ⅰ 演習 ２ 3546 保育実習指導1（保育所）演習 2 2
3548 保育実習指導1（施設） 2 2

総
合

演
習 保育実践演習 演習 ２ 未開講 教職・保育実践演習（小・幼・保） 演習 2 2

設置単位数 51単位以上
本学必要修得単位数 69 69

履修単位数 51単位以上

保
育
実
習
に
関
わ
る
単
位
修
得
条
件
が
あ
り
ま
す
。　　

１
０
７
ペ
ー
ジ「
保
育
実
習
の
実
習
先
開
拓
お
よ
び
実
習
参
加
条
件
」を
参
照
。

⎩
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎧

＜別表 ２＞
児童福祉法施行規則

告示別表第 ２による教科目 本学授業科目

備　考
系列 教科目 授業

形態 単位数 コード番号 左に対応して開設
されている教科目

授業
形態

オ
ン
ラ
イ
ン 

　
　
　

科
目

単位数
必
修

選
択 計

保
育
の
本
質
・
目

的
に
関
す
る
科
目

　�各指定保育士養
成施設において
設定

不問

１
５
単
位
以
上

3120 保育学 ２ ２ ※講義

保
育
の
対
象
の
理

解
に
関
す
る
科
目

― 発達とコミュニケー
ション 講義 ２ ２ ※　2025年度休講

3159 発達障がいの基礎 講義 ２ ２ ※
― 精神保健 講義 ２ ２ ※　2025年度休講

保
育
の
内
容
・
方

法
に
関
す
る
科
目

3189 子どもの発達と地域社会 講義 時間割外 ２ ２ ※
3413 幼小教育課程論 講義 ２ ２ ※
3405 初等教育方法（情報通信技術の活用含む） 講義 ２ ２ ※
3199 学校インターンシップD 演習 ２ ２ ※
3558 保育インターンシップ 演習 ２ ２ ※

保
育
実
習

保育実習Ⅱ 実習 ２ 未開講 保育実習 ２（保育所）実習 2 2

選択必修
保育実習指導Ⅱ 演習 １ 未開講 保育実習指導 ２ 演習 1 1
保育実習Ⅲ 実習 ２ 未開講 保育実習 ３（施設） 実習 2 2
保育実習指導Ⅲ 演習 １ 未開講 保育実習指導 ３ 演習 1 1
設置単位数 １８単位以上

本学必要修得単位数 0 9 ９
履修単位数 ９単位以上

※印科目から 6単位以上必ず修得

〔　〕
〔　〕

⎩
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎧

⎩
⎨
⎧

�
�
�
�

対象＝２０２３年度以降子ども教育専修幼児教育課程入学生共通

対象＝２０２３年度以降子ども教育専修幼児教育課程入学生共通
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保育士資格取得に関する規程

（趣　　旨）
第　 １　条　　この規程は、和光大学学則（以下「学則」という。）第３１条第 ２項の規定
による保育士の資格取得に関する必要な事項を定めるものとする。

（指定保育士養成施設の位置と名称）
第　 ２　条　　和光大学（以下「本学」という。）で保育士養成を行う位置は、次のとお
りとする。

東京都町田市金井ヶ丘五丁目 １番 １号　和光大学現代人間学部心理教育学科子ども教育専
修

（資格取得要件）
第　 ３　条　　保育士資格を取得するには、本学現代人間学部心理教育学科子ども教育専
修幼児教育課程の卒業に必要な単位を修得するとともに、下記の単位数を別表 １、別表
２及び別表 ３に定める教科目の単位として修得しなければならない。

科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

体育
科目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
子ども教育専修
幼児教育課程

６単位以上 ２単位以上 ３単位以上 ６９単位 ９単位以上 ０単位以上 ８９単位

（修業年限・定員）
第　 ４　条　本学現代人間学部心理教育学科子ども教育専修の修業年限及び定員につ

いては、次のとおりとする。
修業年限　　　 ４年
入学定員　　　４５名
編入学定員　　 ０名
学生定員　　 １８０名
（単位の計算）
第　 ５　条　　授業科目の単位計算方法は、学則及び履修規程に定めるところによる。
ただし、保育実習については、４５時間の授業をもって １単位とする。また、別表 ３に

定める教科目「外国語」については、１５時間の授業をもって １単位とする。
（単位の認定）
第　 ６　条　　授業を履修し、全授業時間数の ３分の ２以上出席した者は、試験又は

研究報告（レポート等）の学習成果により合格と評価された場合、所定の単位を与える。
ただし、実習に関する教科目については、全授業時間数の ５分の ４以上出席した者に

たいし、試験又は研究報告（レポート等）の学習成果により合格と評価された場合、所
定の単位を与える。
（他大学での修得単位の認定）
第　 ７　条　　転・編入学者の以前の大学における取得単位とその科目の認定は、和

光大学編入学・転部転科者の単位認定規程による。
（他大学での修得単位の認定制限）
第　 ８　条　　第 ７条の定めにかかわらず、他の指定保育士養成施設において学生が

履修した教科目又は入学前に指定保育士養成施設において履修した教科目の修得単位に
ついて、本学で認定する単位の上限は、別表 １、別表 ２及び別表 ３に定める教科目とし
て３０単位を超えない範囲とする。また、指定保育士養成施設以外の他大学で履修した教
科目の修得単位については、別表 ３に定める教養科目に相当する教科目として３０単位を
超えない範囲とする。
（休業期間の例外）
第　 ９　条　　休業期間中であっても別表 １及び別表 ２で定める保育実習を実施する

ことがある。
（授業クラスの定員）
第　１０　条　　別表 １、別表 ２及び別表 ３に定める教科目のうち演習及び実習・実技
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科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

体育
科目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
保育専修

６単位以上 ２単位以上 ２単位以上 ６１単位 ９単位以上 ０単位以上 ８０単位

科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外 国 語
科　　目

体　　育
科　　目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
保育専修

６単位以上 ２単位以上 ２単位以上 ６１単位 ９単位以上 ０単位以上 ８０単位

科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

体育
科目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
子ども教育専修
幼児教育課程

６単位以上 ２単位以上 ３単位以上 ６１単位 ９単位以上 ０単位以上 ８１単位

科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

体育
科目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
子ども教育専修
幼児教育課程

６単位以上 ２単位以上 ３単位以上 ６７単位 ９単位以上 ０単位以上 ８７単位

附　則
この規程は、平成３０年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第 ３条の規定にかかわらず、平成２７年度から平成２９年度に入学した現代人間
学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生が在籍する間の資格取得要件は、
次のとおりとする。

附　則
この規程は、平成３０年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第 ３条の規定にかかわらず、平成２７年度から平成２９年度に入学した現代人間
学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生が在籍する間の資格取得要件は、
次のとおりとする。

附　則
この規程は、平成３１年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は、２０２１年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は、２０２２年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は、２０２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第 ３条の規定にかかわらず、２０１８年度から２０２２年度に入学した現代人間学部
心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生が在籍する間の資格取得要件は、次の
とおりとする。

科目については、原則として５０名を超えて履修することはできない。

附　則
この規程は、平成２２年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は、平成２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第 ３条の規定にかかわらず、平成２２年度に入学した現代人間学部
心理教育学科保育専修の学生が在籍する間の資格取得要件は、次のとおりとする。
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子ども教育専修子ども教育専修
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心理教育学科では、私たちが主体的に生きていく上で必要な土台となる、「こころ（心理）」
と「まなび（教育）」について広く、そして深く学んでいきます。私たちは、自分たちを取り
巻く環境や社会から影響を受けたり、それらに働きかけたりしながら生活しています。
学科では、みなさんが心とまなびの課題に迫っていける存在になることを目指して、様々な

カリキュラムを用意しています。具体的には次の ３つの能力の習得を目指しています。

①心理学や教育学の考え方を日々の生活の中で活かせるようになること
②学んだことを活かした物事の捉え方ができるようになること
③私たちが慣れ親しんでいる枠組みを越えて新しい課題に挑戦できるようになること

そして２０１５年度から心理教育学科は、学科が大切にしている「こころ」「まなび」と現実の
世界との結びつきをより深く考えるために、「心理学専修」と「子ども教育専修」の ２つの専
修からなる学科へと発展しました。「心理学専修」では、これまで以上にしっかりとした心理
学的視点を身につけ、同時にそれを実際の生活の中で活かせるようになることを目指します。
「子ども教育専修」では、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士などの教員免許や資格の取得を目
指しますが、心理教育学科の学びを活かして、現実の子どもや教育・子育て環境の中にある課
題に挑戦できる能力を身につけてほしいと期待しています。
特に子ども教育専修では、

①心理学を学び、カウンセリングマインドを持った教員・保育士
②和光学園の幼稚園、小学校の「生活学習」を基軸にして学ぶ教員・保育士
③�和光の伝統である「共生」の理念を活かし、異文化や障がいに対する理解を持った教員・保
育士

を目標にしてほしいと願っています。
なお、初等教育課程では、小学校教員免許・幼稚園教員免許取得を目指します。幼児教育課

程では、幼稚園教員免許・保育士資格取得を目指します。

子ども教育専修のカリキュラムは、「人間発達の基礎」「研究法」「心理学の基礎・応用」「教
育学の基礎」「教育学の応用」「初等教育・保育教育研究の基礎」「初等教育・保育教育研究の
応用」「実習及び実習指導」「インターンシップ・フィールドワーク」という ９つの科目群に分
けられています。

人間発達の基礎：心理学・教育学という学問分野を問わず、幅広く「発達する人間」につい
て知ることを目的としています。興味関心の幅を広げるためにも、色々な科目を履修してくだ
さい。また、「オムニバス『心理と教育』」は、心理教育学科の専任教員がリレー形式で講義す
る科目です。是非履修してください。

１．�心理教育学科
の特徴
（ １）�心理教育学科で

学べること

（ ２）�カリキュラムの
特徴

　　　「こころ」も「社会」も「からだ」もみんなつながっている
現代人間学部は、これまでの人間関係学部を改組して、２００７年度に発足しました。
心理学、教育学、社会学、身体科学、環境科学などの各学問分野の科目とともに、これら

を横断して探究する人間発達、ジェンダー、民族、共生、地域などの視点からの諸科目を配
置しています。これらを学ぶことによって、現代に生きる人間に必要な教養と研究方法を多
様な角度から学び、現代を主体的に生きて行く能力を身につけることをめざした学部です。
カリキュラムは、学部共通科目（心理学、教育学、社会学、文化人類学などの諸科学、イ

ンターンシップ、学生自主企画ゼミナール）を充実させ、プロゼミから始まる各学科の専門
科目を配置し、演習からやがて卒業論文・卒業研究に至る学びの道を提供していきます。
みなさん一人ひとりの個性的なカリキュラムをつくり、おおいに学んでください。

現代人間学部
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研究法：心理学や教育学に関わる実験・調査・観察・フィールドワークの実施に必要な能力
をつけるために、基礎から応用まで無理なく学べるよう、様々な科目が開講されています。卒
業論文を作成する過程で調査や観察をしたり、フィールドワークに行ったりする際に必要とな
る力を身につけることができます。

心理学の基礎・応用：心理学の基礎的な知識を学んだり、より実践的な課題について考え議
論することを目的とした科目です。教育学関係の科目と合わせて学習することで、人について
の理解を深めてください。

教育学の基礎：教育学の基礎的な知識を学ぶことができる科目が開講されています。「教育
学の応用」を学ぶための土台を作る意味でも、特定の領域に偏らず幅広く学習するようにして
ください。

教育学の応用：教育学の基礎的な知識を身につけたうえで、より実践的な課題について考え
たり、議論したりすることを目的とした科目が開講されています。

初等教育・保育研究の基礎：教育学・保育学など、小学校教諭・幼稚園教諭・保育士になる
ための基礎的な知識を学ぶことができる科目が開講されています。

初等教育・保育研究の応用：小学校教諭・幼稚園教諭・保育士として身につけておくことが
求められる応用的な知識や技術を学ぶことができる科目が開講されています。

実習及び実習指導：小学校教諭・幼稚園教諭・保育士の資格取得に必要な教育・保育実習と、
その準備や振り返りのための科目が開講されています。

インターンシップ・フィールドワーク：心理学、教育学、保育に関わるＮＰＯや小学校・特
別支援学校・幼稚園・保育所などでの研修やフィールドワークなどを行う科目です。
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《20２０～2022年度入学生　心理教育学科　子ども教育専修》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

２．�卒業要件・
履修要領

（ １）卒業に必要な
　単位数

　各課程合わせて１２４単位
各課程（共通教養、外国語、専門科目、自由履修科目）それぞれについて必要単位数を満た

してください。
①プロゼミ ４単位、演習 ４単位、学科専門科目から６５単位、卒業論文１０単位
②�学科専門科目のうち、子ども教育専修必修科目（１８単位）は、初等教育課程・幼児教育課程
それぞれで異なる科目が指定されています。

③�学科専門科目のうち、子ども教育専修選択必修科目（４７単位）は、初等教育課程・幼児教育
課程それぞれで指定された科目の範囲から選択します。

④自由履修科目
　�共通教養科目、外国語科目、演習科目、子ども教育専修選択必修科目を卒業所要単位数を超
えて修得した単位は、自由履修科目単位としてカウントされます。また、現代人間学部共通
科目、心理教育学科専門科目（心理学専修、必修・選択必修以外の子ども教育専修）ならび
に他学部他学科専門科目も含まれます。ただし、資格課程専用科目を除きます。

（ ２）履修の要領

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、対
面科目が
最低６４単
位含まれ
ているこ
と）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位

専門科目

プロゼミ ４単位
演習 ● ４単位
学科専門科目 子ども教育専修必修 １８単位

子ども教育専修選択必修 ● ４７単位
卒業論文 １０単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・現代人間学部共通科目
・心理教育学科専門科目
　　心理学専修
　　子ども教育専修（必修・選択必修以外のもの）
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）�資格課程専用（8000番台）科目は含めることができ
ません。

１７単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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「オムニバス『心理と教育』」以下、約１００科目が並んでいます。

「幼小教育課程論」「初等教育心理学」など、初等教育、幼児教育・保育研究関係の基本と
なる科目です。子ども教育専修の学生は必修ですが、初等教育課程と幼児教育課程で、科目が
異なるので注意してください。
具体的な科目は、授業一覧表の右端の列にある、「必修」の表記を参考にしてください。

「世界の教育と子育て」など、初等教育課程、幼児教育課程で履修しておくとよい科目がな
らんでいます。それぞれの課程で科目が異なるので、注意してください。授業一覧表の右端の
列にある、それぞれの課程ごとの「選択必修」（プロゼミ、演習はのぞく）の中から４７単位を
履修してください。

心理教育学科の １年次生に最初に履修してほしい科目です。心理教育学科の教員が、毎回交
代で、心理教育に関わるさまざまな話題について講義を行います。心理教育学科の教員を知り、
学びの概要を知るのに有効です。

教育学研究法基礎、文献・資料研究や、エスノグラフィー、授業研究などの方法科目は、み
なさんが自分の研究テーマを深めるためのスキルを身につけることのできる科目群となってい
ます。みなさんが専門を絞っていく中で、計画的に履修をしてください。

インターンシップ・フィールドワークでは、指導教員と相談して、主に大学の外で、ＮＰＯ
などの研修、学校や幼稚園、保育所などでの研修、フィールドワーク、アクションリサーチ、
プロジェクト研究などを行います。その過程と成果をレポートとして指導教員に提出すること
により単位修得ができます。実践内容は、指導教員が決める場合、学生が提案する場合、そし
て両者が相談して決める場合があります。指導教員の許可が必要な許可科目もあります。

演習科目は、原則として ３・ ４年次生のために開講され、専任教員が担当します。テキスト
講読や調査研究にもとづいた学生の発表や討論が行われます。通年科目として １年ごとに履修
登録しますが、 ３年次・ ４年次と連続して履修することを勧めます。
２年次後期に、 ３年次のゼミ履修に関する説明会を実施しますので、必ず参加してください。
最低必修単位数（ ４単位）より多く修得した単位は、自由履修科目として数えます。

卒業論文は、自分で選んだ専任教員を指導教員（主査）として、４年次の ４月中旬までに「卒
業論文調査票」を提出し、１２月中旬に論文を提出します。
大学での学修の最後の締めくくりとして、各自が研究テーマを設定し、その研究テーマに基

づいて調査をしたり、文献を読んだりしながら １年間かけてまとめあげるのが卒業論文です。
心理教育学科を卒業するためには、卒業論文を書くことが必修となっています。学生のみなさ
んは、どの教員に自分の卒業論文を指導し、審査してもらいたいかを考え（主査）、その教員
と相談しながら、テーマを決定し、論文を書きあげていくことになります。
そのための具体的な手続きは ３年次の１２月に行う仮題目届の提出から開始されますが、卒業

論文の執筆を念頭におきつつ、早い時期から自分の研究テーマを考え、学修計画を立ててくだ
さい。

（ ３）学科専門科目

◦�子ども教育専修必修科
目

◦�子ども教育専修選択必
修科目

◦�オムニバス「心理と教
育」

◦�研究法

◦�インターンシップ・�
フィールドワーク

◦�演習（ゼミ）科目
� （必修 ４単位）

（ ４）卒業論文
� （必修１０単位）

学部共通科目はいずれの学科所属であっても、現代人間学部の学生のみなさんが共通に履修
してほしい、入門ないし基礎としての科目です。

プロゼミは、大学生活の出発点となる科目として １年次生のために開講されるもので、 １年
次に必ず履修しなければなりません。学科の専任教員が交替で、テーマを掲げて担当しますが、
内容については、新年度学科説明会時に説明を行いますので、そこで確認してください。

３．専門科目の説明
（ １）学部共通科目

（ ２）プロゼミ
（ １科目選択で必修 ４単位）
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３ 年次生になったら、卒業までの計画を再度しっかりと立てて各自の学習を進めていってく
ださい。すでにプロゼミの単位は大部分の人が修得しているはずですが、未修得の場合は ３年
次で必ず修得しましょう。

仮題目届提出期限　２０25年１２月 5 日（金）16：30
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。
仮題目提出に先立って、主指導教員（主査）と仮題目・内容についてよく相談の上、承認を得
てから、仮題目届の提出を行ってください。

卒業論文仮題目届の主指導教員（主査）は所属する学科専任教員のみとします。
（心理教育学科の演習担当者）

副指導教員（副査）は特に指定しなくても構いません。副査をつけたい場合、原則としては
心理教育学科専任教員とします。課題の性質上必要である場合には、他学科、他学部の専任教
員もしくは本学非常勤教員でも構いません。その場合主指導教員（主査）と相談してください。

「卒業論文調査票」提出期限　２０25年 ４ 月14日（月）16：30まで
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。

⑴ ４年次生の ４月に「卒業論文調査票」を提出します。これにより、履修登録が完了します。
調査票提出に先立って、主指導教員（主査）と題目・内容等についてよく相談の上、承認を

得てから、調査票の提出を行ってください。
⑵履修登録では主査別の授業コードが実習欄に登録されていることを確認してください。

調査票提出以降に論文題目を変更する場合には、主指導教員（主査）とよく
相談の上、承認を得てから、11月末日までに申請を行ってください（11月末日
が土曜日・日曜日・祝日の場合、その前の平日が締切日となります）。詳細は
和光ポータルでお知らせします。

卒業論文提出日　２０25年１２月19日（金）１４：００まで
教学支援課に卒業論文（受領票・ルーブリック評価シートも一緒に）を提出
なお、提出の際には学生証を持参し、必ず本人が提出すること。

卒業論文は出来るだけパソコンのワープロソフトを用いて執筆してくださ
い。
手書きの場合はインクまたはボールペン書きとすること。鉛筆書き・消せる

ボールペンは不可。用紙は、Ａ ４版の紙を使用すること。ワープロソフト使用
の場合は横４０字×縦３７行、サイズ１０．５ポイントを標準とします。
論文の １ページ目は、指導教員名、題目、学籍番号、氏名、論文のキーワー

ド ５個程度を記載してください。
詳しくは主指導教員（主査）に相談してください。

論文は既製のファイルなどにとじて提出してください。
右の例を参考にして、背表紙に提出年度、主査名、題目、学籍番号、氏名を

はっきり記入してください。なお、サブタイトルがある場合は、題目のあとに
「：」等の記号をつけて記載するようにしてください。

教学支援課で１１月から配布します。
必要事項を記入し卒業論文の表に必ず受領票を貼ってから提出してください。

２０25年 １ 月下旬または ２月上旬に開催します（日時は掲示で発表）。心理教育学科主催で卒
業論文発表会を開催します。この会の運営は、 ３年次生の運営委員を中心に行われます。参加
は義務ではありませんが、卒業論文の発表を行う卒業年次生だけでなく、全学年からの参加を
強く勧めます。この機会に自分の成果を発表し、他者の発表からおおいに学び合いましょう。

①�卒業論文提出までの手
続き�
◦ ３年次生になったら

◦�３ 年次生１２月�
仮題目届提出

主査について

副査について

◦�４ 年次生 ４月�
調査票提出・履修登�
録

25

主
査
名　

題
目
：
サ
ブ
タ
イ
ト
ル　
　

 

学
籍
番
号　
　

氏
名

背表紙◦�論文題目を変更する
とき

◦ ４年次生１２月提出

②卒論の清書について

背表紙をつける

受領票について

③卒論発表会
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。
 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。
注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2020～2022年度入学生用）

年 年 年 年

＜プロゼミ＞　学科説明会で決定したクラスを履修してください。

プロゼミ[坂井] ― 坂井　敬子 ―

プロゼミ[熊上] ― 熊上　崇 ―

プロゼミ[髙坂] ― 髙坂　康雅 ―

プロゼミ[小松] ― 小松　賢亮 ―

プロゼミ[小野] ― 小野　方資 ―

プロゼミ[五十嵐] ― 五十嵐　敏文 ―

プロゼミ[辻] ― 辻　直人 ―

プロゼミ[常田] ― 常田　秀子 ―

プロゼミ[根来] ― 根来　章子 ―

プロゼミ[山口] ― 山口　理沙 ―

＜心理教育学科専門科目＞　

オムニバス「心理と教育」 なし ― 前期 時間割外 末木 他
学科教員

× ○ ―

発達心理学 なし ― 前期 ― 常田　秀子 × ○ 保幼小
のみ

必修

発達心理学B 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 髙坂　康雅 × ○ 　 ―

― 教育の考え方 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ―

生涯学習論 許可 ― 前期 ― 岩本　陽児 ○ ○ ―

教育と社会 なし ― 前期 ― 富樫　千紘 × ○ ―

教育の思想 なし ― 前期 ― 辻　直人　 × ○ ―

ジェンダーと教育 なし ― 後期 ― 堀川　修平 × ○ ―

子どもと教育の歴史 なし ― 前期 ― 藤谷　未央 × ○ ―

子どもと家族の歴史 なし ― 集中講義 ― 小玉　亮子 × ○ ―

保育学 なし ― 後期 ― 山口　理沙 × ○ ― 選択必修

運動と身体の科学 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 畑島　一翔 × ○ ―

― 教育学研究法基礎 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― 文献・史料研究Ａ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ―

― 文献・史料研究Ｂ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ―

― ライフヒストリー研究 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― 文献の検索・講読・発表 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― エスノグラフィーＡ ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― エスノグラフィーＢ ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

授業研究の方法 なし ― 後期 ― ― 五十嵐・加川 × ○ 　 小のみ

保育記録の研究 なし ― 前期 ― ― 大西　公恵 × ○ ― 選択必修

発達臨床心理学 なし ― 前期 ― ― 飯野　雄大 × ○ ―

発達障がいの基礎
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 辻　あゆみ × ○ ― 選択 必修

― 発達とコミュニケーション ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

開 講 期
形 態

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2020～2022年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

×

（
い
ず
れ
か

単
位
）

必
修

学
科
専
門
科
目

〔
人
間
発
達
の
基
礎
〕

〔
研
究
法
〕

〔
心
理
学
の
基

礎
・
応
用
〕
→

プ
ロ
ゼ
ミ

プ
ロ
ゼ
ミ

クラス
指定必修

― 通年 ×

備考 履修制限 必修
選択必修
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。
 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。
注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2020～2022年度入学生用）

年 年 年 年

開 講 期
形 態

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2020～2022年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

児童への特別支援教育 なし ― 後期 ― ― ― 熊上　崇 × ○ 　 ―

― 障がい者の学習支援 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

いじめ・不登校の心理学 
人数制限
（抽選）

有 集中講義 ― 中村　扶実子 × ○ ―

学習・言語心理学 なし ― 前期 ― 鈴木　敦子 × ○ ―

教育心理学の理論 なし ― 前期 時間割外 加藤　慧 × ○ ―

社会・集団・家族心理学 なし ― 後期 ― 坂井　敬子 × ○ ―

― 近代日本の社会と教育 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ―

現代日本の社会と教育 なし ― 前期 ― ― 稲葉　浩一 × ○ 　 ―

初等教育方法（情報通信技術の活用含む）[1] なし ― 後期 ― 大西・稲葉 × ○
「初等教育方法」から
科目名変更

― 必修
＊幼児学生

初等教育方法（情報通信技術の活用含む）[2] なし ― 前期 ― 薄田・稲葉 × ○
「初等教育方法」から
科目名変更

― 必修
＊初等学生

子どもの発達と地域社会 なし ― 前期 時間割外 ― 桐島　次郎 × ○ 隔年開講 ―

教育社会学 なし ― 後期 ― ― 稲葉　浩一 × ○ ―

児童福祉 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 一瀬　早百合 × ○ ― 選択 必修

生活指導論 なし ― 前期 ― 関口　武 × ○ ―

社会教育論 条件付 ― 後期 ― 岩本　陽児 ○ ○ 「生涯学習論」修得者のみ履修
可

―

― 学校文化論 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ―

環境教育論 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 角田　季美枝 ○ ○ ―

こどもの発達と文化―育む仕事― なし ― 後期
(隔週2コマ)

― 大屋　壽海 × ○ ―

演劇と教育 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 柏木　陽 ○ ○ ―

世界の教育と子育て なし ― 後期 ― 影山　奈々美 × ○ ― 選択 必修

― 子どもと大人の関係史 ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

幼小教育課程論 なし ― 後期 ― ― ― 富樫　千紘 × ○ ― 必修

― 保育内容の歴史と国際比較 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― 福祉のまちづくりと教育 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

グローバリゼーションと教育 なし ― 後期 時間割外 ― 谷川　由佳 × ○ ― 選択 必修

小学校英語の研究 なし ― 前期 ― ― ― 高野　のぞみ × ○ 小のみ 選択 必修

学校体系論
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 小野　方資 × ○ ― 選択 必修

― ワークショップデザイン入門 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、教育と芸術Aか
ら科目名変更

―

アートワークショップと地域芸術祭 なし ― 後期 ― 中村　仁美 × ○
教育と芸術Bから科目
名変更

―

― 教育法学 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

いじめ・不登校の教育学 なし ― 前期 ― 稲葉　浩一 × ○ ―

― 青年の自立と社会 ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、隔
年開講

―

― 青年の生活文化と教育 ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

フィールドワーク（生涯学習1） 許可 ― 前期 ― ― 岩本　陽児 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決
定

―

フィールドワーク（生涯学習2） 許可 ― 後期 ― ― 岩本　陽児 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決
定

―

学
科
専
門
科
目

←
〔
心
理
学
の
基
礎
・
応
用
〕

〔
教
育
学
の
基
礎
〕

〔
教
育
学
の
応
用
〕
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。
 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。
注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2020～2022年度入学生用）

年 年 年 年

開 講 期
形 態

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2020～2022年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

教職概論 なし ― 後期 ― ― 辻　直人 × ○ 　 小のみ 選択 必修

初等教育心理学[1] なし ― 前期 ― 阿部　慶賀　 × ○
幼小
のみ

― 初等教育心理学[2] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
幼小
のみ

教育課程論 なし ― 前期 ― ― ― 五十嵐　敏文 × ○
幼小
のみ

必修
＊初等学生

保育カリキュラム論 なし ― 後期 ― ― ― 大西　公恵 × ○
保幼
のみ

必修
＊幼児学生

国語の内容・構成[1] なし ― 前期 ― ― ― 大西　公恵 × ○ 小のみ

国語の内容・構成[2] なし ― 後期 ― ― ― 大西　公恵 × ○
保幼
のみ

― 国語の内容・構成[3] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

社会科の内容・構成１ なし ― 後期 ― ― 辻　直人 × ○ 小のみ 選択 必修

社会科の内容・構成２ なし ― 前期 ― ― 富樫　千紘 × ○ 小のみ 選択 必修

算数の内容・構成[1] なし ― 後期 ― 加川　博道 × ○ 小のみ

算数の内容・構成[2] なし ― 後期 ― 加川　博道 × ○
保幼
のみ

― 算数の内容・構成[3] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

理科の内容・構成 なし ― 前期 ― ― 五十嵐　敏文 × ○ 小のみ 選択 必修

生活科の内容・構成[1] なし ― 後期 ― ― 薄田　太一 × ○ 　 小のみ

生活科の内容・構成[2] なし ― 後期 ― ― 五十嵐　敏文 × ○
保幼
のみ

― 生活科の内容・構成[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

音楽（楽器演奏1） なし ― 後期 ― ― 根来　章子 × ○ 　 小のみ 選択 必修

― 子どもの音楽[1] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 小のみ 選択 必修

子どもの造形[1] クラス指定 ― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 小のみ 選択 必修

子どもの造形[2] クラス指定 ― 前期 ― 中村　仁美 × ○ 小のみ 選択 必修

家庭科の内容・構成[1] なし ― 前期 ― ― ― 伏島　礼子 × ○ 小のみ 選択 必修

― 家庭科の内容・構成[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 小のみ 選択 必修

子どもの体育[1] クラス
指定必修

― 後期 ― 北原　澄高 × ○
保幼
のみ

子どもの体育[2] クラス
指定必修

― 後期 ― 北原　澄高 × ○
保幼
のみ

子どもの体育[3] なし ― 後期 ― 淺川　俊彦 × ○ 小のみ

子どもの遊び クラス指定 ― 通年
(隔週1コマ)

― 中村　仁美 ○ ○
保幼
のみ

遊びの研究 クラス指定 ― 前期 ― ― ― ― 根来　章子 × ○
保幼小
のみ

子どもの言葉と文化[1] なし ― 後期 ― ― ― 韓　仁愛 × ○
保幼
のみ

― 子どもの言葉と文化[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講
保幼
のみ

スポーツ実技[1] クラス
指定必修

― 前期 ― 北原  澄高 × ○
保幼
のみ

スポーツ実技[2] クラス
指定必修

― ―
保幼
のみ

スポーツ実技[3][幼児教育課程以外の学生] 許可 ― ― ―
4月許可手続き期間
に履修者決定

幼小
のみ

教育原理 なし ― 前期 ― ― 大西　公恵 × ○
保幼小
のみ

選択 必修

初等教育の制度と社会 なし ― 後期 ― ― 小野・富樫 × ○ 　
保幼小
のみ

必修

必修

必修

必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

学
科
専
門
科
目

〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
基
礎
〕
　
→

前期 北原  澄高 × ○
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。
 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。
注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2020～2022年度入学生用）

年 年 年 年

開 講 期
形 態

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
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修

全
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22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2020～2022年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

初等道徳教育論 なし ― 前期 ― ― 小野　方資 × ○ 小のみ 選択 必修

初等特別活動論および総合的な学習の時間 なし ― 後期 ― ― 薄田・加川 × ○ 小のみ 選択 必修

初等生徒指導論 なし ― 前期 ― ― 加川・富樫 × ○ 　 小のみ 選択 必修

教職キャリア研究A クラス指定 ― 通年 ― ― 五十嵐・薄田・富樫 ○ ○ 小のみ

教職キャリア研究B[1] クラス指定 ― 前期 ― ― ― ― 稲葉・薄田 ○ ○ 小のみ

保育原理 なし ― 前期 ― 山口　理沙 × ○ 保幼のみ 選択 必修

子どもの造形[4] クラス
指定必修

― 前期 ― 中村　仁美 × ○
保幼
のみ

子どもの造形[5] クラス
指定必修

― 前期 ― 中村　仁美 × ○
保幼
のみ

子どもの音楽[2] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 根来　章子 × ○
保幼
のみ

子どもの音楽[3] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 根来　章子 × ○
保幼
のみ

子どもの音楽[4] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 後藤　紀子 × ○
保幼
のみ

子どもの音楽[5] クラス
指定必修

― 前期 ― ― 後藤　紀子 × ○
保幼
のみ

― 子どもの音楽[6] ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 幼のみ 　

音楽（楽器演奏1）[2] クラス指定 ― 前期 ― 根来　章子 × ○
保幼
のみ

音楽（楽器演奏1）[3] クラス指定 ― 前期 ― 根来　章子 × ○
保幼
のみ

― 音楽（楽器演奏1）[4] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

― 音楽（楽器演奏1）[5] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

― 音楽（楽器演奏1）[6] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

音楽（楽器演奏2）[1] クラス指定 ― 後期 ― 根来　章子 × ○
保幼
のみ

音楽（楽器演奏2）[2] クラス指定 ― 後期 ― 根来　章子 × ○
保幼
のみ

― 音楽（楽器演奏2）[3] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

― 音楽（楽器演奏2）[4] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

― 音楽（楽器演奏2）[5] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

― 音楽（楽器演奏3）[1] ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講
保幼
のみ

― 音楽（楽器演奏3）[2] ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講
保幼
のみ

子どもの生活と英語[1] 人数制限
（抽選）

有 前期 ― レイナルド・バイ
サ・ベントゥーラ

× ○
保幼
のみ

― 子どもの生活と英語[2] ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講
保幼
のみ

保育者論 なし ― 前期 ― ― 粕谷　亘正 × ○ 　
保幼
のみ

選択 必修

相談援助[1] なし ― 前期 ― ― 一瀬　早百合 × ○ 　
保幼
のみ

　

― 相談援助[2] ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講
保幼
のみ

　

社会的養護[1] 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 一瀬　早百合 × ○ 　 ― 　

― 社会的養護[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ― 　

家族援助論 なし ― 後期 ― 打越　雅祥 × ○ ― 選択 必修

子どもと家庭支援の心理学[1] なし ― 後期 時間割外 ― 土永　葉子 × ○ 　 ―

― 子どもと家庭支援の心理学[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

学
科
専
門
科
目

←
　
〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
基
礎
〕
　
→

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。
 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。
注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2020～2022年度入学生用）

年 年 年 年

開 講 期
形 態

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2020～2022年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

― 子どもの理解と援助 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

― 精神保健 ― ― ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、隔
年開講

保幼小
のみ

　

保育内容総論[1] なし ― 前期 ― ― 粕谷　亘正 × ○ 　
保幼
のみ

― 保育内容総論[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

― 保育内容総論[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

乳児保育[1] なし ― 後期 ― ― 韓　仁愛 × ○ 　
保幼
のみ

乳児保育[2] なし ― 後期 ― ― 韓　仁愛 × ○ 幼のみ

― 乳児保育[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

乳児保育の理論 なし ― 前期 ― ― 韓　仁愛 × ○ 　
保幼
のみ

選択 必修

特別なニーズのある乳幼児へ
の保育と教育[1]

なし ― 後期 ― ― 辻　あゆみ × ○ 　
保幼
のみ

― 特別なニーズのある乳幼児へ
の保育と教育[2]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講
保幼
のみ

初等教育相談 なし ― 後期 時間割外 ― ― 鈴木　康弘 × ○
保幼小
のみ

必修

初等教科教育法（国語） なし ― 後期 ― ― ― 泉　宜宏 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（社会） なし ― 前期 ― ― ― 辻　直人 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（算数） なし ― 前期 ― ― 加川　博道 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（理科） なし ― 後期 ― ― ― 五十嵐　敏文 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（生活） なし ― 前期 ― ― ― 薄田　太一 × ○ 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（音楽）[1]
クラス

指定必修
― 後期 ― ― 仲条　幸一 × ○ 　 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（音楽）[2]
クラス

指定必修
― 後期 ― ― 仲条　幸一 × ○ 　 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（図画工作）[1]
クラス

指定必修
― 後期 ― ― 中村　仁美 × ○ 　 小のみ

初等教科教育法（図画工作）[2]
クラス

指定必修
― 後期 ― ― 中村　仁美 × ○ 　 小のみ

初等教科教育法（家庭）[1] なし ― 後期 ― ― ― 伏島　礼子 × ○ 小のみ 選択 必修

― 初等教科教育法（家庭）[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（体育） なし ― 前期 ― ― 淺川　俊彦 × ○ 　 小のみ 選択 必修

初等教科教育法（英語） なし ― 後期 ― ― ― 高野　のぞみ × ○ 小のみ 選択 必修

子ども理解と保育・教育相談[1] なし ― 後期 ― ― 常田　秀子 × ○ 　
保幼
のみ

― 子ども理解と保育・教育相談[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

小児保健1[1] なし ― 前期 時間割外 ― 桜井　ますみ × ○ 　
保幼
のみ

選択 必修

小児保健2[1] なし ― 後期
（隔週2コマ）

― ― 味田　徳子 × ○
保幼
のみ

　

― 小児保健2[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

　

小児栄養[1] クラス指定 ― 前期
（隔週2コマ）

― ― 鈴木　恵子 × ○
保幼
のみ

選択 必修

小児栄養[2] クラス指定 ― 後期
（隔週2コマ）

― ― 鈴木　恵子 × ○
保幼
のみ

選択 必修

保育内容（ことば）[1] なし ― 前期 ― 山口　理沙 × ○ 　
保幼
のみ

― 保育内容（ことば）[2] ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講
保幼
のみ

― 保育内容（ことば）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

←
〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
基
礎
〕

〔
初
等
教
育
・
保
育
教
育
研
究
の
応
用
〕
　
→

学
科
専
門
科
目

選択 必修



124 ● ●

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。
 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。
注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2020～2022年度入学生用）

年 年 年 年

開 講 期
形 態

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2020～2022年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

保育内容（表現）[1] なし ― 後期 ― ― 根来　章子 × ○ 　
保幼
のみ

保育内容（表現）[2] なし ― 後期 ― ― 中村　仁美 × ○
保幼
のみ

― 保育内容（表現）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 幼のみ

保育内容（生活と環境）[1] なし ― 後期 ― ― 粕谷　亘正 × ○ 　 保幼
のみ

― 保育内容（生活と環境）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

― 保育内容（生活と環境）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

保育内容（人間関係）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― 粕谷・一瀬 × ○
保幼
のみ

保育内容（人間関係）[2] クラス
指定必修

― 後期 ― 粕谷・一瀬 × ○
保幼
のみ

― 保育内容（人間関係）[3] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

保育内容（健康）[1] なし ― 後期 ― ― ― 北洞　誠一 × ○
保幼
のみ

選択 必修

― 保育内容（健康）[2] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講
保幼
のみ

選択 必修

養護内容[1] なし ― 後期
(隔週2コマ）

― ― 一瀬　早百合 × ○ 　 保幼
のみ

― 養護内容[2] ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講
保幼
のみ

― 療育福祉論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

教育実習事前・事後指導（初等）[1]
クラス

指定必修
― 通年 ― ― ― ― 薄田・五十嵐 × ○ 小のみ

教育実習事前・事後指導（初等）[2]
クラス

指定必修
― 通年 ― ― ― ― 山口　理沙 × ○ 幼のみ

教育実習（初等）[1] クラス
指定必修

― 通年 ― ― ― ― 薄田・五十嵐 × ○ 小のみ

教育実習（初等）[2] クラス
指定必修

― 通年 ― ― ― ― 山口　理沙 × ○ 幼のみ

教職・保育実践演習(小・幼・保)[1]
クラス

指定必修
― 後期 ― ― ― ― 薄田・五十嵐 × ○ 小のみ

教職・保育実践演習(小・幼・保)[2]
クラス

指定必修
― 後期 ― ― ― ― 山口　理沙 × ○

保幼
のみ

保育実習指導1（保育所）[1]
クラス

指定必修
― 通年 ― ― ― 韓　仁愛 × × 保のみ

― 保育実習指導1（保育所）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習指導1（施設）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 一瀬　早百合 × × 保のみ

― 保育実習指導1（施設）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習1（保育所）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 韓　仁愛 × × 保のみ

― 保育実習1（保育所）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習1（施設）[1] クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― 一瀬　早百合 × × 保のみ

― 保育実習1（施設）[2] ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 保のみ

保育実習指導2 クラス
指定必修

― 通年 ― ― ― ― 粕谷　亘正 × × 保のみ

保育実習指導3 クラス
指定必修

― 通年 ― ― ― ― 常田　秀子 × × 保のみ

保育実習2（保育所） クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― ― 粕谷　亘正 × × 保のみ

保育実習3（施設） クラス
指定必修

― 後期 ― ― ― ― 常田　秀子 × × 保のみ

学校インターンシップA クラス指定 ― 通年
(隔週1コマ）

― 富樫・加川・小野 × ○ 「学校インターンシップB」か
ら名称変更

― 選択 必修

学校インターンシップB クラス指定 ― 通年 ― ― 大西・辻・加川 × ○ 時間割外実習科目、「学校イン
ターンシップC」から名称変更

― 選択 必修

学校インターンシップC クラス指定 ― 通年
(隔週1コマ）

― ―
辻・大西・加
川

× ○ 「学校インターンシップA」か
ら名称変更

― 選択 必修

選択 必修

選択 必修

選択 必修

〔
実
習
及
び
実
習
指
導
〕

選択 必修

選択 必修

選択 必修

←
　
〔
初
等
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育
教
育
研
究
の
応
用
〕

学
科
専
門
科
目

選択 必修
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。
 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。
注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2020～2022年度入学生用）

年 年 年 年
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形 態
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22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2020～2022年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

学校インターンシップD クラス指定 ― 通年 ― 山口　理沙 ○ ○ 「学校インターンシップB」か
ら名称変更、時間割外実習科目

― 選択 必修

― 学校特別支援インターンシップ ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

保育インターンシップ[1] クラス指定 ― 通年 ― ― 粕谷　亘正 ○ ○ 時間割外実習科目 ― 選択 必修

― 保育インターンシップ[2] ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ― 選択 必修

― フィールドワークＡ ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講 ― 　

― フィールドワークＢ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― フィールドワークＣ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― フィールドワークＤ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― フィールドワークE ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

― フィールドワークF ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―

発達心理学演習 ― ― ― 常田　秀子 　

臨床心理学演習 ― ― ― 末木　新 　

教育方法学演習 ― ― ― 大西　公恵

教育文化論演習 ― ― ― 辻　直人

保育文化論演習 ― ― ― 粕谷　亘正 

青年心理学演習 ― ― ― 髙坂　康雅

教育社会学演習 ― ― ― 稲葉　浩一

現代学校論演習 ― ― ― 小野　方資

― 児童心理学演習 ― ― ― ― 2025年度休講

学校教育学演習 ― ― ― 五十嵐　敏文

幼児教育学演習 ― ― ― 山口　理沙 　

社会心理学演習 ― ― ― 坂井　敬子

保育表現演習 ― ― ― 根来　章子

児童福祉論演習 ― ― ― 一瀬　早百合

学校経営論演習 ― ― ― 富樫　千紘

保育実践論演習 ― ― ― 韓　仁愛

障がい児心理学演習 ― ― ― 熊上　崇

認知心理学演習 ― ― ― 阿部　慶賀

初等教育学演習 ― ― ― 薄田　太一

健康・医療心理学演習 ― ― ― 小松　賢亮

学
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は心理教育学科生以外も履修可能です。「×」は心理教育学科生専用です。

注10）履修制限について……………………「保」とは保育士課程申請者、「幼」とは幼稚園課程申請者、「小」とは小学校課程申請者を示しています。
 　　 履修制限のある科目については、子ども教育専修説明会に出席し、履修方法について確認してください。
注11）必修、選択必修について……………子ども教育専修の卒業要件を示します。

心理教育学科子ども教育専修専門科目（2020～2022年度入学生用）

年 年 年 年
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22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　心心理理教教育育学学科科　　子子どどもも教教育育専専修修　　授授業業一一覧覧表表
2020～2022年度入学生用

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種　別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考 履修制限 必修
選択必修

卒業論文[常田] ― ― ― ― 常田　秀子

卒業論文[末木] ― ― ― ― 末木　新

卒業論文[大西] ― ― ― ― 大西　公恵

卒業論文[辻] ― ― ― ― 辻　直人

卒業論文[粕谷] ― ― ― ― 粕谷　亘正

卒業論文[髙坂] ― ― ― ― 髙坂　康雅

卒業論文[富樫] ― ― ― ― 富樫　千紘

卒業論文[小野] ― ― ― ― 小野　方資

― 卒業論文[菅野] ― ― ― ― ― 2025年度休講

卒業論文[五十嵐] ― ― ― ― 五十嵐　敏文

卒業論文[山口] ― ― ― ― 山口　理沙

卒業論文[坂井] ― ― ― ― 坂井　敬子

卒業論文[根来] ― ― ― ― 根来　章子

卒業論文[一瀬] ― ― ― ― 一瀬　早百合

卒業論文[韓] ― ― ― ― 韓　仁愛

卒業論文[熊上] ― ― ― ― 熊上　崇

卒業論文[阿部] ― ― ― ― 阿部　慶賀

卒業論文[稲葉] ― ― ― ― 稲葉　浩一

卒業論文[薄田] ― ― ― ― 薄田　太一

卒業論文[小松] ― ― ― ― 小松　賢亮

＜学部共通科目＞　※学生自主企画ゼミナールの総合計単位数は1年間で4単位まで、卒業までに8単位までしか履修できない。

社会学A なし ― 前期 ― 田川　夢乃 × ○ ―

― 社会学B ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ―

心理学概論 なし ― 前期 時間割外 阿部　慶賀 × ○ ―

教育学 なし ― 前期 時間割外 稲葉他
子ども教育専修教員

× ○ ―

国際関係学 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 中力　えり × ○ ―

女性学 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 西山　千恵子 × ○ ―

男性学 なし ― 前期 ― 加藤　敦也 × ○ ―

社会福祉 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 一瀬　早百合 × ○ ―

文化人類学 なし ― 集中講義 時間割内 矢野原　佑史 × ○ ―

生態学 なし ― 後期 ― 上野　健 × ○ ―

― 環境思想論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 ―

学生自主企画ゼミナールA なし ― 後期 ― ― 制野　俊弘 ※ ○ ―

― 学生自主企画ゼミナールB ― ― ― ― ― ― ※ ○ 2025年度休講 ―

― インターンシップ ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講 ―
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● ● 127　Ｐ　心理教育学科　子ども教育専修（２０２０～2022年度入学生）

子ども教育専修の学生は、小学校教諭一種免許状や幼稚園教諭一種免許状を取得するのに必
要な単位を取ることで、卒業に必要な多くの単位を修得することができます。初等教育課程の
学生は、小学校教諭一種免許状と幼稚園教諭一種免許状の両方（またはどちらか）の取得を目
指し、 ２年次に教学支援課に受講申請を行います。幼児教育課程の学生は、 １年次から幼稚園
教諭一種免許状と保育士資格取得を目指します。取得予定の教員免許に応じて、免許状取得の
ために履修しなくてはならない科目が異なりますので、免許状取得を見据えて、 １年次から必
要な科目を履修していくとよいでしょう。
詳しくは、資格課程の手びきを参照してください。

卒業に必要な単位数を修得すると、みなさんは「学位（学士）」を取得できます。学位（学士）
の取得を基礎要件とするさまざまな資格がありますが、必要な単位を修得することによってそ
のうちのいくつかの資格を取得することができます。詳しくは資格課程の手びきを参照してく
ださい。

小学校教諭一種免許状
幼稚園教諭一種免許状

図書館司書
学校図書館司書教諭
社会教育主事
博物館学芸員

児童指導員（任用資格）※
社会福祉主事（任用資格）※

※児童指導員とは養護や療育を必要とする子どもが入所する児童福祉施設（児童発達支援セ
ンター、児童養護施設など）において、子どもたちの健全な育成を支援する者に必要とされる
資格です。
※社会福祉主事とは福祉事務所や児童相談所等において援護、育成・更生などに関する相談

業務（ソーシャルワーク）を行う者に要求される資格です。詳しくは大学ホームページを参照
してください。

保育士資格（幼児教育課程のみ対象、詳しくは、P12８～を参照すること）

心理教育学科子ども教育専修生が取得できる免許状・資格は上のとおりです。
他学科・他専修で認定を受けている免許状取得を希望する場合は、教学支援課窓口で相談し

てください。

５．取得できる資格
（ １）�子ども教育専修

において取得で
きる教員免許

（ ２）�取得できる資格 
・免許状の種類
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心理教育学科は、「出生から死に至るまでの人の一生涯にわたる人間発達」を考える学科で
すが、発達の土台をつくる乳幼児期の発達について学ぶことを重視しています。近年、子ども
の生活環境の急激な変化や、子どもの保育を必要とする家庭の急増など、子どもを巡る大きな
変化が起こっています。
心理教育学科では、保育に携わる者に必要とされる現代的な資質として、以下の ３点がある

と考えています。

（ 1）知性と批判精神、人間愛ゆたかな生活者：子どもとその保護者、保育や保育者のおかれ
た状況と課題を広い視野からとらえ、能動的に状況と関わる社会人になることを目指します。
（ ２）専門的探究に裏付けられた子どもの理解者：人間に対する豊かな愛情が、専門的知識を
ともなう深い子ども理解に裏付けられたとき、ほんとうに子どもの味方になれると考えていま
す。
（ ３）豊かな感性と表現力、コミュニケーション力を持つ教育者：乳幼児の保育担当者として
の、実践的専門性・職能を身につけることも大切です。楽しんで学びながら、豊かな感性や創
造力をもつ保育者としての資質・技術が育ってほしいと考えています。

心理教育学科では、これらの資質を持った保育士を養成する専修を２０１０年度に立ち上げまし
た。さらに、２０１５年度には、子ども教育専修の中に発展的に位置づけられました。

心理学・教育学のカリキュラムが整った心理教育学科で、保育士資格を目指すことができま
す。保育士資格を目指すみなさんには、資格取得だけではなく、心理学や教育学を深く関心を
持って学んでもらいたいと考えています。
また、和光大学全体のカリキュラムでは、現実の問題と学問の関連性を大切にしています。

保育士資格のカリキュラムでも、実際に子どもと接することから、研究の課題を見つけ、さら
に深く学ぶ、というプロセスを大切にしています。

なお、保育士資格を取得するためには、幼児教育課程の卒業要件となる必修科目とは別に、
１年次から修得しなくてはならない単位が数多くあります。詳しくは、「保育士養成課程授業
一覧表」（Ｐ1３０～1３１）を参照してください。

各学年のおおまかな目標は次のとおりです。
１年次：基礎：保育の考え方や基礎概念を理解する。
　　　　子どもと関わり学修課題を発見する。
２年次：総合演習・方法演習：研究方法を身につける。各論を学ぶ。
　　　　保育技術の基礎を学ぶ。
３年次：演習：関心領域を深める。
　　　　実習：子どもとの関わりを通して、学修の成果を試す。
４年次：卒論作成：研究をまとめ、伝える。
　　　　実習：子どもとの関わりを通して、学修の成果を試す。

保育士資格は、心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生のみが取得することができ
る資格です。
保育士資格を取得するには、保育士資格に必要な単位を修得し、同時に和光大学心理教育学

科を卒業するために必要な単位を修得しなくてはなりません。保育士資格取得のための単位は、
心理教育学科を卒業するために必要な単位の一部とみなすことができます。

６．保育士資格
（ １）�保育士資格につ

いて

（ ２）�カリキュラムの
特徴

各学年の特徴

（ ３）�保育士資格取得
のための科目履
修の手続きにつ
いて
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保育士資格取得のためのそれぞれの科目は、子ども教育専修の卒業要件にかかわる科目群の
いずれかに当てはめることができます。心理教育学科の卒業要件についてはＰ１１６を、それぞ
れの科目がどの科目群にあてはまるかについては、Ｐ１３０からの「保育士養成課程授業一覧表」
を見てください。

保育士資格取得に関する注意
・指定された履修学年に、それぞれの科目をできるだけ履修してください。
・ある科目を「保育士資格取得のための科目」として履修する場合と、一般の「共通教養科目」
「心理教育学科専門科目」等として履修する場合とでは、履修のための基準（出席しなくては
ならない授業回数など）が異なることがあります。年度初めの説明会やオリエンテーションで
の説明および授業担当者の指示をよく聞いてください。

・厚生労働省、文部科学省による、保育園・幼稚園の一体的運営の流れの中で、幼児教育課程
の学生には幼稚園教諭一種免許と保育士資格を共に取得することを強く推奨しています。
・保育士資格取得のために必要な科目と、幼稚園教諭一種免許取得に必要な科目は、かなり重
複しています。幼稚園教諭免許については資格課程の手びきを参照してください。

①保育実習 １、 ２、 ３の開拓条件
開拓実施前年度終了時に、 １年次開講の別表 １科目のうち単位未修得科目が 2科目 4単位以

下であること。
②保育実習 １参加条件
保育実習実施前年度終了時に、 １、 ２年次開講の別表 １科目のうち単位未修得科目が 2科目
4単位以下であり、実習実施年度に ３年次前期開講科目の「保育実習指導 １（保育所）」およ
び後期開講科目の「保育実習指導 １（施設）」を単位修得見込みであること。
③保育実習 ２、 ３の参加条件
「保育実習 １」の単位を修得見込みであること。
※�参加条件を満たしていても実習に赴くのにふさわしくないと総合的に判断される場合には、
保育実習には参加できません。

※科目等履修について
幼児教育課程の学生で、卒業までに保育士資格に必要な単位を修得できなかった場合、「科

目等履修生」として、卒業後に必要科目を履修申請することができます。
詳しくは、「資格課程の手びき」の科目等履修生のページをご覧ください。

幼稚園教諭免許と保
育士資格の関係

保育実習の実習先開
拓および実習参加条
件

保育士資格取得のための単位は、「児童福祉法施行規則」に基づき、以下のような科目群が
含まれます。

〈�２０20～2022年度 
入学生〉

教科目の種別
保育士資格取得
における法規上
必要単位数

保育士資格取得におけ
る本学必要修得単位数 備　　　　考
必修 選択 計

教養科目 ８単位以上 5単位 ６単位
　以上

１1単位
　以上

「子どもの生活と英語」「運動と身
体の科学」各 ２単位、「スポーツ実
技」 １単位必修。それ以外に６単位
以上。

告示別表第 １による教
科目 ５１単位以上 ６7単位 ６7単位

告示別表第 ２による教
科目 ９単位以上 0単位 9単位

　以上
９単位
　以上

「保育実習 ２（保育所）」と「保育実習
指導 ２」計 ３単位、または「保育実習
３（施設）」と「保育実習指導 ３」計 ３
単位のいずれか必修。それ以外に 6
単位以上。

合計 ６８単位以上 72単位 15単位
　以上

８7単位
　以上

これ以外に、心理教育学科の卒業要
件として履修必要な単位もあるた
め、卒業要件を確認すること。
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⎩
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎧

現代人間学部　心理教育学科　保育士養成課程授業一覧表
＜教養科目＞　対象＝２０20～２０２２年度子ども教育専修幼児教育課程入学生

対象＝２０20～２０２２年度子ども教育専修幼児教育課程入学生

児童福祉法施行規則告示に定める教科目 本学授業科目

備　考
系列 教科目 授業

形態 単位数 コード番号
左に対応して開設
されている教科目

授業
形態

オ
ン
ラ
イ
ン 

　
　
　

科
目

単位数
必
修

選
択 計

教
養
科
目

外国語、体
育以外の科
目

不問

６
単
位
以
上

― 教育の考え方 講義 2 2 2025年度休講
３１１8 子どもと教育の歴史 講義 2 2
３１19 子どもと家族の歴史 講義 2 2
１２０５ 里山保全の理論　※ ２ 講義 2 2
3117 ジェンダーと教育 講義 2 2
3411 こどもの発達と文化　―育む仕事― 講義 2 2
3116 教育の思想 講義 2 2
3115 教育と社会 講義 2 2

外国語 演習 ２ 3482 子どもの生活と英語　※ １ 演習 2 2

体育
講義 １ ３４０２ 運動と身体の科学 講義 2 2
実技 １ ３４52/３４53 スポーツ実技 実技 1 1

設置単位数 １０単位以上
本学必要修得単位数 ５ ６ １１

履修単位数 ８単位以上

こ
の
中
か
ら
６
単
位
以
上
必
ず
修
得

＜別表 １＞
児童福祉法施行規則

告示別表第 １による教科目 本学授業科目

備　考
系列 教科目 授業

形態 単位数 コード番号 左に対応して開設
されている教科目

授業
形態

オ
ン
ラ
イ
ン 

　
　
　

科
目

単位数
必
修

選
択 計

保
育
の
本
質
・
目
的

に
関
す
る
科
目

保育原理 講義 ２ 3462 保育原理 講義 ２ ２
教育原理 講義 ２ 3455 教育原理 講義 ２ ２
子ども家庭福祉 講義 ２ 3190 児童福祉 講義 ２ ２
社会福祉 講義 ２ 3008 社会福祉 講義 ２ ２
子ども家庭支援論 講義 ２ 3489 家族援助論 講義 ２ ２
社会的養護Ⅰ 講義 ２ 3487 社会的養護 講義 ２ ２
保育者論 講義 ２ 3484 保育者論 講義 ２ ２

保
育
の
対
象
の
理
解

に
関
す
る
科
目

保育の心理学 講義 ２ 3401 発達心理学 講義 ２ ２
子ども家庭支援の心理学 講義 ２ 3490 子どもと家庭支援の心理学 講義 時間割外 ２ ２

子どもの理解と援助 演習 １ 3517 子ども理解と保育・
教育相談 演習 ２ ２

子どもの保健 講義 ２ 3519 小児保健 1 講義 時間割外 ２ ２
子どもの食と栄養 演習 ２ 3522/3523 小児栄養 演習 ２ ２

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保育の計画と評価 講義 ２ 3426 保育カリキュラム論 講義 ２ ２
保育内容総論 演習 １ 3494 保育内容総論 演習 ２ ２

保育内容演習 演習 ５

3530 保育内容（生活と環境）

演習

２ ２
3524 保育内容（ことば） ２ ２

3533/3534 保育内容（人間関係） ２ ２
3527/3528 保育内容（表現） ２ ２
3536 保育内容（健康） ２ ２

保育内容の理解と
方法 演習 ４

3465/3466 
3467/3468 子どもの音楽

演習

２ ２

3463/3464 子どもの造形 ２ ２
3445/3446 子どもの体育 ２ ２
3450 子どもの言葉と文化 ２ ２

乳児保育Ⅰ 講義 ２ 3500 乳児保育の理論 講義 ２ ２
乳児保育Ⅱ 演習 １ 3497 乳児保育 演習 ２ ２
子どもの健康と安全 演習 １ 3520 小児保健 2 演習 １ １

障害児保育 演習 ２ 3501 特別なニーズのある
乳幼児への保育と教育 演習 ２ ２

社会的養護Ⅱ 演習 １ 3538 養護内容 演習 ２ ２
子育て支援 演習 １ 3485 相談援助 演習 ２ ２

保
育
実
習

保育実習Ⅰ 実習 ４
3550 保育実習 1（保育所）

実習
２ ２

3552 保育実習 1（施設） ２ ２

保育実習指導Ⅰ 演習 ２
3546 保育実習指導1（保育所）

演習
２ ２

3548 保育実習指導1（施設） ２ ２
総
合

演
習 保育実践演習 演習 ２ 3545 教職・保育実践演習

（小・幼・保） 演習 ２ ２

設置単位数 ５１単位以上
本学必要修得単位数 67 ６７

履修単位数 ５１単位以上
※ １　外国語の卒業必修 ４単位には含まれません。
※ ２　共通教養科目として卒業要件の２０単位に含まれます。

保
育
実
習
に
関
わ
る
単
位
修
得
条
件
が
あ
り
ま
す
。　

１
２
９
ペ
ー
ジ「
保
育
実
習
の
実
習
先
開
拓
お
よ
び
実
習
参
加
条
件
」を
参
照
。

保育士資格取得に関
する授業一覧表
《�2020～202２年度入
学生》

⎩
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⎜
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⎜
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対象＝２０20～２０２２年度子ども教育専修幼児教育課程入学生＜別表 ２＞
児童福祉法施行規則

告示別表第 ２による教科目 本学授業科目

備　考
系列 教科目 授業

形態 単位数 コード番号 左に対応して開設
されている教科目

授業
形態

オ
ン
ラ
イ
ン 

　
　
　

科
目

単位数
必
修
選
択計

保
育
の
本
質
・
目

的
に
関
す
る
科
目

各指定保育
士養成施設
において設
定

不問

１
５
単
位
以
上

3120 保育学 講義 2 2 ※

保
育
の
対
象
の
理

解
に
関
す
る
科
目

― 発達とコミュニケーション 講義 2 2 ※　2025年度休講

3159 発達障がいの基礎 講義 2 2 ※

― 精神保健 講義 2 2 ※　2025年度休講

保
育
の
内
容
・
方
法
に

関
す
る
科
目

3189 子どもの発達と地域社会 講義 時間割外 2 2 ※

3413 幼小教育課程論 講義 2 2 ※

3405/3406 初等教育方法（情報通信技術の活用含む）　※ ３ 講義 2 2 ※

3199 学校インターンシップＤ 演習 2 2 ※

3558 保育インターンシップ 演習 2 2 ※

保
育
実
習

保育実習Ⅱ 実習 ２ 3556 保育実習 2（保育所）実習 2 2

　選択必修
保育実習指導Ⅱ 演習 １ 3554 保育実習指導 2 演習 1 1
保育実習Ⅲ 実習 ２ 3557 保育実習 3（施設） 実習 2 2
保育実習指導Ⅲ 演習 １ 3555 保育実習指導 3 演習 1 1
設置単位数 １８単位以上 本学必要修得単位数 0 9 ９履修単位数 ９単位以上

〔　〕
〔　〕

※印科目から ６単位以上必ず修得
※ ３� 「初等教育方法」を履修済みの場合は「初等教育方法（情報通信技術の活用含む）」を履
修する必要はありません。
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保育士資格取得に関する規程

（趣　　旨）
第　 １　条　　この規程は、和光大学学則（以下「学則」という。）第３１条第 ２項の規定
による保育士の資格取得に関する必要な事項を定めるものとする。

（指定保育士養成施設の位置と名称）
第　 ２　条　　和光大学（以下「本学」という。）で保育士養成を行う位置は、次のとお
りとする。

東京都町田市金井ヶ丘五丁目 １番 １号　和光大学現代人間学部心理教育学科子ども教育専
修

（資格取得要件）
第　 ３　条　　保育士資格を取得するには、本学現代人間学部心理教育学科子ども教育専
修幼児教育課程の卒業に必要な単位を修得するとともに、下記の単位数を別表 １、別表
２及び別表 ３に定める教科目の単位として修得しなければならない。

科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

体育
科目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
子ども教育専修
幼児教育課程

６単位以上 ２単位以上 ３単位以上 ６９単位 ９単位以上 ０単位以上 ８９単位

（修業年限・定員）
第　 ４　条　本学現代人間学部心理教育学科子ども教育専修の修業年限及び定員につ

いては、次のとおりとする。
修業年限　　　 ４年
入学定員　　　４５名
編入学定員　　 ０名
学生定員　　 １８０名
（単位の計算）
第　 ５　条　　授業科目の単位計算方法は、学則及び履修規程に定めるところによる。
ただし、保育実習については、４５時間の授業をもって １単位とする。また、別表 ３に

定める教科目「外国語」については、１５時間の授業をもって １単位とする。
（単位の認定）
第　 ６　条　　授業を履修し、全授業時間数の ３分の ２以上出席した者は、試験又は

研究報告（レポート等）の学習成果により合格と評価された場合、所定の単位を与える。
ただし、実習に関する教科目については、全授業時間数の ５分の ４以上出席した者に

たいし、試験又は研究報告（レポート等）の学習成果により合格と評価された場合、所
定の単位を与える。
（他大学での修得単位の認定）
第　 ７　条　　転・編入学者の以前の大学における取得単位とその科目の認定は、和

光大学編入学・転部転科者の単位認定規程による。
（他大学での修得単位の認定制限）
第　 ８　条　　第 ７条の定めにかかわらず、他の指定保育士養成施設において学生が

履修した教科目又は入学前に指定保育士養成施設において履修した教科目の修得単位に
ついて、本学で認定する単位の上限は、別表 １、別表 ２及び別表 ３に定める教科目とし
て３０単位を超えない範囲とする。また、指定保育士養成施設以外の他大学で履修した教
科目の修得単位については、別表 ３に定める教養科目に相当する教科目として３０単位を
超えない範囲とする。
（休業期間の例外）
第　 ９　条　　休業期間中であっても別表 １及び別表 ２で定める保育実習を実施する

ことがある。
（授業クラスの定員）
第　１０　条　　別表 １、別表 ２及び別表 ３に定める教科目のうち演習及び実習・実技
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科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

体育
科目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
保育専修

６単位以上 ２単位以上 ２単位以上 ６１単位 ９単位以上 ０単位以上 ８０単位

科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外 国 語
科　　目

体　　育
科　　目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
保育専修

６単位以上 ２単位以上 ２単位以上 ６１単位 ９単位以上 ０単位以上 ８０単位

科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

体育
科目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
子ども教育専修
幼児教育課程

６単位以上 ２単位以上 ３単位以上 ６１単位 ９単位以上 ０単位以上 ８１単位

科目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

体育
科目

専門科目
合計

必修科目
選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
子ども教育専修
幼児教育課程

６単位以上 ２単位以上 ３単位以上 ６７単位 ９単位以上 ０単位以上 ８７単位

附　則
この規程は、平成３０年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第 ３条の規定にかかわらず、平成２７年度から平成２９年度に入学した現代人間
学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生が在籍する間の資格取得要件は、
次のとおりとする。

附　則
この規程は、平成３０年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第 ３条の規定にかかわらず、平成２７年度から平成２９年度に入学した現代人間
学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生が在籍する間の資格取得要件は、
次のとおりとする。

附　則
この規程は、平成３１年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は、２０２１年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は、２０２２年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は、２０２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第 ３条の規定にかかわらず、２０１８年度から２０２２年度に入学した現代人間学部
心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程の学生が在籍する間の資格取得要件は、次の
とおりとする。

科目については、原則として５０名を超えて履修することはできない。

附　則
この規程は、平成２２年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は、平成２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第 ３条の規定にかかわらず、平成２２年度に入学した現代人間学部
心理教育学科保育専修の学生が在籍する間の資格取得要件は、次のとおりとする。
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１ ．現代社会学科の特徴 ……………Ｐ１３６

２ ．カリキュラムの仕組み ……………Ｐ１３６

３ ．卒業要件・履修要領 ……………Ｐ１４０

４ ．授業一覧表 ……………Ｐ１４１

５ ．取得できる免許状・資格 ……………Ｐ１４６

２０1５～２０20年度入学生 現代社会学科現代社会学科
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　　　「こころ」も「社会」も「からだ」もみんなつながっている
現代人間学部は、これまでの人間関係学部を改組して、２００７年度に発足しました。
心理学、教育学、社会学、身体科学、環境科学などの各学問分野の科目とともに、分野を

横断して探究する人間発達、ジェンダー、民族、共生、地域などの視点からの諸科目を配置
しています。これらを学ぶことによって、現代に生きる人間に必要な教養と研究方法を多様
な角度から学び、現代を主体的に生きて行く能力を身につけることをめざした学部です。
カリキュラムは、学部共通科目（心理学、教育学、社会学、文化人類学などの諸科学、イ

ンターンシップ、学生自主企画ゼミナール）を充実させ、プロゼミから始まる各学科の専門
科目を配置し、演習からやがて卒業論文・卒業研究に至る学びの道を提供していきます。
みなさん一人ひとりの個性的なカリキュラムをつくり、おおいに学んでください。

現代人間学部

現代人間学部は、心理教育学科、現代社会学科、人間科学科（2019年度名称変更）の ３学科
に分かれていますが、学科間の壁が低いため、他学科の科目を履修することも可能です。さら
に、和光大学では学部間の壁も低いという特色がありますので、他学部の科目を履修すること
もできます。各学科の専門性を追求するのに加え、自分の問題意識と学習意欲に基づいて、他
学部・他学科の科目も積極的に履修してみましょう。

―「社会的知性をもつ実践者」を目指して
現代社会学科は、グローバル化、少子高齢化、情報化等、めまぐるしく変動する現代社会の

なかで生じている格差の拡大、戦争、文化摩擦、差別、暴力、人権侵害、働き方の歪みなど、
さまざまなレベルでの社会的問題に対処できる、「社会的知性をもつ実践者」の養成を目指し
ています。
そのために、「社会学」を基礎としつつ、「民族関係」、「アジア社会」、「ジェンダー関係」、「社

会福祉」、「文化研究」など、さまざまな視点から現代社会の諸問題についてアプローチしてい
きます。

社会的問題の発見、分析方法の習得、現場体験学習を通じて、以下の能力の修得を目指しま
しょう。
①　敏感（sensitive）な感受性をもって、社会的問題の所在に気づく。
②　社会の現状を批判的（critical）に読み解き、分析する。
③　上記の成果を実践につなげる積極的（active）な行動力をもつ。

現代社会学科では、　「学科基礎科目」、「学科選択専門科目」、「演習」、「卒業論文」という
４つの科目群を設定しています。詳しくは以下の説明を参照してください。
現代人間学部に所属する学生に共通して履修してほしい科目は 「学部共通科目」 として設

けられています。自由履修科目として、積極的に履修してください。

現代社会学科に所属する学生は、以下の学科基礎科目（ ９科目１８単位）を必ず履修しなけれ
ばなりません。それぞれの科目を履修する学年も決まっていますので、カリキュラムを組む際
には、まず下記の授業を履修計画に組み込みましょう。

○ １年次生必修（ ６科目１２単位）
「プロゼミ １」（ ２単位）⇒ 大学で学ぶための基礎的な読む能力を身につける
「プロゼミ ２」（ ２単位）⇒ 大学で学ぶための基礎的な書く能力を身につける
「社会学入門Ａ」　　（ ２単位）⇒ 「社会学」の入門科目
「社会学入門Ｂ」　　（ ２単位）⇒ 「社会学」の入門科目
「現代世界入門Ａ」　（ ２単位）⇒ 近現代の歴史を学ぶ
「社会調査入門」　　（ ２単位）⇒ 調査方法の基礎を身につける

問題解決能力の基盤として、 社会学や社会科学の基礎知識、 調査方法を身につけよう ！

カリキュラムの特徴

１．�現代社会学科の
特徴

２．�カリキュラムの
仕組み

☆学科基礎科目
 （ ９科目１８単位）

１年次生・２年次生必修
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卒業論文に向けた専門的な学習を行う場として、演習（ゼミナール）という科目が設けられ
ています。テキストの講読や各自の研究テーマに関する報告、討論を通して、自分の問題関心
を深めていきましょう。
現代社会学科の学生は、「現代社会学演習」のうちから少なくともひとつの演習（ゼミナール）

を選び、 ３年次、または ４年次に必ず履修しなければいけません。必修は ４単位ですが、 ３年
次、 ４年次と ２年間つづけて（できるだけ同じ演習を）履修することが望まれます。

「卒業論文」は、大学での学習の締めくくりとして、各自が研究テーマを設定してまとめあ
げるものです。現代社会学科を卒業するためには、全員が必ずこの「卒業論文」を書かなけれ
ばなりません。

☆演習（ゼミナール）

３年次・４年次選択必修

☆卒業論文（１０単位）

４年次必修

□　�Ａ～Ｅの専門科目は基本的に ２年次から履修できます（ 1年次から履修できる科目もあり
ます）。

□　フィールドワーク関連の科目は、 １年次から履修できます。
　　�日本国内や国外の調査地にでかけて、積極的に問題解決にあたる行動力を育成してくださ
い。

○ ２ 年次必修（ ３科目 ６単位）
「社会学演習」　　　（ ２単位）⇒ 社会学の基礎を演習形式で学ぶ
「現代世界入門Ｂ」　（ ２単位）⇒ 地理の観点から現代世界の現状と課題を考える
「統計の読み方入門」（ ２単位）⇒ 統計データの分析方法を学ぶ

専門科目を効果的に学べるように、 確実な基礎力を身につけよう　！

○「学科選択専門科目」は内容別に、 ６つの科目群に分かれています。☆学科選択専門科目

Ａ．社会学の理論と研究方法
Ｂ．個人と社会

⇒ 社会を読み解く力、批判的な分析力を身につける
ことを目指します。

Ｃ．共生・福祉
Ｄ．アジア・地球社会
Ｅ．�文化とアイデンティティ・
情報とメディア

⇒ 社会の変化にともなって生じる社会問題の解明と
その解決を、ジェンダー、階層、民族などの観点
から複眼的に検討していきます。

Ｆ．フィールドワーク ⇒ さまざまな「現場」で経験を積むことにより、積
極的な行動力を身につけることを目指します。

卒業論文の指導は、 原則として演習 （ゼミナール） の担当教員がすることになります。 ３

年次から、 卒業論文の執筆も視野に入れて、 自分の扱いたいテーマを指導してもらえる教

員の演習を選び、 ４ 年次にもつづけて履修することを強く勧めます。
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仮題目届の提出（詳細は掲示板や和光ポータルでお知らせします）
①和光ポータルにて仮題目届の入力フォーム（オンラインのもの）が届きます。
②希望する主指導教員と面談し、仮題目届の入力フォームに必要事項を記入します。
③入力フォームの送信ボタンを押して提出します。
提出期限　　2025年12月 5 日（金）16：30

主指導教員（主査）は現代社会学科専任教員（演習担当者）のみとします。

副指導教員（副査）は特に指定しなくても構いません。副査をつける場合、原則として現代
社会学科専任教員とします。課題の性質上必要である場合には他学科、他学部の専任教員もし
くは本学非常勤教員（通年で講義を担当している方）にお願いすることもできます。その場合、
主指導教員と相談してください。

〈注意〉
⑴�　卒論題目及び主指導教員（副指導教員）は、正式には ４年次の ４月に卒業論文調査票を提
出することで決定します。その際、仮題目届からの変更は可能です。

⑵�　次のような場合には、必ず演習（ゼミナール）の教員またはコアクラス・ティーチャーに
相談してください。
　◎テーマ（仮）を追求するにあたり、適切な指導教員がわからない場合
　◎�テーマ（仮）を追求するにあたり、適切な指導教員が学科専任教員以外であると思われ
る場合

卒業論文調査票提出期限　　2025年 4 月14日（月）16：30
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。

⑴「卒業論文調査票」を提出します。これにより、卒業論文の履修登録が完了します。
�届け出た題目は変更しないことが望ましいです。やむをえず、届出以降に卒論題目を変更す
る場合には、主指導教員の許可を得てください（題目変更の届出をする必要はありません）。

主指導教員（主査）は現代社会学科専任教員（演習担当者）のみとします。

副指導教員（副査）は特に指定しなくても構いません。副査をつける場合、原則として現代
社会学科専任教員とします。課題の性質上必要である場合には他学科、他学部の専任教員もし
くは非常勤教員（通年で講義を担当している方）にお願いすることもできます。その場合、主
指導教員とよく相談してください。

⑵履修登録では主指導教員別授業コードが実習欄に入力されていることを確認してください。
主指導教員別授業コードは授業一覧表を参照してください。

３ 年次生１２月
仮題目届提出

主指導教員（主査）について

副指導教員（副査）について

主指導教員（主査）について

副指導教員（副査）について

３ 年次生の１２月に卒業論文の仮題目届を提出します。この時期に研究テーマや研究方法につ
いて教員と話し合うことによって、卒業論文への問題意識を高め、教員から研究を進めるため
の具体的なアドバイスを受けることができます。仮題目届にも、主指導教員（多くはゼミ指導
教員）の許可が必要ですので、テーマにふさわしい教員を選んで指導を受けたのち、提出して
ください。

○�卒業論文提出までの
手続き

４年次生 ４月
調査票提出・
履修登録

○卒業論文提出までの流れ

　 ３ 年次１２月上旬　「仮題目届」を提出
　　　↓
　 ４年次 ４月中旬　「卒業論文調査票」を提出
　　　↓
　 ４年次１２月中旬　「卒業論文」を提出
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  最終受付日　２０25年１２月19日（金）１４：００まで４ 年次生１２月提出

教学支援課に卒業論文を（受領票・ルーブリック評価シートも一緒に）提
出してください。

右の例を参考にして、背表紙に提出年度（今年度は25）、主査名、題目、
学籍番号、氏名の順にはっきり記入してください。手書きの場合は、マジッ
ク・ボールペン書きとすること。鉛筆書き・消せるボールペンは不可。

教学支援課で１１月から配布します。
必要事項を記入し卒業論文の表紙に必ず貼ってから提出してください。

受領票を表紙に貼る

25

主
査
名　
　
　

題
目　
　
　

 

学
籍
番
号　
　
　

氏
名

背表紙

背のない表紙を使用する人は、背表紙をつけてください。
既製のファイル等を利用する場合、背表紙に直接記入してもかまいませ

ん。

背表紙をつける
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　各課程合わせて１２４単位
各課程（共通教養、外国語、専門科目、自由履修科目）それぞれについて必要単位数を満た

してください。
①学科基礎科目１８単位（プロゼミ ４単位＋入門科目１２単位＋社会学演習 ２単位）
　授業一覧表の科目群を参照してください。
②演習 ４単位、学科選択専門科目から１２単位、卒業論文１０単位
③自由履修科目
　�　共通教養科目、外国語科目、演習科目、現代社会学科選択専門科目を卒業所要単位数を超
えて修得した単位は、自由履修科目単位としてカウントされます。また、現代人間学部共通
科目、他学部他学科専門科目も含まれます。ただし、資格課程専用科目を除きます。

（ ２）履修の要領

《２０1５～２０１７年度入学生　現代社会学科》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

小計 合計
共通教養科目 ● ２4単位

１２４単位
( うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 学科基礎科目 プロゼミ ４単位

入門科目 １２単位
社会学演習 ２単位

演習 ● ４単位
学科選択専門科目 ● １２単位
卒業論文 １０単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・現代人間学部共通科目
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができ
ません。

５2単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。

《２０１８～2020年度入学生　現代社会学科》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

3．�卒業要件・
履修要領

（ １）卒業に必要な
　単位数

小計 合計
共通教養科目 ● ２0単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 学科基礎科目 プロゼミ ４単位

入門科目 １２単位
社会学演習 ２単位

演習 ● ４単位
学科選択専門科目 ● １２単位
卒業論文 １０単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・現代人間学部共通科目
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができ
ません。

５６単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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2015～2020年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は現代社会学科生以外も履修可能です。「×」は現代社会学科生専用です。

現代社会学科専門科目（2015～2020年度入学生用）

年 年 年 年

― プロゼミ1[中力] ― ― ― ―

― プロゼミ1[挽地] ― ― ― ―

― プロゼミ1[米田] ― ― ― ―

― プロゼミ2[小野] ― ― ― ― ― ― × ×
現代社会学科生のみ履修可
2025年度休講

社会学入門A
クラス

指定必修
― 前期 ― ― 挽地　康彦 × × 必修 現代社会学科生のみ履修可

― 社会学入門B ― ― ― ― ― ― × × 必修、2025年度休講

社会調査入門
クラス

指定必修
― 後期 ― ― 米田　幸弘 × × 必修

― 統計の読み方入門[1] ― ― ― ― ― ― × × 必修、2025年度休講

― 統計の読み方入門[2] ― ― ― ― ― ― × × 必修、2025年度休講

― 現代世界入門A ― ― ― ― ― ― × ×
必修、2025年度休講
現代社会学科生のみ履修可

現代世界入門B
クラス

指定必修
― 後期 時間割外 ― 小野　奈々 × ×

必修
現代社会学科生のみ履修可

― 社会学演習(ワークショップ)[Ａ] ― ― ― ―

― 社会学演習(ワークショップ)[Ｂ] ― ― ― ―

― 社会学演習(ワークショップ)[Ｃ] ― ― ― ―

― 社会学演習(ワークショップ)[Ｄ] ― ― ― ―

― 社会学の歴史 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールド・ライティング ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 社会学理論 ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、「現代社会学理
論」より科目名変更

― 異文化理解の方法 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 質的調査法の基礎 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講、「インタビューの技法」より科
目名変更

― 社会調査の方法 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講、「社会調査法応用」単位修得者
は履修不可

心理学統計法A なし ― 前期 ― ― 阿部　慶賀 × ○ 「記述統計学」から名称変更、履修希望者は和
光ポータルの指示に従うこと

心理学統計法B 条件付 ― 後期 ― ― 阿部　慶賀 × ○
「推測統計学」から名称変更、「記述統計学」
あるいは「心理学統計法A」修得者のみ履修可、
履修希望者は和光ポータルの指示に従うこと

統計データの活用 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 米田　幸弘 ○ ○

― 量的分析法 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 社会調査実習 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

A～Dから選択必修
現代社会学科生のみ履修可
初回授業に必ず参加すること

2025年度休講

＜現代社会学科選択専門科目＞

学
科
選
択
専
門
科
目

Ａ
〔
社
会
学
の
理
論
と
研
究
方
法
〕

学
科
基
礎
科
目

×

プ
ロ
ゼ
ミ

― ―

社
会
学
演
習

― ― ×

＜現代社会学科基礎科目＞

× ×
いずれか１つ必修
現代社会学科生のみ履修可
2025年度休講

入
門
科
目

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　現現代代社社会会学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒業 要件 授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考
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2015～2020年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は現代社会学科生以外も履修可能です。「×」は現代社会学科生専用です。

現代社会学科専門科目（2015～2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　現現代代社社会会学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒業 要件 授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

暴力論 なし ― 前期 ― ― 挽地　康彦 × ○

不平等論 なし ― 前期 ― ― 米田　幸弘 × ○
「現代社会と階層分化Ａ」より
科目名変更

経済と人間社会 なし ― 後期 ― ― 米田　幸弘 × ○
「現代社会と階層分化B」より
科目名変更

― 現代社会と労働 ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、「現代社会と労
働B」より科目名変更

ジェンダー労働論 なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

― 歴史社会学 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― 現代の家族 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

逸脱とは何か
人数制限
（抽選）

― 前期 時間割外 ― 赤羽　由起夫 × ○
「現代逸脱論」単位修得者は履
修不可

― 世界の性文化 ― ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、「性の人類学」
単位修得者は履修不可

負債の社会学・人類学 なし ― 後期 ― ― 挽地　康彦 × ○

― コミューン・共同体論 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

都市の社会史 なし ― 後期 ― ― 中田　崇 ○ ○

教育と社会 なし ― 前期 ― ― 富樫　千紘 × ○

教育社会学 なし ― 後期 ― ― 稲葉　浩一 × ○

― 近代日本の社会と教育 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

現代日本の社会と教育 なし ― 前期 ― ― 稲葉　浩一 × ○

ジェンダーと教育 なし ― 後期 ― ― 堀川　修平 × ○

― 動物論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

福祉社会学A なし ― 前期 ― ― 挽地　康彦 × ○ 隔年開講

― 福祉社会学B ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

― 貧困の社会学 ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、「貧困の社会学
B」より科目名変更

環境社会学
人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

社会運動の社会学
人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

ソーシャルデザイン論
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 小野　奈々 × ○

合意形成と対話のデザイン
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 小野　奈々 × ○

政治社会学 なし ― 後期 ― ― 米田　幸弘 ○ ○

― 差別論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 民族と社会 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

日本における民族関係A(在日外国人) なし ― 後期 ― ― 挽地　康彦 × ○

― 日本における民族関係B(在日外国人) ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

日本における民族関係C(アイヌ) なし ― 前期 ― ― 上野　昌之 × ○

マイノリティと言語 人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 中力　えり × ○

Ｃ
〔
共
生
・
福
祉
〕
→

　
学
科
選
択
専
門
科
目

Ｂ
〔
個
人
と
社
会
〕



143● ●　Ｕ　現代社会学科（２０1５～２０20年度入学生）

2015～2020年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は現代社会学科生以外も履修可能です。「×」は現代社会学科生専用です。

現代社会学科専門科目（2015～2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　現現代代社社会会学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒業 要件 授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

― 現代社会と心身問題A ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

現代社会と心身問題B なし ― 前期 ― ― 制野　俊弘 × ○ 隔年開講

― 障害・健常を考えるA ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

障害・健常を考えるB 人数制限
（抽選）

有 集中講義 ― ― 渡辺　一史 × ○ 隔年開講

災害社会学 なし ― 前期 ― ― 浅野　幸子 ○ ○
「現代社会特論（災害社会
学）」より科目名変更

地域を知る なし ― 前期 ― ― 高原　太一 ○ ○
「現代社会特論（町田を知
る）」より科目名変更

― 太平洋の文化と歴史 ― ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、「太平洋の社会
と文化」単位修得者は履修不可

― アフリカの文化と歴史 ― ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、「アフリカの社会と文化」単位
修得者は履修不可、履修希望者は和光ポータル
の指示に従うこと

ラテンアメリカの社会と文化 なし ― 前期 ― ― 小野　奈々 × ○

― アジアにおける民族関係 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 東西文化の交流史 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

現代ヨーロッパ社会論A 人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 中力　えり × ○

現代ヨーロッパ社会論B
人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 中力　えり × ○

グローバル社会学 なし ― 後期 ― ― 挽地　康彦 × ○

現代社会とNGO・NPO
人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

グローバリゼーションと教育 なし ― 後期 時間割外 ― 谷川　由佳 × ○

開発とジェンダー
人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 新倉　久乃 × ○

人権とは何か なし ― 前期 ― ― 藤本　俊明 × ○
「現代社会特論（人権とは何
か）」単位修得者は履修不可

― メディア論入門 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 大衆音楽の社会史 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 言語と社会A ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

言語と社会B
人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 中力　えり × ○

― 世界の家族 ― ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、「比較家族論」
より科目名変更

比較社会学 なし ― 前期
(隔週2コマ)

― ― 中力　えり × ○

― 文化の社会学 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

社会意識論 なし ― 前期 ― ― 米田　幸弘 ○ ○

スポーツ社会学 なし ― 前期 ― ― 原田　尚幸 × ○

現代社会とジェンダーA なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

現代社会とジェンダーB なし ― 後期 ― ― 石黒　史郎 × ○

セクシュアリティをめぐる諸問題A なし ― 集中講義 ― 宮田　りりぃ × ○

セクシュアリティをめぐる諸問題B なし ― 後期 ― ― 田川　夢乃 × ○

― 現代社会とメディア ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

ジェンダーとメディア なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

←
Ｃ
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2015～2020年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は現代社会学科生以外も履修可能です。「×」は現代社会学科生専用です。

現代社会学科専門科目（2015～2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　現現代代社社会会学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒業 要件 授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

暴力論 なし ― 前期 ― ― 挽地　康彦 × ○

不平等論 なし ― 前期 ― ― 米田　幸弘 × ○
「現代社会と階層分化Ａ」より
科目名変更

経済と人間社会 なし ― 後期 ― ― 米田　幸弘 × ○
「現代社会と階層分化B」より
科目名変更

― 現代社会と労働 ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、「現代社会と労
働B」より科目名変更

ジェンダー労働論 なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

― 歴史社会学 ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― 現代の家族 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

逸脱とは何か
人数制限
（抽選）

― 前期 時間割外 ― 赤羽　由起夫 × ○
「現代逸脱論」単位修得者は履
修不可

― 世界の性文化 ― ― ― ― ― ― × ○
2025年度休講、「性の人類学」
単位修得者は履修不可

負債の社会学・人類学 なし ― 後期 ― ― 挽地　康彦 × ○

― コミューン・共同体論 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

都市の社会史 なし ― 後期 ― ― 中田　崇 ○ ○

教育と社会 なし ― 前期 ― ― 富樫　千紘 × ○

教育社会学 なし ― 後期 ― ― 稲葉　浩一 × ○

― 近代日本の社会と教育 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

現代日本の社会と教育 なし ― 前期 ― ― 稲葉　浩一 × ○

ジェンダーと教育 なし ― 後期 ― ― 堀川　修平 × ○

― 動物論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

福祉社会学A なし ― 前期 ― ― 挽地　康彦 × ○ 隔年開講

― 福祉社会学B ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

― 貧困の社会学 ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、「貧困の社会学
B」より科目名変更

環境社会学
人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

社会運動の社会学
人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

ソーシャルデザイン論
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 小野　奈々 × ○

合意形成と対話のデザイン
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 小野　奈々 × ○

政治社会学 なし ― 後期 ― ― 米田　幸弘 ○ ○

― 差別論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 民族と社会 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

日本における民族関係A(在日外国人) なし ― 後期 ― ― 挽地　康彦 × ○

― 日本における民族関係B(在日外国人) ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

日本における民族関係C(アイヌ) なし ― 前期 ― ― 上野　昌之 × ○

マイノリティと言語 人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 中力　えり × ○

Ｃ
〔
共
生
・
福
祉
〕
→

　
学
科
選
択
専
門
科
目

Ｂ
〔
個
人
と
社
会
〕
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2015～2020年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は現代社会学科生以外も履修可能です。「×」は現代社会学科生専用です。

現代社会学科専門科目（2015～2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　現現代代社社会会学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒業 要件 授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

― フィールドワークを学ぶ[国内1] ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールドワークを学ぶ[国内2] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワークを学ぶ[国内3] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワークを学ぶ[国外] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドで学ぶ[国内1] ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールドで学ぶ[国内2] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドで学ぶ[国内3] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドで学ぶ[国外] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワーク（人々のくらしと社会１） ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、4月許可手続き
期間に履修者決定

― フィールドワーク（人々のくらしと社会２） ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、4月許可手続き期間に履修者決
定、履修希望者は「フィールドワーク（人々の
くらしと社会１）」許可手続きに出席すること

― フィールドワーク（多様な文化１） ― ― ― ― ― ― ○ ○ 新規科目、2025年度休講

― フィールドワーク（多様な文化２） ― ― ― ― ― ― ○ ○ 新規科目、2025年度休講

― フィールドを深める ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドのことば ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

現代社会学演習1[米田] ― ― ― 米田　幸弘

― 現代社会学演習2 ― ― ― ― 2025年度休講

現代社会学演習4[中力] ― ― ― 中力　えり

現代社会学演習5[挽地] ― ― ― 挽地　康彦

現代社会学演習6[小野] ― ― ― 小野　奈々

現代社会学演習7[田川] ― ― ― 田川　夢乃

卒業論文[米田] ― ― ― ― 米田　幸弘

― 卒業論文 ― ― ― ― ―

卒業論文[中力] ― ― ― ― 中力　えり

卒業論文[挽地] ― ― ― ― 挽地　康彦

卒業論文[小野] ― ― ― ― 小野　奈々

卒業論文[田川] ― ― ― ― 田川　夢乃

和光ポータルの
指示に従うこと

○ ○

卒
業
論
文

卒
業
論
文

クラス
指定必修

― 通年 ― ×

演
習

演
習

クラス
指定必修

― 通年

　
学
科
選
択
専
門
科
目

Ｆ
〔
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〕

― ―

― ―
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2015～2020年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は現代社会学科生以外も履修可能です。「×」は現代社会学科生専用です。

現代社会学科専門科目（2015～2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　現現代代社社会会学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒業 要件 授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜学部共通科目＞　※学生自主企画ゼミナールの総合計単位数は1年間で4単位まで、卒業までに8単位までしか履修できない。

社会学A なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

― 社会学B ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

心理学概論 なし ― 前期 時間割外 ― 阿部　慶賀 × ○

教育学 なし ― 前期 時間割外 ― 稲葉 他
子ども教育専修教員

× ○

国際関係学
人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 中力　えり × ○

女性学
人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 西山　千恵子 × ○

男性学 なし ― 前期 ― ― 加藤　敦也 × ○

社会福祉
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 一瀬　早百合 × ○

文化人類学 なし ― 集中講義 時間割内 ― 矢野原　佑史 × ○

生態学 なし ― 後期 ― ― 上野　健 × ○

― 環境思想論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

学生自主企画ゼミナールA なし ― 後期 ― ― 制野　俊弘 ※ ○

― 学生自主企画ゼミナールB ― ― ― ― ― ― ※ ○ 2025年度休講

― インターンシップ ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

自
由
履
修
科
目

現
代
人
間
学
部
共
通
科
目

2015～2020年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は現代社会学科生以外も履修可能です。「×」は現代社会学科生専用です。

現代社会学科専門科目（2015～2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　現現代代社社会会学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒業 要件 授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

― フィールドワークを学ぶ[国内1] ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールドワークを学ぶ[国内2] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワークを学ぶ[国内3] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワークを学ぶ[国外] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドで学ぶ[国内1] ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールドで学ぶ[国内2] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドで学ぶ[国内3] ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドで学ぶ[国外] ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドワーク（人々のくらしと社会１） ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、4月許可手続き
期間に履修者決定

― フィールドワーク（人々のくらしと社会２） ― ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、4月許可手続き期間に履修者決
定、履修希望者は「フィールドワーク（人々の
くらしと社会１）」許可手続きに出席すること

― フィールドワーク（多様な文化１） ― ― ― ― ― ― ○ ○ 新規科目、2025年度休講

― フィールドワーク（多様な文化２） ― ― ― ― ― ― ○ ○ 新規科目、2025年度休講

― フィールドを深める ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― フィールドのことば ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

現代社会学演習1[米田] ― ― ― 米田　幸弘

― 現代社会学演習2 ― ― ― ― 2025年度休講

現代社会学演習4[中力] ― ― ― 中力　えり

現代社会学演習5[挽地] ― ― ― 挽地　康彦

現代社会学演習6[小野] ― ― ― 小野　奈々

現代社会学演習7[田川] ― ― ― 田川　夢乃

卒業論文[米田] ― ― ― ― 米田　幸弘

― 卒業論文 ― ― ― ― ―

卒業論文[中力] ― ― ― ― 中力　えり

卒業論文[挽地] ― ― ― ― 挽地　康彦

卒業論文[小野] ― ― ― ― 小野　奈々

卒業論文[田川] ― ― ― ― 田川　夢乃

和光ポータルの
指示に従うこと

○ ○

卒
業
論
文

卒
業
論
文

クラス
指定必修

― 通年 ― ×

演
習

演
習

クラス
指定必修

― 通年

　
学
科
選
択
専
門
科
目

Ｆ
〔
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ィ
ー
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ド
ワ
ー
ク
〕

― ―

― ―
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「社会調査士資格」は、社会調査協会（一般社団法人）により認定される資格です。「社会
調査士資格」は国家資格ではありませんが、マスコミやＮＰＯ・ＮＧＯ、民間企業、官公庁、
学校では、世論調査、マーケティング調査、意識調査など、さまざまな社会調査を正確に実施
できる人材へのニーズが高まっているため、就職に際して有利にはたらく可能性のある資格で
す。所定の授業を履修し、単位を修得することで得られる資格ですので、ぜひ挑戦してみてく
ださい。

「社会調査士資格」取得のためには、　６科目１４単位 を修得する必要があります。以下に示
した科目が必修となっています。
■　社会調査入門　　　　　　　　　　（ ２単位）　□　社会調査法応用（ ２単位）
■　統計の読み方入門　　　　　　　　（ ２単位）　□　量的分析法　　（ ２単位）
□　推測統計学または心理学統計法Ｂ　（ ２単位）　□　社会調査実習　（ ４単位）

■で示した科目は、現代社会学科の必修科目になっています。

※「社会調査士資格」についての詳細は、下記のホームページをみてください。
　http://jasr.or.jp/

「社会調査士資格」 は、 所属学部学科を問わず取得することができます。

「社会調査士資格」取得希望者は、現代社会学科専任教員に相談してください。

社会福祉主事（任用資格）の取得も可能です。社会福祉主事とは福祉事務所や児童相談所に
おいて援護、育成・更生などに関する相談業務（ソーシャルワーク）を行う者に要求される資
格です。詳しくは大学ホームページを参照してください。

☆社会調査士資格

☆社会福祉主事

　現代社会学科で取得できる資格は、以下の通りです。

５．取得できる
　免許状・資格

◆　中学校教諭一種免許状（社会）
◆　高等学校教諭一種免許状（地理歴史）
◆　高等学校教諭一種免許状（公民）
◆　図書館司書
◆　学校図書館司書教諭
◆　博物館学芸員
◆　社会教育主事

◆＝公的資格　　◇＝民間資格　　▲＝大学認定資格（詳しくは、Ｐ３7～を参照）

◇　社会調査士資格
◇　社会福祉主事
▲　「ジェンダー・スタディーズ・プログラム」履修証明書
▲　「地域・流域プログラム」履修証明書

２年次より履修可能
※詳しくは、資格課
程の手びきを参照し
てください。

１年次より履修可能



147● ●　Ｗ　人間科学科（２０２１～２０２5年度入学生）

１ ．人間科学科の特徴 ……………Ｐ１４８

２ ．卒業要件・履修要領 ……………Ｐ１４９

３ ．専門科目の説明 ……………Ｐ１５０

４ ．授業一覧表 ……………Ｐ１５４

５ ．取得できる資格・免許状の種類 ……………Ｐ１６２

２０２１～２０２5年度入学生 人間科学科人間科学科
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　　　「こころ」も「社会」も「からだ」もみんなつながっている
現代人間学部は、これまでの人間関係学部を改組して、２００７年度から新しく発足しました。
心理学、教育学、社会学、身体科学、環境科学などの各学問分野の科目とともに、これら

を横断して探究する人間発達、ジェンダー、民族、共生、地域などの視点からの諸科目を配
置しています。これらを学ぶことによって、現代に生きる人間に必要な教養と研究方法を多
様な角度から学び、現代を主体的に生きて行く能力を身につけることをめざした学部です。
カリキュラムは、学部共通科目（心理学、教育学、社会学、文化人類学などの諸科学、イ

ンターンシップ、学生自主企画ゼミナール）を充実させ、プロゼミから始まる各学科の専門
科目を配置し、演習からやがて卒業論文・卒業研究に至る学びの道を提供していきます。
みなさん一人ひとりの個性的なカリキュラムをつくり、おおいに学んでください。

現代人間学部

人間科学科では、「いのち：生命系」「からだ：身体文化系」「まわり：社会学系」といった
3つの専門領域を、遊戯要素を含むゆとりのある連携という意味での「あそび」概念でつなぎ、
複数の教員による領域横断的な学びを通して現代社会を読み解き、好奇心と探究心を刺激しな
がら「人間とは何か？」を追究します。
3つの専門領域を複数の教員から横断的に学ぶ仕組みとして、 1年次から「プロゼミ（前期

と後期で異なる専門領域の教員が担当）」「人間科学研究論（ 3つの異なる専門領域の教員が合
同で担当）」、 2年次から「人間科学論演習（ゼミ：少人数で専門領域別に学ぶ。複数ゼミの同
時履修や毎年違うゼミを履修することも可能）」を設置しているところに、人間科学科の特徴
があります。

１．�人間科学科の
特徴
（ １）�人間科学科で学

ぶ
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《２０２１～２０２5年度入学生　人間科学科》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

２．�卒業要件・
履修要領

（ １）卒業に必要な
　　単位数

　各課程合わせて１２４単位
各課程（共通教養、外国語、専門科目、自由履修科目）それぞれについて必要単位数を満た

してください。
①共通教養　２０単位
②外国語　 ４単位
③�専門科目　プロゼミ ４単位　導入科目 ４単位　入門科目 ４単位　演習 ８単位　学科選択専門
科目 １２単位　卒業研究 ４単位

④自由履修科目　６４単位
　�　共通教養科目、外国語科目、導入科目、入門科目、演習科目、人間科学科選択専門科目を
卒業所要単位数を超えて修得した単位は、自由履修科目単位としてカウントされます。また、
卒業論文、現代人間学部共通科目、他学部他学科専門科目も含まれます。ただし、資格課程
専用科目を除きます。

（ ２）履修の要領

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 学

科
基
礎

科
目

プロゼミ ４単位
導入科目 ● ４単位
入門科目 ● ４単位

演習 ● ８単位
学科選択専門科目 ● １２単位
卒業研究 ４単位

自由履修科目 以下のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・卒業論文
・現代人間学部共通科目
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができ
ません。

６４単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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学部共通科目は、いずれの学科所属であっても、現代人間学部の学生のみなさんにとって共
通に履修してほしい、入門ないし基礎としての科目です。

人間科学科に所属する学生は、プロゼミ、導入科目、入門科目からなる学科基礎科目（１２単
位）を必ず履修しなければなりません。履修する学年が決まっている科目もありますので、カ
リキュラムを組む際には、まず以下の授業を履修計画に組み込みましょう。

プロゼミは、大学生活の出発点となる科目として １年生のために開講されるもので、 １年次
に必ず履修しなければなりません（前期 ２単位、後期 ２単位）。学科の専任教員がそれぞれの
テーマを掲げて担当しますが、具体的な内容と進め方については、 ４月の学科説明会時の履修
説明会で説明します。 １年生は、この説明会に必ず出席して希望するプロゼミについて届を提
出してください。希望届を考慮して決定した「プロゼミ」のクラス分けは、 ４月の新入生新年
度学科説明会時に発表されます。どのクラスも授業は水曜日の第 ３時限です。前期も後期もク
ラスの構成メンバーは同じですが、担当教員は前期と後期で異なります。

人間科学科の学びでは、「生命系」「身体文化系」「社会学系」の ３つの専門領域が用意され
ています。そして総合的知性を重んじる人間科学科では、それらを単にバラバラの知識の寄せ
集めとして受け止めるのではなく、自分なりに領域横断的に貫いて考える力を養っていくこと
を目指しています。その指針とするために、異なる ３つの専門領域の教員がテーマを決めて合
同で担当する「人間科学研究論Ａ」〜「人間科学研究論Ｄ」を設置しています。また「人間科
学キャリア論」は、 ３つの分野と関連したさまざまなジャンルの職業や生き方について理解を
深めながら、本学科で学ぶ内容が自分の人生とどのように繫がるかについて、皆さんが具体的
なイメージを持つように働きかける科目です。人間科学科では、こうした様々な領域の知性を
関連させて考察するように働きかける授業群を「導入科目」として、これら ５科目の中から ２
科目 ４単位を選択必修としています。 １年生の履修を推奨しています。

人間科学科では、「生命系」「身体文化系」「社会学系」の ３つの専門領域の中の諸分野にお
いて、好奇心と探究心を刺激するために、１２の入門科目を設けています。その多様さに戸惑う
ことがあるかもしれませんが、こうした入門科目を通じて、様々な学問分野の入口に立つだけ
でなく、知的に考えること、活動することについて多様な入口があることを見出したり、自分
なりの知的探求のスタイルを見出すきっかけとしてください。入門科目の中から ４単位を選択
してください。１年生の履修を推奨していますが、科目によっては ２年生以後の履修も歓迎しま
す。

学科選択専門科目は、「生命系」「身体文化系」「社会学系」の ３つの科目群から構成されて
おり、「いのち（生命）」「からだ（身体）」「まわり（環境・社会）」をめぐる学びをより専門的
に深めていきます。人間科学科では、人間および人間以外の存在との共生を、学問における大
きな課題として捉えて考えていきます。そのために、学科選択専門科目の １つ １つの科目群が
学際的なプログラムとして用意されていますが、これら ３つの領域（科目群）がそれぞれコー
スになっているわけではありません。したがって、履修にあたっては、 １つの領域の科目ばか
りを受講していくのではなく、 ３つの領域を横断しながら多様に学んでいくことが大切です。
また、「フィールドワーク」（現場体験、現地調査）の各科目では、「いのち（生命）」「から

だ（身体）」「まわり（環境・社会）」に関連した研究テーマを設定して、国内外のフィールド
へ担当教員と共に出かけます。 ３つの科目群を領域横断的に履修しながら、現場にも足を運ん
で、別の角度からの学びを展開することができれば、有意義で、かつ人間科学の課題により迫
ることができるでしょう。

演習科目は、原則として ２・ ３・ ４年生のために専任教員が担当します。テキスト講読や調
査研究にもとづいた学生の発表や討論が行われます。複数のゼミを同時履修することもできま
す。必修単位数は ８単位ですが、より多くとった単位は、自由履修科目として数えます。
ゼミの履修登録の手続きは、入学年度によって異なります。詳細については、新年度学科説

３．専門科目の説明
（ １）学部共通科目

（ ２）学科基礎科目

①プロゼミ
� （必修４単位）

②導入科目
� （選択必修４単位）

③入門科目
� （選択必修４単位）

（ ３）学科選択専門科目
� （選択必修１２単位）

（ 4）演習（ゼミ）
（必修 ８単位）
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人間科学科では、 ４年次に、卒業研究を必修（ ４単位）としています。卒業研究は、大学で
の学修の最後の締めくくりとして、 ４年間で身につけた知識や思考力を活用して、各自が研究
テーマを設定し、それに基づいて調査をしたり、文献を読んだりしながら １年間かけてまとめ
あげるものです。
卒業研究では、自分で選んだ専任教員を指導教員（主査）とし、 ４年次の ４月に「卒業研究

題目調査票」を届け出て、１２月中旬に研究成果を提出します。

（ 5）卒業研究
� （必修４単位）

明会等での案内をよく確認してください。

　「卒業研究題目調査票」提出期限　　2025年 4 月14日（月）16：30まで
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。

① ４年次の ４月に「卒業研究題目調査票」を提出します。これにより、卒業研究の履修登録が
完了します。
題目調査票の提出に先立ち、題目・内容について指導を希望する教員とよく相談してくださ

い。 ３年次に提出した仮題目届と同じ内容でも、必ず指導教員の許可を得て提出してください。
②履修登録では指導教員（主査）別の授業コードが実習欄に入力されていることを確認してく
ださい。

届け出た題目は変更しないことが望ましいです。やむをえず卒業研究題目を変更する場合に
は、指導教員の許可を得てください（題目変更の届出は必要ありません）。

提出期限　２０25年12月19日（金）１４：００まで
締め切り日時までに教学支援課に卒業研究を（受領票・ルーブリック評価シートも一緒に）

提出してください。なお、以下の（ 6）卒業論文として提出する場合は、卒業研究を提出する
必要はありません。

いわゆる論文の形式にしたがった卒業研究の場合、また、卒業研究の内容が活動や制作を主
体とするものであっても、複数人で取り組んだ形式のものであっても、個人ごとに、論文の形
式に準じた形にまとめたものを作成して提出してください。清書にあたっては、Ａ ４版の用紙
を使用し、出来るだけワープロで浄書してください（横４０文字×縦３７行、サイズ１０．５ポイント
を標準とします）。手書きの場合には、必ずインクまたはボールペン書きとし、鉛筆・消せる
ボールペンは不可です。活動記録や電子媒体の資料を添付する場合には、すべて一つに綴じて
散逸しないようにしてください。詳しくは指導教員に相談してください。

４ 年生 ４月
題目調査票提出
・履修登録

　�卒業研究の題目を変更す
るとき

４年生１２月提出

●卒業研究の清書について

仮題目届に記入できる主指導教員（主査）は、人間科学科専任教員（演習授業担当者）のみ
とします。

指導教員について

３ 年生の１２月に卒業研究の仮題目届を提出します。この時期に研究テーマや研究方法につい
て教員と話し合うことによって、卒業研究への問題意識を高め、教員から研究を進めるための
具体的なアドバイスを受けることができます。仮題目届にも、指導教員（多くはゼミの教員）
の許可が必要ですので、テーマにふさわしい教員を選んで指導を受けたのち、提出してくださ
い。

�卒業研究提出までの手
続き

　仮題目届の提出（詳細は掲示板や和光ポータルでお知らせします）
①和光ポータルにて仮題目届の入力フォーム（オンラインのもの）が届きます。
②希望する主指導教員と面談し、仮題目届の入力フォームに必要事項を記入します。
③入力フォームの送信ボタンを押して提出します。
　提出期限　2025年12月 ５ 日（金）16：30

３ 年生１２月
仮題目届提出
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の履修希望を合わせて聴取します。

　卒業論文は許可科目です。許可手続き期間に手続きが必要です。所定の手続きにしたがい、
指導教員（主査）の許可を得て履修登録をしてください。
卒業論文の ６単位がなくても卒業が見込めるように、余裕をもって履修登録をしてください。

卒業論文申請者には、副査が必ず 1名つきます。副査は、指導教員（主査）の判断で決定し
ます。副査は原則として人間科学科専任教員とします。課題の性質上必要である場合には、他
学科、他学部の専任教員もしくは本学非常勤教員にお願いすることもあります。

届け出た題目は変更しないことが望ましいです。やむをえず、届出以降に卒業論文題目を変
更する場合には、指導教員の許可を得てください（題目変更の届出は必要ありません）。

締め切り日時（卒業研究と同一）までに教学支援課に卒業論文 ２部を（受領票 2部貼付のう
え、ルーブリック評価シート 1部も一緒に）提出してください。

卒業研究に準じます。

４ 年生 ４月
履修登録

副査について

　�卒業論文の題目を変更す
るとき

４年生１２月提出

●卒業論文の清書について

一つにまとめた卒業研究は綴じて背表紙をつけてください。
右の例を参考にして、背表紙に提出年度、主査名、題目、学籍番号、氏名

をはっきり記入してください。手書きの場合は、マジック・ボールペン書き
とすること。鉛筆書き・消せるボールペンは不可。

教学支援課で１１月から配布します。
必要事項を記入した受領票を、必ず卒業研究の表（おもて）に貼ってから

提出してください。

大学 ４年間の学びを、しっかりとした長文の研究成果としてまとめあげた
いと希望する人は、卒業研究に加えて、同じ指導教員の下で卒業論文を履修
することができます。卒業論文のテーマは卒業研究と同じにしてください。
卒業論文として作成した論文は、卒業研究の研究成果提出を兼ねることがで
きますが、一般の卒業研究よりも高度な水準を要求されます。指導教員とよ
く相談の上、履修してください。一本のきちんとした学術論文を執筆した経
験は、皆さんの人生において大きな力となることでしょう。
卒業論文に要求されている水準を満たしていない場合は、不合格になりま

す。卒業論文の審査は、主査を含む複数の専任教員によって厳格に行われま
す。
３年生の１２月に「卒業研究」の仮題目届を提出するさいに、「卒業論文」

●背表紙をつける

●受領票について

（ ６）卒業論文
� （自由履修６単位）

�卒業論文提出までの手
続き

25

主
査
名　
　
　

題
目　
　
　

 

学
籍
番
号　
　
　

氏
名

背表紙
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一つにまとめた卒業論文は綴じてそれぞれ背表紙をつけてください。
右の例を参考にして、背表紙に提出年度、主査名、題目、学籍番号、氏名

をはっきり記入してください。手書きの場合は、マジック・ボールペン書き
とすること。鉛筆書き・消せるボールペンは不可。

教学支援課で１１月から配布します。
必要事項を記入した受領票を、必ず卒業論文 ２部の表（おもて）にそれぞ

れ貼ってから提出してください。

●背表紙をつける

●受領票について

25

主
査
名　
　
　

題
目　
　
　

 

学
籍
番
号　
　
　

氏
名

背表紙
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2021～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2021～2025年度入学生用）

年 年 年 年

＜人間科学科基礎科目＞

プロゼミ1a[大橋] ― 前期 ― ― ― ― 大橋　さつき × ×

プロゼミ2a[田川] ― 後期 ― ― ― ― 田川　夢乃 × ×

プロゼミ1b[中力] ― 前期 ― ― ― ― 中力　えり × ×

プロゼミ2b[西出] ― 後期 ― ― ― ― 西出　朱美 × ×

プロゼミ1c[原田] ― 前期 ― ― ― ― 原田　尚幸 × ×

プロゼミ2c[中田] ― 後期 ― ― ― ― 中田　崇 × ×

プロゼミ1d[挽地] ― 前期 ― ― ― ― 挽地　康彦 × ×

プロゼミ2d[山田] ― 後期 ― ― ― ― 山田　満月 × ×

プロゼミ1e[米田] ― 前期 ― ― ― ― 米田　幸弘 × ×

プロゼミ2e[小野] ― 後期 ― ― ― ― 小野　奈々 × ×

プロゼミ1f[制野] ― 前期 ― ― 制野　俊弘 ○ ×

プロゼミ2f[岩本] ― 後期 ― ―― 岩本　陽児 ○ ×

人間科学研究論A
人数制限

(抽選)
― 前期 ― 人間科学科教員 ○ ×

― 人間科学研究論B ― ― ― ― ― ○ × 2025年度休講

― 人間科学研究論C ― ― ― ― ― ○ × 2025年度休講

― 人間科学研究論D ― ― ― ― ― ○ × 2025年度休講

人間科学キャリア論 人数制限
(抽選)

― 後期 ― 人間科学科教員 × ×

― 遊戯論 ― ― ― ― ―― × ○ 2025年度休講

― いのち・身体論入門 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

人権とは何か なし ― 前期 ― 藤本　俊明 × ○

生涯学習論 ２ 許可 ― 前期 ― 岩本　陽児 ○ ○

人類学入門 なし ― 後期 ― 田川　夢乃 × ○

野菜づくり入門 許可 ― 通年 ― 岩本　陽児 ○ ○

スポーツ文化論入門 なし ― 前期 ― 制野　俊弘 × ○

社会学入門 なし ― 前期 ― 挽地　康彦 × ×

社会調査入門 なし ― 後期 ― 米田　幸弘 × ○

現代世界入門 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 小野　奈々 × ○

― メディア論入門 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

地域を知る なし ― 前期 ― 高原　太一 ○ ○

前期後期 セット履修

前期後期 セット履修

前期後期 セット履修

前期後期 セット履修

前期後期 セット履修
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155● ●　Ｗ　人間科学科（２０２１～２０２5年度入学生）

2021～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2021～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表
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＜人間科学科　選択専門科目＞

― 生命倫理学 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 生命論 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 生命の政治学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

医療人類学 なし ― 前期 ― 鈴木　勝己 × ○

公衆衛生学 なし ― 前期 ― 西出　朱美 × ○

衛生学 なし ― 後期 ― 西出　朱美 × ○

― 動物論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― エコロジーと人新世 （アントロポシン） ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 現代社会と心身問題A ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

現代社会と心身問題B なし ― 前期 ― 制野　俊弘 × ○ 隔年開講

― 障害・健常を考えるA ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

障害・健常を考えるB 人数制限
（抽選）

有 集中講義 ― 渡辺　一史 × ○ 隔年開講

― 福祉共生と身体運動 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

生涯保健学基礎 なし ― 前期 ― 西出　朱美 × ○

― 健康体操学 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

学校保健学 なし ― 後期 ― 齋藤　初恵 × ○

健康管理学概論 なし ― 前期 ― 西出　朱美 × ○

障害児運動支援学 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 大橋　さつき × ○

ムーブメント教育・療法１ 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 大橋　さつき ○ ○ 履修希望者は和光ポータルの指示に従うこと、
隔年開講

ムーブメント教育・療法２ 人数制限
（抽選）

― 集中講義 ― 袴田　優子 ○ ○ 隔年開講

ムーブメント教育・療法３ 許可 ― 通年 ― 大橋　さつき ○ ○ 履修希望者は和光ポータルの指示に従うこと

発育発達論 なし ― 前期 ― 齋藤　初恵 × ○

健康教育学 なし ― 後期 ― 制野　俊弘 × ○ 隔年開講

運動生理学 なし ― 前期 ― 山田　満月 × ○

スポーツ医学と救急処置 なし ― 後期 ― 丸山　伸也 × ○

スポーツ栄養学 なし ― 後期 ― 齋藤　初恵 × ○
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2021～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2021～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表
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― 身体論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

文化と演技 なし ― 前期 ― 中田　崇 × ○

― 表現運動学 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

野外教育論 なし ― 前期 ― 針ヶ谷　雅子 × ○

キャンプマネジメント論 許可 ― 集中講義 ― 原田　尚幸 × ○
履修希望者は和光ポータルの指
示に従うこと

― イベントパーティの作り方 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールド・ライティング ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― シャーマニズム・アニミズム論 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 映像人類学 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

現代の宗教 なし ― 前期 ― 江川　純一 × ○

地域スポーツ推進の理論と実践 なし ― 前期 ― ― 原田　尚幸 × ○

スポーツトレーニング論 許可 ― 後期 ― 山田　満月 × ○

運動処方論 なし ― 前期 ― 山田　満月 × ○

体育測定・評価 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 青山　慎一郎 × ○

運動学 人数制限
（抽選）

有 後期 ― 畑島　一翔 × ○

コーチング論 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 畑島　一翔 × ○

スポーツ心理学 なし ― 前期 時間割外 ― 本多　麻子 × ○

スポーツ方法学実習
（ストレッチング＆ダンス1）

許可 ― 前期 ― 大橋　さつき ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習
（ストレッチング＆ダンス2）

人数制限
（抽選）

有 後期 ― 本永　直子 ○ ○

スポーツ方法学実習（水泳1） 許可 ― 前期 ― ― 兒玉　望 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定、保体教職課
程登録者のみ

スポーツ方法学実習（水泳2） 許可 ― 前期 ― ― 兒玉　望 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（バレー1） 条件付 ― 前期 ― ― 星野　実 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（バレー2）
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 佐藤　国正 ○ ○

スポーツ方法学実習（バドミントン） 許可 ― 前期 ― 松尾　誠 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（サッカー） 許可 ― 前期 ― 山田　満月 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（卓球） 許可 ― 後期 ― 松尾　誠 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（テニス） 許可 ― 前期 ― 星野　実 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定
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157● ●　Ｗ　人間科学科（２０２１～２０２5年度入学生）

2021～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2021～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
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数
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開講期
(形態)

オンライン
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スポーツ方法学実習（体つくり運動1） 条件付 ― 前期 ― ― 丸山　伸也 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（体つくり運動2）
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 丸山　伸也 ○ ○

スポーツ方法学実習（器械体操1） 条件付 ― 後期 ― ― 制野　俊弘 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（器械体操2）
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 松尾　誠 ○ ○

スポーツ方法学実習（柔道1） 条件付 ― 後期 ― ― 中川原　知波 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（柔道2）
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 中川原　知波 ○ ○

スポーツ方法学実習（陸上競技1） 条件付 ― 前期 ― ― 制野　俊弘 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（陸上競技2）
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 青山　慎一郎 ○ ○

スポーツ方法学実習 （バスケットボール1） 条件付 ― 後期 ― ― 星野　実 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習 （バスケットボール2）
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 松尾　誠 ○ ○

スポーツ方法学実習 （フットサル） 許可 ― 後期 ― 星野　実 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習 （ソフトボール1） 条件付 ― 前期 ― ― 畑島　一翔 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習 （ソフトボール2）
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 畑島　一翔 ○ ○

グローバル社会学 なし ― 後期 ― 挽地　康彦 × ○

― 社会学理論 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 社会調査の方法 ― ― ― ― １ ― ○ ○ 2025年度休講

統計データの活用 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 米田　幸弘 ○ ○

― 質的調査法の基礎 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

合意形成と対話のデザイン 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 小野　奈々 × ○

現代社会とジェンダーA なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

現代社会とジェンダーB なし ― 後期 ― ― 石黒　史郎 × ○

ジェンダー労働論 なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

ジェンダーとメディア なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

開発とジェンダー 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 新倉　久乃 × ○

セクシュアリティをめぐる諸問題A なし ― 集中講義 ― 宮田　りりぃ × ○

セクシュアリティをめぐる諸問題B なし ― 後期 ― ― 田川　夢乃 × ○

― 現代の家族 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

逸脱とは何か 人数制限
（抽選）

― 前期 時間割外 ― 赤羽　由起夫 × ○

― 貧困の社会学 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

福祉社会学 なし ― 前期 ― 挽地　康彦 × ○ 隔年開講

←
身
体
文
科
系

学
科
選
択
専
門
科
目

社
会
学
系

→



158 ● ●

2021～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2021～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

政治社会学 なし ― 後期 ― ― 米田　幸弘 ○ ○

社会意識論 なし ― 前期 ― １ 米田　幸弘 ○ ○

― 差別論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

暴力論 なし ― 前期 ― 挽地　康彦 × ○

不平等論 なし ― 前期 ― ― 米田　幸弘 × ○

経済と人間社会 なし ― 後期 ― ― 米田　幸弘 × ○

― 現代社会と労働 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

負債の社会学・人類学 なし ― 後期 ― ― 挽地　康彦 × ○

社会運動の社会学 人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

ソーシャルデザイン論 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 小野　奈々 × ○

― コミューン・共同体論 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 都市論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

都市の社会史 なし ― 後期 ― ― 中田　崇 ○ ○

― 群島論 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

地域流域社会論 なし ― 前期 ― 堂前　雅史 ○ ○

地域流域政策論 なし ― 後期 ― 堂前　雅史 ○ ○

環境社会学 人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

環境とまちづくり
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 角田　季美枝 × ○

災害社会学 なし ― 前期 ― ― 浅野　幸子 ○ ○

現代社会とNGO・NPO 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

移住論 なし ― 後期 ― 挽地　康彦 ○ ○

アイヌ民族論 なし ― 前期 ― ― 上野　昌之 × ○

― 沖縄の社会と文化 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

ラテンアメリカの社会と文化 なし ― 前期 ― ― 小野　奈々 × ○

現代ヨーロッパ社会論A 人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 中力　えり × ○

現代ヨーロッパ社会論B 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 中力　えり × ○

マイノリティと言語 人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 中力　えり × ○

←

社
会
学
系

→

学
科
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択
専
門
科
目



159● ●　Ｗ　人間科学科（２０２１～２０２5年度入学生）

2021～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2021～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

― 言語と社会A ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

言語と社会B 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 中力　えり × ○

比較社会学 なし ― 前期
（隔週2コマ）

― ― 中力　えり × ○

― 文化の社会学 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― クレオール論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 音楽の社会学・人類学 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 大衆音楽の社会史 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 楽器の文化学 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

社会教育論 条件付 ― 後期 ― 岩本　陽児 ○ ○ 「生涯学習論」修得者のみ履修可

スポーツマネジメント論 なし ― 後期 ― ― 原田　尚幸 × ○

スポーツマーケティング論 なし ― 後期 ― ― 原田　尚幸 × ○

スポーツ社会学 なし ― 前期 ― 原田　尚幸 × ○

フィールドワーク（地域環境1） 許可 ― 前期 ― 堂前　雅史 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

フィールドワーク（地域環境2） 許可 ―
後期＋

フィールドワー
ク

― 堂前　雅史 ○ ○
4月許可手続き期間に履修者決定、履修希望者
は「フィールドワーク（地域環境1）」許可手
続きに出席すること

― フィールドワーク（人々のくらしと社会１） ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、4月許可手続き
期間に履修者決定

― フィールドワーク（人々のくらしと社会２） ― ― ― ― ― ○ ○
2025年度休講、4月許可手続き期間に履修者決
定、履修希望者は「フィールドワーク（人々の
くらしと社会１）」許可手続きに出席すること

― フィールドワーク（多様な文化１） ― ― ― ― ― ○ ○ 新規科目、2025年度休講

― フィールドワーク（多様な文化２） ― ― ― ― ― ○ ○ 新規科目、2025年度休講

― フィールドワーク（身体表現1） ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールドワーク（身体表現2） ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

フィールドワーク（生涯学習1） 許可 ― 前期 ― ― 岩本　陽児 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

フィールドワーク（生涯学習2） 許可 ― 後期 ― ― 岩本　陽児 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

フィールドワーク（森と汀1） 許可 ― 前期 ― 岩本　陽児 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

フィールドワーク（森と汀2） 条件付 ―
後期＋

フィールドワー
ク

― 岩本　陽児 ○ ○ 「フィールドワーク（森と汀1）」
修得者のみ履修可

←
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系
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160 ● ●

2021～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2021～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

― 人間科学論演習1 ― ― ― ―

人間科学論演習2 ― ― ― 山田　満月

人間科学論演習3 ― ― ― 西出　朱美

人間科学論演習4 ― ― ― 制野　俊弘

人間科学論演習5 ― ― ― 堂前　雅史

人間科学論演習６ ― ― ― 岩本　陽児

人間科学論演習７ ― ― ― 大橋　さつき

人間科学論演習８ ― ― ― 原田　尚幸

人間科学論演習９ ― ― ― 中力　えり

人間科学論演習10 ― ― ― 田川　夢乃

人間科学論演習11 ― ― ― 挽地　康彦

人間科学論演習12 ― ― ― 米田　幸弘

人間科学論演習13 ― ― ― 小野　奈々

― 人間科学論演習14 ― ― ― ―

― 人間科学論演習15 ― ― ― ―

― 卒業研究[上野] ― ― ― ― ― ―

卒業研究[山田] ― ― ― ― ― 山田　満月

卒業研究[西出] ― ― ― ― ― 西出　朱美

卒業研究[制野] ― ― ― ― ― 制野　俊弘

卒業研究[堂前] ― ― ― ― ― 堂前　雅史

卒業研究[大橋] ― ― ― ― ― 大橋　さつき

卒業研究[原田] ― ― ― ― ― 原田　尚幸

卒業研究[岩本] ― ― ― ― ― 岩本　陽児

卒業研究[中力] ― ― ― ― ― 中力　えり

卒業研究[田川] ― ― ― ― ― 田川　夢乃

卒業研究[挽地] ― ― ― ― ― 挽地　康彦

卒業研究[米田] ― ― ― ― ― 米田　幸弘

卒業研究[小野] ― ― ― ― ― 小野　奈々

― 卒業研究 ― ― ― ― ― ―

―

卒
業
研
究

和光ポータルの指示に従うこと○ ○

卒
業
研
究

和光ポータルの 指示に従うことクラス
指定必修

通年

演
習

演
習

クラス
指定必修

通年

×



161● ●　Ｗ　人間科学科（２０２１～２０２5年度入学生）

2021～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2021～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年
卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

― 卒業論文[上野] ― ― ― ― ― ―

卒業論文[山田] ― ― ― ― ― 山田　満月

卒業論文[西出] ― ― ― ― ― 西出　朱美

卒業論文[制野] ― ― ― ― ― 制野　俊弘

卒業論文[堂前] ― ― ― ― ― 堂前　雅史

卒業論文[大橋] ― ― ― ― ― 大橋　さつき

卒業論文[原田] ― ― ― ― ― 原田　尚幸

卒業論文[岩本] ― ― ― ― ― 岩本　陽児

卒業論文[中力] ― ― ― ― ― 中力　えり

卒業論文[田川] ― ― ― ― ― 田川　夢乃

卒業論文[挽地] ― ― ― ― ― 挽地　康彦

卒業論文[米田] ― ― ― ― ― 米田　幸弘

卒業論文[小野] ― ― ― ― ― 小野　奈々

― 卒業論文 ― ― ― ― ― ―

　　　　＜学部共通科目＞　※学生自主企画ゼミナールの総合計単位数は1年間で4単位まで、卒業までに8単位までしか履修できない。

社会学A なし ― 前期 ― 田川　夢乃 × ○

― 社会学B ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

心理学概論 なし ― 前期 時間割外 阿部　慶賀 × ○

教育学 なし ― 前期 時間割外 稲葉他
子ども教育専修教員

× ○

国際関係学 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 中力　えり × ○

女性学 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 西山　千恵子 × ○

男性学 なし ― 前期 ― 加藤　敦也 × ○

社会福祉 人数制限
（抽選）

有 前期 ― 一瀬　早百合 × ○

文化人類学 なし ― 集中講義 時間割内 矢野原　佑史 × ○

生態学 なし ― 後期 ― 上野　健 × ○

― 環境思想論 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

学生自主企画ゼミナールA なし ― 後期 ― ― 制野　俊弘 ※ ○

― 学生自主企画ゼミナールB ― ― ― ― ― ― ※ ○ 2025年度休講

― インターンシップ ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

現
代
人
間
学
部
共
通
科
目

自
由
履
修
科
目

卒
業
論
文

自
由
履
修
科
目

クラス
指定必修

通年 ― ×
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規定の授業科目を修了し、卒業に必要な単位数を修得すれば、学士の学位が得られることに
なっています。このようにして学士の学位を得た者が、各々の課程に定められた必要単位を修
得すれば、免許状、または、法に定められている単位修得証明書を取得することができます。

中学校教諭一種免許状（保健体育）
高等学校教諭一種免許状（保健体育）
社会教育主事（社会教育士）
図書館司書
学校図書館司書教諭
博物館学芸員

2年次より履修可能です。
詳しくは『資格課程の手びき』を
参照してください。

ジェンダー・スタディーズ・プログラム履修証明書
地域・流域プログラム履修証明書

大学の認定資格です。
１年次より履修可能です。
詳しくは、Ｐ43～を参照してくだ
さい

人間科学科では、コーチングアシスタント、キャンプインストラクター、認定ムーブメント
教育・療法指導者を目標資格として取得を推奨しています。これらの資格の内容、資格要件、
受験案内、資格取得申請方法等については、履修説明会で配布する資料をご覧ください。相談
等は人間科学科の専任教員にしてください。

また、社会福祉主事（任用資格）の取得も可能です。社会福祉主事とは福祉事務所や児童相
談所において援護、育成・更生などに関する相談業務（ソーシャルワーク）を行う者に要求さ
れる資格です。詳しくは大学ホームページを参照してください。

５．取得できる資格
・免許状の種類
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１ ．人間科学科の特徴 ……………Ｐ１６４

２ ．卒業要件・履修要領 ……………Ｐ１６５

３ ．専門科目の説明 ……………Ｐ１６６

４ ．授業一覧表 ……………Ｐ１６９

５ ．取得できる資格 ……………Ｐ１７４

2020年度入学生 人間科学科人間科学科
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　　　「こころ」も「社会」も「からだ」もみんなつながっている
現代人間学部は、これまでの人間関係学部を改組して、２００７年度から新しく発足しました。
心理学、教育学、社会学、身体科学、環境科学などの各学問分野の科目とともに、これら

を横断して探究する人間発達、ジェンダー、民族、共生、地域などの視点からの諸科目を配
置しています。これらを学ぶことによって、現代に生きる人間に必要な教養と研究方法を多
様な角度から学び、現代を主体的に生きて行く能力を身につけることをめざした学部です。
カリキュラムは、学部共通科目（心理学、教育学、社会学、文化人類学などの諸科学、イ

ンターンシップ、学生自主企画ゼミナール）を充実させ、プロゼミから始まる各学科の専門
科目を配置し、演習からやがて卒業論文・卒業研究に至る学びの道を提供していきます。
みなさん一人ひとりの個性的なカリキュラムをつくり、おおいに学んでください。

現代人間学部

身体／環境／生活文化を足もとから見つめ、共に生きることを考えよう

多様な人々と異なる生活文化が融合し、環境と共生する社会が求められる今日、身体への関
わりや他者との協同を重視した経験を通じ、「身体への気づき」を重ねながら質の高い生活を
創造する力の涵養が求められています。また、社会生活の中で独力で環境問題を感じ取る能力
を育むために、新たな生活文化を統合的に考察する視点も必要です。人間科学科は、このよう
な観点に立って、来るべき共生社会を創造しうる能力を生み出すために、身体、環境、生活に
ついて新たな視点に基づく生き方を実践できる人の育成をねらいとしています。人々が共に暮
らす社会生活で遭遇する健康や環境の諸問題を題材とし、身体、環境、生活の ３分野を有機的
に連関させた教育課程を編成し、「身体や生命を見つめ、環境に関わり、身体表現を大切にし
ながら共に暮らす人間」に着目し、身体を使って現代的課題を発見し、理解する知的冒険の場
を標榜するところに、人間科学科の特徴があります。

１．�人間科学科の
特徴
（ １）�人間科学科で学

ぶ
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《2020年度入学生　人間科学科》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

２．�卒業要件・
履修要領

（ １）卒業に必要な
　　単位数

　各課程合わせて１２４単位
各課程（共通教養、外国語、専門科目、自由履修科目）それぞれについて必要単位数を満た

してください。
①共通教養　２０単位
②外国語　 ４単位
③専門科目　プロゼミ ４単位　演習 ４単位　学科専門科目 １２単位　卒業研究 １０単位
④自由履修科目　７０単位
　�　共通教養科目、外国語科目、演習科目、人間科学科専門科目を卒業所要単位数を超えて修
得した単位は、自由履修科目単位としてカウントされます。また、現代人間学部共通科目、
他学部他学科専門科目も含まれます。ただし、資格課程専用科目を除きます。

（ ２）履修の要領

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 プロゼミ ４単位

演習 ● ４単位
学科専門科目 ● １２単位
卒業研究 １０単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・現代人間学部共通科目
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができ
ません。

７０単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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卒業研究では、自分で選んだ専任教員を指導教員（主査）とし、 4年次の 4月中旬に「卒業
研究題目調査票」を届け出て、１２月中旬に研究成果を提出します。
大学での学習の最後の締めくくりとして、各自が研究テーマを設定し、その研究テーマに基

づいて調査をしたり、文献を読んだりしながら １年間かけてまとめあげるのが卒業研究です。

（ 5）卒業研究
� （必修１０単位）

学部共通科目は、いずれの学科所属であっても、現代人間学部の学生のみなさんにとって共
通に履修してほしい、入門ないし基礎としての科目です。

プロゼミは、大学生活の出発点となる科目として １年生のために開講されるもので、 １年次
に必ず履修しなければなりません。学科の専任教員が担当しますが、具体的な内容と進め方に
ついては、 ４月の新年度学科説明会時の履修説明で説明します。履修希望者は、この説明会に
必ず出席してください。

学科専門科目は、「身体や生命を見つめ、環境に関わり、身体表現を大切にしながら共に暮
らす人間」に着目し、学科基礎科目、ａ）生活アプローチ、ｂ）環境アプローチ、ｃ）身体ア
プローチの ４つの科目群に分かれています。各科目では、主として日常の社会生活の中で出会
う問題を題材とする授業が行われます。
ａ）生活アプローチの科目群では、社会、身体、環境が出会う場として、我々の生活に注目

し、とりわけ観光という題材を通じて健康や環境の問題に注目し、あわせて健康や環境のあり
方を異文化社会の中で学ぶカリキュラムを構成しています。また、「フィールドワーク（地球
を知る）」を始めとして、実習科目は、国内外の身体文化や環境文化についての体験学習を実
践するものです。この他、卒業後の進路として観光分野を志す者のために、旅行業務取扱管理
者試験に関連する科目を配しています。
ｂ）環境アプローチの科目群では、持続可能な発展の観点から環境と人間の関わりを多面的

に学習し、生活の中で自然と共生する感性を育むカリキュラムを構成しています。また、実習
科目は、現代人が生活の中で出会う環境問題をレクリエーションなどと組み合わせながら、身
近な自然の保護を動機づけることをねらいとします。この他、卒業後の進路として環境分野を
志す者のために、ビオトープ計画管理士試験に関連する科目を配しています。
ｃ）身体アプローチの科目群では、身体を持って生活している人間存在について学習し、身

体活動を基に、生きる力、表現する力、共感する力を身に付けるためのカリキュラムを構成し
ています。また、身体表現、運動学、生理学に関する実習科目も設置する他、卒業後の進路と
してムーブメント教育・療法指導者の資格に関連する科目も多く配しています。
なお、「プロゼミ」を補完する学科基礎科目として、「身体環境共生キャリア論」をはじめと

する複数の科目が設けられています。多様な人々と異なる生活文化が融合し、環境と共生でき
る社会が求められる今日、身体への関わり、他者との協同を重視した経験を通して「身体への
気づき」を考えてほしいからです。身体、環境、生活というアプローチから日常の社会生活の
中で出会う問題を題材とし、身体を使って発見し、理解するための入門的な知識を身に付ける
ためでもあります。「身体環境共生キャリア論」は、生活・環境・身体関連のさまざまなジャ
ンルの職業について理解を深めながら、本学科で学ぶ内容が将来の仕事や暮らしにどのように
繋がっていくのかについて、学生が具体的なイメージを持つように働きかける科目です。人々
が共に暮らす社会の中で出会う健康や環境の諸問題に関わるジャンルを有機的に連関させ、身
体、環境、生活についての新たな視点に基づく生き方を実践できる人を育成するために、多様
な現場で活躍している方々を外部講師としてお招きするとともに、学科教員が、オムニバス形
式で講義をします。

演習科目は、原則として ２・ ３・ ４年生のために専任教員が担当します。テキスト講読や調
査研究にもとづいた学生の発表や討論が行われます。 １年間ごとに履修登録しますが、 ２年次
・ ３年次・ ４年次と連続して履修することも可能です。
必修単位数（ ４単位）より多くとった単位は、自由履修科目として数えます。

３．専門科目の説明
（ １）学部共通科目

（ ２）プロゼミ
（ １科目選択で必修 ４単位）

（ ３）学科専門科目
（選択必修１２単位）

（ 4）演習（ゼミ）
（必修 ４単位）
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「卒業研究題目調査票」提出期限　２０25年 ４ 月14日（月）16：30まで
提出先：詳細は和光ポータルでお知らせします。

⑴ ４年次の ４月に「卒業研究題目調査票」を提出します。これにより、卒業研究の履修登録が
完了します。
題目調査票の提出に先立って、題目・内容については、指導教員（主査）を希望する教員と、

よく相談して決定してください。題目・内容が決まったら調査票に指導教員（主査）となる教
員の許可を得てください。 ３年次に提出した仮題目届と同じ内容の場合でも必ず提出してくだ
さい。
⑵履修登録では指導教員（主査）別の授業コードが実習欄に入力されていることを確認してく
ださい。

題目調査票を提出した以降に題目および研究形態（共同研究等）を変更する場合は、指導教
員（主査）の了解を得て、11月末日までに題目変更届の入力フォームに記入して送信してくだ
さい（11月末日が土曜日・日曜日・祝日の場合、その前の平日が締切日となります）。

提出期限　２０25年12月19日（金）１４：００まで
教学支援課に卒業研究を（受領票・ルーブリック評価シートも一緒に）提出してください。
１２月 1 日から受付を開始します。
※提出に必要な要領を教学支援課で配布しています。１１月以降にこの要領を受け取った上で、

それに沿って提出してください。

いわゆる論文の形式にしたがった卒業研究の場合、また、卒業研究の内容が活動や制作を主
体とするものであっても、複数人で取り組んだ形式のものであっても、個人ごとに、論文の形
式に準じた形にまとめたものを作成して提出してください。清書にあたっては、Ａ ４版の用紙
を使用し、出来るだけワープロで浄書してください（横４０文字×縦３７行、サイズ１０．５ポイント
を標準とします）。手書きの場合には、必ずインクまたはボールペン書きとし、鉛筆・消せる

● ４年生 ４月
●題目調査票提出
　・履修登録

●�卒業研究の題目を変更す
るとき

◦ ４年生１２月提出

●卒業研究の清書について

仮題目届の主指導教員（主査）は所属する学科専任教員のみとします
（人間科学科の演習担当者）。

副指導教員（副査）は特に指定しなくても構いません。副査をつける場合、原則として人間
科学科専任教員とします。課題の性質上必要である場合には、他学科、他学部の専任教員もし
くは本学非常勤教員（通年で講義を担当している方）にお願いすることもできます。その場合、
主査と相談してください。

主査について

副査について

２ 年生以上になると、学科の趣旨をふまえた上で、卒業までの計画を再度しっかりと立てて
各自の学習を進めてもらいます。
２年生以上では、すでにプロゼミの単位を修得している人が大部分ですが、未修得の人は、

早めに履修する必要があります。

仮題目届の提出は ３ 年次の１２月（２０25年１２月 ５ 日（金）16：30）です
（詳細は掲示板や和光ポータルでお知らせします）。

①�卒業研究は ２年生から
はじまっている！

②�卒業研究提出までの
手続き

①和光ポータルにて仮題目届の入力フォーム（オンラインのもの）が届きます。
②主査を希望する教員と面談し、仮題目届の入力フォームに必要事項を記入します。
③入力フォームの送信ボタンを押して提出します。

３ 年生１２月
仮題目届提出

人間科学科を卒業するためには、卒業研究をまとめることが必修となっています。学生のみな
さんは、どの教員（主査）に自分の卒業研究を指導し、審査してもらいたいかを考え、その教
員と相談しながら、テーマを決定し、研究成果をまとめていくことになります。
そのための具体的な手続きは、 ３年次の１２月に行う仮題目届から開始されますが、卒業研究

をまとめることを念頭におきつつ、早いうちから自分の研究テーマを考えて学習計画を立てて
ください。
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１６

一つにまとめた卒業研究は綴じて背表紙をつけてください。
右の例を参考にして、背表紙に提出年度、主査名、題目、学籍番号、氏名

をはっきり記入してください。手書きの場合は、マジック・ボールペン書き
とすること。鉛筆書き・消せるボールペンは不可。

教学支援課で１１月から配布します。
必要事項を記入した受領票を、必ず卒業研究の表（おもて）に貼ってから

提出してください。

●背表紙をつける

●受領票について

25

主
査
名　
　
　

題
目　
　
　

 

学
籍
番
号　
　
　

氏
名

背表紙

ボールペンは不可です。活動記録や電子媒体の資料を添付する場合には、すべて一つに綴じて
散逸しないようにしてください。詳しくは指導教員に相談してください。
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2020年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2020年度入学生用）

年 年 年 年

＜プロゼミ＞　学科説明会で決定したクラスを履修してください。
プ
ロ
ゼ
ミ

プ
ロ
ゼ
ミ

― プロゼミ[制野] ― ― ― ― ―― ― × × 2025年度休講

＜人間科学科専門科目＞　

身体環境共生キャリア論 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ―― 専任教員全員 × ○ W学科専任教員全員で担当、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

― 地域環境共生論 ― ― ― ― ―― ― × ○ 2025年度休講

― 生命倫理学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 福祉共生と身体運動 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

生涯保健学基礎 なし ― 前期 ― ― 西出　朱美 × ○

― 障害・健常を考えるA ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

障害・健常を考えるB 人数制限
（抽選）

有 集中講義 ― ― 渡辺　一史 × ○ 隔年開講

― 現代社会と心身問題A ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講、隔年開講

現代社会と心身問題B なし ― 前期 ― ― 制野　俊弘 × ○ 隔年開講

― 健康体操学 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

医療人類学 なし ― 前期 ― ― 鈴木　勝己 × ○

現代の宗教 なし ― 前期 ― ―― 江川　純一 × ○

学校保健学 なし － 後期 ― ― 齋藤　初恵 × ○

健康管理学概論 なし ― 前期 ― ― 西出　朱美 × ○

― 遊戯論 ― ― ― ― ―― ― × ○ 2025年度休講

― いのち・身体論入門 ― ― ― ― ―― ― × ○ 2025年度休講

人類学入門 なし ― 後期 ― ―― 田川　夢乃 × ○

― 生命論 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― シャーマニズム・アニミズム論 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 映像人類学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 楽器の文化学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

現代社会とNGO・NPO 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

移住論 なし ― 後期 ― ― 挽地　康彦 〇 ○

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

〔
生
活
ア
プ
ロ
ー
チ
〕
　
→

学
科
基
礎
科
目

学
科
専
門
科
目
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2020年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

アイヌ民族論 なし ― 前期 ― ― 上野　昌之 × ○

― 沖縄の社会と文化 ― ― ― ― ―― ― ○ ○ 2025年度休講

― 音楽の社会学・人類学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― クレオール論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

地域流域社会論 なし ― 前期 ― ― 堂前　雅史 ○ ○

地域流域政策論 なし ― 後期 ― ― 堂前　雅史 ○ ○

環境とまちづくり 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 角田　季美枝 × ○

― 自然保護活動 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

公衆衛生学 なし ― 前期 ― ― 西出　朱美 × ○

衛生学 なし ― 後期 ― ― 西出　朱美 × ○

野外教育論 なし ― 前期 ― ― 針ヶ谷　雅子 × ○

キャンプマネジメント論 許可 ― 集中講義 ― ― 原田　尚幸 × ○
履修希望者は和光ポータルの指
示に従うこと

―
エコロジーと人新世
（アントロポシン）

― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 都市論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 群島論 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

環境社会学 人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 ― 小野　奈々 × ○

災害社会学 なし ― 前期 ― ― 浅野　幸子 ○ ○

フィールドワーク（地域環境1） 許可 ― 前期 ― ― 堂前　雅史 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

フィールドワーク（地域環境2） 許可 ―
後期＋

フィールド
ワーク

― ― 堂前　雅史 ○ ○
4月許可手続き期間に履修者決定、履修希望者は
「フィールドワーク（地域環境1）」許可手続き
に出席すること

フィールドワーク（森と汀1） 許可 ― 前期 ― ― 岩本　陽児 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

フィールドワーク（森と汀2） 条件付 ―
後期＋

フィールド
ワーク

― ― 岩本　陽児 ○ ○
「フィールドワーク（森と汀
1）」修得者のみ履修可

スポーツマネジメント論 なし ― 後期 ― ― 原田　尚幸 × ○

スポーツマーケティング論 なし ― 後期 ― ― 原田　尚幸 × ○

スポーツ社会学 なし ― 前期 ― ― 原田　尚幸 × ○

障害児運動支援学 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 大橋　さつき × ○

ムーブメント教育・療法１ 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 大橋　さつき ○ ○ 履修希望者は和光ポータルの指示に従うこと、
隔年開講

ムーブメント教育・療法２ 人数制限
（抽選）

― 集中講義 ― ― 袴田　優子 ○ ○ 隔年開講

ムーブメント教育・療法３ 許可 ― 通年 ― ― 大橋　さつき ○ ○ 履修希望者は和光ポータルの指示に従うこと

― ムーブメント教育・療法４ ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

発育発達論 なし ― 前期 ― ― 齋藤　初恵 × ○

←

　

〔

生
活
ア
プ
ロ
ー

チ
〕

　
学
科
専
門
科
目

ｂ
〔
環
境
ア
プ
ロ
ー
チ
〕

ｃ
〔
身
体
ア
プ
ロ
ー
チ
〕
　
→
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2020年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

健康教育学 なし ― 後期 ― ― 制野　俊弘 × ○ 隔年開講

スポーツトレーニング論 許可 ― 後期 ― ― 山田　満月 × ○

運動処方論 なし ― 前期 ― ― 山田　満月 × ○

― 表現運動学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

体育測定・評価 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 青山　慎一郎 × ○

運動生理学 なし ― 前期 ― ― 山田　満月 × ○

運動学 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 畑島　一翔 × ○

スポーツ医学と救急処置 なし ― 後期 ― ― 丸山　伸也 × ○

スポーツ栄養学 なし ― 後期 ― ― 齋藤　初恵 × ○

コーチング論 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 畑島　一翔 × ○

スポーツ心理学 なし ― 前期 時間割外 ― 本多　麻子 × ○

地域スポーツ推進の理論と実践 なし ― 前期 ― ― 原田　尚幸 × ○

― 身体論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

スポーツ文化論入門 なし ― 前期 ― ―― 制野　俊弘 × ○

スポーツ方法学実習
（ストレッチング＆ダンス1）

許可 ― 前期 ― ― 大橋　さつき ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習
（ストレッチング＆ダンス2）

人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 本永　直子 ○ ○

スポーツ方法学実習（水泳1） 許可 ― 前期 ― ― 兒玉　望 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定、
保体教職課程登録者のみ

スポーツ方法学実習（水泳2） 許可 ― 前期 ― ― 兒玉　望 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（バレー1） 条件付 ― 前期 ― ― 星野　実 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（バレー2） 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 佐藤　国正 ○ ○

スポーツ方法学実習（バドミントン） 許可 ― 前期 ― ― 松尾　誠 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（サッカー） 許可 ― 前期 ― ― 山田　満月 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（卓球） 許可 ― 後期 ― ― 松尾　誠 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（テニス） 許可 ― 前期 ― ― 星野　実 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習（体つくり運動1） 条件付 ― 前期 ― ― 丸山　伸也 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（体つくり運動2）
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 丸山　伸也 ○ ○

スポーツ方法学実習（器械体操1） 条件付 ― 後期 ― ― 制野　俊弘 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

ｃ
〔
身
体
ア
プ
ロ
ー
チ
〕
　
→

　
学
科
専
門
科
目
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2020年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

スポーツ方法学実習（器械体操2） 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 松尾　誠 ○ ○

スポーツ方法学実習（柔道1） 条件付 ― 後期 ― ― 中川原　知波 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（柔道2） 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 中川原　知波 ○ ○

スポーツ方法学実習（陸上競技1） 条件付 ― 前期 ― ― 制野　俊弘 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習（陸上競技2） 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 青山　慎一郎 ○ ○

スポーツ方法学実習 （バスケットボール1） 条件付 ― 後期 ― ― 星野　実 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習 （バスケットボール2）
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 松尾　誠 ○ ○

スポーツ方法学実習 （フットサル） 許可 ― 後期 ― ― 星野　実 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

スポーツ方法学実習 （ソフトボール1） 条件付 ― 前期 ― ― 畑島　一翔 ○ ○ 保体教職課程登録者のみ、履修希望者は和光
ポータルの指示に従うこと

スポーツ方法学実習 （ソフトボール2）
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 畑島　一翔 ○ ○

― フィールドワーク（身体表現1） ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― フィールドワーク（身体表現2） ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

身体環境共生論演習1[山田] ― ― ― 山田　満月

身体環境共生論演習2[西出] ― ― ― 西出　朱美

身体環境共生論演習3[制野] ― ― ― 制野　俊弘

身体環境共生論演習4[堂前] ― ― ― 堂前　雅史

― 身体環境共生論演習5[上野] ― ― ― ―

身体環境共生論演習6[大橋] ― ― ― 大橋　さつき

身体環境共生論演習7[原田] ― ― ― 原田　尚幸

身体環境共生論演習8[岩本] ― ― ― 岩本　陽児

卒業研究[山田] ― ― ― ― ― 山田　満月

卒業研究[西出] ― ― ― ― ― 西出　朱美

卒業研究[制野] ― ― ― ― ― 制野　俊弘

卒業研究[堂前] ― ― ― ― ― 堂前　雅史

― 卒業研究[上野] ― ― ― ― ― ―

卒業研究[大橋] ― ― ― ― ― 大橋　さつき

卒業研究[原田] ― ― ― ― ― 原田　尚幸

卒業研究[岩本] ― ― ― ― ― 岩本　陽児

○
4月許可手続き期間に

履修者決定

和光ポータルの
指示に従うこと

×―

通年

通年

○許可

クラス
指定必修

演
習

演
習

卒
業
研
究

卒
業
研
究

←
ｃ
〔
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〕
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173● ●　Ｗ　人間科学科（2020年度入学生）

2020年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は人間科学科生以外も履修可能です。「×」は人間科学科生専用です。

人間科学科専門科目（2020年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　現現代代人人間間学学部部　　人人間間科科学学科科　　授授業業一一覧覧表表

履修可能学年

卒業
要件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

社会学A なし ― 前期 ― ― 田川　夢乃 × ○

― 社会学B ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

心理学概論 なし ― 前期 時間割外 ― 阿部　慶賀 × ○

教育学 なし ― 前期 時間割外 ― 稲葉他
子ども教育専修教員

× ○

国際関係学 人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 ― 中力　えり × ○

女性学 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 西山　千恵子 × ○

男性学 なし ― 前期 ― ― 加藤　敦也 × ○

社会福祉 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 一瀬　早百合 × ○

文化人類学 なし ― 集中講義 時間割内 ― 矢野原　佑史 × ○

生態学 なし ― 後期 ― ― 上野　健 × ○

― 環境思想論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

学生自主企画ゼミナールA なし ― 後期 ― ― 制野　俊弘 ※ ○

― 学生自主企画ゼミナールB ― ― ― ― ― ― ※ ○ 2025年度休講

― インターンシップ ― ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

現
代
人
間
学
部
共
通
科
目

自
由
履
修
科
目

＜学部共通科目＞　※学生自主企画ゼミナールの総合計単位数は1年間で4単位まで、卒業までに8単位までしか履修できない。
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人間科学科では、コーチングアシスタント、アシスタントマネージャー、キャンプインスト
ラクター、認定ムーブメント教育・療法指導者を目標資格として取得を推奨しています。これ
らの資格の内容、資格要件、受験案内、資格取得申請方法等については、 ４月の履修説明会で
配布する資料をご覧ください。また、相談等は、人間科学科の専任教員にしてください。

規定の授業科目を修了し、卒業に必要な単位数を修得すれば、学士の学位が得られることに
なっています。このようにして学士の学位を得た者が、各々の課程に定められた必要な授業科
目のいくつかを学科のなかで学修し、必要な単位を修得すれば、免許状、または、法に定めら
れている単位修得証明書を取得することができます。詳しくは『資格課程の手びき』を参照し
てください。

中学校教諭 １種免許状（保健体育）
高校教諭 １種免許状（保健体育）

図書館司書
学校図書館司書教諭
博物館学芸員
社会教育主事

また、社会福祉主事（任用資格）の取得も可能です。社会福祉主事とは福祉事務所や児童相
談所において援護、育成・更生などに関する相談業務（ソーシャルワーク）を行う者に要求さ
れる資格です。詳しくは大学ホームページを参照してください。

５．取得できる資格
（ １）�目標資格の取得

について

（ ２）取得できる資格
　　・免許状の種類



専門課程
表現学部

175● ●Ｔ　総合文化学科（２０１6～２０２5年度入学生）

１ ．総合文化学科の特徴 ……………Ｐ176

２ ．卒業要件と履修要領 ……………Ｐ177

３ ．専門科目の説明 ……………Ｐ178

４ ．授業一覧表 ……………Ｐ181

５ ．取得できる資格 ……………Ｐ189

６ ．資料室 ……………Ｐ189

総合文化学科総合文化学科２０１6～２０25年度入学生
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176 ● ●

カリキュラム（curriculum）とは、卒業・資格取得のため必要とする履修課程のことです
が、もともとは走者が駆けぬけるコースをいう言葉（ラテン語）でした。どんな辞書でもカ
リキュラムの項に、カリキュラム・ヴァイティー（curriculum   vitae）という言葉をのせてい
ますが、これは人生の歩いた道筋、つまり履歴という意味です。みなさんがこれから選びと
る科目もそれと同じで、その一つ一つが大学での生活の軌跡となるのです。ですから一つ一
つの科目からどんな自分のカリキュラムを築いてゆくかは、大きくいえば、卒業後歩みだす
自分の人生の道筋と深くかかわっているのです。広く基礎的なものからじっくりと土台を形
成してゆかねば、波瀾万丈の人生の重さを支えることはできません。必修科目や共通教養の
諸科目は、その土台づくりに必要な素材なのです。しかし、それをどんな仕方で組み合わせ、
利用するかは、それぞれが自らの特性と希望に照らして考えねばなりません。

自由選択制教科課程のことを英語では cafeteria  type  of  curriculum （カリキュラムのカフ
ェテリア制）ともいいます。表現学部の特徴の一つは、この課程の科目が広く多様であるこ
とにあります。それぞれの学科は工夫をこらしてもっともアクチュアルな、もっとも創意に
富んだ斬新な科目を用意しています。みなさんはここで、自由に飲み物や食べ物、ケーキを
選ぶカフェテリアのような楽しさを十二分に味わうことになります。また、自分の個性にふ
さわしい学修プランが立てられるのもここです。
しかし過食（科目のとり過ぎ）や偏食（科目の片より）は、せっかくの学修意欲をそぐこ

とになりかねませんし、自分の目で内容を確かめないと、かならず消化不良におちいります。
これではせっかくの楽しく自由な学修構想も台なしということになりかねません。ここでも
初めゆるやかに、手さぐり的に、そしてやがて相関的に、着実にというのが良いでしょう。

表現学部は言葉やイメージを通して世界と人間を深く考察し、謎に満ちた多彩な表現世界
に研究と創造の双方から迫る学部です。表現学部を構成する二つの学科はめざすところ、ア
プローチの仕方など、それぞれに異なっています。自己形成の求めに従って、自分の目で確
かめてカリキュラムを選び取らねばなりません。それぞれの専門科目を通して独自の領域へ
と次第に深く傾斜してゆくと同時に、その専門性のゆえに展開される周辺領域へと横断的に
踏み込んでゆく必要があるでしょう。専門性とは多様な領域の認識でもあるからです。深さ
と広がり、その探究の角度の違いを学び合うことが大切なのです。

具体的なカリキュラムについては、それぞれの学科のページで確認してください。

表現学部
カリキュラムは大学
生活と未来の人生の
道しるべ

自由選択制は創意
の場

横断的に専門的に

総合文化学科は、言語・文学などの「ことば」による表現を中心として、図像・音楽・映像
・演劇・思想までふくむ人類の文化的事象を複眼的に探究し、それによって新たな思考を生み
出し、さらにはそれを発信できる人の育成を目指しています。

総合文化学科での学びは、まず、さまざまな表現を受信すること、すなわち「見る・聞く・
読む」ことの基本的な訓練からスタートします。つぎに、「調べる」という実習を経て、「語る
・書く」という発信へと進みます。

１年次では、受信から発信までを初歩的に体験する「プロゼミ」を基軸に学びます。また、
１年次・ ２年次で、学科基礎科目を履修します。学科基礎科目には、学科の学びを広く見渡す
「総合文化オムニバス」や「フィールドワーク入門」、そして各専門分野の基礎を学ぶ科目が
あります。

専門性を深めるための科目は、「世界の多様な文化」、「日本の文学と文化」、「英語圏の文学
と文化」、「神話とファンタジー」、「映像・演劇・音楽」に分類されています。
いずれかの科目群を中心に学び専門性を深めることも、複数の分野を自分自身のテーマに結

１．�総合文化学科
の特徴
（ １）総合文化学科で
　学ぶこと

（ ２）カリキュラムの
　しくみ

１ 年次～ ２年次

２年次～ ３年次



177● ●Ｔ　総合文化学科（２０１6～２０２5年度入学生）

各課程合わせて１２４単位
各課程（共通教養、外国語、専門科目、自由履修科目）それぞれについて必要単位数を満た

すこと。
合わせて３４単位
プロゼミ ４単位＋総合文化学科専門科目２０単位（ただし、学科基礎科目 ８単位およびゼミナ

（ ２）履修の要領

①専門科目

びつけて学ぶことも、どちらも可能です。専門科目には １年次から履修できるものが多くあり
ますが、とくに ２年次・ ３年次では、自分のテーマを見つけ掘り下げるために、興味関心にあ
う科目を選択して、自分独自のカリキュラムを構成してください。

探究すべきテーマの方向が見えてくる ３年次には、「ゼミナール」を根拠地にして、自らの
テーマを磨きます。調査し、報告し、討議して、その成果をまとめる本格的な発信型の授業で
す。

４年次には学びの集大成として「卒業論文」（テーマによって卒業制作も可）にとりくみ、
複眼的思考から生まれる自らの表現を社会へ発信します。

３ 年次

４年次

　 《２０１6～２０１7 年度入学生　総合文化学科 》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

　 《２０１８～2025年度入学生　総合文化学科 》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

２．卒業要件と
　履修要領
 （ １）卒業要件
� ①卒業に必要な単位数

小計 合計
共通教養科目 ● ２４単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 プロゼミ ４単位

総合文化学科
専門科目

学科基礎科目 ８単位
ゼミナール ４単位を含めること

● ２０単位

卒業論文・卒業制作 １０単位
自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント

されます。
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

６２単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 プロゼミ ４単位

総合文化学科
専門科目

学科基礎科目 ８単位
ゼミナール ４単位を含めること

● ２０単位

卒業論文・卒業制作 １０単位
自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント

されます。
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

６６単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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「プロゼミ」は大学での学びを理解し、学びの姿勢を身につけるゼミナール形式の必修科目
（前期 ２単位、後期 ２単位）です。前期にはテクスト・リーディングや要約などを書くレッス
ン、図書・情報館などを利用した文献調査実習と、それに基づく小レポート作成をします。後
期には、前期学修事項に加えて、プレゼンテーション（口頭発表やレジュメ作成方法）と討論
を重視した授業になります。
「プロゼミ」のクラス分けは、 ４月の新入生学科説明会時に発表されます。一部クラスを除

いて授業は金曜日の第 ２時限です。前期も後期もクラスの構成メンバーは同じですが、担当教
員は前期と後期で異なります。
「プロゼミ」を ４単位修得していないと、 ３年次に「ゼミナール」を履修することができま

せん。下記「ゼミナール履修条件」を参照してください。

各専門分野の基礎を学ぶ科目です。 ８単位以上履修してください。単位は、総合文化学科専
門科目または自由履修科目の単位になります。
「総合文化オムニバス」は、〔 ３年次にゼミナールを選択するためのステップになる科目で

あるため〕 ２年次のみ履修できます。
その他の科目は原則として １年次から ４年次にわたって履修できます。

専門性を深めるための科目で、選択専門科目です。
「世界の多様な文化」「日本の文学と文化」「英語圏の文学と文化」では、それぞれの文化圏

の言語、文学作品、文化的事象を扱います。「神話とファンタジー」では、世界各地の神話・
伝説・物語をそれぞれの文化とともに学びます。「映像・演劇・音楽」では、言語による表現
の枠組みを超え、図像、映像、身体、音楽などによる表現文化を深く学びます。

「ゼミナール」（以下ゼミと記す）は、教員とも積極的に交流しながら、各自の専門性や研
究テーマを深める場となる科目で、 １科目 ４単位が必修です。 ４単位を超えて修得したゼミの
単位は、総合文化学科専門科目または自由履修科目の単位になります。
３年次・ ４年次のために開講されていますが、できるだけ ３年次に必修単位を修得してくだ

さい。また、複数のゼミを履修することも可能ですが、 ４年次にはその中で卒業論文・卒業制
作のテーマに最も近いゼミを継続して履修するとよいでしょう。卒業論文・卒業制作指導はゼ
ミと直結していることが多いので、 ４年次でもゼミを履修することを強く勧めます。

プロゼミ ４単位修得済みであること。

２年次の後期にゼミ選択を開始します。
１１月に「ゼミ・パンフレット」を配付し、ゼミ説明会を開催します。その後、各ゼミ教員が

開くゼミ履修相談会に参加して、履修したいゼミを決め、「ゼミ希望票」を提出します。希望
者が募集人数を超過したゼミは選抜を行います。後期通常授業期間内には、履修するゼミが決
まります。
履修登録方法の詳細は和光ポータルでお知らせします。
複数のゼミ（いわゆる「サブゼミ」）を履修したい学生は、履修したい教員のゼミが募集を

終了しておらず、かつ、担当教員が許可した場合に限り、履修することができます。履修の可
否は、希望するゼミ担当教員に直接聞いてみましょう。

総合文化学科では、 ４年次に、「卒業論文・卒業制作」を必修（１０単位）としています。「卒
業論文」は、和光大学の学生として身につけた知識や思考力をフルに活用して、各自が追求す
るテーマを論文のかたちで表現する重要な課題です。それぞれのテーマによっては、論文とい

３．専門科目の説明
（ １）プロゼミ

（ ２）学科基礎科目

（ ３）�専門科目

（ ４）ゼミナール

・ゼミナール履修条件

・�ゼミナール履修の手続
き

（ ５）�卒業論文・卒業 
制作（ 4年次必修）

ール ４単位を必ず含めること）＋卒業論文・卒業制作１０単位
共通教養科目、外国語科目、総合文化学科専門科目について、卒業所要単位数を超えて修得

した単位は、自由履修科目単位としてカウントされます。また、他学部他学科専門科目も含ま
れます。ただし、資格課程専用科目を除きます。

②自由履修科目
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うかたちに限らず、言葉を用いた創作や、音楽・映像・造形・身体パフォーマンスなどの「卒
業制作」を以てその表現とすることもありえますが、その場合は必ず、とりくむ前に主査教員
（主にゼミの担当教員が引き受けます）によく相談し、了承を得てください。
・�卒業論文の主査は学科の全教員が引き受けますが、卒業制作は一部教員のみが引き受けま
す。

・�テーマや内容が特殊なもので、本学の専任教員その他で指導が不可能な場合には、テーマ・
内容の変更を求めることがあります。

・�４ 年次生の必修科目とはいっても、卒業論文・卒業制作作成の助走はすでに ３年次から始ま
っています。主査と相談しながら、次のような段階を踏んで、作成し、提出します。

・ ３年次生のための、卒業論文・卒業制作に関する説明会です。
・�卒業論文・卒業制作とはどのようなものか、どのようなことに注意し、どのようにして進め
ていけばよいのかなど、執筆から提出までの重要事項が説明されますので、 ３年次生は必ず
出席してください。

・詳細は和光ポータルでお知らせします。

・�題目を決め、内容について必ず主査の承諾を得て、所定の期日までに提出してください。
・�題目届を提出していないと、 ４年次の ４月に卒業論文・卒業制作の履修登録ができなくな
ります。

・題目が決まったら、主査の指導を受けながら、執筆ないし制作にとりくみ始めます。

・�卒業論文・卒業制作の主査は、総合文化学科の専任教員（総合文化学科のゼミを担当する教
員）に限ります。

・主査の判断により副査をつけます。
・�特定の教員に依頼が集中するなど、指導が困難な場合には、主査ないしは副査を調整するこ
とがあります。

・�副査は総合文化学科の専任教員を原則としますが、必要に応じて他学部他学科の専任教員、
もしくは非常勤講師に、総合文化学科教員会議を通じて依頼することもできます。その場合
には、必ず主査に相談してください。

・�題目届を期日内（ ３年次 １月下旬）に提出することにより、履修登録完了となります。

・�やむをえず題目（主題）や論文・制作の別を変更する場合には、題目（主題）変更届の提出
が必要です。
題目（主題）変更届の提出締切　2025年１０月3１日（金）

・�主査の同意を得た上で題目（主題）変更届を提出してください。主査によっては論文・制作
の別を変更する場合はより早い段階で締め切ります。主査との連絡を密に行ってください。

　 卒業論文・卒業制作の提出締切　 ４ 年次　２０25年１２月16日（火）１４：００（午後 ２時）
・�所定の時刻（１４：００）を過ぎると受け付けられないので、十分注意すること。受付時間内に
提出手続きが行われなかった場合には成績評価対象外となり、卒業できません。

・�下記の「必要なもの」、および論文の体裁が整っていれば、締切日より前に教学支援課窓口
での提出も可能です。締切の前日あるいは当日の午前中までに提出することを強く勧めます。

・当日の提出先は和光ポータルにて指示します。

注意点

【卒業論文・卒業制作ガイダン
スから単位認定までの流れ】

ア、卒業論文・制作ガイダンス
３ 年次１１月

イ、�卒業論文・制作�
題目届の提出

� ３ 年次 １月下旬

ウ、指導教員について

エ、履修登録
� ４ 年次 ４月

オ、題目（主題）変更届
� ４ 年次 ９ ～ １０月

カ、�卒業論文・制作の提出
� ４ 年次１２月
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必要なもの
１ ．本文
２．中表紙（題目、学籍番号、氏名、主査、副査名を記載）
３．要約※　

★１１月より教学支援課にて用紙を配布
４．受領票
５．ファイル（又は表紙）（製本する場合は不要）
※副査提出分の要約はコピーでも可
体裁
・�以上を中表紙、要約、本文の順にファイルに綴じるか製本するなどして ２部（主査用と副査
用）提出すること（副査がいない場合は １部提出）

・ファイル（又は表紙）に受領票を貼る（受領票の裏に両面テープがついています）

★不明な点があれば、主査教員および教学支援課窓口で総合文化学科担当に問い合わせること

必要なもの
１ ．作品
２．制作に関わる文章
３．中表紙（題目、学籍番号、氏名、主査、副査名を記載）
４．要約※　

★１１月より教学支援課にて用紙を配布
５．受領票
６．「制作に関わる文章」を綴じるファイル（又は表紙）
７．作品と文章をひとまとめにできるようなケースまたは袋（中身が確認できるもの）
※副査提出分の要約はコピーでも可
体裁
・�中表紙、要約、「制作に関わる文章」の順にファイルに綴じ、ケースまたは袋に作品とファ
イルを入れて密封したものを ２セット（主査用と副査用）提出すること

　（副査がいない場合は １セット提出）
・ケースまたは袋に受領票を貼る（受領票の裏に両面テープがついています）

★卒業制作のコピーや窓口提出が形態上困難である場合、早急に主査教員と相談すること
★不明な点があれば、主査教員および教学支援課窓口で総合文化学科担当に問い合わせること

・�４ 年次の １月後半に口頭試問（面接試験）が行われます。その詳しい日時は主査教員がお知
らせします。口頭試問を受けない場合は卒業論文・卒業制作の単位を認定しません。

ア、手書きの場合
・鉛筆書きは不可
イ、巻末に参考文献表を付記すること
ウ、目次をつけ、ページ番号を入れること
・序論から参考文献表まで各ページに通し番号を記入し、序論の前に目次を添えること
エ、次のような内容のものは、卒業論文としては認められない
・�他人の論文や、インターネット上の記事などをそのまま写したり、要約しただけのもの
・作品の全訳や注釈、あるいは筋書きなどを書いただけのもの
・特にテーマを持っていない日記や生活記録の類

キ、提出の体裁について
〈論文〉

�
�
�

〈制作〉

�
�
�

ク、口頭試問

【論文作成上の留意点】
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2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は総合文化学科生以外も履修可能です。「×」は総合文化学科生専用です。

総合文化学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[宮﨑] ― 前期 ― ― ― ― 宮﨑　かすみ × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[坂井] ― 後期 ― ― ― ― 坂井　弘紀 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[稲葉] ― 前期 ― ― ― ― 稲葉　有祐 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[阿部] ― 後期 ― ― ― ― 阿部　明子 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[加藤] ― 前期 ― ― ― ― 加藤　三由紀 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[長尾] ― 後期 ― ― ― ― 長尾　洋子 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[角尾] ― 前期 ― ― ― ― 角尾　宣信 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[名嘉山］ ― 後期 ― ― ― ― 名嘉山　リサ × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[沖田] ― 前期 ― ― ― ― 沖田　瑞穂 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[遠藤] ― 後期 ― ― ― ― 遠藤　朋之 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[長尾] ― 前期 ― ― ― ― 長尾　洋子 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[田村] ― 後期 ― ― ― ― 田村　景子 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[坂井] ― 前期 ― ― ― ― 坂井　弘紀 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[佐藤] ― 後期 ― ― ― ― 佐藤　眞理子 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[西田］ ― 前期 ― ― ― ― 西田　桐子 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[津田] ― 後期 ― ― ― ― 津田　博幸 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ3[遠藤] ― 前期 ― ― 遠藤　朋之 〇 ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ4[酒寄] ― 後期 ― ― 酒寄　進一 〇 ×

総合文化ｵﾑﾆﾊﾞｽ クラス指定 ― 前期 ― ― ― ― 総合文化学科教員 × × 新規科目
コーディネーター：佐藤眞理子

― ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ入門1 ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ入門2 許可 ― 後期 ― 長尾　洋子 〇 〇 4月許可手続き期間に履修者決定

地域文化とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 許可 ― 前期 ― ― ― 長尾　洋子 〇 〇 4月許可手続き期間に履修者決定
学外でのフィールドワークを含む

― 異文化理解の方法 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講
U学科「異文化理解の方法」単位修得者の履修×

文学へのいざない1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 津田　博幸 〇 〇

文学へのいざない2 なし ― 後期 ― 酒寄　進一 〇 〇

宗教と神話 なし ― 前期 ― 沖田　瑞穂 × ○

神話学入門 なし ― 前期 ― 沖田　瑞穂 × ○

日本の文化と文学1 なし ― 前期 ― 稲葉　有祐 ○ ○

日本の文化と文学2 なし ― 後期 ― 稲葉　有祐 ○ ○

日本の文化と文学3 なし ― 前期 ― 田村　景子 ○ ○

日本の文化と文学4 なし ― 後期 ― 田村　景子 〇 〇

― 日本語の歴史 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　総総合合文文化化学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

ププ
ロロ
ゼゼ
ミミ

クラス
指定必修

前期・後期　固定クラス
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定クラス
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定クラス
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定クラス
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定クラス
4月の学科説明会で発表

4月の学科説明会で発表

学学
科科
基基
礎礎
科科
目目

前期・後期　固定クラス
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定クラス
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定クラス
4月の学科説明会で発表

備考



182 ● ●

2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は総合文化学科生以外も履修可能です。「×」は総合文化学科生専用です。

総合文化学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　総総合合文文化化学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

日英比較文化論1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 宮﨑　かすみ × ○

日英比較文化論2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 宮﨑　かすみ × ○

日中比較文化論1 なし ― 前期 ― 加藤　三由紀 × ○

日中比較文化論2 なし ― 後期 ― 加藤　三由紀 × ○

― 言語学1 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講 2020年度以前「言語学」単位
修得者の履修×　旧科目名「言語学」

言語学2 なし ― 前期 ― 阿部　明子 × 〇 2021年度以前「言語学」単位修得者の履修
×  旧科目名「言語学」

ことばの理論 なし ― 後期 ― 阿部　明子 〇 〇

比較言語学 なし ― 後期 ― 沖田　瑞穂 × ○

英語で楽しむ1 なし ― 前期 ― 宮﨑　かすみ × ○

英語で楽しむ２ なし ― 前期 ― 遠藤　朋之 ○ ○

映像文化論1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 飯田　基晴 × ○

映像文化論2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 飯田　基晴 × ○

文化とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 角尾　宣信 × ○

ﾒﾃﾞｨｱ論
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 角尾　宣信 × ○

世世界界のの多多様様なな文文化化

中国古典のことば1 なし ― 前期 ― 大戸　温子 ○ ○

中国古典のことば2 なし ― 後期 ― 大戸　温子 ○ ○

中国文学との対話 なし ― 後期 ― 莊　魯迅 ○ ○

中国の歴史と文化
人数制限
（抽選）

― 後期 時間割外 張　玉萍 ○ ○

中国語のしくみ 許可 ― 前期 ― 孫　国震 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

中国語で楽しむ 許可 ― 前期 ― 加藤　三由紀 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 許可 ― 前期 ― ― 郭　偉 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 許可 ― 後期 ― ― 郭　偉 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

中国芸能の世界
人数制限
（抽選）

― 後期 時間割外 平林　宣和 × ○

叙事詩を読む なし ― 後期 ― 坂井　弘紀 ○ ○

知恵と暮らし なし ― 前期 ― 坂井　弘紀 × 〇

ﾖｰﾛｯﾊﾟの文学 なし ― 後期 ― 酒寄　進一 × 〇

無文字社会の文化 なし ― 後期 ― 山下　宗久 × ○

ｱｼﾞｱの芸能 なし ― 後期 ― 村山　和之 ○ ○

ﾕｰﾗｼｱの文化にふれる なし ― 前期 ― 赤坂　恒明 ○ ○

ﾌﾗﾝｽ語とその世界
人数制限
（抽選）

― 前期 時間割内 ﾀﾞﾝﾌﾞﾛﾝ･ﾐｱ ○ ○

ﾄﾙｺ諸語とその世界 なし ― 前期 ― 坂井　弘紀 ○ ○

総総
合合
文文
化化
学学
科科
専専
門門
科科
目目
（（
自自
由由
履履
修修
科科
目目
））

学学
科科
基基
礎礎
科科
目目



183● ●Ｔ　総合文化学科（２０１6～２０２5年度入学生）

2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は総合文化学科生以外も履修可能です。「×」は総合文化学科生専用です。

総合文化学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　総総合合文文化化学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

ﾍﾟﾙｼｱ語とその世界 なし ― 後期 ― 斎藤　正道 ○ ○

ｱﾗﾋﾞｱ語とその世界 なし ― 前期 ― 佐川　信子 ○ ○

ﾁﾍﾞｯﾄ語とその世界
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 野口　ﾘﾝｼﾞﾝ･ﾄﾞﾙﾏ･ｷﾞｬﾘ ○ ○

中国語とその世界 なし ― 後期 ― 加藤　三由紀 ○ ○

朝鮮半島の文化と歴史
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 陸　善 × ○

― 太平洋の文化と歴史 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講　U学科「太平洋の社会と
文化」単位修得者の履修×

― ｱﾌﾘｶの文化と歴史 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講　U学科「ｱﾌﾘｶの社会と文
化」単位修得者の履修×

― 世界の性文化 ― ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講　U学科「性の人類学」単
位修得者の履修×

― 世界の家族 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化時代の文化学 ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講　2020年度以前開講U学科
「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会学」単位修得者の履修×

― 地図の文化学 ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講

旅と観光文化 なし ― 前期 ― 長尾　洋子 × 〇

文化遺産と社会
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 長尾　洋子 × 〇

異文化ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 許可 ― 後期+ﾌｨｰ
ﾙﾄﾞﾜｰｸ

― ― 坂井　弘紀 × 〇 4月許可手続き期間に履修者決定
学外でのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを含む

― 異文化体験実習１ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

― 異文化体験実習２ ― ― ― ― ― ― ― 2025年度休講

日日本本のの文文学学とと文文化化

日本文学序論1 なし ― 前期 ― 稲葉　有祐 ○ ○

日本文学序論2 なし ― 後期 ― 西田　桐子 ○ ○

日本文化の諸相1 なし ― 前期 ― 西田　桐子 〇 〇

日本文化の諸相2 なし ― 後期 ― 西田　桐子 〇 〇

日本文化の諸相3 なし ― 前期 ― 稲葉　有祐 〇 〇

日本文化の諸相4 なし ― 前期 ― 田村　景子 〇 〇

日本文化に分け入る1 なし ― 前期 ― 稲葉　有祐 〇 〇

日本文化に分け入る2 なし ― 後期 ― 稲葉　有祐 〇 〇

― 日本文化に分け入る3 ― ― ― ― ― 〇 ○ 2025年度休講

― 日本文化に分け入る4 ― ― ― ― ― 〇 ○ 2025年度休講

世界の中の日本文学1 なし ― 前期 ― 西田　桐子 ○ ○

世界の中の日本文学2 なし ― 後期 ― 西田　桐子 ○ ○

近現代の文学1 なし ― 前期 ― 西田　桐子 ○ ○

近現代の文学2 なし ― 後期 ― 西田　桐子 ○ ○

近現代の文学3 なし ― 前期 ― 田村　景子 〇 〇

近現代の文学4 なし ― 後期 ― 田村　景子 〇 〇

総総
合合
文文
化化
学学
科科
専専
門門
科科
目目
（（
自自
由由
履履
修修
科科
目目
））



184 ● ●

2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は総合文化学科生以外も履修可能です。「×」は総合文化学科生専用です。

総合文化学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年
備考

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　総総合合文文化化学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

こどもと文学1
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 那須田　淳 ○ ×

こどもと文学2
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 那須田　淳 ○ ×

作詩に挑む
人数制限
（抽選）

― 後期 ― ｶﾆｴ･ﾅﾊ 〇 〇

― 宗教思想論 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

漢文学の世界
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 津田　博幸 ○ ○

歴史資料を読む1
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 小島　裕子 ○ ○

歴史資料を読む2
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 小島　裕子 ○ ○ 「歴史資料を読む1」単位修得者のみ履修可

書道1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 塚越　義幸 ○ ○

書道2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 塚越　義幸 ○ ○

日本語学序論1
人数制限
（抽選）

有 前期 時間割外 山田　里奈 × ○

日本語学序論2
人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 山田　里奈 × ○

日本語の文法 なし ―
集中
講義

― 中川　秀太 ○ ○

― 日本語の意味 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 日本語の表現 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

日本語の諸相
人数制限
（抽選）

有 後期 時間割外 山岡　華菜子 × ○

― 日本語の分析 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

日本語教授法1 なし ― 前期 ― ― 藤原　未雪 × ○

日本語教授法2 なし ― 後期 ― ― 藤原　未雪 × ○

― 日本語教育の現在 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講　2023年度以前｢日本語教育実践研究｣単
位修得者の履修×　旧科目名｢日本語教育実践研究｣

日本古語を学ぶ1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 津田　博幸 ○ ○

日本古語を学ぶ2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 津田　博幸 ○ ○

日本古語を学ぶ3 なし ― 前期 ― 稲葉　有祐 ○ ○

日本古語を学ぶ4 なし ― 後期 ― 稲葉　有祐 ○ ○

民俗芸能論 なし ― 後期 ― 長尾　洋子 × ○

地域文化ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 許可 ― 後期+ﾌｨｰ
ﾙﾄﾞﾜｰｸ

― ― ― 長尾　洋子 〇 ○ 4月許可手続き期間に履修者決定
学外でのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを含む

英英語語圏圏のの文文学学とと文文化化

英米文学序論1 なし ― 前期 ― 名嘉山　リサ × ○

英米文学序論2 なし ― 後期 ― 名嘉山　リサ × ○

英語の古典文芸1 なし ― 前期 ― 撫原　華子 ○ ○

英語の古典文芸2 なし ― 後期 ― 撫原　華子 ○ ○

総総
合合
文文
化化
学学
科科
専専
門門
科科
目目
（（
自自
由由
履履
修修
科科
目目
））

1・2連続履修が望ましい



185● ●Ｔ　総合文化学科（２０１6～２０２5年度入学生）

2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は総合文化学科生以外も履修可能です。「×」は総合文化学科生専用です。

総合文化学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　総総合合文文化化学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

映像と英文学批評1
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 宮﨑　かすみ 〇 〇

― 映像と英文学批評2 ― ― ― ― ― 〇 〇 2025年度休講

英語詩精読 なし ― 後期 ― 遠藤　朋之 〇 〇

英語圏の文化1 なし ― 前期 ― 名嘉山　リサ × 〇

英語圏の文化2 なし ― 後期 ― 名嘉山　リサ × 〇

英語学序論1 なし ― 前期 ― 阿部　明子 × ○

英語学序論2 なし ― 後期 ― 阿部　明子 × ○

英語学の世界1 なし ― 前期 ― 井川　壽子 × 〇

英語学の世界2 なし ― 後期 ― 井川　壽子 × 〇

― 英語の歴史 ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講

― 日英語の比較 ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講

ことば・心・社会
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 井川　壽子 × ○

音声学1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 松原　理佐 ○ ○

音声学2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 松原　理佐 ○ ○

音とことば なし ― 後期 ― 遠藤　朋之 ○ ○

外国語習得理論 なし ― 後期 時間割外 佐藤　眞理子 × ○

― 英語を学ぶ1 ― ― ― ― ― 〇 〇 2025年度休講

― 英語を学ぶ2 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

― 英語を学ぶ3 ― ― ― ― ― 〇 〇 2025年度休講

英語を学ぶ4 なし ― 後期 ― 井川　壽子 × ○

英語で語る1
人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― ｴﾐﾘｰ･ｱﾗﾝ ○ ○

英語で語る2
人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― ｴﾐﾘｰ･ｱﾗﾝ ○ ○

英語で語る3
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― ﾚｲﾅﾙﾄﾞ･ﾊﾞｲｻ･ﾍﾞﾝﾄｩｰﾗ ○ ○

英語で語る4
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― ﾚｲﾅﾙﾄﾞ･ﾊﾞｲｻ･ﾍﾞﾝﾄｩｰﾗ ○ ○

英語文章表現1
人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― ｴﾐﾘｰ･ｱﾗﾝ ○ ○

英語文章表現2
人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― ｴﾐﾘｰ･ｱﾗﾝ ○ ○

神神話話ととフファァンンタタジジーー

ﾖｰﾛｯﾊﾟの神話1 なし ― 前期 ― 沖田　瑞穂 × ○

ﾖｰﾛｯﾊﾟの神話2 なし ― 後期 ― 沖田　瑞穂 × ○

ﾕｰﾗｼｱの神話1 なし ― 前期 ― 坂井　弘紀 × ○

ﾕｰﾗｼｱの神話2 なし ― 後期 ― 沖田　瑞穂 × ○

― 日本の神話 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

神話と儀礼
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 津田　博幸 ○ ○

総総
合合
文文
化化
学学
科科
専専
門門
科科
目目
（（
自自
由由
履履
修修
科科
目目
））



186 ● ●

2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は総合文化学科生以外も履修可能です。「×」は総合文化学科生専用です。

総合文化学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年
備考

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　総総合合文文化化学学科科　　授授業業一一覧覧表表　　　　

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

神話学特論 なし ― 後期 ― ― 沖田　瑞穂 × ○

ﾌｧﾝﾀｼﾞｰと昔話 なし ― 後期 ― 酒寄　進一 ○ ○

中国のﾌｧﾝﾀｼﾞｰ なし ― 前期 ― 上原　かおり × ○

中国のﾕｰﾄﾋﾟｱ文学 なし ― 後期 ― 上原　かおり × 〇

ﾌｧﾝﾀｼﾞｰの作法
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 那須田　淳 ○ ○

映映像像・・演演劇劇・・音音楽楽

― 映像と物語 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 映画論1 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 映画論2 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ映画史1 ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講

― ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ映画史2 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

映像と現代社会1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 飯田　基晴 × ○

映像と現代社会2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 飯田　基晴 × ○

中国の映像文化 なし ― 後期 ― 韓　瑩 ○ ○

映像制作基礎1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 飯田　基晴 × ○ 旧科目「映像制作基礎」単位修得者の履
修×

映像制作基礎2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 飯田　基晴 × ○ 新規科目

地域・同時代を撮る1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 飯田　基晴 ○ ○

地域・同時代を撮る2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 飯田　基晴 ○ ○

― 現代演劇論 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

戯曲を読む なし ― 後期 ― 田村　景子 〇 〇

身体と表現
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 新見　真琴 ○ ○

劇を作る1 許可 ―
集中
講義

― 山下　悟 ○ ○

劇を作る2 許可 ― 後期
（隔週2コマ）

― 山下　悟 ○ ○

日本の芸能1 なし ― 前期 ― 竹澤　悦子 × ○

日本の芸能2 なし ― 後期 ― 後藤　幸浩 ○ ○

大衆芸能の社会史 なし ― 前期 ― 長尾　洋子 × 〇

音楽の想像力1
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 中川　つよし ○ ○

音楽の想像力2
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 中川　つよし ○ ○

現代の音楽1 許可 ― 前期 ― ― 山本　和智 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

現代の音楽2 許可 ― 後期 ― ― 山本　和智 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

ｻｳﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ論
人数制限
（抽選）

― 前期
（隔週2コマ）

― 鈴木　治行 × ○

音の比較文化論1 許可 ― 前期 ― ― 山本　和智 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

音の比較文化論2 許可 ― 後期 ― ― 山本　和智 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

総総
合合
文文
化化
学学
科科
専専
門門
科科
目目
（（
自自
由由
履履
修修
科科
目目
））

4月許可手続き期間に履修者決定
1・2連続履修が望ましい



187● ●Ｔ　総合文化学科（２０１6～２０２5年度入学生）

2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は総合文化学科生以外も履修可能です。「×」は総合文化学科生専用です。

総合文化学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　総総合合文文化化学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ表象論
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 津田　博幸 ○ ○ 旧科目名「女と男の表現空間」

若者文化論
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 田口　仁 × ○

編集の現場1 許可 ― 前期 ― 須藤　巧 ○ ○

編集の現場2 許可 ― 後期 ― 須藤　巧 ○ ○

ﾙﾎﾟﾙﾀｰｼﾞｭ入門 なし ― 前期 ― 田村　景子 〇 〇

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰ・ｶﾙﾁｬｰ
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 角尾　宣信 × ○

笑いの歴史1
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 角尾　宣信 × ○

笑いの歴史2
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 角尾　宣信 × ○

勤労の文化学
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 角尾　宣信 × ○

心と文化
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 角尾　宣信 × ○

英語のしくみを考える ― 通年 ― ― ― 阿部　明子 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

近世の文化と言語表現 ― 通年 ― ― ― 稲葉　有祐 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

ことばの詩学 ― 通年 ― ― ― 遠藤　朋之 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

神話学 ― 通年 ― ― ― 沖田　瑞穂 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

現代中国の社会とことば ― 通年 ― ― ― 加藤　三由紀 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

― 日本語のしくみを考える ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

ﾕｰﾗｼｱの文化と歴史 ― 通年 ― ― ― 坂井　弘紀 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

ﾄﾞｲﾂの文化と歴史 ― 通年 ― ― ― 酒寄　進一 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと文化 ― 通年 ― ― ― 佐藤　眞理子 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

現代文学のﾒﾃﾞｨｱ・ﾐｯｸｽ ― 通年 ― ― ― 田村　景子 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

古代の文化と言語表現 ― 通年 ― ― ― 津田　博幸 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰ・ｶﾙﾁｬｰ分析 ― 通年 ― ― ― 角尾　宣信 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

文化編成のﾀﾞｲﾅﾐｸｽ ― 通年 ― ― ― 長尾　洋子 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

ｼﾈﾏ・ｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞ(映画研究) ― 通年 ― ― ― 名嘉山　リサ ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定
旧科目名「映画と文化」

日本近現代文学の多様性 ― 通年 ― ― ― 西田　桐子 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

― 文化人類学研究 ― ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講
旧科目名「人とﾓﾉの関係史」

ｾｸｼｭｱﾘﾃｨ・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ・ﾃｸｽﾄ ― 通年 ― ― ― 宮﨑　かすみ ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

映像制作研究 ― 通年
(連続2コマ)

― ― ― 飯田　基晴 ○ ○ T学科3年次生は前年度希望票で決定

ゼゼ
ミミ
ナナ
ーー
ルル

4月許可手続き期間に履修者決定
1・2連続履修が望ましい（2のみの履修不可）

総総
合合
文文
化化
学学
科科
専専
門門
科科
目目
（（
自自
由由
履履
修修
科科
目目
））

ｸﾗｽ指定
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2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は総合文化学科生以外も履修可能です。「×」は総合文化学科生専用です。

総合文化学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　総総合合文文化化学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
担当者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

卒業論文・卒業制作[阿部] ― 通年 ― ― ― ― 阿部　明子 × ×

卒業論文・卒業制作[稲葉] ― 通年 ― ― ― ― 稲葉　有祐 × ×

卒業論文・卒業制作[遠藤] ― 通年 ― ― ― ― 遠藤　朋之 × ×

卒業論文・卒業制作[沖田] ― 通年 ― ― ― ― 沖田　瑞穂 × ×

卒業論文・卒業制作[加藤] ― 通年 ― ― ― ― 加藤　三由紀 × ×

― 卒業論文・卒業制作 ― ― ― ― ― ― ― × × 2025年度休講

卒業論文・卒業制作[坂井] ― 通年 ― ― ― ― 坂井　弘紀 × ×

卒業論文・卒業制作[酒寄] ― 通年 ― ― ― ― 酒寄　進一 × ×

卒業論文・卒業制作[佐藤] ― 通年 ― ― ― ― 佐藤　眞理子 × ×

卒業論文・卒業制作[田村] ― 通年 ― ― ― ― 田村　景子 × ×

卒業論文・卒業制作[津田] ― 通年 ― ― ― ― 津田　博幸 × ×

卒業論文・卒業制作[角尾] ― 通年 ― ― ― ― 角尾　宣信 × ×

卒業論文・卒業制作[長尾] ― 通年 ― ― ― ― 長尾　洋子 × ×

卒業論文・卒業制作[名嘉山] ― 通年 ― ― ― ― 名嘉山　リサ × ×

卒業論文・卒業制作[西田] ― 通年 ― ― ― ― 西田　桐子 × ×

― 卒業論文・卒業制作 ― ― ― ― ― ― ― × × 2025年度休講

卒業論文・卒業制作[宮﨑] ― 通年 ― ― ― ― 宮﨑　かすみ × ×

卒業論文・卒業制作[飯田] ― 通年 ― ― ― ― 飯田　基晴 × ×

卒卒
業業
論論
文文
・・
卒卒
業業
制制
作作

クラス
指定必修
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中学校教諭 １種免許状（国語・英語）
高等学校教諭 １種免許状（国語・英語）

図書館司書
学校図書館司書教諭
社会教育主事
博物館学芸員

総合文化学科生が取得できる免許状・資格は上のとおりです。
他学科が認定を受けた免許状取得を希望する場合は、教学支援課窓口で相談をしてください。

また、社会福祉主事（任用資格）の取得も可能です。社会福祉主事とは福祉事務所や児童相
談所において援護、育成・更生などに関する相談業務（ソーシャルワーク）を行う者に要求さ
れる資格です。詳しくは大学ホームページを参照してください。

教員・学生共通の研究活動の場として、Ａ棟 ７階に資料室Ｉ・Ⅱが設けられています。資料
室Ｉは参考書・辞書類とＰＣがあります。資料の検索や学習、討議等に利用できます。
資料室Ⅱはカメラ、録音機材等学科の備品を管理しています。授業等で指示があるときに、

借り出しに行ってください。貸出期間や返却の手続などについては担当職員の指示に従ってく
ださい。個人やサークルで使用するための貸し出しは行いません。
資料室では、会議が行われることがあります。その時は利用できません。使用可能な時間は、

開校日の １限目から ５限目までとします。鍵がかかっている場合は、総合文化学科専任教員に
申し出てください。また資料室での共同研究や会議は予約制です。希望する場合は、総合文化
学科専任教員に申し出てください。

５．取得できる資格
（ １）資格課程

６．資料室
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１ ．芸術学科の特徴 ……………Ｐ192

２ ．専門科目の説明 ……………Ｐ194

３ ．卒業要件と履修要領 ……………Ｐ197

４ ．授業一覧表 ……………Ｐ199

５ ．取得できる資格 ……………Ｐ204

６ ．学科資料室・その他 ……………Ｐ204

２０１６～２０２5年度入学生 芸術学科芸術学科
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カリキュラム（curriculum）とは、卒業・資格取得のため必要とする履修課程のことです
が、もともとは走者が駆けぬけるコースをいう言葉（ラテン語）でした。どんな辞書でもカ
リキュラムの項に、カリキュラム・ヴァイティー（curriculum   vitae）という言葉をのせてい
ますが、これは人生の歩いた道筋、つまり履歴という意味です。みなさんがこれから選びと
る科目もそれと同じで、その一つ一つが大学での生活の軌跡となるのです。ですから一つ一
つの科目からどんな自分のカリキュラムを築いてゆくかは、大きくいえば、卒業後歩みだす
自分の人生の道筋と深くかかわっているのです。広く基礎的なものからじっくりと土台を形
成してゆかねば、波瀾万丈の人生の重さを支えることはできません。必修科目や共通教養の
諸科目は、その土台づくりに必要な素材なのです。しかし、それをどんな仕方で組み合わせ、
利用するかは、それぞれが自らの特性と希望に照らして考えねばなりません。

自由選択制教科課程のことを英語では cafeteria  type  of  curriculum （カリキュラムのカフ
ェテリア制）ともいいます。表現学部の特徴の一つは、この課程の科目が広く多様であるこ
とにあります。それぞれの学科は工夫をこらしてもっともアクチュアルな、もっとも創意に
富んだ斬新な科目を用意しています。みなさんはここで、自由に飲み物や食べ物、ケーキを
選ぶカフェテリアのような楽しさを十二分に味わうことになります。また、自分の個性にふ
さわしい学修プランが立てられるのもここです。
しかし過食（科目のとり過ぎ）や偏食（科目の片より）は、せっかくの学修意欲をそぐこ

とになりかねませんし、自分の目で内容を確かめないと、かならず消化不良におちいります。
これではせっかくの楽しく自由な学修構想も台なしということになりかねません。ここでも
初めゆるやかに、手さぐり的に、そしてやがて相関的に、着実にというのが良いでしょう。

表現学部は言葉やイメージを通して世界と人間を深く考察し、謎に満ちた多彩な表現世界
に研究と創造の双方から迫る学部です。表現学部を構成する二つの学科はめざすところ、ア
プローチの仕方など、それぞれに異なっています。自己形成の求めに従って、自分の目で確
かめてカリキュラムを選び取らねばなりません。それぞれの専門科目を通して独自の領域へ
と次第に深く傾斜してゆくと同時に、その専門性のゆえに展開される周辺領域へと横断的に
踏み込んでゆく必要があるでしょう。専門性とは多様な領域の認識でもあるからです。深さ
と広がり、その探究の角度の違いを学び合うことが大切なのです。

具体的なカリキュラムについては、それぞれの学科のページで確認してください。

表現学部
カリキュラムは大学
生活と未来の人生の
道しるべ

自由選択制は創意
の場

横断的に専門的に

芸術学科は、芸術の研究と実践をとおして人間と社会を考え、新しい時代の文化の創造に参
画できる人材を世に送り出すことを、大きな目標としています。
この目標のために、私たち芸術学科は、これまでの芸術単科大学とは異なる道を歩いてきま

した。つまり芸術を他の科学の分野から独立した特殊なものと考えるのではなく、様々な人間
の営みと相互に刺激し合う文化実践の場に位置づけてきたのです。

私たちが暮らしている社会では、テレビ、広告、写真、絵画、商品などから様々なメッセー
ジが伝達されています。たとえば有名ブランドのハンドバッグのマークからモナ・リザの肖像
画まで、視覚的な文化は広い範囲に及んでいます。しかもそれらが孤立した存在ではなく、互
いに刺激しあいながら時代をつくり、時代を反映し、それらは過去の出来事とも相互に影響し
あっているのです。芸術学科はこれらの広い範囲にあるあらゆる形式の表現、つまり人間がつ
くりだし、私たちをとりまいている多様な表現を、批判精神をもって見る能力を養わなければ
ならないと考えます。

あなたにとって、表現の実践とはどのようなことでしょうか。描きたい絵を描き、作りたい
ものを作る。そのための技術を獲得すること。もちろんそれもあるでしょう。しかし、高等教
育機関である大学で、一人の大人として芸術を学ぶとは、もはや自分のためだけの営為ではあ
りません。自分の表現を社会に向かって開き、他者の表現を理解しようとする意志と方策が伴
って、はじめて真の表現行為に近づくことができるのです。そのため、私たちは他学科の科目

１．芸術学科の特徴

（１）多様な表現を学ぶ

（２）理論と実践を学ぶ
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アート系には絵画、立体、版画、古典技法、写真、映像などの科目があります。ただし、そ
れぞれの領域は孤立した技術の伝承の場ではありません。表現技術を横断的に学びながら新し
い表現に至る科目群を配してあります。多様な技術を学び、自分に適した表現手段は何かを考
えることを勧めます。

デザイン系には、グラフィック・デザイン、映像デザイン、コミュニケーション・デザイン
などを学ぶ科目群があります。学生諸君が狭い意味のデザインではなく、アートや美術史、工
芸などと手を結ぶことができる新しいデザインの領域を開拓できるような試みをしています。
また、ＰＣ技術を利用した実技の科目はこのコースに多く配置されています。この分野の就職
にも必要なため、初級～中級等、グラフィック系ソフトの経験値に基づいて履修することを勧
めています。

プランニング系は、出版物やイベントを企画する過程を学ぶコースと思われるでしょう。そ
れもあります。しかしここでは、映像の文法、書物の解剖、メディア史、プランニング（企画）、
美術史、製本、空間編集、展示プロデュースなど、一人の人間による表現を発端として、それ
が最終的に作品として成立するまで、その過程全般を学び取ることを考えています。

（４）３つの系について
アート系

デザイン系

プランニング系

を広く履修することを推奨しています。真の芸術を学びたい者にとって、本学はまたとない恵
まれた条件にあるといえるでしょう。

芸術学科のカリキュラムは、大きく ３つのコース（アート、デザイン、プランニング）の専
門科目と、 １年生のときに全員必修のプロゼミ、それから学科基礎科目の ３つで構成されてい
ます。
これらはタテ糸とヨコ糸のような関係にある科目で、一枚の布を織るように、 ４年間でゆる

やかな階梯に従いながら、それぞれのコース科目群の科目を選択することができます。
１年次に履修する科目でおおよそ ３つのコースを体験し、 ２年次で何れかのゼミナールを履

修することを推奨します。履修科目の選択は、卒業年次にそれぞれの研究テーマに近づけるよ
うに組み立ててください。
「芸術学科のカリキュラム（授業一覧表）」を参考にしながら ３つのコースとそれを横断す

る科目群の意味を読み取ってください。
カリキュラムには半期の科目を多く設けました。これをセメスター制と言います。半期ごと

に一つの科目が終了します。ただし、前期と後期の連続履修が推奨されている科目、条件や定
員の設けられた科目があるため、注意して履修登録してください。

（3）�カリキュラムの概
要
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芸術学科の科目には年次指定のあるもの、人数や設備の関係から履修条件に制限のあるもの
があります。また、実験実習費とは別に科目ごとに材料費などの実費が掛かる場合もあります。
それぞれの授業で確かめてください。

入学して最初の １年次では、学部の全員がプロゼミ（前期、後期）を履修することになります。
プロゼミは金曜日の ２限です。ここでは芸術学科の教員たちが和光大学芸術学科の全体像を語
りながら、そのコースやその教員の専門領域の入り口をみなさんに見せます。この時期に、友
人も増やし、大学で学ぶということの意味を体感してください。
プロゼミの単位を全く修得していないと、 ２年次以降ゼミナールを取ることができず、再履

修が必要になります。

学科基礎科目は、選択専門科目に行く前の入門の役割を果たす、文字どおりの基礎科目です。
理論系科目と実技・実践的科目、フィールドワークとキャリア系科目が提供され、どのコース
に進む場合でも、共通して身につけておくと良い要素があります。

この科目群の科目は、それぞれ ３つのコースに分類されています。専門性によって特徴づけ
られた科目が配置されています。技術や知識を得るとともに、それらを利用して何を表現し、
研究するかに主眼がおかれた科目です。自らのテーマに関連する科目を効率よく渉猟してくだ
さい。多くの科目は １年次から履修することが出来るように設定されています。

ゼミナールは、 ２年次から履修することが出来ます。 ２年次で必ず １つは登録し、自身の専
門分野を意識するように心掛けてください。 ４年目の卒業年次を含めた ３年間にそれぞれの専
門領域を深め、卒業制作・卒業論文につながるようにゼミナールを選択してください。ゼミナ
ールは学生が自発的にテーマを設定し、制作と研究の成果を発表し、互いに批判的に討議する
場です。
２・ ３ 年次では、曜日時限が重ならない限り複数のゼミナールに登録することが出来ます。

ただし、 ４年次（卒業年次）には、ゼミナールを １つに絞り、卒業制作・卒業論文に力を集中
させることが大事になります。ゼミナールの内容・登録方法の説明会は後期末に掲示の上、実
施します。

１～ ２年次で ３つのコースを横断的に学びましたが、この段階までに、あなたの専門のコー
スを決めてください。 ３年次にコースを横断することは可能ですが、ここで決めたコースで卒
業制作・卒業論文に取り組むこととなります。コース選択については、ゼミナール選択と共に
後期末に掲示の上、説明します。

「プレゼンテーション技法」は、 ２年次に全員が履修します（編転入等で未履修の場合は ３
年次以降も可）。後期末に学内で行われるポートフォリオ展に参加することで単位となります。
あなたの作品や活動をファイルにまとめ、他の人に見てもらうことで、仕事を客観化すること
が目的です。提出方法は１１～１２月の掲示とゼミナール等での指導に沿ってください。

単位化はされていませんが、学外で教員推薦による学生の展覧会を行います。各々の活動の
ステップアップとなるように工夫されています。詳細は前期半ばに掲示されます。

芸術学科を卒業するに際して、大学生活の総決算となる必修科目です。これは ４年次になっ
てからではなく、 １年次から ３年次にわたる学修計画の視野におくべき課題です。自らテーマ
を発見し、それに沿ってカリキュラムを組み立ててゆくことになるからです。 ４年間の経験が
集約される所こそ卒業制作・卒業論文であり、あなたにとって最大の財産となるはずです。ゼ
ミナールの指導教員とよく相談し、テーマを決めて １年間取りくんでください。
なお、卒業制作は学内外のいずれかの場所で展示公開しています。この「卒展」企画・展示

とカタログ制作は学生諸君が主体的に行うことになっています。

２．専門科目の説明

（ １）プロゼミ
（必修科目）

（ ２）学科基礎科目
（選択必修）

（ ３）選択専門科目

（ 4）ゼミナール
（専門科目）

（ ５）コース選択
（ ２年次終了時）

（ ６）�ポートフォリオ展
� （ ２年次）

（ ７）選抜展�（ 3年次）

（ ８）卒業制作・
　　卒業論文

（ ４年次以上）
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１� ）卒業年次生は、各自、規程通りの卒業要件を満たす見通しがあるかどうか、念入りに確認
し、疑問がある場合は、教員、教学支援課、先輩諸君などに相談してください。

２ �）卒業制作・卒業論文の手続きを行う際には、ゼミナールでの指導にもとづき、次ページの
ように「卒業制作・卒業論文調査票」に記入してください。

３� ）主査として指導を担当できるのは学科の専任教員に限られますが、副査としては他の学部
・学科の教員・非常勤教員などに指導を求めることが出来ます。

卒業制作・卒業論文の調査票は、2025年 ４ 月 ２ 日（水）23：59までに、グーグルフォームで
提出してください。
　この手続きをおこなっていないと、卒業制作・卒業論文の履修登録・提出・評価ができなく
なりますので、十分注意してください。

　調査票を期日内に提出することにより履修登録完了となります。

卒業制作・卒業論文の提出は原則１２月下旬の最終審査会になります。
なお、卒業制作・卒業論文では成果物の提出の方法に若干のちがいがあります。
次頁のフローチャートを参照してください。

卒業制作・卒業論文に関
するいくつかの注意点

卒業制作・卒業論文
調査票の提出

履修登録

提出方法
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判定会議

※このほか、例年 ２月頃、学生が主体となって運営する卒業制作展（学外展）が開催される予定があります。
　詳細日程・内容は、掲示やゼミナール指導教員および卒業制作委員の学生からの連絡にご注意ください。

４ 月上旬：「卒業制作・卒業論文調査票」を提出〜グーグルフォームで

前期末：中間審査会（ ７月中旬に卒業制作・卒業論文の「概要」提出〜芸術学科資料室へ）

後期：各ゼミナールでの進捗発表会（複数ゼミナールによる合同開催を予定）

１２月下旬：最終審査会：卒業制作・卒業論文提出（１２月上旬に「概要」提出〜芸術学科資料室へ）

・指定場所／指定時間に完成作品を持参し、その主旨を発表する。

・指定場所／指定時間に、完成論文の要旨を発表する。
＜回覧用に、正本と副本（コピー）の ２冊のファイルを主査に同時に提出＞

制作

論文

審査会終了後、教員による判定会議が開催されます。

２ 月下旬：「卒業制作・卒業論文」の成績評価と全修得単位を反映し、卒業判定結果を掲示

○卒業制作・卒業論文の提出までのフローチャート
詳細日程については、オリエンテーションとゼミナールで、順次伝達されます。

＜最終審査会以降の連絡のしくみ＞

最終審査会 卒業可

２月下旬

卒業判定判定

最終審査会後１２月下旬

卒業不可

No!

Yes!
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　各課程合わせて１２４単位
各課程（共通教養、外国語、専門科目、自由履修科目）それぞれについて必要単位数を満た

すこと。
　合わせて２６単位
プロゼミ ４単位＋学科基礎科目 ８単位＋ゼミナール ４単位＋卒業論文・卒業制作１０単位

※�専門性を修得するには、自由履修科目のうち５０単位以上の芸術学科専門科目を含むことが望
ましい。
共通教養科目、外国語科目、芸術学科専門科目について、卒業所要単位数を超えて修得した

単位は、自由履修科目単位としてカウントされます。また、他学部他学科専門科目も含まれま
す。ただし、資格課程専用科目を除きます。

（ ２）履修の要領

①専門科目

②自由履修科目

 《2016～２０１7年度入学生　芸術学科 》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

 《2018～2025年度入学生　芸術学科 》
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

3．卒業要件と
　履修要領
 （ １）�芸術学科の卒業

要件
　　①卒業に必要な単位数

小計 合計
共通教養科目 ● ２４単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 芸術学科

専門科目
プロゼミ ４単位
学科基礎科目 ● ８単位
ゼミナール ● ４単位
卒業論文・卒業制作 １０単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウン
トされます。
・芸術学科選択専門科目（50単位以上が望ましい。）
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

７０単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。

小計 合計
共通教養科目 ● 20単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 芸術学科

専門科目
プロゼミ 4単位
学科基礎科目 ● ８単位
ゼミナール ● ４単位
卒業論文・卒業制作 １０単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウン
トされます。
・芸術学科選択専門科目（50単位以上が望ましい。）
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目 ( 全学開講欄が○のもの )
※資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

74単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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２０２5年度　表現学部　芸術学科　開講科目区分
各課程 各科目単位数 アート系 デザイン系 プランニング系

必修科目 プロゼミ
（各 ２単位）

プロゼミ（前期・後期）
（※クラスは学科説明会で発表）

学科基礎科目
（選択必修）

フィールドワーク
（各 １ ― ２ 単位）

新入生フィールドワーク
フィールドワークの実践5，6

キャリア系科目
（各 １ ― ２ 単位）

プレゼンテーション技法　クリエイティブ・キャリア研究　キャリアデザイン研究

歴史理論系科目 現代美術史基礎　芸術の基礎理論　日本／世界写真史　宗教造形論基礎
近現代デザイン史基礎　日本美術史 1（上代－近世）　日本美術史 2（近代）
西洋美術史1，2

理論系科目 クリエイティブ特別講義　現代デザインの基礎　現代絵画論基礎 １　
平面表現基礎演習　視覚芸術表現の基礎1，2

実技・実践的科目
（各 ２ ― ４ 単位）

デッサン（※ １年次のクラスはオリエンテーションで振り分けられます）
写真表現の基礎１，２　絵画表現の基礎 １　彫刻表現の基礎１，２　
デザイン基礎実習　コミュニケーションデザインA　
デジタルデザインの基礎［A］，［B］，［C］，［D］　映像撮影・編集技法
情報表現の基礎　文字とレイアウトの基礎　タイポグラフィ基礎

選択専門科目
※前ページも参照

選択専門科目
（各 ２ ― ４ 単位）

絵画材料の研究１，２
絵画表現の研究A 1，A 2
絵画表現の研究B １，B ２
現代美術の造形技法研究１，２
現代美術の立体表現研究１，２
中世古典技法
版画技法１，２
ことばと版画
トライアル・ワーキング
日本古典技法１，２
写真表現研究１，２
美術の思考（周辺について）
芸術の実践
美術の輪郭

アニメーション表現論
アートアニメーション制作
イラストレーション研究
色彩学
色彩研究演習
デザイン描画法
広告表現研究
プロダクトデザインの思考
ＣＧ表現技法
ＣＧアニメーション研究
ＷＥＢデザイン研究
デジタル表現技法
マンガ表現技法１，２
グラフィックデザイン研究
映像表現技法
コミュニケーションデザインB
クラフト造形の基礎
タイポグラフィ研究
生活デザイン演習

文化財と保存科学
製本ワークショップ
メディアと表現の歴史
映像の文法
空間をつくる
アートブック研究
アートドキュメンテーション
信仰と文化
アートカタログ編集術
見えるものの歴史：視覚と造形
マンガ学概論

ゼミナール ゼミナール
（各 ８単位）

現代絵画・絵画工房
コンテンポラリーアート・絵画表現工房
現代の造形表現・立体工房
現代写真・映像工房
日本画工房
版画工房（※ ４単位）

グラフィック・デザイン
ヴィジュアル・デザイン
情報メディア・デザイン
映像デザイン

ヴィジュアル・アート
メディアと編集
イメージを読む

卒業論文・
卒業制作

卒業論文・
卒業制作
（１０単位）

卒業論文・卒業制作

※この表の中には本年度休講の科目も記載されています。次頁以降の授業一覧表を参照してください。
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2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は芸術学科生以外も履修可能です。「×」は芸術学科生専用です。

芸術学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[大坪] ― 前期 ― 大坪　晶 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[里見] ― 後期 ― 里見　佳音 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[野々村] ― 前期 ― 野々村　文宏 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[佐藤勲] ― 後期 ― 佐藤　勲 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[半田] ― 前期 ― 半田　滋男 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[畑中] ― 後期 ― 畑中　朋子 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[椛田] ― 前期 ― 椛田　ちひろ × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[高橋] ― 後期 ― 高橋　啓祐 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ1[君島] ― 前期 ― 君島　彩子 × ×

ﾌﾟﾛｾﾞﾐ2[木村] ― 後期 ― 木村　史紅 × ×

フフィィーールルドドワワーークク

新入生ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 許可 ― 前期 ― 君島・里見 ○ × 国内研修　学科説明会で案内
2～4年生は編入学・転入学生・サポート学生のみ対象

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸの実践5 許可 ― 後期 ― 君島　彩子 ○ ○ 4月許可手続き期間に履修者決定
国内研修 学科説明会で案内(掲示板に注意)

― ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸの実践6 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講
海外研修 学科説明会で案内(掲示板に注意)

キキャャリリアア系系科科目目

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法 クラス指定 ― 後期 ― ― 半田　滋男 × × 2年生全員12月作品集提出　掲示板･和光ﾎﾟｰﾀﾙでの通
知に注意(3・4年生履修希望者は代表教員の半田へ)

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ・ｷｬﾘｱ研究 人数制限
(抽選)

― 後期 時間割外 ― 畑中　朋子 × × ﾃﾞｻﾞｲﾝ系課題のため自宅PCでの
Adobe(ｲﾗﾚ)/Office使用必須

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ研究 なし ― 後期 ― ― ― 野々村　文宏 × × 3年生対象(就活準備が必要な4年生も可)
掲示板･和光ﾎﾟｰﾀﾙでの通知に注意

歴歴史史理理論論系系科科目目

現代美術史基礎 なし ― 前期 ― 野々村　文宏 × ○

芸術の基礎理論 なし ― 前期 時間割外 半田　滋男 × ○

日本／世界写真史 なし ― 後期 ― 野々村　文宏 ○ ○

宗教造形論基礎 なし ― 前期 ― 君島　彩子 × ○

近現代ﾃﾞｻﾞｲﾝ史基礎 人数制限
(抽選)

有 後期 時間割外 高橋　啓祐 × ○ 内容はﾃﾞｻﾞｲﾝ系教員ｵﾑﾆﾊﾞｽ
旧科目名「近代ﾃﾞｻﾞｲﾝ史基礎」との重複履修不可

日本美術史1(上代―近世) なし ― 前期 ― 山本　ゆかり × ○

日本美術史2(近代) なし ― 後期 ― 君島　彩子 × ○

西洋美術史1 なし ― 前期 ― 君島　彩子 × ○

西洋美術史2 なし ― 後期 ― 君島　彩子 × ○

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　芸芸術術学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考開講期
(形態)

オンライン
科目

重
複
履
修

全
学
開
講

履修可能学年
担当者

前期・後期　固定ｸﾗｽ
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定ｸﾗｽ
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定ｸﾗｽ
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定ｸﾗｽ
4月の学科説明会で発表

前期・後期　固定ｸﾗｽ
4月の学科説明会で発表

　　
ププ
ロロ
ゼゼ
ミミ

クラス
指定必修

学学
科科
基基
礎礎
科科
目目
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2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は芸術学科生以外も履修可能です。「×」は芸術学科生専用です。

芸術学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　芸芸術術学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考開講期
(形態)

オンライン
科目

重
複
履
修

全
学
開
講

履修可能学年
担当者

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ特別講義 なし ― 前期
(隔週2コマ)

― 芸術学科教員 ○ ○ 学科説明会および初回授業で説明
ｵﾑﾆﾊﾞｽ形式(代表教員：野々村)

現代ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎 人数制限
(抽選)

有 前期 ― 木村　史紅 × ○ G学科ﾃﾞｻﾞｲﾝ系2年推奨

現代絵画論基礎1 なし ― 前期 ― 椛田　ちひろ × ○

― 平面表現基礎演習 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講
旧科目名「平面表現演習」との重複履修不可

視覚芸術表現の基礎1 なし ― 前期 ― 大坪　晶 × ○

視覚芸術表現の基礎2 なし ― 後期 ― 大坪　晶 × ○

実実技技・・実実践践的的科科目目

ﾃﾞｯｻﾝA1 許可 ― 前期 ― ― ― ― 椛田　ちひろ × ×

ﾃﾞｯｻﾝA2 許可 ― 後期 ― ― ― ― 椛田　ちひろ × ×

ﾃﾞｯｻﾝB1 許可 ― 前期 ― ― ― ― 詫摩　昭人 × ×

ﾃﾞｯｻﾝB2 許可 ― 後期 ― ― ― ― 詫摩　昭人 × ×

ﾃﾞｯｻﾝC1 許可 ― 前期 ― ― ― ― 佐藤　勲 × ×

ﾃﾞｯｻﾝC2 許可 ― 後期 ― ― ― ― 佐藤　勲 × ×

ﾃﾞｯｻﾝD1 人数制限
(抽選)

有 前期 ― ― 杉浦　藍 × ○

ﾃﾞｯｻﾝD2 人数制限
(抽選)

有 後期 ― ― 杉浦　藍 × ○

― 絵画表現の基礎1(油彩画） ― ― ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講 

彫刻表現の基礎1 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― ― 杉浦　藍 ○ ○

彫刻表現の基礎2 許可 ― 後期
(連続2コマ)

― ― 杉浦　藍 ○ ○

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎[A] クラス指定 ― 後期 ― ― ― ― 里見　佳音 × × 学科説明会でｸﾗｽ発表

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎[B] クラス指定 ― 後期 ― ― ― ― 清水　麻美子 × × 学科説明会でｸﾗｽ発表

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎[C] クラス指定 ― 後期 ― ― ― ― 清水　麻美子 × × 学科説明会でｸﾗｽ発表

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎[D] クラス指定 ― 前期 ― ― ― 高橋　啓祐 × × 学科説明会でｸﾗｽ発表
2年生の履修希望者は初回授業に出席すること

ﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎実習 クラス指定 ― 前期
(連続2コマ)

― ― ― ― 保坂　丈二 × × ﾃﾞｻﾞｲﾝ系ｾﾞﾐ2年ｸﾗｽ指定

― 文字とﾚｲｱｳﾄの基礎 ― ― ― ― ― × × 2025年度休講
PC初級以上

― ﾀｲﾎﾟｸﾞﾗﾌｨ基礎 ― ― ― ― ― ― × × 2025年度休講

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝA 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― ― ― 里見　佳音 × × 4月許可手続き期間に履修者決定
旧科目名｢ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎｣との重複履修不可

情報表現の基礎 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― ― 畑中　朋子 ○ × 教職課程とﾃﾞｻﾞｲﾝ系優先
4月許可手続き期間に履修者決定

写真表現の基礎1(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ） クラス指定 ― 前期
(連続2コマ)

― ― 大坪　晶 ○ ×

写真表現の基礎2(ｱﾅﾛｸﾞ) クラス指定 ― 後期
(連続2コマ)

― ― 大坪　晶 ○ ×

映像撮影・編集技法 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― １ 高橋　啓祐 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定。後期の「映像表現技法」との連
続履修が望ましい

 1・2連続受講が望ましい

理理論論系系科科目目

学学
科科
基基
礎礎
科科
目目

1の初回授業に出席すること
1・2連続履修必須　定員8名　出席重視
旧科目名「写真表現基礎1・2」

学科説明会でｸﾗｽ発表
1・2連続履修が望ましい

学科説明会でｸﾗｽ発表
1・2連続履修が望ましい

学科説明会でｸﾗｽ発表
1・2連続履修が望ましい

1・2連続履修が望ましい

4月許可手続き期間に履修者決定
1・2連続履修が望ましい



201● ●　Ｇ　芸術学科（２０１６～２０25年度入学生）

2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は芸術学科生以外も履修可能です。「×」は芸術学科生専用です。

芸術学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　芸芸術術学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考開講期
(形態)

オンライン
科目

重
複
履
修

全
学
開
講

履修可能学年
担当者

アアーートト系系

絵画材料の研究1 人数制限
(抽選)

有 後期
(連続2コマ)

― 清瀬　ゆり亜 ○ ○

絵画材料の研究2 人数制限
(抽選)

有 後期
(連続2コマ)

― 有村　麻里 × ○

絵画表現の研究A1 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― 椛田　ちひろ ○ ○ 「絵画表現の研究A2」との連続履修が望ましい
4月許可手続き期間に履修者決定　絵画表現ゼミ履修者優先

絵画表現の研究A2 許可 ― 後期
(連続2コマ)

― 椛田　ちひろ ○ ○ 「絵画表現の研究A1」との連続履修が望ましい
4月許可手続き期間に履修者決定　絵画表現ゼミ履修者優先

絵画表現の研究B1 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― 詫摩　昭人 ○ ○ 「絵画表現の研究B2」との連続履修が望ましい
4月許可手続き期間に履修者決定

絵画表現の研究B2 許可 ― 後期
(連続2コマ)

― 詫摩　昭人 ○ ○ 「絵画表現の研究B1」との連続履修が望ましい
4月許可手続き期間に履修者決定

― 現代美術の造形技法研究1 ― ― ― ― ― ― × ○

― 現代美術の造形技法研究2 ― ― ― ― ― ― × ○

現代美術の立体表現研究1 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― ― 佐藤　勲 × ○

現代美術の立体表現研究2 許可 ― 後期
(連続2コマ)

― ― 佐藤　勲 × ○

中世古典技法 人数制限
(抽選)

有 前期
(連続2コマ)

― 有村　麻里 ○ ○ 旧科目名「中世古典技法（ﾃﾝﾍﾟﾗで描く）｣　

版画技法1(銅版・木版)
人数制限
(抽選)

有 後期
(連続2コマ)

― 豊泉　綾乃 ○ ○

版画技法2(ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ・ﾘﾄｸﾞﾗﾌ) 人数制限
(抽選)

有 通年 ― 吉永　晴彦 ○ ○ 旧科目名「版画技法2(ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ)｣、版画技法3(ﾘﾄｸﾞﾗﾌ)

ことばと版画 人数制限
(抽選)

有 通年 ― 竹上　妙 ○ ○ 旧科目名「大学版画展の実践」

日本古典技法1(墨で描く) 人数制限
(抽選)

有 前期
(連続2コマ)

― 酒井　祐二 ○ ○

日本古典技法2(にかわで描く) 人数制限
(抽選)

有 後期
(連続2コマ)

― 酒井　祐二 ○ ○

写真表現研究1 クラス指定 ― 前期 ― ― ― 大坪　晶 ○ ×

写真表現研究2 クラス指定 ― 後期 ― ― ― 大坪　晶 ○ ×

芸術の実践 なし ― 通年 ― 佐藤勲、詫摩、野々村、里見 ○ ○ 不定期開催のため、掲示板に注意

― 美術の思考(周辺について) ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ﾄﾗｲｱﾙ・ﾜｰｷﾝｸﾞ ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

美術の輪郭 許可 ― 前期 ― ― ― 佐藤　勲 × × 4月許可手続き期間に履修者決定

デデザザイインン系系

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝB 許可 ― 後期
(連続2コマ)

― ― ― 里見　佳音 × × 4月許可手続き期間に履修者決定
旧科目名「ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ研究」との重複履修不可

― ﾀｲﾎﾟｸﾞﾗﾌｨ研究 ― ― ― ― ― ― ○ × 2025年度休講

ｱﾆﾒｰｼｮﾝ表現論 人数制限
(抽選)

有 前期 ― 畑中　朋子 × ×

ｱｰﾄｱﾆﾒｰｼｮﾝ制作 許可 ― 前期
(隔週2コマ)

― ― 畑中　朋子 ○ × 4月許可手続き期間に履修者決定
「ｱﾆﾒｰｼｮﾝ表現論」同時履修か修得済優先

芸芸
術術
学学
科科
選選
択択
専専
門門
科科
目目
（（
自自
由由
履履
修修
科科
目目
））

2025年度休講
1・2連続履修が望ましい

4月許可手続き期間に履修者決定
1・2連続履修が望ましい

1・2連続履修が望ましい
２は1修得者のみ履修可

1・2連続履修が望ましい
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2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は芸術学科生以外も履修可能です。「×」は芸術学科生専用です。

芸術学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　芸芸術術学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考開講期
(形態)

オンライン
科目

重
複
履
修

全
学
開
講

履修可能学年
担当者

色彩学 許可 ― 後期 ― 秋元　未奈子 × × 「色彩研究演習」との連続履修が望ましい
4月許可手続き期間に履修者決定

色彩研究演習 許可 ― 後期
(隔週2コマ)

― 秋元　未奈子 × × 「色彩学」同時履修または修得者のみ履修可　旧科目「色彩研
究」の重複履修不可　4月許可手続き期間に履修者決定

ﾃﾞｻﾞｲﾝ描画法 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― ― 里見　佳音 × × 4月許可手続き期間に履修者決定

ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究 人数制限
(抽選)

有 前期
(連続2コマ)

― さかうえ だいすけ ○ ○

ﾏﾝｶﾞ表現技法1 許可 ― 前期 ― ― 岡野　める ○ ×

ﾏﾝｶﾞ表現技法2 許可 ― 後期
(隔週2コマ)

― ― 岡野　める ○ ×

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝの思考 人数制限
(抽選)

有 後期
(連続2コマ)

― ― 髙橋　秀樹 ○ ○

ｸﾗﾌﾄ造形の基礎 人数制限
(抽選)

有 後期
(連続2コマ)

― 木村　史紅 × ×

生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 ４ 人数制限
(抽選)

有 後期
(連続2コマ)

― ― 畑中　朋子 × × 新規科目

映像表現技法 許可 ― 後期
(連続2コマ)

― １ 高橋　啓祐 × ○ 「映像撮影・編集技法」の許可手続きに出席のこと
4月許可手続き期間に履修者決定

CG表現技法 人数制限
(抽選)

有 前期 時間割外 小林   均 ○ × PC中級(意欲があれば初級者でも可)
高年次生優先

CGｱﾆﾒｰｼｮﾝ研究 許可 ― 後期
(連続2コマ)

― ― うもと　ゆーじ ○ × PC上級(詳細はｼﾗﾊﾞｽ参照)　4月許可手続き期間に履修者決定
高年次生優先/3DCGのBlender使用

広告表現研究 許可 ― 後期
(連続2コマ)

― ― 木村　史紅 × × PC中級(G学科ﾃﾞｻﾞｲﾝ系3・4年優先)
4月許可手続き期間に履修者決定

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表現技法 許可 ― 後期 ― ― 清水　麻美子 ○ × 4月許可手続き期間に履修者決定

WEBﾃﾞｻﾞｲﾝ研究 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― ― 飛澤・塩原 ○ × PC中〜上級(詳細はｼﾗﾊﾞｽ参照)
4月許可手続き期間に履修者決定

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ研究 許可 ― 前期
(連続2コマ)

― ― 木村　史紅 × × PC中級以上　Ｇ学科ﾃﾞｻﾞｲﾝ系優先
4月許可手続き期間に履修者決定

ププラランンニニンンググ系系

文化財と保存科学 なし ― 後期 時間割外 紀　芝蓮 × ○

製本ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 人数制限
(抽選)

有 集中講義 ― 四釜　裕子 × ×

ﾒﾃﾞｨｱと表現の歴史 なし ― 前期 ― 野々村　文宏 ○ ○

映像の文法 なし ― 前期 ― 野々村　文宏 ○ ○

空間をつくる なし ― 前期 ― 野々村　文宏 × ○

ｱｰﾄﾌﾞｯｸ研究 なし ― 後期 ― 野々村　文宏 × ○

― ｱｰﾄﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ﾏﾝｶﾞ学概論 なし ― 前期 ― 細谷   修平 × ○ 新規科目

信仰と文化 なし ― 前期 ― 君島　彩子 × ○

ｱｰﾄｶﾀﾛｸﾞ編集術 人数制限
(抽選)

有 後期 ― 柴田  ユウスケ × ○ PC中級　掲示板に注意

― 見えるものの歴史：視覚と造形 ― ― ― ― ― ○ ○ 2025年度休講

芸芸
術術
学学
科科
選選
択択
専専
門門
科科
目目
（（
自自
由由
履履
修修
科科
目目
））

1・2連続履修が望ましい
２は1修得者のみ履修可
4月許可手続き期間に履修者決定
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2016～2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は芸術学科生以外も履修可能です。「×」は芸術学科生専用です。

芸術学科専門科目（2016～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　表表現現学学部部　　芸芸術術学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科目[授業]名

単
位
数

種別
人数制限
（抽選）
優先条件

備考開講期
(形態)

オンライン
科目

重
複
履
修

全
学
開
講

履修可能学年
担当者

現代の造形表現・立体工房 ― 通年
(連続2コマ)

― ― 佐藤　勲 ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定

ｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰｱｰﾄ・絵画表現工房 ― 通年
(連続2コマ)

― ― 椛田　ちひろ ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定

現代絵画・絵画工房 ― 通年
(連続2コマ)

― ― 詫摩　昭人 ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定

現代写真・映像工房 ― 通年
(連続2コマ)

― ― 大坪　晶 ○ ○
G学科生は前年度希望票にて決定
担当教員による指定科目を履修しておくことが望ましい

日本画工房 ― 通年
(連続2コマ)

― ― 酒井　祐二 ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定

版画工房 ― 通年 ― ― 吉永　晴彦 ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定

ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ ― 通年
(連続2コマ)

― ― 木村　史紅 ○ ○
G学科生は前年度希望票にて決定
担当教員による指定科目を履修しておくことが望ましい

情報ﾒﾃﾞｨｱ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ ― 通年
(連続2コマ)

― ― 畑中　朋子 ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定
担当教員による指定科目を履修しておくことが望ましい

映像ﾃﾞｻﾞｲﾝ ― 通年
(連続2コマ)

― ― 高橋　啓祐 ○ ○
G学科生は前年度希望票にて決定
担当教員による指定科目を履修しておくことが望ましい

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ ― 通年
(連続2コマ)

― ― 里見　佳音 ○ ○
G学科生は前年度希望票にて決定
担当教員による指定科目を履修しておくことが望ましい

ﾒﾃﾞｨｱと編集 ― 通年
(連続2コマ)

― ― 野々村　文宏 ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定

ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙ・ｱｰﾄ ― 通年
(連続2コマ)

― ― 半田　滋男 ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定

ｲﾒｰｼﾞを読む ― 通年
(連続2コマ)

― ― 君島　彩子 ○ ○ G学科生は前年度希望票にて決定

卒業論文・卒業制作[佐藤勲] ― 通年 ― ― ― ― 佐藤　勲 × ×

卒業論文・卒業制作[椛田] ― 通年 ― ― ― ― 椛田　ちひろ × ×

卒業論文・卒業制作[詫摩] ― 通年 ― ― ― ― 詫摩　昭人 × ×

卒業論文・卒業制作[大坪] ― 通年 ― ― ― ― 大坪　晶 × ×

卒業論文・卒業制作[木村] ― 通年 ― ― ― ― 木村　史紅 × ×

卒業論文・卒業制作[畑中] ― 通年 ― ― ― ― 畑中　朋子 × ×

卒業論文・卒業制作[高橋] ― 通年 ― ― ― ― 高橋　啓祐 × ×

卒業論文・卒業制作[里見] ― 通年 ― ― ― ― 里見　佳音 × ×

卒業論文・卒業制作[野々村] ― 通年 ― ― ― ― 野々村　文宏 × ×

卒業論文・卒業制作[半田] ― 通年 ― ― ― ― 半田　滋男 × ×

卒業論文・卒業制作[君島] ― 通年 ― ― ― ― 君島　彩子 × × 　

ゼゼ
ミミ
ナナ
ーー
ルル

卒卒
業業
論論
文文
・・
卒卒
業業
制制
作作

＜＜ゼゼミミナナーールル＞＞　　芸芸術術学学科科生生はは事事前前説説明明会会にに基基づづきき選選択択。。  22--33  年年次次はは複複数数科科目目、、卒卒業業年年次次生生はは１１科科目目をを履履修修ででききまますす。。
　　　　　　　　　　　　　　　　卒卒業業必必修修単単位位（（44単単位位））修修得得後後はは自自由由履履修修単単位位ににななりりまますす。。

アアーートト系系

クラス指定

クラス
指定必修

クラス
指定必修

クラス指定

＜＜卒卒業業論論文文・・卒卒業業制制作作＞＞　　ｾｾﾞ゙ﾐﾐﾅﾅｰーﾙﾙのの教教員員をを主主査査ととししてて登登録録すするるこことと。。ななおお、、非非常常勤勤教教員員ののｾｾﾞ゙ﾐﾐﾅﾅｰーﾙﾙをを履履修修すするる場場合合ははｾｾﾞ゙ﾐﾐ教教員員をを副副査査ととしし、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別別途途専専任任教教員員をを主主査査ととししてて登登録録ししててくくだだささいい。。

アアーートト系系

クラス
指定必修

デデザザイインン系系

ププラランンニニンンググ系系

デデザザイインン系系

クラス指定

ププラランンニニンンググ系系
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規定の授業科目を修了し、卒業に必要な単位数を修得したとき、みなさんは「学士」という
学位を得たことになります。芸術学科生が取得可能な免許状・資格は下記の通りです。他学科
が認定を受けた免許、資格取得を希望する場合は、教学支援課窓口で相談してみてください。
詳しくは資格課程の手びきを参照のこと。

中学校 １種免許状（美術）
高等学校 １種免許状（美術）
※上記以外の科目の教職免許状を希望する場合は、教学支援課窓口で相談をすること。

図書館司書
学校図書館司書教諭
社会教育主事
博物館学芸員
社会福祉主事（任用資格）※

※社会福祉主事とは福祉事務所や児童相談所において援護、育成・更生などに関する相談業
務（ソーシャルワーク）を行う者に要求される資格です。詳しくは大学ホームページを参照し
てください。

Ａ棟 ８階のエレベーターを降りてすぐ、教員研究室に並んでいます。図書・情報館の合本と
は別に雑誌やカタログ、美術館の発行した紀要などが閲覧できます。ここは芸術学科の情報発
信センターでもあります。廊下の掲示板や壁面には、一面に展覧会のポスターが掲示してあり、
備え付けのラックには、各地の展覧会、コンテスト、セミナーやグラントの情報がびっしり詰
まっています。また、室内には各地の美術館から送付されてきた展覧会招待券をストックして
おり、希望者に配布しています。招待券は早い者勝ちですので、毎日でもチェックしてくださ
い。
基本的に、学期中は10時30分から１８時30分まで開室しています。またそれ以外の時間帯でも、

開いていることがあります。ドア前にも開室日の掲示や書類提出箱があります。

Ｅ棟に設置されたこの教室は、コンピュータ機器を中心とする作業場であり、もう一つのア
トリエです。ここではコンピュータによる演習、研究、作品制作などを行うことができます。
中でも、アート、デザイン業界の標準であるアドビのグラフィック系ソフトを備えたＭａｃ教
室が ３室あります。平日の ９時から１７時５０分（最終受付１７時２０分）までの、授業で使用してい
ない時間帯は、皆さんが自習に利用することが出来ます。利用方法は、Ｅ棟 ３階のメディア準
備室か、図書・情報館のホームページで確認してください。
また、この部屋以外に図書・情報館 ３階にはメディアサロンがあり、多種の情報機器の他に、

ポスターサイズ対応の大判インクジェットプリンターなどが設備されています。こちらは平日
は２０時0０分まで利用できます。グラフィックソフトの入ったノートパソコン（Macintosh など）
も書類手続を経て借りることができます。
利用時間やサービスを変更している場合がありますので注意してください。

Ｇ棟 ２階の端にある小さな展示スペースです。白い壁で囲まれた空間で、絵画、グラフィッ
ク、マンガ、写真、立体等のほか、照明や暗幕を工夫することによって映像やインスタレーシ
ョン、パフォーマンスイベント等を行うことができます。
芸術学科の授業関係の展示のほか、学生の個展やグループ展に利用され、ほぼ １週間単位で

何かが展示されています。予約方法と予約状況については、芸術学科のホームページか芸術学
科資料室にて確認してください。

５．取得できる資格

6．�学科資料室・ 
その他

芸術学科資料室

メディア室

ホワイトギャラリー
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経済学は、希少な資源を使ってどのような財がどれだけ生産されるのか、生産された財がど
のように流通して行くのか、生産活動を通じて生じた富が誰にどれだけ分配されるのかを解明
する学問です。生活者として、働く人としての判断力を養うことを主たる目的としています。

経済学科では、１年次から ４年次まで「キャリア研究」という必修科目の授業を受けます。「キ
ャリア研究」では、数人でチームを組んで課題に取り組むグループ・ワークなどを通じて、就
職の際に必要とされるコミュニケーション能力や発言力を磨くと共に、資格取得にチャレンジ
したり、一般教養の講座を受けることによって、高い社会人基礎力を身につけます。

上述したように、経済学科では、 １年次から ４年次まで「キャリア研究」という授業を受け
ます。「キャリア研究 １ a・ｂ」、「キャリア研究 ２ a・ｂ」は年度ごとにクラス替えが行われます。
「キャリア研究」は、社会人基礎力を磨く場であると同時に、学修指導や生活指導を受ける場
でもあります。「キャリア研究」のクラスは大学生活の中心となるクラスという意味でコア・
クラスと呼ばれ、 １年次のときの担当教員は、 ４年間を通じてコア・クラス・ティーチャー（Ｃ．
Ｃ．Ｔ．）となります。Ｃ．Ｃ．Ｔ．は、いわば中学校や高等学校のクラス担任に相当する存在です。
分からないことや相談したいことがあるときには、Ｃ．Ｃ．Ｔ．と連絡をとってください。

３年次に「ゼミナールⅠ・Ⅱ」を設けています。「ゼミナールⅠ・Ⅱ」では、担当教員の指
導の下、自分が選んだ分野を能動的、専門的に研究します。少人数の個別指導が行われる「ゼ
ミナールⅠ・Ⅱ」は、大学における学修の中心となります。 ３年次に「ゼミナールⅠ・Ⅱ」の
単位を修得した学生は、 ４年次に同じ担当教員の下で「卒業論文」を履修することができます。
「卒業論文」では、個別指導を通じて研究を深化させた上で、研究の成果を論文等にまとめま
す。

経済学科では、専門科目で学んだ理論や知識をより深化させることを目的として、「フィー
ルドワークA・B」、「インターンシップ」、「ワークショップ」など実践的な科目を設置してい
ます。また、 １年次には「はじめての経済学」を設置し、経済学を総合的に理解する機会を提供
しています。学生の皆さんには、これらの制度を積極的に利用し、実社会で役に立つ知識と能
力を養成することが望まれます。

１．経済学科の特徴

（ １）�４ 年間を通じた
キャリア教育

（ ２）�コア・クラスを
通じた学修指導

（ ３）�ゼミナールと卒
業論文による専
門教育

（ ４）�実践的・総合的
な学習

経済経営学部は経済学科と経営学科という ２つの学科から構成されています。経済学は、
財とお金の流れを通して社会の仕組みを解明する学問であり、経営学は、企業を始めとする
さまざまな組織を運営するための知識と技能を修得する学問です。そして、両者は密接に結
びついています。社会の仕組みを知らなければ、組織を運営することはできません。組織運
営の実際が分からなければ、社会の仕組みを明らかにすることはできません。
こうした観点から、経済経営学部では、総合的で実践的なカリキュラムが用意されており、

経済学科と経営学科が互いに協力しながら、授業を運営しています。

本学は、建学以来、「自由な研究と学習の共同体」であることを理念に掲げてきました。
教職員と学生がともに自由な立場で「研究と学習」に勤しみ、その営みを通じて大学という
「共同体」がかたちづくられることを意味しています。皆さんには、自発的で自立的な研究
と学習が期待されているのです。
したがって、本学において有意義な学生生活を送るためには、学習計画を主体的に組み立

てること、自主的に授業に取り組むこと、そしてみずからの問題意識をつねに持ち続けるこ
とが大切です。
学生は学習権の主体者です。このことを忘れずに、学業に励んでください。

経済経営学部
経済経営学部の
研究対象

自発的・自立的な
学習の要請
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≪2024～2025年度入学生　経済学科≫
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

和光大学では単位制を採っています。卒業するまでに、各課程から決められた数の単位を修
得しなければなりません。単位は、履修登録した科目について、決められた基準を超える成績
を得ることで修得できます。

２．�卒業要件と
履修要領
（ １）卒業要件

卒業に必要な単位を修得するにあたって、特に次の点に注意してください。
①合計で１２４単位を修得すること。
②各課程の必要単位数を修得すること。
③必修科目の単位を修得すること。
④�就職活動に必要とされる「卒業見込証明書」を ４年次前期に発行できるように履修計画を立
てること（卒業見込証明書の発行基準はＰ２９を参照）。

⑤�各授業の履修可能学年に注意し、履修計画を立てるにあたって分からないことがあるときは、
コア・クラス・ティーチャー（Ｃ．Ｃ．Ｔ．）、教学支援課、教学会議委員に質問・相談してく
ださい。

共通教養課程は、全学部に共通して開かれている課程です。幅広い知識と深い教養の修得を
目的とし、さまざまな学問領域の科目が開講されています。
卒業までに最低20単位を修得しなければなりません。２0単位を超えて修得した場合、その単

位は「自由履修科目（40単位）」に充当されます。
授業ごとに設定された履修可能学年を守ればどの学年で履修しても構いませんが、経済学科

専門課程のカリキュラムは高学年になるほど専門性が高まるよう構成されていますので、 １～
２年次において積極的に履修することを推奨します。

外国語課程は、全学部に共通して開かれている課程です。英語、中国語、朝鮮語、フランス
語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、スペイン語、日本語（留学生対象）を学ぶことができ
ます。
卒業までに、同一外国語で ４単位を修得しなければなりません。例えば、英語で ２単位、中

国語で ２単位といった単位の修得方法では、「外国語科目」の卒業要件を満たしません。 ４単
位を超えて修得した場合、その単位は「自由履修科目（40単位）」に充当されます。
授業ごとに設定された要件（ １年次にしか履修できない・複数の授業をセットで履修しなけ

ればならないなど）を守って履修してください。 １～ ２年次において積極的に履修することを
推奨します。手続きの詳細については外国語課程のページを参照してください。

（ ２）履修の要領

（ ３）共通教養課程

必要単位

受講学年

（ ４）外国語課程

必要単位

受講学年

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 必修専門科目 １２単位

キャリア研究 ８単位
選択専門科目
全て経済学科選択専門科目単位として修得すること

● ４０単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部他学科専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

４０単位
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キャリア研究は必修科目です。全員が必ず履修し、単位を修得しなければなりません。 １～
４までを ４年間かけて履修します（下表参照）。単位を修得することができなかった場合には、
再履修しなければなりません。
「キャリア研究 １ａ・ １ｂ」、「キャリア研究 ２ａ・ ２ｂ」では、それぞれ複数のクラスが開

講されます。クラス分けは、各年度初めに学科説明会、掲示板、和光ポータルでお知らせしま
す。各自、自分がどのクラスに属するかを確認してください。
「キャリア研究 ３ａ・ ３ｂ」、「キャリア研究 ４ a・ ４ b」は、 １クラスです。

履修学年 科目名 開講期 単位数

１年次
キャリア研究 １ａ 前期 １単位
キャリア研究 １ｂ 後期 １単位

２年次
キャリア研究 ２ａ 前期 １単位
キャリア研究 ２ｂ 後期 １単位

３年次
キャリア研究 ３ａ 前期 １単位
キャリア研究 ３ｂ 後期 １単位

４年次
キャリア研究 ４ａ 前期 １単位
キャリア研究 ４ｂ 後期 １単位

必修専門科目は、全員が必ず履修し、単位を修得しなければならない科目です。経済学科の
必修専門科目は下表の通りです。単位を修得することができなかった場合には、翌年度に再履
修しなければなりません。

履修学年 科目名 開講期 単位数

１年次

ミクロ経済学Ⅰ 前期 ２単位
ミクロ経済学Ⅱ 後期 ２単位
マクロ経済学Ⅰ 前期 ２単位
マクロ経済学Ⅱ 後期 ２単位

２年次
現代経済史Ⅰ 前期 ２単位
現代経済史Ⅱ 後期 ２単位

卒業するまでに、経済学科選択専門科目から４０単位以上を修得しないといけません。４０単位
を超えて修得した単位は「自由履修科目（４０単位）」に充当されます。

自由履修科目として40単位以上の修得が必要です。
「自由履修科目」については、下記に示す科目の単位が充当されます。
・共通教養科目より、２０単位を超過した単位
・外国語科目より、 ４単位を超過した単位
・選択専門科目より、４０単位を超過した単位
・現代人間学部・表現学部専門科目、経営学科専門科目
現代人間学部・表現学部専門科目、経営学科専門科目については、「全学開講」欄が「○」

となっている授業を履修可能です。ただし、授業ごとに履修できる条件は異なりますので、各
課程の「授業一覧表」をよく確認してください。

（ ５）キャリア研究

クラス分け

（ ６）必修専門科目

（ ７）選択専門科目
　　　　　　必要単位

（ ８）�自由履修科目
単位の数え方

注意すべき点
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３ 年次に「ゼミナールⅠ・Ⅱ」が設置されています。ゼミナールでは、 １つの研究室に所属
し、少人数の参加型授業を通して、 １つの学問領域を専門的に研究します。
３年次に「ゼミナールⅠ・Ⅱ」の単位を修得した学生は、４年次に同じ研究室の「卒業論文」

を履修することができます。卒業論文では、 ３年次に研究した学問の理解をさらに深め、それ
を大学での学修の集大成として論文等にまとめます。
異なった研究領域を持つ複数の研究室が開設されています。研究室に所属するには、入室選

考を受け、担当教員の許可を得なければなりません。 ２年次の後期に説明会と入室選考が行わ
れますので、入室の機会を逃さないよう注意してください。
「ゼミナールⅠ・Ⅱ」は、大学における学修の中心に位置づけられています。必修科目では

ありませんが、積極的に履修をし、学修の充実に役立ててください。

３．�専門科目の説明
と履修上の注意
（ １）�ゼミナールと 

卒業論文

入室方法

位置づけ

「フィールドワークＡ・Ｂ」は、実際に見聞したり体験したりすることを通じて経済学の理
解をより深めることを目的とした授業です。通常の授業に加えて、学外研修によって構成され
ています。学外研修では、地域視察、施設見学、聞き取り調査、アンケート調査などを行いま
す。「フィールドワークＡ・Ｂ」は ２年次から履修することができます。

「インターンシップ」では、前期中にビジネスマナー講座や業界研究の授業を受け、企業や
団体で所定の期間、就業体験をします。職業選択や職業生活への理解を深めるとともに、専攻
分野と実社会との関連を理解することを目的としています。「インターンシップ」は ３年次生
のみ履修することができます。

「ワークショップ」は、専門科目をより深く学ぶために設けられている授業です。少人数参
加型で行うことを特徴としています。授業形態（実習、講義、制作）や履修可能学年は授業ご
とに異なりますので留意してください。

※�フィールドワーク、インターンシップについては、社会情勢等により、実施形態が変更
されたり、講義が開講されなかったりする可能性があります。

（ ２ ）フィールドワーク

（ ３）インターンシップ

（ ４）ワークショップ

２ 年次後期に入室決定

３年次：「ゼミナールⅠ・Ⅱ」

４年次：「卒業論文」
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国家公務員、地方公務員、警察官、消防官をめざす学生のためのプログラムです。本プログ
ラムで設定されている科目は卒業必要単位として認定されます。また、模擬試験の実施、夏期
休暇を利用した集中勉強合宿、個人指導による学習相談や ２次試験面接対応など、「合格」に
結びつく徹底した採用試験対策を行います。プログラムへの参加の仕方については、 ４月に行
われるガイダンス（プログラム説明会）に参加して確認してください。（ガイダンスの開催に
代えて説明用動画を配信する場合もあります）

「はじめての経済学」は、経済学を体系的、総合的に学習するために設けられている授業で
す。経済学科所属の専任教員がリレー方式で交代に講義を行い、経済学科の主要専門科目のエ
ッセンスを紹介します。 １年次生のみ履修することができます。

大学での学修や研究には、文献や資料を収集する能力、そうした情報を読み解く能力、そし
てそれらの情報を体系的にまとめる能力が必要不可欠です。「学生のための情報活用法」では、
パソコンなどを使った実習を通じて、 ４年間の学生生活に有用な能力を身につけます。

規定の授業科目を修了し、卒業に必要な単位数を修得すれば、学士の学位が得られることに
なっています。学士の学位を得た者が、各々の課程に定められた必要な授業科目のいくつかを
学科のなかで学修し、必要な単位を修得すれば、免許状、または、法に定められている単位修
得証明書を取得することができます。詳しくは資格課程の手びきを参照してください。
経済学科生が取得できる免許状・資格は次のとおりです。

社会　中学校教諭一種免許状
地理歴史　高等学校教諭一種免許状
公民　高等学校教諭一種免許状

学校図書館司書教諭
図書館司書
博物館学芸員
社会教育主事（社会教育士）

また、本学では福祉事務所や児童相談所において援護、育成・更生などに関する相談業務（ソ
ーシャルワーク）を行う者に要求される「社会福祉主事（任用資格）」を取得することができ
ます。詳しくは大学ホームページを参照してください。

（ ５）�公務員対策プロ
グラム

（ 6）�はじめての経済
学

（ 7）�学生のための情
報活用法

（ ８）�取得できる資格
・免許状の種類
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2024～2025年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2024～2025年度入学生用）

年 年 年 年

＜必修科目＞　再履修の学生は、経済学科説明会に参加して、説明を受けてください。

ミクロ経済学Ｉ クラス
指定必修

― 前期 ― 梶原　真紀 × ×

ミクロ経済学Ｉ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 前期 ― 梶原　真紀 × ○

7001と同時開講
経済学科生以外が対象

ミクロ経済学Ⅱ クラス
指定必修

― 後期 ― 梶原　真紀 × ×

ミクロ経済学Ⅱ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 後期 ― 梶原　真紀 × ○

7003と同時開講
経済学科生以外が対象

マクロ経済学Ｉ クラス
指定必修

― 前期 ― 松澤　祐介 × ×

マクロ経済学Ｉ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 前期 ― 松澤　祐介 × ○

7005と同時開講
経済学科生以外が対象

マクロ経済学Ⅱ クラス
指定必修

― 後期 ― 松澤　祐介 × ×

マクロ経済学Ⅱ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 後期 ― 松澤　祐介 × ○

7007と同時開講
経済学科生以外が対象

現代経済史Ⅰ クラス
指定必修

― 前期 ― ― 日臺　健雄 × ×

現代経済史Ⅰ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 前期 ― ― 日臺　健雄 × ○

7009と同時開講
経済学科生以外が対象

現代経済史Ⅱ クラス
指定必修

― 後期 ― ― 日臺　健雄 × ×

現代経済史Ⅱ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 後期 ― ― 日臺　健雄 × ○

7011と同時開講
経済学科生以外が対象

＜キャリア研究１＞　入学時に決定したクラスを履修してください。

キャリア研究１a ［伊藤］ 前期 ― 伊藤　隆治 × ×

キャリア研究１a ［上野隆］ 前期 ― 上野　隆生 × ×

キャリア研究１a ［清水］ 前期 ― 清水　雅貴 × ×

キャリア研究１a ［棚井］ 前期 ― 棚井　仁 × ×

キャリア研究１a ［徳永］ 前期 ― 徳永　貴志 × ×

キャリア研究１a ［永石］ 前期 ― 永石　尚子 × ×

キャリア研究１a [再履修生] 前期 ― ― 日臺　健雄 × × 新規科目

キャリア研究１b ［伊藤］ 後期 ― 伊藤　隆治 × ×

キャリア研究１b ［上野隆］ 後期 ― 上野　隆生 × ×

キャリア研究１b ［清水］ 後期 ― 清水　雅貴 × ×

キャリア研究１b ［棚井］ 後期 ― 棚井　仁 × ×

キャリア研究１b ［徳永］ 後期 ― 徳永　貴志 × ×

キャリア研究１b ［永石］ 後期 ― 永石　尚子 × ×

キャリア研究１b [再履修生] 後期 ― ― 日臺　健雄 × × 新規科目

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表
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単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
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―
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2024～2025年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2024～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜必修科目＞　再履修の学生は、経済学科説明会に参加して、説明を受けてください。

＜キャリア研究２＞　クラス編成は、学科説明会で発表されます。掲示板も確認してください。

キャリア研究２a  [稲田] 前期 ― ― 稲田　圭祐 × × 新規科目

キャリア研究２a  [岩間] 前期 ― ― 岩間　剛一 × × 新規科目

キャリア研究２a  [梶原] 前期 ― ― 梶原　真紀 × × 新規科目

キャリア研究２a  [堀川] 前期 ― ― 堀川　祐里 × × 新規科目

キャリア研究２a  [吉本] 前期 ― ― 吉本　惣一 × × 新規科目

― キャリア研究２a  [再履修生] 前期 ― ― ― ― × × 2026年度から開講

キャリア研究２b  [稲田] 後期 ― ― 稲田　圭祐 × × 新規科目

キャリア研究２b  [岩間] 後期 ― ― 岩間　剛一 × × 新規科目

キャリア研究２b  [梶原] 後期 ― ― 梶原　真紀 × × 新規科目

キャリア研究２b  [堀川] 後期 ― ― 堀川　祐里 × × 新規科目

キャリア研究２b  [吉本] 後期 ― ― 吉本　惣一 × × 新規科目

― キャリア研究２b  [再履修生] 後期 ― ― ― ― × × 2026年度から開講

＜キャリア研究３＞

― キャリア研究３a 前期 ― ― ― ― × × 2026年度から開講

― キャリア研究３a  [再履修生] 前期 ― ― ― ― ― × × 2027年度から開講

― キャリア研究３b 後期 ― ― ― ― × × 2026年度から開講

― キャリア研究３b  [再履修生] 後期 ― ― ― ― ― × × 2027年度から開講

＜キャリア研究４＞

― キャリア研究４a 前期 ― ― ― ― ― × × 2027年度から開講
再履修生も対象となる場合があります。

― キャリア研究４a  [再履修生] 後期 ― ― ― ― ― × × 2027年度から開講

― キャリア研究４b 後期 ― ― ― ― ― × × 2027年度から開講
再履修生も対象となる場合があります。

― キャリア研究４b  [再履修生] 前期 ― ― ― ― ― × × 2028年度から開講

必
修
科
目

キ
ャ
リ
ア
研
究

クラス
指定必修

―

キ
ャ
リ
ア

研
究 クラス

指定必修
―

キ
ャ
リ
ア

研
究 クラス

指定必修
―



213● ●　Ｅ　経済経営学部　経済学科（2024～２０２５年度入学生）　

2024～2025年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2024～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜選択専門科目＞

はじめての経済学 なし ― 前期 ― ― ― ― 経済学科教員 × ○

学生のための情報活用法 人数制限
（抽選） 有 後期 ― 経済学科教員 × ×

ビジネス英語A なし ― 前期 ― イシイ　ヨウスケ × ○

ビジネス英語B なし ― 後期 ― イシイ　ヨウスケ × ○

エンターテインメントと地域社会Ａ なし ― 前期 ― 伊藤　隆治 × ○

エンターテインメントと地域社会Ｂ なし ― 後期 ― 伊藤　隆治 × ○

ファッションと経済Ａ なし ― 前期 ― 北條　貴文 × ○

ファッションと経済Ｂ なし ― 後期 ― 北條　貴文 × ○

― 農業と経済 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

労働と経済 なし ― 後期 ― 堀川　祐里 × ○ 新規科目

法学概論Ⅰ（国際法を含む） なし ― 前期 ― 徳永　貴志 × ○

法学概論Ⅱ（国際法を含む） なし ― 後期 ― 徳永　貴志 × ○

環境学Ａ なし ― 前期 ― 川江　文美子 × ○

環境学Ｂ なし ― 後期 ― 川江　文美子 × ○

環境政策 なし ― 前期 ― 田上　貴彦 × ○

世界の環境システム なし ― 後期 ― 田上　貴彦 × ○

政治と思想 なし ― 後期 ― 森分　大輔 × ○

先進国における格差・貧困 なし ― 前期 ― 其田　茂樹 × ○

― 海外投資論 ― ― ― ― ― × ◯ 2025年度休講

パーソナル・ファイナンス なし ― 前期 ― 合田　菜実子 × ○

ファイナンシャル・プランニング なし ― 後期 ― 合田　菜実子 × ○

ツーリズム経済論 なし ― 前期 ― 永石　尚子 × ○ 「観光学」より科目名変更

ツーリズム人材論 なし ― 後期 ― 永石　尚子 × ○

経済学史Ｉ なし ― 前期 ― 吉本　惣一 × ○

経済学史Ⅱ なし ― 後期 ― 吉本　惣一 × ○

統計学 人数制限
（抽選） ― 前期 ― 池内　健太 × ○

経済統計 人数制限
（抽選） ― 後期 ― 池内　健太 × ○

データサイエンスA 人数制限
（抽選） ― 前期 ― 池内　健太 × ○ 「コンピュータ」より科目名変更

データサイエンスB 人数制限
（抽選） ― 後期 ― 池内　健太 × ○ 「コンピュータ」より科目名変更

日本の社会情勢A なし ― 前期 ― 堀川　祐里 × ○ 新規科目

日本の社会情勢B なし ― 後期 ― 堀川　祐里 × ○ 新規科目

政治のシステムA（国際政治を含む） なし ― 前期 ― 小林　誉明 × ○

政治のシステムB（国際政治を含む） なし ― 後期 ― 小林　誉明 × ○

経済地理 なし ― 前期 ― 渡邊　圭一 × ○

グローバル経済と世界都市 なし ― 後期 ― 渡邊　圭一 × ○

行政学 なし ― 前期 ― 小林　誉明 × ○

行政の組織と運用 なし ― 後期 ― 小林　誉明 × ○

国際関係論 なし ― 前期 ― ― 上野　隆生 × ○

日本政治史 なし ― 後期 ― ― 上野　隆生 × ○

憲法Ⅰ なし ― 前期 ― ― 徳永　貴志 × ○

憲法Ⅱ なし ― 後期 ― ― 徳永　貴志 × ○

民法Ａ なし ― 前期 ― ― 亀田　浩一郎 × ○

民法Ｂ なし ― 後期 ― ― 亀田　浩一郎 × ○

選
択
専
門
科
目
　
→

選
択
専
門
科
目
　
→
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2024～2025年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2024～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
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授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

日本経済史Ａ なし ― 前期 ― ― 棚井　仁 × ○

日本経済史Ｂ なし ― 後期 ― ― 棚井　仁 × ○

― 現代経済理論A（国際経済を含む） ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 現代経済理論B（国際経済を含む） ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

現代日本経済論Ａ なし ― 前期 ― ― 岩間　剛一 × ○

現代日本経済論Ｂ なし ― 後期 ― ― 岩間　剛一 × ○

― 国際経済学 ― ― ― ― ― ― × ◯ 2025年度休講

農業経済学 なし ― 前期 ― ― 棚井　仁 × ○ 「現代農業経済論」より科目名変更

資源エネルギー論Ｉ なし ― 前期 ― ― 岩間　剛一 × ○

資源エネルギー論Ⅱ なし ― 後期 ― ― 岩間　剛一 × ○

環境経済学Ａ なし ― 前期 ― ― 清水　雅貴 × ○

環境経済学Ｂ なし ― 後期 ― ― 清水　雅貴 × ○

社会政策 なし ― 前期 ― ― 堀川　祐里 × ○

― 日本の社会保障 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

金融論A なし ― 前期 ― ― 梶原　真紀 × ○ 「金融論」より科目名変更

金融論B なし ― 後期 ― ― 梶原　真紀 × ○ 「金融論」より科目名変更

証券市場論 なし ― 前期 ― ― 梶原　真紀 × ○
「資本市場論」より科目名変更
「資本市場論」単位修得者の履修は不可

国際金融論 なし ― 後期 ― ― 梶原　真紀 × ○ 「金融政策論」より科目名変更

財政学 なし ― 前期 ― ― 半谷　俊彦 × ○

― 公共経済学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

地方財政学 なし ― 後期 ― ― 稲田　圭祐 × ○ 新規科目

フィールドワークＡ
（ファッションと経済） なし ― 前期 ― ― 北條　貴文 × ○

フィールドワークＢ
（ファッションと経済） なし ― 後期 ― ― 北條　貴文 × ○

― フィールドワークＡ
（環境学）

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― フィールドワークＢ
（環境学）

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

公共政策Ａ なし ― 前期 ― ― 稲田　圭祐 × ○

公共政策Ｂ なし ― 後期 ― ― 稲田　圭祐 × ○

経済政策 なし ― 後期 ― ― 松澤　祐介 × ○

― 計量経済学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

産業組織論 なし ― 前期 ― ― 岩間　剛一 × ○

現代企業の生態 なし ― 後期 ― ― 岩間　剛一 × ○

都市経済学 なし ― 前期 ― ― 浅利　隆文 × ○

不動産経済論 なし ― 後期 ― ― 浅利　隆文 × ○

エンターテインメント経済学Ａ なし ― 前期 ― ― 伊藤　隆治 × ○

エンターテインメント経済学Ｂ なし ― 後期 ― ― 伊藤　隆治 × ○

ファッション経済学 なし ― 前期 ― ― 北條　貴文 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→
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2024～2025年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2024～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

環境法Ａ なし ― 前期 ― ― 桑原　勇進 × ○

環境法Ｂ なし ― 後期 ― ― 桑原　勇進 × ○

ライフサイクルアセスメント 人数制限
（抽選） ― 後期 ― ― 清水　雅貴 × ○

― ソーシャル・マナー演習 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ライフ・ディベロップメント ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ビジネス・マナー演習 なし ― 後期 ― ― 津田　典子 × ○

キャリア・ディベロップメント なし ― 後期 ― ― 津田　典子 × ○

キャリア形成論A なし ― 前期 ― ― 合田　菜実子 × ○

キャリア形成論B なし ― 後期 ― ― 合田　菜実子 × ○

ホスピタリティ論 なし ― 前期 ― ― 永石　尚子 × ○

ホスピタリティ・サービス論 なし ― 後期 ― ― 永石　尚子 × ○

労働経済学Ａ なし ― 前期 ― ― 国府　俊一郎 × ○

労働経済学Ｂ なし ― 後期 ― ― 国府　俊一郎 × ○

― 地球資源論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 生態系の保全 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 人間行動学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 人間社会と生命科学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 経済政策史 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

農業経済史 なし ― 後期 ― ― 棚井　仁 × ○

― グローバル化の経済史 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

社会経済学A なし ― 前期 ― ― 吉本　惣一 × ○

社会経済学B なし ― 後期 ― ― 吉本　惣一 × ○

経済哲学 なし ― 前期 ― ― 吉本　惣一 × ○

経済倫理 なし ― 後期 ― ― 吉本　惣一 × ○

社会福祉 なし ― 後期 ― ― 堀川　祐里 × ○

― コミュニティケア論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

キャリア研究特論A 人数制限
（抽選） ― 前期 ― ― ― 新保　友恵 × ○

キャリア研究特論B 人数制限
（抽選） ― 後期 ― ― ― 新保　友恵 × ○

インターンシップ なし ― 通年 ― ― ― ― 伊藤　隆治 × ×

― 開発経済学 ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 世界の不平等問題 ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 財政史 ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→
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2024～2025年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2024～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜公務員試験対策＞　履修希望者は学科説明会時に配布されたガイダンス資料を確認すること。

公務員講座（行政学基礎） なし ― 前期 ― 半谷　俊彦 × ○

公務員講座（行政学） なし ― 後期 ― 稲田　圭祐 × ○ 新規科目

公務員講座（数的処理基礎） なし ― 後期 ― 半谷　俊彦 × ○

公務員講座（英文理解） なし ― 前期 ― ― 吉本　惣一 × ○

公務員講座（文章理解） なし ― 前期 ― ― 瀧口　雅仁 × ○

公務員講座（日本史） なし ― 前期 ― ― 渡辺　美香子 × ○

公務員講座（世界史） なし ― 後期 ― ― 渡辺　美香子 × ○

公務員講座（地理） なし ― 後期 ― ― 渡辺　美香子 × ○

公務員講座（政治） なし ― 前期 ― ― 古川　晴之 × ○

公務員講座（法律） なし ― 後期 ― ― 古川　晴之 × ○

公務員講座（経済） なし ― 前期 ― ― 吉本　惣一 × ○

公務員講座（社会） なし ― 後期 ― ― 吉本　惣一 × ○

公務員講座（数的処理A） なし ― 前期 ― ― 牛田　勝弘 × ○

公務員講座（数的処理B） なし ― 後期 ― ― 牛田　勝弘 × ○

公務員講座（小論文） なし ― 前期 ― ― ― 瀧口　雅仁 × ○

公務員講座（業界研究） 人数制限
（抽選） ― 前期 ― ― ― ― 稲田　圭祐 × ○

「公務員講座（公共セクター研究）」
より科目名変更

＜ワークショップ＞　

― ワークショップ（グローバル人材養成） ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ワークショップ（ファッション経済学） なし ― 後期 ― ― 北條　貴文 × ○

ワークショップ（経済学史） なし ― 後期 ― ― ― 吉本　惣一 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

公
務
員
講
座

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ



217● ●　Ｅ　経済経営学部　経済学科（2024～２０２５年度入学生） 　

2024～2025年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2024～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜ゼミナール＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

ゼミナールⅠ
[エンターテインメント経済学]

― 前期 ― ― ― 伊藤　隆治 × ○

ゼミナールⅡ
[エンターテインメント経済学]

― 後期 ― ― ― 伊藤　隆治 × ○

ゼミナールⅠ
[公共政策]

― 前期 ― ― ― 稲田　圭祐 × ○

ゼミナールⅡ
[公共政策]

― 後期 ― ― ― 稲田　圭祐 × ○

ゼミナールⅠ
[資源エネルギー論]

― 前期 ― ― ― 岩間　剛一 × ○

ゼミナールⅡ
[資源エネルギー論]

― 後期 ― ― ― 岩間　剛一 × ○

ゼミナールⅠ
[国際関係論]

― 前期 ― ― ― 上野　隆生 × ○

ゼミナールⅡ
[国際関係論]

― 後期 ― ― ― 上野　隆生 × ○

ゼミナールⅠ
[金融論]

― 前期 ― ― ― 梶原　真紀 × ○ 新規科目

ゼミナールⅡ
[金融論]

― 後期 ― ― ― 梶原　真紀 × ○ 新規科目

― ゼミナールⅠ
[国際経済学]

― 前期 ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅡ
[国際経済学]

― 後期 ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナールⅠ
[環境経済学]

― 前期 ― ― ― 清水　雅貴 × ○

ゼミナールⅡ
[環境経済学]

― 後期 ― ― ― 清水　雅貴 × ○

ゼミナールⅠ
[日本経済史]

― 前期 ― ― ― 棚井　仁 × ○

ゼミナールⅡ
[日本経済史]

― 後期 ― ― ― 棚井　仁 × ○

― ゼミナールⅠ
[社会政策]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅡ
[社会政策]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅠ
[現代経済理論]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅡ
[現代経済理論]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナールⅠ
[憲法学]

― 前期 ― ― ― 徳永　貴志 × ○

ゼミナールⅡ
[憲法学]

― 後期 ― ― ― 徳永　貴志 × ○

― ゼミナールⅠ
[公共経済学]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅡ
[公共経済学]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナールⅠ
[ホスピタリティ論]

― 前期 ― ― ― 永石　尚子 × ○ 新規科目

ゼミナールⅡ
[ホスピタリティ論]

― 後期 ― ― ― 永石　尚子 × ○ 新規科目

ゼミナールⅠ
[現代経済史]

― 前期 ― ― ― 日臺　健雄 × ○

ゼミナールⅡ
[現代経済史]

― 後期 ― ― ― 日臺　健雄 × ○

クラス
指定

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
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2024～2025年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2024～2025年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

卒業論文
[エンターテインメント経済学]

― 通年 ― ― ― ― 伊藤　隆治 × ○

― 卒業論文
[公共政策]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[資源エネルギー論]

― 通年 ― ― ― ― 岩間　剛一 × ○

卒業論文
[国際関係論]

― 通年 ― ― ― ― 上野　隆生 × ○

― 卒業論文
[金融論]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[国際経済学]

― 通年 ― ― ― ― 堀川　祐里 × ○

卒業論文
[環境経済学]

― 通年 ― ― ― ― 清水　雅貴 × ○

― 卒業論文
[日本経済史]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 卒業論文
[社会政策]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[現代経済理論]

― 通年 ― ― ― ― 稲田　圭祐 × ○

卒業論文
[憲法学]

― 通年 ― ― ― ― 徳永　貴志 × ○

― 卒業論文
[公共経済学]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 卒業論文
[ホスピタリティ論]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[現代経済史]

― 通年 ― ― ― ― 日臺　健雄 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目

卒
業
論
文

＜卒業論文＞　履修希望者は前年度ゼミナール担当教員に確認すること。

クラス
指定



219● ●　Ｅ　経済経営学部　経済学科（２０17～202３年度入学生）

２０１７～2023年度入学生

１ ．経済学科の特徴 ……………Ｐ220

２ ．卒業要件と履修要領 ……………Ｐ２21

３ ．専門科目の説明と履修上の注意 ……………Ｐ２23

４ ．授業一覧表 ……………Ｐ２25
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経済学は、希少な資源を使ってどのような財がどれだけ生産されるのか、生産された財がど
のように流通して行くのか、生産活動を通じて生じた富が誰にどれだけ分配されるのかを解明
する学問です。生活者として、働く人としての判断力を養うことを主たる目的としています。

経済学科では、１年次から ３年次まで「キャリア研究」という必修科目の授業を受けます。「キ
ャリア研究」では、数人でチームを組んで課題に取り組むグループ・ワークなどを通じて、就
職の際に必要とされるコミュニケーション能力や発言力を磨くと共に、資格取得にチャレンジ
したり、一般教養の講座を受けることによって、高い社会人基礎力を身につけます。

上述したように、経済学科では、 １年次から ３年次まで「キャリア研究」という授業を受け
ます。「キャリア研究」は年度ごとにクラス替えが行われます。「キャリア研究」は、社会人基
礎力を磨く場であると同時に、学修指導や生活指導を受ける場でもあります。「キャリア研究」
のクラスは大学生活の中心となるクラスという意味でコア・クラスと呼ばれ、 １年次のときの
担当教員は、 ４年間を通じてコア・クラス・ティーチャー（Ｃ．Ｃ．Ｔ．）となります。Ｃ．Ｃ．Ｔ．
は、いわば中学校や高等学校のクラス担任に相当する存在です。分からないことや相談したい
ことがあるときには、Ｃ．Ｃ．Ｔ．と連絡をとってください。

３年次に「ゼミナールⅠ・Ⅱ」を設けています。「ゼミナールⅠ・Ⅱ」では、担当教員の指
導の下、自分が選んだ分野を能動的、専門的に研究します。少人数の個別指導が行われる「ゼ
ミナールⅠ・Ⅱ」は、大学における学修の中心となります。 ３年次に「ゼミナールⅠ・Ⅱ」の
単位を修得した学生は、 ４年次に同じ担当教員の下で「卒業論文」を履修することができます。
「卒業論文」では、個別指導を通じて研究を深化させた上で、研究の成果を論文等にまとめま
す。

経済学科では、専門科目で学んだ理論や知識をより深化させることを目的として、「フィー
ルドワークA・B」、「インターンシップ」、「ワークショップ」など実践的な科目を設置してい
ます。また、 １年次には「はじめての経済学」を設置し、経済学を総合的に理解する機会を提供
しています。学生の皆さんには、これらの制度を積極的に利用し、実社会で役に立つ知識と能
力を養成することが望まれます。

１．経済学科の特徴

（ １）�４ 年間を通じた
キャリア教育

（ ２）�コア・クラスを
通じた学修指導

（ ３）�ゼミナールと卒
業論文による専
門教育

（ ４）�実践的・総合的
な学習

経済経営学部は経済学科と経営学科という ２つの学科から構成されています。経済学は、
財とお金の流れを通して社会の仕組みを解明する学問であり、経営学は、企業を始めとする
さまざまな組織を運営するための知識と技能を修得する学問です。そして、両者は密接に結
びついています。社会の仕組みを知らなければ、組織を運営することはできません。組織運
営の実際が分からなければ、社会の仕組みを明らかにすることはできません。
こうした観点から、経済経営学部では、総合的で実践的なカリキュラムが用意されており、

経済学科と経営学科が互いに協力しながら、授業を運営しています。

本学は、建学以来、「自由な研究と学習の共同体」であることを理念に掲げてきました。
教職員と学生がともに自由な立場で「研究と学習」に勤しみ、その営みを通じて大学という
「共同体」がかたちづくられることを意味しています。皆さんには、自発的で自立的な研究
と学習が期待されているのです。
したがって、本学において有意義な学生生活を送るためには、学習計画を主体的に組み立

てること、自主的に授業に取り組むこと、そしてみずからの問題意識をつねに持ち続けるこ
とが大切です。
学生は学習権の主体者です。このことを忘れずに、学業に励んでください。

経済経営学部
経済経営学部の
研究対象

自発的・自立的な
学習の要請
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≪２０１７～202３年度入学生　経済学科≫
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

和光大学では単位制を採っています。卒業するまでに、各課程から決められた数の単位を修
得しなければなりません。単位は、履修登録した科目について、決められた基準を超える成績
を得ることで修得できます。

２．�卒業要件と
履修要領
（ １）卒業要件

卒業に必要な単位を修得するにあたって、特に次の点に注意してください。
①合計で１２４単位を修得すること。
②各課程の必要単位数を修得すること。
③必修科目の単位を修得すること。
④�就職活動に必要とされる「卒業見込証明書」を ４年次前期に発行できるように履修計画を立
てること（卒業見込証明書の発行基準はＰ２９を参照）。

⑤�各授業の履修可能学年に注意し、履修計画を立てるにあたって分からないことがあるときは、
コア・クラス・ティーチャー（Ｃ．Ｃ．Ｔ．）、教学支援課、教学会議委員に質問・相談してく
ださい。

共通教養課程は、全学部に共通して開かれている課程です。幅広い知識と深い教養の修得を
目的とし、さまざまな学問領域の科目が開講されています。
卒業までに最低20単位を修得しなければなりません。２0単位を超えて修得した場合、その単

位は「自由履修科目（40単位）」に充当されます。
授業ごとに設定された履修可能学年を守ればどの学年で履修しても構いませんが、経済学科

専門課程のカリキュラムは高学年になるほど専門性が高まるよう構成されていますので、 １～
２年次において積極的に履修することを推奨します。

外国語課程は、全学部に共通して開かれている課程です。英語、中国語、朝鮮語、フランス
語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、スペイン語、日本語（留学生対象）を学ぶことができ
ます。
卒業までに、同一外国語で ４単位を修得しなければなりません。例えば、英語で ２単位、中

国語で ２単位といった単位の修得方法では、「外国語科目」の卒業要件を満たしません。 ４単
位を超えて修得した場合、その単位は「自由履修科目（40単位）」に充当されます。
授業ごとに設定された要件（ １年次にしか履修できない・複数の授業をセットで履修しなけ

ればならないなど）を守って履修してください。 １～ ２年次において積極的に履修することを
推奨します。手続きの詳細については外国語課程のページを参照してください。

（ ２）履修の要領

（ ３）共通教養課程

必要単位

受講学年

（ ４）外国語課程

必要単位

受講学年

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 必修専門科目 １２単位

キャリア研究 １２単位
選択専門科目
うち経済学科の選択専門科目１２単位
うち経済学科または経営学科の選択専門科目２４単位

● ３６単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

４０単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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キャリア研究は必修科目です。全員が必ず履修し、単位を修得しなければなりません。Ⅰ～
Ⅲまでを ３年間かけて履修します（下表参照）。単位を修得することができなかった場合には、
翌年度に再履修しなければなりません。
「キャリア研究Ⅰａ・Ⅰｂ」、「キャリア研究Ⅱａ・Ⅱｂ」では、それぞれ複数のクラスが開

講されます。クラス分けは、各年度初めに学科説明会、掲示板、和光ポータルでお知らせしま
す。各自、自分がどのクラスに属するかを確認してください。
「キャリア研究Ⅲａ・Ⅲｂ」は、 １クラスです。

履修学年 科目名 開講期 単位数

１年次
キャリア研究Ⅰａ 前期 ２単位
キャリア研究Ⅰｂ 後期 ２単位

２年次
キャリア研究Ⅱａ 前期 ２単位
キャリア研究Ⅱｂ 後期 ２単位

３年次
キャリア研究Ⅲａ 前期 ２単位
キャリア研究Ⅲｂ 後期 ２単位

必修専門科目は、全員が必ず履修し、単位を修得しなければならない科目です。経済学科の
必修専門科目は下表の通りです。単位を修得することができなかった場合には、翌年度に再履
修しなければなりません。

履修学年 科目名 開講期 単位数

１年次

ミクロ経済学Ⅰ 前期 ２単位
ミクロ経済学Ⅱ 後期 ２単位
マクロ経済学Ⅰ 前期 ２単位
マクロ経済学Ⅱ 後期 ２単位

２年次
現代経済史Ⅰ 前期 ２単位
現代経済史Ⅱ 後期 ２単位

卒業するまでに、経済学科選択専門科目から１２単位を修得した上で、経済学科または経営学
科の選択専門科目から２４単位以上を修得しないといけません。選択専門科目で合計３６単位を超
えて修得した単位は「自由履修科目（４０単位）」に充当されます。

自由履修科目として40単位以上の修得が必要です。
「自由履修科目」については、下記に示す科目の単位が充当されます。
・共通教養科目より、２０単位を超過した単位
・外国語科目より、 ４単位を超過した単位
・選択専門科目より、36単位を超過した単位
・現代人間学部・表現学部専門科目
現代人間学部・表現学部専門科目、経営学科専門科目については、「全学開講」欄が「○」

となっている授業を履修可能です。ただし、授業ごとに履修できる条件は異なりますので、各
課程の「授業一覧表」をよく確認してください。

（ ５）キャリア研究

クラス分け

（ ６）必修専門科目

（ ７）選択専門科目
　　　　　　必要単位

（ ８）�自由履修科目
単位の数え方

注意すべき点
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３ 年次に「ゼミナールⅠ・Ⅱ」が設置されています。ゼミナールでは、 １つの研究室に所属
し、少人数の参加型授業を通して、 １つの学問領域を専門的に研究します。
３年次に「ゼミナールⅠ・Ⅱ」の単位を修得した学生は、４年次に同じ研究室の「卒業論文」

を履修することができます。卒業論文では、 ３年次に研究した学問の理解をさらに深め、それ
を大学での学修の集大成として論文等にまとめます。
異なった研究領域を持つ複数の研究室が開設されています。研究室に所属するには、入室選

考を受け、担当教員の許可を得なければなりません。 ２年次の後期に説明会と入室選考が行わ
れますので、入室の機会を逃さないよう注意してください。
「ゼミナールⅠ・Ⅱ」は、大学における学修の中心に位置づけられています。必修科目では

ありませんが、積極的に履修をし、学修の充実に役立ててください。

３．�専門科目の説明
と履修上の注意
（ １）�ゼミナールと 

卒業論文

入室方法

位置づけ

「フィールドワークＡ・Ｂ」は、実際に見聞したり体験したりすることを通じて経済学の理
解をより深めることを目的とした授業です。通常の授業に加えて、学外研修によって構成され
ています。学外研修では、地域視察、施設見学、聞き取り調査、アンケート調査などを行いま
す。「フィールドワークＡ・Ｂ」は ２年次から履修することができます。

「インターンシップ」では、前期中にビジネスマナー講座や業界研究の授業を受け、企業や
団体で所定の期間、就業体験をします。職業選択や職業生活への理解を深めるとともに、専攻
分野と実社会との関連を理解することを目的としています。「インターンシップ」は ３年次生
のみ履修することができます。

「ワークショップ」は、専門科目をより深く学ぶために設けられている授業です。少人数参
加型で行うことを特徴としています。授業形態（実習、講義、制作）や履修可能学年は授業ご
とに異なりますので留意してください。

※�フィールドワーク、インターンシップについては、社会情勢等により、実施形態が変更
されたり、講義が開講されなかったりする可能性があります。

（ ２ ）フィールドワーク

（ ３）インターンシップ

（ ４）ワークショップ

２ 年次後期に入室決定

３年次：「ゼミナールⅠ・Ⅱ」

４年次：「卒業論文」
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国家公務員、地方公務員、警察官、消防官をめざす学生のためのプログラムです。本プログ
ラムで設定されている科目は卒業必要単位として認定されます。また、模擬試験の実施、夏期
休暇を利用した集中勉強合宿、個人指導による学習相談や ２次試験面接対応など、「合格」に
結びつく徹底した採用試験対策を行います。プログラムへの参加の仕方については、 ４月に行
われるガイダンス（プログラム説明会）に参加して確認してください。（ガイダンスの開催に
代えて説明用動画を配信する場合もあります）

「はじめての経済学」は、経済学を体系的、総合的に学習するために設けられている授業で
す。経済学科所属の専任教員がリレー方式で交代に講義を行い、経済学科の主要専門科目のエ
ッセンスを紹介します。 １年次生のみ履修することができます。

大学での学修や研究には、文献や資料を収集する能力、そうした情報を読み解く能力、そし
てそれらの情報を体系的にまとめる能力が必要不可欠です。「学生のための情報活用法」では、
パソコンなどを使った実習を通じて、 ４年間の学生生活に有用な能力を身につけます。

規定の授業科目を修了し、卒業に必要な単位数を修得すれば、学士の学位が得られることに
なっています。学士の学位を得た者が、各々の課程に定められた必要な授業科目のいくつかを
学科のなかで学修し、必要な単位を修得すれば、免許状、または、法に定められている単位修
得証明書を取得することができます。詳しくは資格課程の手びきを参照してください。
経済学科生が取得できる免許状・資格は次のとおりです。

社会　中学校教諭一種免許状
地理歴史　高等学校教諭一種免許状
公民　高等学校教諭一種免許状

学校図書館司書教諭
図書館司書
博物館学芸員
社会教育主事（社会教育士）

また、本学では福祉事務所や児童相談所において援護、育成・更生などに関する相談業務（ソ
ーシャルワーク）を行う者に要求される「社会福祉主事（任用資格）」を取得することができ
ます。詳しくは大学ホームページを参照してください。

（ ５）�公務員対策プロ
グラム

（ 6）�はじめての経済
学

（ 7）�学生のための情
報活用法

（ ８）�取得できる資格
・免許状の種類
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2017～2023年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2017～2023年度入学生用）

年 年 年 年

＜必修科目＞　再履修の学生は、経済学科説明会に参加して、説明を受けてください。

ミクロ経済学Ｉ クラス
指定必修

― 前期 ― 梶原　真紀 × ×

ミクロ経済学Ｉ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 前期 ― 梶原　真紀 × ○

7001と同時開講
経済学科生以外が対象

ミクロ経済学Ⅱ クラス
指定必修

― 後期 ― 梶原　真紀 × ×

ミクロ経済学Ⅱ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 後期 ― 梶原　真紀 × ○

7003と同時開講
経済学科生以外が対象

マクロ経済学Ｉ クラス
指定必修

― 前期 ― 松澤　祐介 × ×

マクロ経済学Ｉ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 前期 ― 松澤　祐介 × ○

7005と同時開講
経済学科生以外が対象

マクロ経済学Ⅱ クラス
指定必修

― 後期 ― 松澤　祐介 × ×

マクロ経済学Ⅱ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 後期 ― 松澤　祐介 × ○

7007と同時開講
経済学科生以外が対象

現代経済史Ⅰ クラス
指定必修

― 前期 ― ― 日臺　健雄 × ×

現代経済史Ⅰ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 前期 ― ― 日臺　健雄 × ○

7009と同時開講
経済学科生以外が対象

現代経済史Ⅱ クラス
指定必修

― 後期 ― ― 日臺　健雄 × ×

現代経済史Ⅱ[他学科生] 人数制限
（抽選） ― 後期 ― ― 日臺　健雄 × ○

7011と同時開講
経済学科生以外が対象

キャリア研究Ｉa [再履修生] 前期 ― ― 日臺　健雄 × ×

キャリア研究Ｉb [再履修生] 後期 ― ― 日臺　健雄 × ×

キャリア研究Ⅱa  [再履修生] 前期 ― ― ― 半谷　俊彦 × ×

キャリア研究Ⅱb  [再履修生] 後期 ― ― ― 半谷　俊彦 × ×

＜キャリア研究Ⅲ＞

キャリア研究Ⅲa 前期 ― ― ― 清水　雅貴 × ×

キャリア研究Ⅲa  [再履修生] 前期 ― ― ― ― 合田　菜実子 × ×

キャリア研究Ⅲb 後期 ― ― ― 合田　菜実子 × ×

キャリア研究Ⅲb  [再履修生] 後期 ― ― ― ― 清水　雅貴 × ×

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

必
修
科
目

必
修
専
門
科
目

キ
ャ
リ
ア

研
究
Ｉ

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜キャリア研究Ⅰ＞　再履修の学生は、以下のキャリア研究Ⅰを履修してください。

クラス
指定必修 ―

キ
ャ
リ
ア

研
究
Ⅱ

＜キャリア研究Ⅱ＞　再履修の学生は、以下のキャリア研究Ⅱを履修してください。

クラス
指定必修 ―

キ
ャ
リ
ア

研
究
Ⅲ

クラス
指定必修

―
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2017～2023年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜選択専門科目＞

はじめての経済学 なし ― 前期 ― ― ― ― 経済学科教員 × ○

学生のための情報活用法 人数制限
（抽選） 有 後期 ― 経済学科教員 × ×

ビジネス英語A なし ― 前期 ― イシイ　ヨウスケ × ○

ビジネス英語B なし ― 後期 ― イシイ　ヨウスケ × ○

エンターテインメントと地域社会Ａ なし ― 前期 ― 伊藤　隆治 × ○

エンターテインメントと地域社会Ｂ なし ― 後期 ― 伊藤　隆治 × ○

ファッションと経済Ａ なし ― 前期 ― 北條　貴文 × ○

ファッションと経済Ｂ なし ― 後期 ― 北條　貴文 × ○

― 農業と経済 ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

労働と経済 なし ― 後期 ― 堀川　祐里 × ○ 新規科目

法学概論Ⅰ（国際法を含む） なし ― 前期 ― 徳永　貴志 × ○

法学概論Ⅱ（国際法を含む） なし ― 後期 ― 徳永　貴志 × ○

環境学Ａ なし ― 前期 ― 川江　文美子 × ○

環境学Ｂ なし ― 後期 ― 川江　文美子 × ○

環境政策 なし ― 前期 ― 田上　貴彦 × ○

世界の環境システム なし ― 後期 ― 田上　貴彦 × ○

政治と思想 なし ― 後期 ― 森分　大輔 × ○

先進国における格差・貧困 なし ― 前期 ― 其田　茂樹 × ○

― 海外投資論 ― ― ― ― ― × ◯ 2025年度休講

パーソナル・ファイナンス なし ― 前期 ― 合田　菜実子 × ○

ファイナンシャル・プランニング なし ― 後期 ― 合田　菜実子 × ○

ツーリズム経済論 なし ― 前期 ― 永石　尚子 × ○ 「観光学」より科目名変更

ツーリズム人材論 なし ― 後期 ― 永石　尚子 × ○

経済学史Ｉ なし ― 前期 ― 吉本　惣一 × ○

経済学史Ⅱ なし ― 後期 ― 吉本　惣一 × ○

統計学 人数制限
（抽選） ― 前期 ― 池内　健太 × ○

経済統計 人数制限
（抽選） ― 後期 ― 池内　健太 × ○

データサイエンスA 人数制限
（抽選） ― 前期 ― 池内　健太 × ○ 「コンピュータ」より科目名変更

データサイエンスB 人数制限
（抽選） ― 後期 ― 池内　健太 × ○ 「コンピュータ」より科目名変更

日本の社会情勢A なし ― 前期 ― 堀川　祐里 × ○

日本の社会情勢B なし ― 後期 ― 堀川　祐里 × ○

政治のシステムA（国際政治を含む） なし ― 前期 ― 小林　誉明 × ○

政治のシステムB（国際政治を含む） なし ― 後期 ― 小林　誉明 × ○

経済地理 なし ― 前期 ― 渡邊　圭一 × ○

グローバル経済と世界都市 なし ― 後期 ― 渡邊　圭一 × ○

行政学 なし ― 前期 ― 小林　誉明 × ○

行政の組織と運用 なし ― 後期 ― 小林　誉明 × ○

国際関係論 なし ― 前期 ― ― 上野　隆生 × ○

日本政治史 なし ― 後期 ― ― 上野　隆生 × ○

憲法Ⅰ なし ― 前期 ― ― 徳永　貴志 × ○

憲法Ⅱ なし ― 後期 ― ― 徳永　貴志 × ○

民法Ａ なし ― 前期 ― ― 亀田　浩一郎 × ○

民法Ｂ なし ― 後期 ― ― 亀田　浩一郎 × ○

選
択
専
門
科
目
　
→

選
択
専
門
科
目
　
→
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2017～2023年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表
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単
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複
履
修

全
学
開
講

備考

日本経済史Ａ なし ― 前期 ― ― 棚井　仁 × ○

日本経済史Ｂ なし ― 後期 ― ― 棚井　仁 × ○

― 現代経済理論A（国際経済を含む） ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 現代経済理論B（国際経済を含む） ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

現代日本経済論Ａ なし ― 前期 ― ― 岩間　剛一 × ○

現代日本経済論Ｂ なし ― 後期 ― ― 岩間　剛一 × ○

― 国際経済学 ― ― ― ― ― ― × ◯ 2025年度休講

農業経済学 なし ― 前期 ― ― 棚井　仁 × ○ 「現代農業経済論」より科目名変更

資源エネルギー論Ｉ なし ― 前期 ― ― 岩間　剛一 × ○

資源エネルギー論Ⅱ なし ― 後期 ― ― 岩間　剛一 × ○

環境経済学Ａ なし ― 前期 ― ― 清水　雅貴 × ○

環境経済学Ｂ なし ― 後期 ― ― 清水　雅貴 × ○

社会政策 なし ― 前期 ― ― 堀川　祐里 × ○

― 日本の社会保障 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

金融論A なし ― 前期 ― ― 梶原　真紀 × ○
「金融論」より科目名変更
「金融論」単位修得者の履修は不可

金融論B なし ― 後期 ― ― 梶原　真紀 × ○
「金融論」より科目名変更
「金融論」単位修得者の履修は不可

証券市場論 なし ― 前期 ― ― 梶原　真紀 × ○
「資本市場論」より科目名変更
「資本市場論」単位修得者の履修は不可

国際金融論 なし ― 後期 ― ― 梶原　真紀 × ○ 「金融政策論」より科目名変更

財政学 なし ― 前期 ― ― 半谷　俊彦 × ○

― 公共経済学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

地方財政学 なし ― 後期 ― ― 稲田　圭祐 × ○ 新規科目

フィールドワークＡ
（ファッションと経済） なし ― 前期 ― ― 北條　貴文 × ○

フィールドワークＢ
（ファッションと経済） なし ― 後期 ― ― 北條　貴文 × ○

― フィールドワークＡ
（環境学）

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― フィールドワークＢ
（環境学）

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

公共政策Ａ なし ― 前期 ― ― 稲田　圭祐 × ○

公共政策Ｂ なし ― 後期 ― ― 稲田　圭祐 × ○

経済政策 なし ― 後期 ― ― 松澤　祐介 × ○ 「経済政策AB」単位修得者の履修は不可

― 計量経済学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

産業組織論 なし ― 前期 ― ― 岩間　剛一 × ○

現代企業の生態 なし ― 後期 ― ― 岩間　剛一 × ○

都市経済学 なし ― 前期 ― ― 浅利　隆文 × ○

不動産経済論 なし ― 後期 ― ― 浅利　隆文 × ○

エンターテインメント経済学Ａ なし ― 前期 ― ― 伊藤　隆治 × ○

エンターテインメント経済学Ｂ なし ― 後期 ― ― 伊藤　隆治 × ○

ファッション経済学 なし ― 前期 ― ― 北條　貴文 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→
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注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2017～2023年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表
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オンライン
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開
講
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環境法Ａ なし ― 前期 ― ― 桑原　勇進 × ○

環境法Ｂ なし ― 後期 ― ― 桑原　勇進 × ○

ライフサイクルアセスメント 人数制限
（抽選） ― 後期 ― ― 清水　雅貴 × ○

― ソーシャル・マナー演習 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ライフ・ディベロップメント ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ビジネス・マナー演習 なし ― 後期 ― ― 津田　典子 × ○

キャリア・ディベロップメント なし ― 後期 ― ― 津田　典子 × ○

キャリア形成論A なし ― 前期 ― ― 合田　菜実子 × ○

キャリア形成論B なし ― 後期 ― ― 合田　菜実子 × ○

ホスピタリティ論 なし ― 前期 ― ― 永石　尚子 × ○

ホスピタリティ・サービス論 なし ― 後期 ― ― 永石　尚子 × ○

労働経済学Ａ なし ― 前期 ― ― 国府　俊一郎 × ○

労働経済学Ｂ なし ― 後期 ― ― 国府　俊一郎 × ○

― 地球資源論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 生態系の保全 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 人間行動学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 人間社会と生命科学 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 経済政策史 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

農業経済史 なし ― 後期 ― ― 棚井　仁 × ○

― グローバル化の経済史 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

社会経済学A なし ― 前期 ― ― 吉本　惣一 × ○

社会経済学B なし ― 後期 ― ― 吉本　惣一 × ○

経済哲学 なし ― 前期 ― ― 吉本　惣一 × ○

経済倫理 なし ― 後期 ― ― 吉本　惣一 × ○

社会福祉 なし ― 後期 ― ― 堀川　祐里 × ○

― コミュニティケア論 ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

キャリア研究特論A 人数制限
（抽選） ― 前期 ― ― ― 新保　友恵 × ○

キャリア研究特論B 人数制限
（抽選） ― 後期 ― ― ― 新保　友恵 × ○

インターンシップ なし ― 通年 ― ― ― ― 伊藤　隆治 × ×

― 開発経済学 ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 世界の不平等問題 ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 財政史 ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→



229● ●　Ｅ　経済経営学部　経済学科（２０17～202３年度入学生） 　

2017～2023年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2017～2023年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜公務員試験対策＞　履修希望者は学科説明会時に配布されたガイダンス資料を確認すること。

公務員講座（行政学基礎） なし ― 前期 ― 半谷　俊彦 × ○

公務員講座（行政学） なし ― 後期 ― 稲田　圭祐 × ○ 新規科目

公務員講座（数的処理基礎） なし ― 後期 ― 半谷　俊彦 × ○

公務員講座（英文理解） なし ― 前期 ― ― 吉本　惣一 × ○

公務員講座（文章理解） なし ― 前期 ― ― 瀧口　雅仁 × ○

公務員講座（日本史） なし ― 前期 ― ― 渡辺　美香子 × ○

公務員講座（世界史） なし ― 後期 ― ― 渡辺　美香子 × ○

公務員講座（地理） なし ― 後期 ― ― 渡辺　美香子 × ○

公務員講座（政治） なし ― 前期 ― ― 古川　晴之 × ○

公務員講座（法律） なし ― 後期 ― ― 古川　晴之 × ○

公務員講座（経済） なし ― 前期 ― ― 吉本　惣一 × ○

公務員講座（社会） なし ― 後期 ― ― 吉本　惣一 × ○

公務員講座（数的処理A） なし ― 前期 ― ― 牛田　勝弘 × ○

公務員講座（数的処理B） なし ― 後期 ― ― 牛田　勝弘 × ○

公務員講座（小論文） なし ― 前期 ― ― ― 瀧口　雅仁 × ○

公務員講座（業界研究） 人数制限
（抽選） ― 前期 ― ― ― ― 稲田　圭祐 × ○ 「公務員講座（公共セクター研究）」より科目名変更

「公務員講座（公共セクター研究）」の単位修得者の履修は不可

＜ワークショップ＞　

― ワークショップ（グローバル人材養成） ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ワークショップ（ファッション経済学） なし ― 後期 ― ― 北條　貴文 × ○

ワークショップ（経済学史） なし ― 後期 ― ― ― 吉本　惣一 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

公
務
員
講
座

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ



230 ● ● 　

2017～2023年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2017～2023年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

＜ゼミナール＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

ゼミナールⅠ
[エンターテインメント経済学]

― 前期 ― ― ― 伊藤　隆治 × ○

ゼミナールⅡ
[エンターテインメント経済学]

― 後期 ― ― ― 伊藤　隆治 × ○

ゼミナールⅠ
[公共政策]

― 前期 ― ― ― 稲田　圭祐 × ○

ゼミナールⅡ
[公共政策]

― 後期 ― ― ― 稲田　圭祐 × ○

ゼミナールⅠ
[資源エネルギー論]

― 前期 ― ― ― 岩間　剛一 × ○

ゼミナールⅡ
[資源エネルギー論]

― 後期 ― ― ― 岩間　剛一 × ○

ゼミナールⅠ
[国際関係論]

― 前期 ― ― ― 上野　隆生 × ○

ゼミナールⅡ
[国際関係論]

― 後期 ― ― ― 上野　隆生 × ○

ゼミナールⅠ
[金融論]

― 前期 ― ― ― 梶原　真紀 × ○ 新規科目

ゼミナールⅡ
[金融論]

― 後期 ― ― ― 梶原　真紀 × ○ 新規科目

― ゼミナールⅠ
[国際経済学]

― 前期 ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅡ
[国際経済学]

― 後期 ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナールⅠ
[環境経済学]

― 前期 ― ― ― 清水　雅貴 × ○

ゼミナールⅡ
[環境経済学]

― 後期 ― ― ― 清水　雅貴 × ○

ゼミナールⅠ
[日本経済史]

― 前期 ― ― ― 棚井　仁 × ○

ゼミナールⅡ
[日本経済史]

― 後期 ― ― ― 棚井　仁 × ○

― ゼミナールⅠ
[社会政策]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅡ
[社会政策]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅠ
[現代経済理論]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅡ
[現代経済理論]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナールⅠ
[憲法学]

― 前期 ― ― ― 徳永　貴志 × ○

ゼミナールⅡ
[憲法学]

― 後期 ― ― ― 徳永　貴志 × ○

― ゼミナールⅠ
[公共経済学]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― ゼミナールⅡ
[公共経済学]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナールⅠ
[ホスピタリティ論]

― 前期 ― ― ― 永石　尚子 × ○ 新規科目

ゼミナールⅡ
[ホスピタリティ論]

― 後期 ― ― ― 永石　尚子 × ○ 新規科目

ゼミナールⅠ
[現代経済史]

― 前期 ― ― ― 日臺　健雄 × ○

ゼミナールⅡ
[現代経済史]

― 後期 ― ― ― 日臺　健雄 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

クラス
指定



231● ●　Ｅ　経済経営学部　経済学科（２０17～202３年度入学生） 　

2017～2023年度入学生用

注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。
注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。
注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。
注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。
注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。
注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。
注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。
　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。
　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。
注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について…………………「○」の授業は経済学科生以外も履修可能です。「×」は経済学科生専用です。

経済学科専門科目（2017～2023年度入学生用）

年 年 年 年

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経済済学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

卒業論文
[エンターテインメント経済学]

― 通年 ― ― ― ― 伊藤　隆治 × ○

― 卒業論文
[公共政策]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[資源エネルギー論]

― 通年 ― ― ― ― 岩間　剛一 × ○

卒業論文
[国際関係論]

― 通年 ― ― ― ― 上野　隆生 × ○

― 卒業論文
[金融論]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[国際経済学]

― 通年 ― ― ― ― 堀川　祐里 × ○

卒業論文
[環境経済学]

― 通年 ― ― ― ― 清水　雅貴 × ○

― 卒業論文
[日本経済史]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 卒業論文
[社会政策]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[現代経済理論]

― 通年 ― ― ― ― 稲田　圭祐 × ○

卒業論文
[憲法学]

― 通年 ― ― ― ― 徳永　貴志 × ○

― 卒業論文
[公共経済学]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

― 卒業論文
[ホスピタリティ論]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[現代経済史]

― 通年 ― ― ― ― 日臺　健雄 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目

卒
業
論
文

＜卒業論文＞　履修希望者は前年度ゼミナール担当教員に確認すること。

クラス
指定
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経営学科では、企業や非営利団体など、各種の組織の活動にかかわる問題を分析し、そのメ
カニズムや本質を解明していきます。経営学科のカリキュラムの特徴は、経営学、簿記・会計
学、ICT（情報通信技術）に関する専門知識を習得する学びの体系が充実しているところにあ
ります。経営学科での学びを通じて、経営者として、ビジネスパーソンとして、そして起業家
として、現代社会を生きぬく力を身につけてください。

経営学科では、 １年次に「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」を、 ２〜４ 年次に「ゼ
ミナール ２・３・４」を必修科目として設けています。「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」
では、主体的・創造的に経営学を学び、みずからキャリアを築いていくための基礎を培います。
「ゼミナール ２・ ３・ ４」では、担当教員の指導のもと、みずから選んだ分野を自発的・専門
的に研究します。少人数で個別指導の行われるゼミナールは、大学における学習と生活の中心
となります。

経営学の専門科目は、起業家や経営者として、あるいはビジネスパーソンとして、ビジネス
の世界で求められる知識・能力を身につけることができる実践的なものばかりです。そのなか
でも、より実践的な知識の習得を目的とした科目、フィールドワークなどの現場で体験的に学
習する科目、さらに簿記・会計学や情報技術・情報メディアなどの分野における資格取得を目
的とした実習系科目を、経営学科では「キャリア開発科目」と位置づけています。この「キャ
リア開発科目」は、卒業までの ４年間で、みずからのキャリアを実現する力を養うために ４単
位以上修得することになっています。積極的に履修することが望まれます。

上記のように、経営学科では、 １年次から ４年次までゼミナールを履修します。ゼミナール
は経営学の専門教育の場であると同時に、学修指導やキャリア指導を受ける場でもあります。
ゼミナールのクラスは大学生活の中心となるクラスという意味でコア・クラスとよばれ、その
担当教員はコア・クラス・ティーチャー（C．C．T．）とよばれます。C．C．T．は、いわば
中学校や高等学校のクラス担任に相当する存在です。分からないことや相談したいことがある
ときには、C．C．T．を訪ねてください。

１．経営学科の特徴

（ １）�ゼミナールによ
る ４年間の専門
教育

（ ２）�実践力を養うキ
ャリア開発科目

（ ３）�コア・クラスを
通じた学修指導

経済経営学部は経済学科と経営学科という ２つの学科から構成されています。経済学は、
財とお金の流れを通して社会の仕組みを解明する学問であり、経営学は、企業を始めとする
さまざまな組織を運営するための知識と技能を修得する学問です。そして、両者は密接に結
びついています。社会の仕組みを知らなければ、組織を運営することはできません。組織運
営の実際が分からなければ、社会の仕組みを明らかにすることはできません。
こうした観点から、経済経営学部では、総合的で実践的なカリキュラムが用意されており、

経済学科と経営学科が互いに協力しながら、授業を運営しています。

本学は、建学以来、「自由な研究と学習の共同体」であることを理念に掲げてきました。
教職員と学生がともに自由な立場で「研究と学習」に勤しみ、その営みを通じて大学という
「共同体」がかたちづくられることを意味しています。皆さんには、自発的で自立的な研究
と学習が期待されているのです。
したがって、本学において有意義な学生生活を送るためには、学習計画を主体的に組み立

てること、自主的に授業に取り組むこと、そしてみずからの問題意識をつねに持ち続けるこ
とが大切です。
学生は学習権の主体者です。このことを忘れずに、学業に励んでください。

経済経営学部
経済経営学部の
研究対象

自発的・自立的な
学習の要請
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≪2025年度入学生　経営学科≫
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

卒業に必要な単位を修得するにあたって、特に次の点に注意してください。
①合計で１２４単位を修得すること。
②各課程の必要単位数を修得すること。
③必修科目の単位を修得すること。
④�就職活動に必要とされる「卒業見込証明書」を ４年次前期に発行できるように履修計画を立
てること（卒業見込証明書の発行基準はＰ2９を参照）。

⑤�各授業の履修可能学年に注意し、履修計画を立てるにあたって分からないことがあるときは、
コア・クラス・ティーチャー（Ｃ．Ｃ．Ｔ．）、教学支援課、教学支援担当教員に質問・相談し
てください。

共通教養課程は、全学部に共通して開かれている課程です。幅広い知識と深い教養の修得を
目的とし、さまざまな学問領域の科目が開講されています。
卒業までに最低２0単位を修得しなければなりません。２0単位を超えて修得した場合、その単

位は「自由履修科目（３6単位）」に充当されます。
授業ごとに設定された履修可能学年を守ればどの学年で履修しても構いませんが、経営学科

専門課程のカリキュラムは高学年になるほど専門性が高まるよう構成されていますので、 １～
２年次において積極的に履修することを推奨します。

外国語課程は、全学部に共通して開かれている課程です。英語、中国語、朝鮮語、フランス
語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、スペイン語、日本語（留学生対象）を学ぶことができ
ます。
卒業までに、同一外国語で ４単位を修得しなければなりません。例えば英語で ２単位、中国

語で ２単位といった単位の修得方法では「外国語科目」の卒業要件は満たしません。 ４単位を
超えて修得した場合、その単位は「自由履修科目（３6単位）」に充当されます。
授業ごとに設定された要件（ １年次にしか履修できない・複数の授業をセットで履修しなけ

ればならないなど）を守って履修してください。 １～ ２年次において積極的に履修することを
推奨します。手続きの詳細については外国語課程のページを参照してください。

（ ２）履修の要領

（ ３）共通教養課程

必要単位

受講学年

（ ４）外国語課程

必要単位

受講学年

和光大学では単位制を採っています。卒業するまでに、各課程から決められた数の単位を修
得しなければなりません。単位は、履修登録した科目について、決められた基準を超える成績
を得ることで修得できます。

２．�卒業要件と
履修要領
（ １）卒業要件

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 必修専門科目 １０単位

ゼミナール １６単位
選択専門科目
うち経営学科の選択専門科目１２単位
うちキャリア開発科目（★） ４単位
うち経営学科または経済学科の選択専門科目２２単位

● ３８単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

３６単位
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必修専門科目は、全員が必ず履修し、単位を修得しなければならない科目です。経営学科で
は、１年次に「基本経営学Ａ」・「基本経営学Ｂ」・「入門簿記Ａ」、２年次に「経営基本管理Ａ」
・「キャリア概論」を履修することが義務づけられています。単位を修得することができなか
った場合には、翌年度に再履修しなければなりません。

経済経営学部の選択専門科目は、卒業までに３８単位修得することが必要です。なお、このう
ち１２単位は経営学科の選択専門科目、 ４単位は「キャリア開発科目」であることが求められま
す。３８単位を超えて修得した単位は、「自由履修科目（３６単位）」に充当されます。

自由履修科目として36単位以上修得が必要です。
「自由履修科目」には下記に示す科目の単位が充当されます。
・共通教養科目より、２０単位を超過した単位
・外国語科目より、 ４単位を超過した単位
・選択専門科目より、38単位を超過した単位
・現代人間学部・表現学部専門科目
現代人間学部、表現学部専門科目については、「全学開講」欄が「○」となっている授業を

履修可能です。ただし、授業ごとに履修できる条件は異なりますので、各課程の「授業一覧表」
をよく確認してください。

（ ５）必修専門科目

履修学年 科目名 開講期 単位数

１年次

基本経営学Ａ 前期 ２単位

基本経営学Ｂ 後期 ２単位

入門簿記Ａ 前期 ２単位

２年次
経営基本管理Ａ 前期 ２単位

キャリア概論 後期 ２単位

（ ６）選択専門科目
　　　　　　必要単位

（ 7）�自由履修科目
単位の数え方

注意すべき点
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ゼミナールは、 １〜４ 年次に設置されている必修科目であり、全員が必ず履修しなければな
りません。
１年次のゼミナールである「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」では、大学での学修

や専門的な研究を行うための基礎学力を養うとともに、社会人に必要な能力である社会人基礎
力を身につけます。また、大学における学習方法の指導や各種連絡の場ともなります。
「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」は、入学時にクラスが決定されます。あらかじ

め大学で履修登録を行うので、和光ポータルの履修登録画面や掲示板を確認の上、指定された
クラスを履修してください。「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」の単位を修得できなか
った場合には、翌年度に再履修をしなければなりません。
２〜４ 年次の「ゼミナール ２・ ３・ ４」は、 ３年間継続してひとつの学問領域を専門的に研

究します。全員がいずれかのゼミナールに入室し、少人数による参加型授業やグループワーク
を通して、担当教員の指導を受けながら研究を進めます。
「ゼミナール ２・３・４」は、３年間継続して同じクラスで学ぶことを前提としています。「ゼ

ミナール ２」は １年次後期に応募と選考が行われます。希望する「ゼミナール ２」に入室でき
るように、遺漏なく手続きを進めてください。 １年次の選考で所属するクラスが決まった後に
は、 ２年次以降はあらかじめ大学で「ゼミナール ２・ ３・ ４」の履修登録を行うので、和光ポ
ータルの履修登録画面から正しく登録されていることを確認してください。「ゼミナール ２・
３・ ４」の単位を修得できなかった場合には、翌年度に再履修をしなければなりませんが、そ
の場合は同じ担当教員のゼミナールを履修する必要があります。なお、「ゼミナール ４」につ
いては、時間割には記載されません。

３．�専門科目の説明
と履修上の注意
（ １）�ゼミナール

４ 年次には、ゼミナール担当教員の指導の下で、それまでの研究成果をまとめる「卒業論文」
に取り組むことができます。「卒業論文」は必修科目ではありませんが、大学 ４年間の研究・
学習の集大成と位置付けられることから、執筆を強く推奨しています。
経営学科では、「卒業論文」の取り扱いが各ゼミナールで異なっているため、かならず担当

教員に確認し、執筆や提出に関する詳細について指示を受けてください。
「卒業論文」は時間割に記載されていません。あらかじめ大学で履修登録を行うので、和光

ポータルの履修登録画面で正しく登録されていることを確認してください。

「フィールドワーク」は、さまざまな「現場」に出向くことで、理解を深めることを目的と
した授業です。通常の授業と学外研修によって構成されています。学外研修では、現地視察、
施設見学、聞き取り調査、アンケート調査などを行います。「フィールドワーク」は ２年次か
ら履修することができます。種別「許可」の授業ですので、前期の許可期間中に履修許可を得
てください。

（ ２ ）卒業論文

（ 3 ）フィールドワーク

※�フィールドワークは、社会情勢や安全性等を考慮し、実施形態や研修先が変更されたり、
授業が開講されなかったりする可能性があります。

「経営学科の知の体系」は、 １年次前期に開講される経営学科専任教員によるオムニバス形
式の授業です。この授業を履修すれば、経営学科の各教員がどのような専門領域を有し、それ
ぞれの「ゼミナール 2・ 3・ 4」でどのような知識を修得することができるのかを知ることが
できます。ゼミナールを選ぶにあたって役立つ情報が得られますから、積極的に受講してくだ
さい。

（ ４）�経営学科の知の
体系
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（ 5）�経営学科におけ
る ４年間の学習

国家公務員、地方公務員、警察官、消防官をめざす学生のためのプログラムです。本プログ
ラムで設定されている科目は卒業必要単位として認定されます。また、模擬試験の実施、夏期
休暇を利用した集中勉強合宿、個人指導による学習相談や ２次試験面接対応など、「合格」に
結びつく徹底した採用試験対策を行います。詳細は経済学科の授業一覧表を参照してください。
プログラムへの参加の仕方については、 ４月に行われるガイダンス（プログラム説明会）に参
加して確認してください。（ガイダンスの開催に代えて説明用動画を配信する場合があります）

（ 6）�公務員対策プロ
グラム
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経営学科では、高等学校教諭一種免許状（商業）・高等学校教諭一種免許状（情報）の教員
免許状を取得することができます。免許状の取得には、卒業に必要な単位に加え、教職課程の
単位を修得しなければなりません。決して簡単ではありません。しかし、だからこそやりがい
があり、教職課程を受講する学生は、いずれも大きく成長し、希望する進路で充実したキャリ
アを歩むことができています。
本学の教職課程は、 ２年次から受講申請が行われますが、商業科・情報科の教員免許状の取

得に必要な科目のなかには、 １年次から履修できるものもあります。詳しくは経営学科学科説
明会・資格課程オリエンテーションで確認してください。
また、本学では、他学科に設けられている教員免許状の教職課程を受講することができます。

教職課程について、詳しくは『資格課程の手びき』を参照してください。

経営学科における学習はさまざまな実務の現場と密接に結びついています。このため、各種
の検定試験・資格試験の出題範囲をカバーする専門科目も少なくありません。経営学科の卒業
生の多くは、営利企業にとどまらず、さまざまな事業体で実際に業務にあたることになります。
専門科目の学習の延長として、各種の検定試験・資格試験に挑戦してください。検定試験・資
格試験を目指して計画的に対策に取り組み、合格したという実績は、皆さんにとってかけがえ
のない成功体験となり、就職活動では、有効なアピール材料となります。
商業高校や総合高校の出身者のなかには、全国商業高等学校協会の簿記実務検定試験・情報

処理検定試験に合格していたり、高等専修学校の出身者のなかには、日本情報処理検定協会の
情報処理技能検定に合格していたりする皆さんがいます。大学では、このような学校教育の一
環としての検定試験からさらに専門性を高め、実務を前提とした資格試験に挑戦してください。
簿記については、日本商工会議所の簿記検定、情報処理については、国家試験である情報処理
技術者試験の受験を勧めます。いずれも、経営学科の専門科目で出題範囲をカバーしています。
高校時代に日本英語検定協会の実用英語技能検定（英検）に合格した皆さんは、さらに上級

の試験を目指すのと同時に、実務の現場で英語力の指標となっているTOEIC を受験してみま
しょう。経営学科には、TOEIC 受験の手ほどきをする専門科目も用意されています。
その他、日本商工会議所のビジネスマネジャー検定やリテールマーケティング検定（販売士

検定）、コンピュータを使った実務能力の標準的資格であるオデッセイコミュニケーションズ
のマイクソフトオフィススペシャリスト試験（MOS試験）、データサイエンティスト協会のデ
ータサイエンティスト検定など、専門科目の学習が試験対策にもなるさまざまな検定試験・資
格試験があります。詳しくは経営学科学科説明会で確認するか、C.C.T．などに相談してみて
ください。

これらの資格は本学においてすべての学部学科の学生が取得を目指すことができるもので
す。詳しくは『資格課程の手びき』を参照してください。

教員免許状・検定試験・資格試験ではありませんが、本学では、履修プログラムとして、地
域・流域プログラムおよびジェンダー・スタディーズ・プログラムを設けています。経営学科
の学生にも、プログラムを履修しているものがいます。詳しくは本『学修の手びき』のＰ３8～
41を参照してください。
また、社会福祉主事任用資格の取得も可能です。詳しくは大学ホームページを参照してくだ

さい。

４．�取得できる免許
状・資格
（ １）�教員免許状

（ ２ ）�検定試験・資
格試験

（ ３）�図書館司書・社
会教育主事・博
物館学芸員

（ ４）�その他



240 ● ●

2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2025年度入学生用）

年 年 年 年

基本経営学A クラス
指定必修 ― 前期 ― 當間　政義 × × 経営学科生のみが履修

基本経営学A[他学科生] なし ― 前期 ― 村田　大学 × ○ 経営学科生以外が対象

基本経営学B
クラス

指定必修 ― 後期 ― 當間　政義 × × 経営学科生のみが履修

基本経営学B[他学科生] なし ― 後期 ― 村田　大学 × ○ 経営学科生以外が対象

― 経営基本管理A クラス
指定必修 ― 前期 ― ― ― × × 2026年度より開講

経営学科生のみが履修

― キャリア概論 クラス
指定必修 ― 後期 ― ― ― × × 2026年度より開講

経営学科生のみが履修

入門簿記A クラス
指定必修 ― 前期 ― 海老原　諭 × × 経営学科生のみが履修

入門簿記A[他学科生] なし ― 前期 ― 海老原　諭 × ○
7507と同時開講
経営学科生以外が対象

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[大野]

― 通年 ― 大野　幸子 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[金]

― 通年 ― 金　雅美 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[小林正]

― 通年 ― 小林　正典 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[小林稔]

― 通年 ― 小林　稔 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[ﾊﾞﾝﾊﾞﾝ]

― 通年 ― バンバン  ルディアント × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[福田]

― 通年 ― 福田　好裕 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[丸山]

― 通年 ― 丸山　一彦 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[村田]

― 通年 ― 村田　大学 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[吉沢]

― 通年 ― 吉沢　壮二朗 × ×

ゼミナール２
[テクノロジーマネジメント]

― 通年 ― ― 岩見　昌邦 × ○

ゼミナール２
[会計学]

― 通年 ― ― 海老原　諭 × ○

ゼミナール２
[マーケティング・コミュニケーション]

― 通年 ― ― 大野　幸子 × ○

ゼミナール２
[国際ビジネス論]

― 通年 ― ― 金　雅美 × ○

ゼミナール２
[ビジネス・コミュニケーション]

― 通年 ― ― 小林　猛久 × ○

ゼミナール２
[地域経営論]

― 通年 ― ― 小林　正典 × 〇

ゼミナール２
[経営情報システム論]

― 通年 ― ― 小林　稔 × ○

ゼミナール２
[情報処理技術論]

― 通年 ― ― 杉本　昌昭 × ○

― ゼミナール２
[企業論]

― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講

ゼミナール２
[基本経営学]

― 通年 ― ― 當間　政義 × ○

ゼミナール２
[メディアビジネス論]

― 通年 ― ― バンバン  ルディアント × 〇

ゼミナール２
[産学連携実践論]

― 通年 ― ― 平井　宏典 × ○

ゼミナール２
[経営基本管理]

― 通年 ― ― 福田　好裕 × ×

ゼミナール２
[マーケティング論]

― 通年 ― ― 丸山　一彦 × ○

ゼミナール２
[管理会計論]

― 通年 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
２

＜ゼミナール２＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

クラス
指定必修

必
修
科
目
　

→

必
修
専
門
科
目

＜必修専門科目＞ クラス分けをしていますので、登録時には注意してください。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
１

＜ゼミナール１＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

クラス
指定必修

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年
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2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2025年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

ゼミナール３
[テクノロジーマネジメント]

― 通年 ― ― ― 岩見　昌邦 × ○

ゼミナール３
[会計学]

― 通年 ― ― ― 海老原　諭 × ○

ゼミナール３
[マーケティング・コミュニケーション]

― 通年 ― ― ― 大野　幸子 × 〇

ゼミナール３
[国際ビジネス論]

― 通年 ― ― ― 金　雅美 × ○

ゼミナール３
[ビジネス・コミュニケーション]

― 通年 ― ― ― 小林　猛久 × ○

ゼミナール３
[地域経営論]

― 通年 ― ― ― 小林　正典 × 〇

ゼミナール３
[経営情報システム論]

― 通年 ― ― ― 小林　稔 × ○

ゼミナール３
[情報処理技術論]

― 通年 ― ― ― 杉本　昌昭 × ○

― ゼミナール３
[企業論]

― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナール３
[基本経営学]

― 通年 ― ― ― 當間　政義 × ○

ゼミナール３
[メディアビジネス論]

― 通年 ― ― ― バンバン ルディアント × ○

ゼミナール３
[産学連携実践論]

― 通年 ― ― ― 平井　宏典 × ○

ゼミナール３
[経営基本管理]

― 通年 ― ― ― 福田　好裕 × ×

ゼミナール３
[マーケティング論]

― 通年 ― ― ― 丸山　一彦 × ○

ゼミナール３
[管理会計論]

― 通年 ― ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

ゼミナール４
[テクノロジーマネジメント]

― 通年 ― ― ― ― 岩見　昌邦 × ○

ゼミナール４
[会計学]

― 通年 ― ― ― ― 海老原　諭 × ○

ゼミナール４
[マーケティング・コミュニケーション]

― 通年 ― ― ― ― 大野　幸子 × ○

ゼミナール４
[国際ビジネス論]

― 通年 ― ― ― ― 金　雅美 × ○

ゼミナール４
[ビジネス・コミュニケーション]

― 通年 ― ― ― ― 小林　猛久 × ○

― ゼミナール４
[地域経営論]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナール４
[経営情報システム論]

― 通年 ― ― ― ― 小林　稔 × ○

ゼミナール４
[情報処理技術論]

― 通年 ― ― ― ― 杉本　昌昭 × ○

― ゼミナール４
[企業論]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナール４
[基本経営学]

― 通年 ― ― ― ― 當間　政義 × ○

ゼミナール４
[メディアビジネス論]

― 通年 ― ― ― ― バンバン  ルディアント × ○

ゼミナール４
[産学連携実践論]

― 通年 ― ― ― ― 平井　宏典 × ○

ゼミナール４
[経営基本管理]

― 通年 ― ― ― ― 福田　好裕 × ×

ゼミナール４
[マーケティング論]

― 通年 ― ― ― ― 丸山　一彦 × ○

ゼミナール４
[管理会計論]

― 通年 ― ― ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

＜ゼミナール４＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

クラス
指定必修

←
　
必
修
科
目

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
３

＜ゼミナール3＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

クラス
指定必修

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
４
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2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2025年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

卒業論文
[テクノロジーマネジメント]

― 通年 ― ― ― ― 岩見　昌邦 × ○

卒業論文
[会計学]

― 通年 ― ― ― ― 海老原　諭 × ○

卒業論文
[マーケティング・コミュニケーション]

― 通年 ― ― ― ― 大野　幸子 × ○

卒業論文
[国際ビジネス論]

― 通年 ― ― ― ― 金　雅美 × ○

卒業論文
[ビジネス・コミュニケーション]

― 通年 ― ― ― ― 小林　猛久 × ○

― 卒業論文
[地域経営論]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[経営情報システム論]

― 通年 ― ― ― ― 小林　稔 × ○

卒業論文
[情報処理技術論]

― 通年 ― ― ― ― 杉本　昌昭 × ○

― 卒業論文
[企業論]

― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[基本経営学]

― 通年 ― ― ― ― 當間　政義 × ○

卒業論文
[メディアビジネス論]

― 通年 ― ― ― ― バンバン  ルディアント × ○

卒業論文
[産学連携実践論]

― 通年 ― ― ― ― 平井　宏典 × ○

卒業論文
[経営基本管理]

― 通年 ― ― ― ― 福田　好裕 × ×

卒業論文
[マーケティング論]

― 通年 ― ― ― ― 丸山　一彦 × ○

卒業論文
[管理会計論]

― 通年 ― ― ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

経営学科の知の体系 なし ― 前期 ― ― ― ― 経営学科教員 × ○

★ビジネス・コミュニケーションＡ 許可 ― 前期 ― 小林　猛久 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

★ビジネス・コミュニケーションＢ 許可 ― 後期 ― 小林　猛久 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

入門簿記B なし ― 後期 ― 海老原　諭 × ○ 「基礎簿記」より科目名変更

入門簿記演習A なし ― 前期 ― 海老原　諭 × ○ 「入門簿記演習」より科目名変更

★入門簿記演習B なし ― 後期 ― 海老原　諭 × ○ 「基礎簿記演習」より科目名変更

企業論Ⅰ なし ― 前期 ― 村田　大学 × ○

企業論Ⅱ なし ― 後期 ― 村田　大学 × ○

マーケティング論Ａ なし ― 前期 ― 丸山　一彦 × ○

マーケティング論Ｂ なし ― 前期 ― 丸山　一彦 × ○

現代流通論Ａ なし ― 後期 ― 丸山　一彦 × ○

現代流通論Ｂ なし ― 後期 ― 丸山　一彦 × ○

観光ビジネス論Ａ なし ― 前期 ― 小林　正典 × ○

観光ビジネス論Ｂ なし ― 後期 ― 小林　正典 × ○

TOEIC入門 なし ― 前期 ― 山本　ミッシェール × ○

TOEICスピーキング・ライティング なし ― 後期 ― 山本　ミッシェール × ○

選
択
専
門
科
目
　
→

卒
業
論
文

＜卒業論文＞　履修希望者は前年度ゼミナール担当教員に確認すること。

クラス
指定

　
選
択
専
門
科
目
　
（
★
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
科
目
）
　
→

＜選択専門科目＞
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2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2025年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

環境マネジメント論 なし ― 前期 ― 當間　政義 × ○ 「環境マネジメントI」より科目名変更

情報の基礎（情報社会論） なし ― 通年 ― 岩見　昌邦 × ○

コンピュータ[Ａ] なし ― 前期 時間割外 橋本　正樹 × ○

コンピュータ[Ｂ] 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 小川　眞理絵 × ○

コンピュータ[Ｃ] 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 小川　眞理絵 × ○

★コンピュータリテラシー基礎１
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 杉本　昌昭 × ○

★コンピュータリテラシー基礎２
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 小川　眞理絵 × ○

★コンピュータリテラシー応用１
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 杉本　昌昭 × ○

★コンピュータリテラシー応用２
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 小川　眞理絵 × ○

★自己開発論 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 新保　友恵 × ○

★キャリア形成論 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 新保　友恵 × ○

★職業選択論 なし ― 前期 ― ― 弘中　茜 × ○

★企業研究（業界研究） なし ― 前期 ― ― 山本　知己 × ○

★産学連携実践論A 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 平井　宏典 × ○ 「産学連携実践論」より科目名変更

★産学連携実践論B 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 平井　宏典 × ○ 「産学連携実践論」より科目名変更

★応用簿記演習A（商業簿記） なし ― 前期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 「商業簿記・会計学演習」より科目名
変更

★応用簿記演習B（工業簿記) なし ― 後期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 「工業簿記・原価計算演習」より科目
名変更

― ★情報処理技術論Ⅰ－１ ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

★情報処理技術論Ⅰ－２ なし ― 前期 時間割外 ― 杉本　昌昭 × ○

― ★情報処理技術論Ⅱ－１ ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

★情報処理技術論Ⅱ－２ なし ― 後期 時間割外 ― 杉本　昌昭 × ○

★ビジネスデザイン論 なし ― 後期 ― ― 當間　政義 × ○ 「ビジネスデザインA」より科目名変更

★フィールドワーク
(エリアマネジメントとテクノロジーの社会実装)

許可 ― 通年 ― ― 岩見　昌邦 × ○
新規科目
4月許可手続き期間に履修者決定

★フィールドワーク
(世界のエンターテインメント・ビジネスの研究)

許可 ― 通年 ― ― 小林　猛久 × ○
「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(ｱﾒﾘｶのｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ・ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽの研究)」より科目名変更
4月許可手続き期間に履修者決定

★フィールドワーク
(New Yorkのアート、ファッション、ビジネス)

許可 ― 通年 ― ― 小林　稔 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

★フィールドワーク
(台湾のビジネス・デザインを探るツーリズム)

許可 ― 通年 ― ― 當間　政義 × ○

「フィールドワーク（アジアのビジネ
ス・デザインを探るツーリズム）」よ
り科目名変更
4月許可手続き期間に履修者決定

★フィールドワーク
(アジアへの防災教育)

許可 ― 通年 ― ― バンバン  ルディアント × ○
「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(ｱｼﾞｱの経済経営体験)[防災
教育]」より科目名変更
4月許可手続き期間に履修者決定

★ベンチャー起業論 なし ― 後期 ― ― 小野瀬　拡 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

←
　
選
択
専
門
科
目
　
（
★
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
科
目
）
　
→

卒業までにいずれか１つ履修可

「基礎」、「応用」それぞれ１つ履修可
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2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2025年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

経営行動の論理と理念Ａ なし ― 前期 ― ― 村山　元理 × ○

経営行動の論理と理念Ｂ なし ― 後期 ― ― 村山　元理 × ○

経営史Ａ なし ― 前期 ― ― 井奥　成彦 × ○

経営史Ｂ なし ― 後期 ― ― 井奥　成彦 × ○

比較経営論Ａ なし ― 前期 ― ― 村田　大学 × ○ 新規科目

比較経営論Ｂ なし ― 後期 ― ― 村田　大学 × ○ 新規科目

イノベーション論Ａ 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 岩見　昌邦 × ○

イノベーション論Ｂ 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 小林　稔 × ○

競争戦略論 なし ― 前期 ― ― 平井　宏典 × ○

経営戦略論 なし ― 後期 ― ― 平井　宏典 × ○

国際ビジネス論Ａ なし ― 前期 ― ― 金　雅美 × ○

国際ビジネス論Ｂ なし ― 後期 ― ― 金　雅美 × ○

― 経営基本管理B ― ― 後期 ― ― ― × × 2026年度より開講
経営学科生のみが履修

組織論Ａ なし ― 前期 ― ― 福田　好裕 × ○

組織論Ｂ なし ― 後期 ― ― 福田　好裕 × ○

人事マネジメント論Ａ なし ― 前期 ― ― 金　雅美 × ○

人事マネジメント論Ｂ なし ― 後期 ― ― 金　雅美 × ○

金融ビジネス論Ａ なし ― 前期 ― ― 水野　清 × ○

金融ビジネス論Ｂ なし ― 後期 ― ― 水野　清 × ○

会社法A なし ― 前期 ― ― 王子田　誠 × ○

会社法B なし ― 後期 ― ― 王子田　誠 × ○

職業指導 なし ― 通年 ― ― 弘中　茜 × ○

中小企業論 なし ― 前期 ― ― 九川　謙一 × ○

グローバル・マーケティング論Ａ なし ― 前期 ― ― 岩谷　昌樹 × ○

グローバル・マーケティング論Ｂ なし ― 後期 ― ― 岩谷　昌樹 × ○

マーケティング・コミュニケーションⅠ
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 大野　幸子 × ○

マーケティング・コミュニケーションⅡ
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 大野　幸子 × ○

マーケティング・リサーチⅠ
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 大野　幸子 × ○

マーケティング・リサーチⅡ
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 大野　幸子 × ○

応用簿記A（商業簿記） なし ― 前期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 新規科目

応用簿記B（工業簿記） なし ― 後期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 「工業簿記」より科目名変更

財務諸表論[決算書の読み方] なし ― 前期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 「財務会計[決算書の読み方]」より科目名変更

経営分析[決算書の分析] なし ― 後期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

会計学 なし ― 前期 ― ― 海老原　諭 × ○

財務会計論 なし ― 後期 ― ― 海老原　諭 × ○ 「商業簿記」より科目名変更

←

選
択
専
門
科
目
　
→

←
　
選
択
専
門
科
目
　
（
★
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
科
目
）
　
→
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2025年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2025年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

情報デザイン論Ａ なし ― 前期 時間割外 ― 橋本　正樹 × ○

情報デザイン論Ｂ なし ― 後期 時間割外 ― 橋本　正樹 × ○

経営情報システム論 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 小林　稔 × ○

情報ネットワーク・システム 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 小林　稔 × ○

情報メディア産業論 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 小林　稔 × ○ 「情報メディア産業論I」より科目名変更

メディアビジネス論基礎 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― バンバン  ルディアント × ○

メディアビジネス論応用 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― バンバン  ルディアント × ○

データベース論基礎 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― バンバン  ルディアント × ○

データベース論応用 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― バンバン  ルディアント × ○

スポーツメディア論 なし ― 前期 ― ― 宇都宮　徹壱 × ○

地域経営論Ａ なし ― 前期 ― ― 小林　正典 × ○

地域経営論Ｂ なし ― 後期 ― ― 小林　正典 × ○

★キャリア・ラーニングA なし ― 前期 ― ― 弘中　茜 × × 新規科目

★キャリア・ラーニングB なし ― 後期 ― ― 弘中　茜 × × 新規科目

★リーダーシップ論 なし ― 前期 ― ― ― フン ディン チョン × ○

★経営者論 なし ― 前期 ― ― ― 當間　政義 × ○

組織行動論 なし ― 後期 ― ― ― 當間　政義 × ○

ＮＰＯ論 なし ― 後期 ― ― ― 松本　潔 × ○

財務管理論 なし ― 前期 ― ― ― 董　晶輝 × ○

国際財務論 なし ― 後期 ― ― ― 董　晶輝 × ○

管理会計[経営者のための会計] なし ― 後期 ― ― ― 倉井　潔 × ○

リスク・マネジメント なし ― 前期 ― ― ― 大久保　明 × ○

生産システム論Ａ なし ― 前期 ― ― ― 文田　皓 × ○

生産システム論Ｂ なし ― 後期 ― ― ― 文田　皓 × ○

テクノロジーマネジメント なし ― 後期 ― ― ― 岩見　昌邦 × ○

意思決定の科学 なし ― 後期 時間割外 ― ― 橋本　正樹 × ○

知的財産権法Ａ なし ― 前期 ― ― ― 佐藤　恵太 × ○

知的財産権法Ｂ なし ― 後期 ― ― ― 佐藤　恵太 × ○

←

選
択
専
門
科
目

←
　
選
択
専
門
科
目
　
（
★
は
キ
ャ
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開
発
科
目
）
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経営学科では、企業や非営利団体など、各種の組織の活動にかかわる問題を分析し、そのメ
カニズムや本質を解明していきます。経営学科のカリキュラムの特徴は、経営学、簿記・会計
学、ICT（情報通信技術）に関する専門知識を習得する学びの体系が充実しているところにあ
ります。経営学科での学びを通じて、経営者として、ビジネスパーソンとして、そして起業家
として、現代社会を生きぬく力を身につけてください。

経営学科では、 １年次に「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」を、 ２〜４ 年次に「ゼ
ミナール ２・３・４」を必修科目として設けています。「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」
では、主体的・創造的に経営学を学び、みずからキャリアを築いていくための基礎を培います。
「ゼミナール ２・ ３・ ４」では、担当教員の指導のもと、みずから選んだ分野を自発的・専門
的に研究します。少人数で個別指導の行われるゼミナールは、大学における学習と生活の中心
となります。

経営学の専門科目は、起業家や経営者として、あるいはビジネスパーソンとして、ビジネス
の世界で求められる知識・能力を身につけることができる実践的なものばかりです。そのなか
でも、より実践的な知識の習得を目的とした科目、フィールドワークなどの現場で体験的に学
習する科目、さらに簿記・会計学や情報技術・情報メディアなどの分野における資格取得を目
的とした実習系科目を、経営学科では「キャリア開発科目」と位置づけています。この「キャ
リア開発科目」は、卒業までの ４年間で、みずからのキャリアを実現する力を養うために ４単
位以上修得することになっています。積極的に履修することが望まれます。

上記のように、経営学科では、 １年次から ４年次までゼミナールを履修します。ゼミナール
は経営学の専門教育の場であると同時に、学修指導やキャリア指導を受ける場でもあります。
ゼミナールのクラスは大学生活の中心となるクラスという意味でコア・クラスとよばれ、その
担当教員はコア・クラス・ティーチャー（C．C．T．）とよばれます。C．C．T．は、いわば
中学校や高等学校のクラス担任に相当する存在です。分からないことや相談したいことがある
ときには、C．C．T．を訪ねてください。

１．経営学科の特徴

（ １）�ゼミナールによ
る ４年間の専門
教育

（ ２）�実践力を養うキ
ャリア開発科目

（ ３）�コア・クラスを
通じた学修指導

経済経営学部は経済学科と経営学科という ２つの学科から構成されています。経済学は、
財とお金の流れを通して社会の仕組みを解明する学問であり、経営学は、企業を始めとする
さまざまな組織を運営するための知識と技能を修得する学問です。そして、両者は密接に結
びついています。社会の仕組みを知らなければ、組織を運営することはできません。組織運
営の実際が分からなければ、社会の仕組みを明らかにすることはできません。
こうした観点から、経済経営学部では、総合的で実践的なカリキュラムが用意されており、

経済学科と経営学科が互いに協力しながら、授業を運営しています。

本学は、建学以来、「自由な研究と学習の共同体」であることを理念に掲げてきました。
教職員と学生がともに自由な立場で「研究と学習」に勤しみ、その営みを通じて大学という
「共同体」がかたちづくられることを意味しています。皆さんには、自発的で自立的な研究
と学習が期待されているのです。
したがって、本学において有意義な学生生活を送るためには、学習計画を主体的に組み立

てること、自主的に授業に取り組むこと、そしてみずからの問題意識をつねに持ち続けるこ
とが大切です。
学生は学習権の主体者です。このことを忘れずに、学業に励んでください。

経済経営学部
経済経営学部の
研究対象

自発的・自立的な
学習の要請
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≪２０１８～2024年度入学生　経営学科≫
卒業に必要な単位数は下表のとおりです。

卒業に必要な単位を修得するにあたって、特に次の点に注意してください。
①合計で１２４単位を修得すること。
②各課程の必要単位数を修得すること。
③必修科目の単位を修得すること。
④�就職活動に必要とされる「卒業見込証明書」を ４年次前期に発行できるように履修計画を立
てること（卒業見込証明書の発行基準はＰ2９を参照）。

⑤�各授業の履修可能学年に注意し、履修計画を立てるにあたって分からないことがあるときは、
コア・クラス・ティーチャー（Ｃ．Ｃ．Ｔ．）、教学支援課、教学支援担当教員に質問・相談し
てください。

共通教養課程は、全学部に共通して開かれている課程です。幅広い知識と深い教養の修得を
目的とし、さまざまな学問領域の科目が開講されています。
卒業までに最低２0単位を修得しなければなりません。２0単位を超えて修得した場合、その単

位は「自由履修科目（３6単位）」に充当されます。
授業ごとに設定された履修可能学年を守ればどの学年で履修しても構いませんが、経営学科

専門課程のカリキュラムは高学年になるほど専門性が高まるよう構成されていますので、 １～
２年次において積極的に履修することを推奨します。

外国語課程は、全学部に共通して開かれている課程です。英語、中国語、朝鮮語、フランス
語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、スペイン語、日本語（留学生対象）を学ぶことができ
ます。
卒業までに、同一外国語で ４単位を修得しなければなりません。例えば英語で ２単位、中国

語で ２単位といった単位の修得方法では「外国語科目」の卒業要件は満たしません。 ４単位を
超えて修得した場合、その単位は「自由履修科目（３6単位）」に充当されます。
授業ごとに設定された要件（ １年次にしか履修できない・複数の授業をセットで履修しなけ

ればならないなど）を守って履修してください。 １～ ２年次において積極的に履修することを
推奨します。手続きの詳細については外国語課程のページを参照してください。

（ ２）履修の要領

（ ３）共通教養課程

必要単位

受講学年

（ ４）外国語課程

必要単位

受講学年

和光大学では単位制を採っています。卒業するまでに、各課程から決められた数の単位を修
得しなければなりません。単位は、履修登録した科目について、決められた基準を超える成績
を得ることで修得できます。

２．�卒業要件と
履修要領
（ １）卒業要件

小計 合計
共通教養科目 ● ２０単位

１２４単位
（うち、
対面科目
が最低６４
単位含ま
れている
こと）※

外国語科目 同一外国語で ● ４単位
専門科目 必修専門科目 １０単位

ゼミナール １６単位
選択専門科目
うち経営学科の選択専門科目１２単位
うちキャリア開発科目（★） ４単位
うち経営学科または経済学科の選択専門科目２２単位

● ３８単位

自由履修科目 下記のものは自動的に自由履修科目単位としてカウント
されます。
・上記●の単位を超えて修得した単位
・他学部専門科目（全学開講欄が○のもの）
注）資格課程専用（8000番台）科目は含めることができません。

３６単位

※２０２３年度以前に修得した単位は、全て対面科目の単位数として算入します。
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必修専門科目は、全員が必ず履修し、単位を修得しなければならない科目です。経営学科で
は、 １年次に「基本経営学」・「入門簿記」、 ２年次に「経営基本管理」を履修することが義務
づけられています。単位を修得することができなかった場合には、翌年度に再履修しなければ
なりません。

経済経営学部の選択専門科目は、卒業までに３８単位修得することが必要です。なお、このう
ち１２単位は経営学科の選択専門科目、 ４単位は「キャリア開発科目」であることが求められま
す。３８単位を超えて修得した単位は、「自由履修科目（３６単位）」に充当されます。

自由履修科目として36単位以上修得が必要です。
「自由履修科目」には下記に示す科目の単位が充当されます。
・共通教養科目より、２０単位を超過した単位
・外国語科目より、 ４単位を超過した単位
・選択専門科目より、38単位を超過した単位
・現代人間学部・表現学部専門科目
現代人間学部、表現学部専門科目については、「全学開講」欄が「○」となっている授業を

履修可能です。ただし、授業ごとに履修できる条件は異なりますので、各課程の「授業一覧表」
をよく確認してください。

（ ５）必修専門科目

履修学年 科目名 開講期 単位数

１年次
基本経営学 通年 ４単位

入門簿記 前期 ２単位

２年次 経営基本管理 通年 ４単位

（ ６）選択専門科目
　　　　　　必要単位

（ 7）�自由履修科目
単位の数え方

注意すべき点
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ゼミナールは、 １〜４ 年次に設置されている必修科目であり、全員が必ず履修しなければな
りません。
１年次のゼミナールである「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」では、大学での学修

や専門的な研究を行うための基礎学力を養うとともに、社会人に必要な能力である社会人基礎
力を身につけます。また、大学における学習方法の指導や各種連絡の場ともなります。
「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」は、入学時にクラスが決定されます。あらかじ

め大学で履修登録を行うので、和光ポータルの履修登録画面や掲示板を確認の上、指定された
クラスを履修してください。「ゼミナール １（ビジネスキャリア基礎）」の単位を修得できなか
った場合には、翌年度に再履修をしなければなりません。
２〜４ 年次の「ゼミナール ２・ ３・ ４」は、 ３年間継続してひとつの学問領域を専門的に研

究します。全員がいずれかのゼミナールに入室し、少人数による参加型授業やグループワーク
を通して、担当教員の指導を受けながら研究を進めます。
「ゼミナール ２・３・４」は、３年間継続して同じクラスで学ぶことを前提としています。「ゼ

ミナール ２」は １年次後期に応募と選考が行われます。希望する「ゼミナール ２」に入室でき
るように、遺漏なく手続きを進めてください。 １年次の選考で所属するクラスが決まった後に
は、 ２年次以降はあらかじめ大学で「ゼミナール ２・ ３・ ４」の履修登録を行うので、和光ポ
ータルの履修登録画面から正しく登録されていることを確認してください。「ゼミナール ２・
３・ ４」の単位を修得できなかった場合には、翌年度に再履修をしなければなりませんが、そ
の場合は同じ担当教員のゼミナールを履修する必要があります。なお、「ゼミナール ４」につ
いては、時間割には記載されません。

３．�専門科目の説明
と履修上の注意
（ １）�ゼミナール

４ 年次には、ゼミナール担当教員の指導の下で、それまでの研究成果をまとめる「卒業論文」
に取り組むことができます。「卒業論文」は必修科目ではありませんが、大学 ４年間の研究・
学習の集大成と位置付けられることから、執筆を強く推奨しています。
経営学科では、「卒業論文」の取り扱いが各ゼミナールで異なっているため、かならず担当

教員に確認し、執筆や提出に関する詳細について指示を受けてください。
「卒業論文」は時間割に記載されていません。あらかじめ大学で履修登録を行うので、和光

ポータルの履修登録画面で正しく登録されていることを確認してください。

「フィールドワーク」は、さまざまな「現場」に出向くことで、理解を深めることを目的と
した授業です。通常の授業と学外研修によって構成されています。学外研修では、現地視察、
施設見学、聞き取り調査、アンケート調査などを行います。「フィールドワーク」は ２年次か
ら履修することができます。種別「許可」の授業ですので、前期の許可期間中に履修許可を得
てください。

（ ２ ）卒業論文

（ 3 ）フィールドワーク

※�フィールドワークは、社会情勢や安全性等を考慮し、実施形態や研修先が変更されたり、
授業が開講されなかったりする可能性があります。

「経営学科の知の体系」は、 １年次前期に開講される経営学科専任教員によるオムニバス形
式の授業です。この授業を履修すれば、経営学科の各教員がどのような専門領域を有し、それ
ぞれの「ゼミナール 2・ 3・ 4」でどのような知識を修得することができるのかを知ることが
できます。ゼミナールを選ぶにあたって役立つ情報が得られますから、積極的に受講してくだ
さい。

（ ４）�経営学科の知の
体系
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（ 5）�経営学科におけ
る ４年間の学習

国家公務員、地方公務員、警察官、消防官をめざす学生のためのプログラムです。本プログ
ラムで設定されている科目は卒業必要単位として認定されます。また、模擬試験の実施、夏期
休暇を利用した集中勉強合宿、個人指導による学習相談や ２次試験面接対応など、「合格」に
結びつく徹底した採用試験対策を行います。詳細は経済学科の授業一覧表を参照してください。
プログラムへの参加の仕方については、 ４月に行われるガイダンス（プログラム説明会）に参
加して確認してください。（ガイダンスの開催に代えて説明用動画を配信する場合があります）

（ 6）�公務員対策プロ
グラム



253● ●　Ｂ　経済経営学部　経営学科（２０18～2024年度入学生）

経営学科では、高等学校教諭一種免許状（商業）・高等学校教諭一種免許状（情報）の教員
免許状を取得することができます。免許状の取得には、卒業に必要な単位に加え、教職課程の
単位を修得しなければなりません。決して簡単ではありません。しかし、だからこそやりがい
があり、教職課程を受講する学生は、いずれも大きく成長し、希望する進路で充実したキャリ
アを歩むことができています。
本学の教職課程は、 ２年次から受講申請が行われますが、商業科・情報科の教員免許状の取

得に必要な科目のなかには、 １年次から履修できるものもあります。詳しくは経営学科オリエ
ンテーション・資格課程オリエンテーションで確認してください。
また、本学では、他学科に設けられている教員免許状の教職課程を受講することができます。

教職課程について、詳しくは『資格課程の手びき』を参照してください。

経営学科における学習はさまざまな実務の現場と密接に結びついています。このため、各種
の検定試験・資格試験の出題範囲をカバーする専門科目も少なくありません。経営学科の卒業
生の多くは、営利企業にとどまらず、さまざまな事業体で実際に業務にあたることになります。
専門科目の学習の延長として、各種の検定試験・資格試験に挑戦してください。検定試験・資
格試験を目指して計画的に対策に取り組み、合格したという実績は、皆さんにとってかけがえ
のない成功体験となり、就職活動では、有効なアピール材料となります。
商業高校や総合高校の出身者のなかには、全国商業高等学校協会の簿記実務検定試験・情報

処理検定試験に合格していたり、高等専修学校の出身者のなかには、日本情報処理検定協会の
情報処理技能検定に合格していたりする皆さんがいます。大学では、このような学校教育の一
環としての検定試験からさらに専門性を高め、実務を前提とした資格試験に挑戦してください。
簿記については、日本商工会議所の簿記検定、情報処理については、国家試験である情報処理
技術者試験の受験を勧めます。いずれも、経営学科の専門科目で出題範囲をカバーしています。
高校時代に日本英語検定協会の実用英語技能検定（英検）に合格した皆さんは、さらに上級

の試験を目指すのと同時に、実務の現場で英語力の指標となっているTOEIC を受験してみま
しょう。経営学科には、TOEIC 受験の手ほどきをする専門科目も用意されています。
その他、日本商工会議所のビジネスマネジャー検定やリテールマーケティング検定（販売士

検定）、コンピュータを使った実務能力の標準的資格であるオデッセイコミュニケーションズ
のマイクソフトオフィススペシャリスト試験（MOS試験）、データサイエンティスト協会のデ
ータサイエンティスト検定など、専門科目の学習が試験対策にもなるさまざまな検定試験・資
格試験があります。詳しくは経営学科学科説明会で確認するか、C.C.T．などに相談してみて
ください。

これらの資格は本学においてすべての学部学科の学生が取得を目指すことができるもので
す。詳しくは『資格課程の手びき』を参照してください。

教員免許状・検定試験・資格試験ではありませんが、本学では、履修プログラムとして、地
域・流域プログラムおよびジェンダー・スタディーズ・プログラムを設けています。経営学科
の学生にも、プログラムを履修しているものがいます。詳しくは本『学修の手びき』のＰ３8～
41を参照してください。
また、社会福祉主事任用資格の取得も可能です。詳しくは大学ホームページを参照してくだ

さい。

４．�取得できる免許
状・資格
（ １）�教員免許状

（ ２ ）�検定試験・資
格試験

（ ３）�図書館司書・社
会教育主事・博
物館学芸員

（ ４）�その他
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2018～2024年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2018～2024年度入学生用）

年 年 年 年

基本経営学 クラス
指定必修

― 通年 ― 村田　大学 × × 経営学科生のみが履修

基本経営学[他学科生] なし ― 通年 ― 村田　大学 × ○ 7509と同時開講
経営学科生以外が対象

経営基本管理
クラス

指定必修 ― 通年 ― ― 福田　好裕 × × 経営学科生のみが履修

入門簿記 クラス
指定必修 ― 前期 ― 海老原　諭 × × 経営学科生のみが履修

入門簿記[他学科生] なし ― 前期 ― 海老原　諭 × ○
7512と同時開講
経営学科生以外が対象

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[大野]

― 通年 ― 大野　幸子 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[金]

― 通年 ― 金　雅美 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[小林正]

― 通年 ― 小林　正典 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[小林稔]

― 通年 ― 小林　稔 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[ﾊﾞﾝﾊﾞﾝ]

― 通年 ― バンバン  ルディアント × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[福田]

― 通年 ― 福田　好裕 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[丸山]

― 通年 ― 丸山　一彦 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[村田]

― 通年 ― 村田　大学 × ×

ゼミナール１
（ビジネスキャリア基礎）[吉沢]

― 通年 ― 吉沢　壮二朗 × ×

ゼミナール２
[テクノロジーマネジメント] ― 通年 ― ― 岩見　昌邦 × ○

ゼミナール２
[会計学] ― 通年 ― ― 海老原　諭 × ○

ゼミナール２
[マーケティング・コミュニケーション] ― 通年 ― ― 大野　幸子 × ○

ゼミナール２
[国際ビジネス論] ― 通年 ― ― 金　雅美 × ○

ゼミナール２
[ビジネス・コミュニケーション] ― 通年 ― ― 小林　猛久 × ○

ゼミナール２
[地域経営論] ― 通年 ― ― 小林　正典 × 〇

ゼミナール２
[経営情報システム論] ― 通年 ― ― 小林　稔 × ○

ゼミナール２
[情報処理技術論] ― 通年 ― ― 杉本　昌昭 × ○

―
ゼミナール２
[企業論] ― ― ― ― ― × 〇 2025年度休講

ゼミナール２
[基本経営学] ― 通年 ― ― 當間　政義 × ○

ゼミナール２
[メディアビジネス論] ― 通年 ― ― バンバン  ルディアント × ○

ゼミナール２
[産学連携実践論] ― 通年 ― ― 平井　宏典 × ○

ゼミナール２
[経営基本管理] ― 通年 ― ― 福田　好裕 × ×

ゼミナール２
[マーケティング論] ― 通年 ― ― 丸山　一彦 × ○

ゼミナール２
[管理会計論] ― 通年 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

クラス
指定必修

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
２

＜ゼミナール２＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

クラス
指定必修

必
修
科
目
　

→

必
修
専
門
科
目

＜必修専門科目＞ クラス分けをしていますので、登録時には注意してください。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
１

＜ゼミナール１＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年



255● ●　Ｂ　経済経営学部　経営学科（２０18～2024年度入学生）

2018～2024年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2018～2024年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

ゼミナール３
[テクノロジーマネジメント] ― 通年 ― ― ― 岩見　昌邦 × ○

ゼミナール３
[会計学] ― 通年 ― ― ― 海老原　諭 × ○

ゼミナール３
[マーケティング・コミュニケーション] ― 通年 ― ― ― 大野　幸子 × 〇

ゼミナール３
[国際ビジネス論] ― 通年 ― ― ― 金　雅美 × ○

ゼミナール３
[ビジネス・コミュニケーション] ― 通年 ― ― ― 小林　猛久 × ○

ゼミナール３
[地域経営論] ― 通年 ― ― ― 小林　正典 × 〇

ゼミナール３
[経営情報システム論] ― 通年 ― ― ― 小林　稔 × ○

ゼミナール３
[情報処理技術論] ― 通年 ― ― ― 杉本　昌昭 × ○

―
ゼミナール３
[企業論] ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナール３
[基本経営学] ― 通年 ― ― ― 當間　政義 × ○

ゼミナール３
[メディアビジネス論] ― 通年 ― ― ― バンバン  ルディアント × ○

ゼミナール３
[産学連携実践論] ― 通年 ― ― ― 平井　宏典 × ○

ゼミナール３
[経営基本管理] ― 通年 ― ― ― 福田　好裕 × ×

ゼミナール３
[マーケティング論] ― 通年 ― ― ― 丸山　一彦 × ○

ゼミナール３
[管理会計論] ― 通年 ― ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

ゼミナール４
[テクノロジーマネジメント] ― 通年 ― ― ― ― 岩見　昌邦 × ○

ゼミナール４
[会計学] ― 通年 ― ― ― ― 海老原　諭 × ○

ゼミナール４
[マーケティング・コミュニケーション] ― 通年 ― ― ― ― 大野　幸子 × ○

ゼミナール４
[国際ビジネス論] ― 通年 ― ― ― ― 金　雅美 × ○

ゼミナール４
[ビジネス・コミュニケーション] ― 通年 ― ― ― ― 小林　猛久 × ○

―
ゼミナール４
[地域経営論] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナール４
[経営情報システム論] ― 通年 ― ― ― ― 小林　稔 × ○

ゼミナール４
[情報処理技術論] ― 通年 ― ― ― ― 杉本　昌昭 × ○

―
ゼミナール４
[企業論] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

ゼミナール４
[基本経営学] ― 通年 ― ― ― ― 當間　政義 × ○

ゼミナール４
[メディアビジネス論] ― 通年 ― ― ― ― バンバン  ルディアント × ○

ゼミナール４
[産学連携実践論] ― 通年 ― ― ― ― 平井　宏典 × ○

ゼミナール４
[経営基本管理] ― 通年 ― ― ― ― 福田　好裕 × ×

ゼミナール４
[マーケティング論] ― 通年 ― ― ― ― 丸山　一彦 × ○

ゼミナール４
[管理会計論] ― 通年 ― ― ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
４

＜ゼミナール４＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

クラス
指定必修

←
　
必
修
科
目

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
３

＜ゼミナール3＞　入室にあたっては掲示板を確認すること。

クラス
指定必修
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2018～2024年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2018～2024年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

卒業論文
[テクノロジーマネジメント] ― 通年 ― ― ― ― 岩見　昌邦 × ○

卒業論文
[会計学] ― 通年 ― ― ― ― 海老原　諭 × ○

卒業論文
[マーケティング・コミュニケーション] ― 通年 ― ― ― ― 大野　幸子 × ○

卒業論文
[国際ビジネス論] ― 通年 ― ― ― ― 金　雅美 × ○

卒業論文
[ビジネス・コミュニケーション] ― 通年 ― ― ― ― 小林　猛久 × ○

―
卒業論文
[地域経営論] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[経営情報システム論] ― 通年 ― ― ― ― 小林　稔 × ○

卒業論文
[情報処理技術論] ― 通年 ― ― ― ― 杉本　昌昭 × ○

―
卒業論文
[企業論] ― ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

卒業論文
[基本経営学] ― 通年 ― ― ― ― 當間　政義 × ○

卒業論文
[メディアビジネス論] ― 通年 ― ― ― ― バンバン  ルディアント × ○

卒業論文
[産学連携実践論] ― 通年 ― ― ― ― 平井　宏典 × ○

卒業論文
[経営基本管理] ― 通年 ― ― ― ― 福田　好裕 × ×

卒業論文
[マーケティング論] ― 通年 ― ― ― ― 丸山　一彦 × ○

卒業論文
[管理会計論] ― 通年 ― ― ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

経営学科の知の体系 なし ― 前期 ― ― ― ― 経営学科教員 × ○

★ビジネス・コミュニケーションＡ 許可 ― 前期 ― 小林　猛久 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

★ビジネス・コミュニケーションＢ 許可 ― 後期 ― 小林　猛久 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

入門簿記B なし ― 後期 ― 海老原　諭 × ○ 「基礎簿記」より科目名変更
「基礎簿記」単位習得者は履修不可

入門簿記演習A なし ― 前期 ― 海老原　諭 × ○ 「入門簿記演習」より科目名変更
「入門簿記演習」単位習得者は履修不可

★入門簿記演習B なし ― 後期 ― 海老原　諭 × ○ 「基礎簿記演習」より科目名変更
「基礎簿記演習」単位習得者は履修不可

企業論Ⅰ なし ― 前期 ― 村田　大学 × ○

企業論Ⅱ なし ― 後期 ― 村田　大学 × ○

マーケティング論Ａ なし ― 前期 ― 丸山　一彦 × ○

マーケティング論Ｂ なし ― 前期 ― 丸山　一彦 × ○

現代流通論Ａ なし ― 後期 ― 丸山　一彦 × ○

現代流通論Ｂ なし ― 後期 ― 丸山　一彦 × ○

観光ビジネス論Ａ なし ― 前期 ― 小林　正典 × ○

観光ビジネス論Ｂ なし ― 後期 ― 小林　正典 × ○

TOEIC入門 なし ― 前期 ― 山本　ミッシェール × ○

TOEICスピーキング・ライティング なし ― 後期 ― 山本　ミッシェール × ○

＜選択専門科目＞

選
択
専
門
科
目
　
→

卒
業
論
文

＜卒業論文＞　履修希望者は前年度ゼミナール担当教員に確認すること。

クラス
指定

　
選
択
専
門
科
目
　
（
★
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
科
目
）
　
→



257● ●　Ｂ　経済経営学部　経営学科（２０18～2024年度入学生）

2018～2024年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2018～2024年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

環境マネジメント論 なし ― 前期 ― 當間　政義 × ○
「環境マネジメントI」より科目名変更
「環境マネジメントI」・「環境マネジメントⅡ」単
位習得者は履修不可

情報の基礎（情報社会論） なし ― 通年 ― 岩見　昌邦 × ○

コンピュータ[Ａ] なし ― 前期 時間割外 橋本　正樹 × ○

コンピュータ[Ｂ] 人数制限
（抽選）

― 後期 ― 小川　眞理絵 × ○

コンピュータ[Ｃ] 人数制限
（抽選）

― 前期 ― 小川　眞理絵 × ○

★コンピュータリテラシー基礎１
人数制限
（抽選）

有 前期 ― 杉本　昌昭 × ○

★コンピュータリテラシー基礎２
人数制限
（抽選）

― 前期 ― 小川　眞理絵 × ○

★コンピュータリテラシー応用１
人数制限
（抽選）

有 後期 ― 杉本　昌昭 × ○

★コンピュータリテラシー応用２
人数制限
（抽選）

― 後期 ― 小川　眞理絵 × ○

★自己開発論 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 新保　友恵 × ○

★キャリア形成論 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 新保　友恵 × ○

★職業選択論 なし ― 前期 ― ― 弘中　茜 × ○

★企業研究（業界研究） なし ― 前期 ― ― 山本　知己 × ○

★産学連携実践論A 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 平井　宏典 × ○ 「産学連携実践論」より科目名変更
「産学連携実践論」の単位修得者の履修は不可

★産学連携実践論B 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 平井　宏典 × ○ 「産学連携実践論」より科目名変更
「産学連携実践論」の単位修得者の履修は不可

★応用簿記演習A（商業簿記） なし ― 前期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 「商業簿記・会計学演習」より科目名変更
「商業簿記・会計学演習」単位習得者は履修不可

★応用簿記演習B（工業簿記) なし ― 後期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 「工業簿記・原価計算演習」より科目名変更
「工業簿記・原価計算演習」単位習得者は履修不可

― ★情報処理技術論Ⅰ－１ ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

★情報処理技術論Ⅰ－２ なし ― 前期 時間割外 ― 杉本　昌昭 × ○

― ★情報処理技術論Ⅱ－１ ― ― ― ― ― ― × ○ 2025年度休講

★情報処理技術論Ⅱ－２ なし ― 後期 時間割外 ― 杉本　昌昭 × ○

★ビジネスデザイン論 なし ― 後期 ― ― 當間　政義 × ○
「ビジネスデザインA」より科目名変更
「ビジネスデザインA」・「ビジネスデザインB」単
位習得者は履修不可

★フィールドワーク
(エリアマネジメントとテクノロジーの社会実装) 許可 ― 通年 ― ― 岩見　昌邦 × ○

新規科目
4月許可手続き期間に履修者決定

★フィールドワーク
(世界のエンターテインメント・ビジネスの研究)

許可 ― 通年 ― ― 小林　猛久 × ○

「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(ｱﾒﾘｶのｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ・ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽの研究)」より科目名変更
4月許可手続き期間に履修者決定
「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(ｱﾒﾘｶのｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ・ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽの研究)」単位修得者は履修不可

★フィールドワーク
(New Yorkのアート、ファッション、ビジネス)

許可 ― 通年 ― ― 小林　稔 × ○ 4月許可手続き期間に履修者決定

★フィールドワーク
(台湾のビジネス・デザインを探るツーリズム)

許可 ― 通年 ― ― 當間　政義 × ○

「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(ｱｼﾞｱのﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾃﾞｻﾞｲﾝを探
るﾂｰﾘｽﾞﾑ)」より科目名変更
4月許可手続き期間に履修者決定
「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(ｱｼﾞｱのﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾃﾞｻﾞｲﾝを探
るﾂｰﾘｽﾞﾑ)」「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（台湾のﾋﾞｼﾞﾈ
ｽ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ探索とﾂｰﾘｽﾞﾑ）」単位修得者
は履修不可

★フィールドワーク
(アジアへの防災教育)

許可 ― 通年 ― ― バンバン  ルディアント × ○

「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(ｱｼﾞｱの経済経営体験)[防災
教育]」より科目名変更
4月許可手続き期間に履修者決定
「ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ(ｱｼﾞｱの経済経営体験)[防災
教育]」単位修得者は履修不可

★ベンチャー起業論 なし ― 後期 ― ― 小野瀬　拡 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目
　
→

←
　
選
択
専
門
科
目
　
（
★
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
科
目
）
　
→

卒業までにいずれか１つ履修可

「基礎」、「応用」それぞれ１つ履修可
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2018～2024年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2018～2024年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

経営行動の論理と理念Ａ なし ― 前期 ― ― 村山　元理 × ○

経営行動の論理と理念Ｂ なし ― 後期 ― ― 村山　元理 × ○

経営史Ａ なし ― 前期 ― ― 井奥　成彦 × ○

経営史Ｂ なし ― 後期 ― ― 井奥　成彦 × ○

比較経営論Ａ なし ― 前期 ― ― 村田　大学 × ○ 新規科目

比較経営論Ｂ なし ― 後期 ― ― 村田　大学 × ○ 新規科目

イノベーション論Ａ 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 岩見　昌邦 × ○

イノベーション論Ｂ 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 小林　稔 × ○

競争戦略論 なし ― 前期 ― ― 平井　宏典 × ○

経営戦略論 なし ― 後期 ― ― 平井　宏典 × ○

国際ビジネス論Ａ なし ― 前期 ― ― 金　雅美 × ○

国際ビジネス論Ｂ なし ― 後期 ― ― 金　雅美 × ○

組織論Ａ なし ― 前期 ― ― 福田　好裕 × ○

組織論Ｂ なし ― 後期 ― ― 福田　好裕 × ○

人事マネジメント論Ａ なし ― 前期 ― ― 金　雅美 × ○

人事マネジメント論Ｂ なし ― 後期 ― ― 金　雅美 × ○

金融ビジネス論Ａ なし ― 前期 ― ― 水野　清 × ○

金融ビジネス論Ｂ なし ― 後期 ― ― 水野　清 × ○

会社法A なし ― 前期 ― ― 王子田　誠 × ○

会社法B なし ― 後期 ― ― 王子田　誠 × ○

職業指導 なし ― 通年 ― ― 弘中　茜 × ○

中小企業論 なし ― 前期 ― ― 九川　謙一 × ○

グローバル・マーケティング論Ａ なし ― 前期 ― ― 岩谷　昌樹 × ○
「国際マーケティング論A」
単位修得者の履修は不可

グローバル・マーケティング論Ｂ なし ― 後期 ― ― 岩谷　昌樹 × ○
「国際マーケティング論B」
単位修得者の履修は不可

マーケティング・コミュニケーションⅠ
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 大野　幸子 × ○

マーケティング・コミュニケーションⅡ
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 大野　幸子 × ○

マーケティング・リサーチⅠ
人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― 大野　幸子 × ○

マーケティング・リサーチⅡ
人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― 大野　幸子 × ○

応用簿記A（商業簿記） なし ― 前期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 新規科目

応用簿記B（工業簿記） なし ― 後期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 「工業簿記」より科目名変更
「工業簿記」単位習得者は履修不可

財務諸表論[決算書の読み方] なし ― 前期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○ 「財務会計[決算書の読み方]」より科目名変更
「財務会計[決算書の読み方]」単位習得者は履修不可

経営分析[決算書の分析] なし ― 後期 ― ― 吉沢　壮二朗 × ○

会計学 なし ― 前期 ― ― 海老原　諭 × ○

財務会計論 なし ― 後期 ― ― 海老原　諭 × ○ 「商業簿記」より科目名変更
「商業簿記」単位習得者は履修不可

←

選
択
専
門
科
目
　
→

←
　
選
択
専
門
科
目
　
（
★
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
科
目
）
　
→



259● ●　Ｂ　経済経営学部　経営学科（２０18～2024年度入学生）

2018～2024年度入学生用
注１）種別「クラス指定」とは……………あらかじめ指定された学生のみ履修可能である授業です。

注２）種別「クラス指定必修」とは………あらかじめ指定された学生のみ履修可能、かつ必ず履修が必要な授業です。

注３）種別「許可」とは……………………教員の履修許可が必要な授業です。後期授業を含めて4月に手続きが必要です。手続き方法は和光ポータルを通じてお知らせします。

注４）種別「条件付」とは…………………授業の備考欄を確認してください。

注５）種別「人数制限(抽選)」とは………履修人数の制限があり、定員を超えた場合は抽選の上、履修の可否が決まります。抽選後空きがあれば先着順で登録できます。

注６）人数制限（抽選）優先条件とは……「有」の授業は抽選時、優先的に当選とする条件（学年、学部学科、資格受講者など）を指定しています。優先条件はシラバスから確認できます。

注７）オンライン科目とは……………全授業回の半数超をオンラインで行う授業です。時間割外と時間割内の2種類があります。

　　「時間割外」は全授業回の授業をオンライン（動画配信または資料配信）で実施します。毎週月曜日1限までに資料や動画が配信され、土曜日5限までに課題提出する授業です。

　　「時間割内」は時間割内に曜時を設定し、教室を割当てます。全授業回の半数超をオンラインで実施します。ハイフレックス型の授業もここに位置付けられます。

注８）履修可能学年について………………表記されている学年が履修できます。　網掛け・太字は履修を推奨する学年、「―」は履修不可です。

注９）全学開講について……………………「○」の授業は経営学科生以外も履修可能です。「×」は経営学科生専用です。

経営学科専門科目（2018～2024年度入学生用）

年 年 年 年

担 当 者

重
複
履
修

全
学
開
講

備考

22002255年年度度　　経経済済経経営営学学部部　　経経営営学学科科　　授授業業一一覧覧表表

卒
業
要
件

授業
コード 科 目 授 業 名

単
位
数

種 別
人数制限
（抽選）
優先条件

開講期
(形態)

オンライン
科目

履修可能学年

情報デザイン論Ａ なし ― 前期 時間割外 ― 橋本　正樹 × ○

情報デザイン論Ｂ なし ― 後期 時間割外 ― 橋本　正樹 × ○

経営情報システム論 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 小林　稔 × ○

情報ネットワーク・システム 人数制限
（抽選）

― 後期 ― ― 小林　稔 × ○

情報メディア産業論 人数制限
（抽選）

― 前期 ― ― 小林　稔 × ○
「情報メディア産業論I」より科目名変更
「情報メディア産業論I」「情報メディア産業論Ⅱ」
の単位修得者の履修は不可

メディアビジネス論基礎 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― バンバン  ルディアント × ○

メディアビジネス論応用 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― バンバン  ルディアント × ○

データベース論基礎 人数制限
（抽選）

有 前期 ― ― バンバン  ルディアント × ○

データベース論応用 人数制限
（抽選）

有 後期 ― ― バンバン  ルディアント × ○

スポーツメディア論 なし ― 前期 ― ― 宇都宮　徹壱 × ○

地域経営論Ａ なし ― 前期 ― ― 小林　正典 × ○

地域経営論Ｂ なし ― 後期 ― ― 小林　正典 × ○

キャリア概論 なし ― 後期 ― ― 弘中　茜 × ○ 新規科目

★キャリア・ラーニングA なし ― 前期 ― ― 弘中　茜 × × 新規科目

★キャリア・ラーニングB なし ― 後期 ― ― 弘中　茜 × × 新規科目

★リーダーシップ論 なし ― 前期 ― ― ― フン ディン チョン × ○

★経営者論 なし ― 前期 ― ― ― 當間　政義 × ○

組織行動論 なし ― 後期 ― ― ― 當間　政義 × ○

ＮＰＯ論 なし ― 後期 ― ― ― 松本　潔 × ○

財務管理論 なし ― 前期 ― ― ― 董　晶輝 × ○

国際財務論 なし ― 後期 ― ― ― 董　晶輝 × ○

管理会計[経営者のための会計] なし ― 後期 ― ― ― 倉井　潔 × ○

リスク・マネジメント なし ― 前期 ― ― ― 大久保　明 × ○

生産システム論Ａ なし ― 前期 ― ― ― 文田　皓 × ○

生産システム論Ｂ なし ― 後期 ― ― ― 文田　皓 × ○

テクノロジーマネジメント なし ― 後期 ― ― ― 岩見　昌邦 × ○

意思決定の科学 なし ― 後期 時間割外 ― ― 橋本　正樹 × ○

知的財産権法Ａ なし ― 前期 ― ― ― 佐藤　恵太 × ○

知的財産権法Ｂ なし ― 後期 ― ― ― 佐藤　恵太 × ○

←
　
選
択
専
門
科
目

←
　
選
択
専
門
科
目
　
（
★
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
科
目
）
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キャリア形成や進路選択を考える科目群
大学在学中に「自分の進路や将来」について考えることはとても大切なことです。
和光大学では、全学部全学科に開かれた様々なキャリア形成や進路選択を考える際に役立つ

科目があります。授業を通して、自分の将来と向き合い、社会人になるための準備を整えまし
ょう。（履修によるプログラムの認定等はありません。）

＜全学部・学科生、大学院生対
象＞

科　目　名 科 目 分 類 働き方や人生
を考える

基礎的・汎用
的能力の向上
をめざす

情報処理・コ
ンピューター
スキルの向上
をめざす

特定分野の知
識・スキルの
習得をめざす

キャリア発達論 共通教養科目 〇 〇

キャリア・マネジメントＡ 共通教養科目 〇 〇

キャリア・マネジメントＢ 共通教養科目 〇 〇

キャリアデザインＡ 共通教養科目 〇 〇

キャリアデザインＢ 共通教養科目 〇 〇

地域デザインＡ 共通教養科目 〇

地域デザインＢ 共通教養科目 〇

タウンマネジメントＡ 共通教養科目 〇

タウンマネジメントＢ 共通教養科目 〇

法令の読み方入門 共通教養科目 〇

企業と人間 共通教養科目 〇

情報と現代 共通教養科目 〇

人と関わる仕事のキャリア 心理教育学科専門科目 〇 〇 〇

産業・組織心理学 心理教育学科専門科目 〇

生涯学習論 人間科学科専門科目 〇

社会教育論 人間科学科専門科目 〇

合意形成と対話のデザイン 人間科学科専門科目 〇

ソーシャルデザイン論 人間科学科専門科目 〇 〇

パーソナル・ファイナンス 経済学科専門科目 〇 〇

ファイナンシャル・プランニング 経済学科専門科目 〇 〇 〇

ソーシャル・マナー演習 経済学科専門科目 〇 〇

ライフ・ディベロップメント 経済学科専門科目 〇

ビジネス・マナー演習 経済学科専門科目 〇

キャリア・ディベロップメント 経済学科専門科目 〇

キャリア形成論Ａ 経済学科専門科目 〇 〇

キャリア形成論Ｂ 経済学科専門科目 〇 〇

キャリア研究特論Ａ 経済学科専門科目 〇 〇

キャリア研究特論Ｂ 経済学科専門科目 〇 〇

ビジネス・コミュニケーションＡ 経営学科専門科目 〇

ビジネス・コミュニケーションＢ 経営学科専門科目 〇

入門簿記演習Ｂ 経営学科専門科目 〇

コンピュータリテラシー基礎 １ 経営学科専門科目 〇

コンピュータリテラシー基礎 ２ 経営学科専門科目 〇

コンピュータリテラシー応用 １ 経営学科専門科目 〇

コンピュータリテラシー応用 ２ 経営学科専門科目 〇

自己開発論 経営学科専門科目 〇

キャリア形成論 経営学科専門科目 〇

職業選択論 経営学科専門科目 〇

企業研究（業界研究） 経営学科専門科目 〇

産学連携実践論Ａ 経営学科専門科目 〇

産学連携実践論Ｂ 経営学科専門科目 〇

応用簿記演習Ａ（商業簿記） 経営学科専門科目 〇

応用簿記演習Ｂ（工業簿記） 経営学科専門科目 〇

情報処理技術論Ⅰ―１  経営学科専門科目 〇

情報処理技術論Ⅰ― ２ 経営学科専門科目 〇

キャリア形成や
進路選択を考える
科目群一覧表
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科　目　名 科 目 分 類 働き方や人生
を考える

基礎的・汎用
的能力の向上
をめざす

情報処理・コ
ンピューター
スキルの向上
をめざす

特定分野の知
識・スキルの
習得をめざす

情報処理技術論Ⅱ―１  経営学科専門科目 〇

情報処理技術論Ⅱ― ２ 経営学科専門科目 〇

ビジネスデザイン論 経営学科専門科目 〇

�フィールドワーク（エリアマネジメ
ントとテクノロジーの社会実装） 経営学科専門科目 〇

�フィールドワーク（世界のエンター
テインメント・ビジネスの研究） 経営学科専門科目 〇

�フィールドワーク（New York のア
ート、ファッション、ビジネス） 経営学科専門科目 〇

�フィールドワーク（台湾のビジネス
・デザインを探るツーリズム） 経営学科専門科目 〇

�フィールドワーク（アジアへの防災
教育） 経営学科専門科目 〇

ベンチャー起業論 経営学科専門科目 〇

キャリア・ラーニングＡ 経営学科専門科目 〇 〇

キャリア・ラーニングＢ 経営学科専門科目 〇 〇

リーダーシップ論 経営学科専門科目 〇

経営者論 経営学科専門科目 〇

※�今年度の開講状況や授業担当者・内容等の詳細は、学修の手びきの該当ページおよび和光ポータルの「シラバス
照会」を参照してください。（上記の表には今年度休講科目も含まれています。）
※�履修に関する問い合わせは教学支援課（Ａ棟 ２階）、キャリア・就職に関する相談はキャリア支援課（Ａ棟 ３階）
まで。
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本学に開講している授業科目は、当該学科、当該教員の研究および授業に支障がない限りに
おいて、全学教授会の承認を得た上で、科目等履修生として聴講を認めています。聴講した授
業科目は、単位認定の対象になります。科目等履修生はその目的により、「一般科目等履修生」、
「資格課程科目等履修生」、「履修プログラム・公的資格取得科目等履修生」の三つに分けられ
ます。

　本学に開講されている授業科目の履修を希望する人がこれに該当します。なお、外国籍を有
し、科目等履修生としてビザの在留期間を延長する予定の人は、年間を通して １週間に１０時間
以上の授業を受けなければならないとの通達が、入国管理局から出されています。本学の科目
等履修生となることで在留期限を延長する予定の人は「外国人留学生『一般科目等履修基礎資
格認定試験』」（ ３月実施）に合格した場合のみ履修申請手続きをすることができます。ただし、
本学の科目等履修生は、外国人の留学の在留資格を保証するものではありません。

⑴本学の定める学部入学資格である次の各号のいずれかに該当する者。
①　高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）を卒業した者（見込みを含む。以下同じ）。
②　通常の課程による１２年の学校教育を修了した者。
③�　外国において学校教育１２年の課程を修了した者。または、これに準ずる者で文部科学大
臣の指定した者。

④�　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設
の当該課程を修了した者。

⑤�　専修学校の高等課程（修業年限が ３年以上であること、その他の文部科学大臣が定める
基準を満たすものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日
以後に修了した者。

⑥　文部科学大臣の指定した者。
⑦�　高等学校卒業程度認定試験規程による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程
による大学入学資格検定に合格した者を含む）。

⑧�　学校教育法第９０条第 ２項の規定により大学に入学した者であって、当該者をその後に入
学させる大学において、大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めた者。

⑨�　本学において、個別の出願資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が
あると認める者で、１８歳に達した者。

⑵外国人に関しては、前項とあわせて次の点を注意してください。
①�　現在の在留資格が留学・短期滞在等であって、本学の一般科目等履修生となることによ
り在留期間を更新する予定の人は、週10時間以上科目を履修する必要があります。また、
本学が ３月に実施する「外国人留学生『一般科目等履修基礎資格認定試験』」に合格した
人のみ、履修申請手続きをすることができます。不合格者または未受験者は履修申請でき
ません。

②�　「外国人留学生『一般科目等履修基礎資格認定試験』」に出願するためには、日本語能
力試験のＮ ２または ２級以上、または日本留学試験「日本語」で２００点以上、または実用
日本語検定 J.TESTでＤ級５００点を取得していることが必要です。

③�　現在の在留資格が永住・就労等であっても、本学の一般科目等履修生となることで在留
期間を更新する予定のない人は、履修申請できます。

履修料： １単位につき 　１３，０００円
学生教育研究災害傷害保険（学研災）保険料：８００円
健康診断受診料：２，０００円

　　科目等履修生は、登校の際には科目等履修生証を常時携帯してください。
　　科目等履修生は、科目等履修生証で図書・情報館の資料が利用できます。
　�　科目等履修生は、通学定期券は購入できません。また、JR等の学生割引も適用されません。
　�　科目等履修生は、本学の正規学生とは扱いが異なります。従って、正規学生対象の学内サ
ービスについても、一部受けられないものがあります。詳細は、各サービスの担当部局にお
問い合わせください。

　�　科目等履修生には、危機管理の観点から「学生教育研究災害傷害保険（学研災）通学中等

１．科目等履修生制度

（ １）�一般科目等履修
生

①�一般科目等履修生とな
るための出願資格

②�履修料・保険料・健康
診断受診料

③その他 ⑸１
⑸２
⑸３
⑸４

⑸5
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傷害危険担保特約有り」に加入していただいています。
�　この保険についての詳細は、授業開始後に配付する「学生教育研究災害傷害保険加入者の
しおり」をご覧ください。

「教職課程」と「保育課程」、「図書館司書・学校図書館司書教諭・社会教育主事・博物館学
芸員課程」に分かれています。詳しくは資格課程の手びきをご覧ください。

　履修プログラム・公的資格取得科目等履修生となることによって、学科が設置する履修プロ
グラムおよび学科が推奨する公的資格に関する基礎資格を得ることができます。

　認定心理士（基礎資格）
　言語研修プログラム（日本語教員養成、中国語研修、英語研修、小学校英語指導）

　　和光大学に在籍していた者（卒業生・退学者・除籍者）。
　　各々の資格・履修プログラムについて相当数の必要科目を履修済みの者。

　　出願期間　 ３月上旬（一般科目等履修生と同じ）
　　提出書類　①科目等履修生願　②履修プログラム・認定心理士受講申請書
　　　　　　　③卒業（退学・除籍）証明書　④成績証明書　⑤返信用封筒
　　選考方法　書類選考

　以下、一般科目等履修生に準じます。
　※ただし、各資格・履修プログラムに関する受講申請料は不要です。

2月初旬から教学支援課窓口で科目等履修生出願申請手続要項と出願書類を配付します。
一般科目等履修生の要項は、大学ホームページでも公開します。
各手続期間には、入試などのため窓口業務を行わない日もあります。必ず要項で窓口日程を

確認してください。

（ ２）�資格課程科目等
履修生

（ 3）�履修プログラム
・公的資格取得
科目等履修生

①�取得できる資格及び
履修プログラム

②出願資格 ⑸１
⑸２

③出願方法 ⑸１
⑸２

⑸３

④申請手続方法

2．�科目等履修生 
出願申請手続要項
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２70

２76

その他

諸規程 ………………………………… Ｐ

キャンパス案内 ……………………… Ｐ
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履修規程履修規程
第 １章　授業科目
第 １条　授業科目は、その内容により、共通教養科目、外国語科目、
専門科目に分ける。授業科目は、年度によって変更することがある。
第 ２条　共通教養科目、外国語科目及び専門科目は、別表 １に掲げる
授業科目を開設する。
第 ３条　教育職員免許法に基づく教職に関する専門科目、学校図書館
法に基づく学校図書館司書教諭に関する専門科目、図書館法に基づ
く図書館司書に関する専門科目、社会教育法に基づく社会教育主事
に関する専門科目及び博物館法に基づく博物館学芸員に関する専門
科目については、次のとおりとする。
①　�中学校、高等学校教育職員の資格を取得する場合は別表 ２のと
おり

②　学校図書館司書教諭の資格を取得する場合は別表 ３のとおり
③　図書館司書の資格を取得する場合は別表 ４のとおり
④　社会教育主事の資格を取得する場合は別表 ５のとおり
⑤　博物館学芸員の資格を取得する場合は別表 ６のとおり

第 ２章　単位
第 ４条　各授業科目の単位数は、次のとおりとする。
⑴�共通教養科目は、原則として １時限（ １コマ）半期 ２単位又は通
年 ４単位とする。
⑵外国語科目は、原則として １時限（ １コマ）半期 １単位とする。
⑶�専門科目は、授業科目の性質によって１０単位、 ８単位、 ６単位、
４単位、 ３単位、 ２単位、 １単位とする。

第 ５条　前条の各号に規定する各授業科目の単位数は、 １単位４５時間
の学修を必要とすることを基準とし、授業の方法に応じ、当該授業
による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮し、次により計
算する。
⑴講義については、１５時間の授業をもって １単位とする。
⑵演習については、１５時間の授業をもって １単位とする。
⑶�実験、実習及び実技の授業については、３０時間の授業をもって １
単位とする。
⑷外国語については、３０時間の授業をもって １単位とする。

第 ３章　授業
第 ６条　 １年間の授業日数は、定期又は臨時試験など含めて３５週、　
実授業日数は３０週（３０回）を原則とする。
第 ７条　削　除
第 ８条　授業は、各授業科目の内容によって、講義、演習、実験、実
習、実技、及び外国語のいずれかによって行う。

第 ４章　教育課程
第 ９条　履修基準の細目は、各学部学科の教育課程に定める。

第 ５章　履修方法
第１０条　学生は ４年以上在学し、次の表に定める履修基準により合計
１２４単位以上を修得しなければならない。なお、履修基準の細目は、
各学部学科の教育課程に定める。
２．現代人間学部心理教育学科子ども教育専修の学生は、 ２年次初め
に主専攻を初等教育課程又は幼児教育課程から選択するものとする。
初等教育課程の学生は小学校教諭一種免許状を、幼児教育課程の学
生は幼稚園教諭一種免許状を取得するものとする。ただし、教員養
成の質を確保する観点から、教育実習の受講資格を満たさない者を
除く。
３．大学を卒業又は中途退学して新たに第 １年次に入学した者の以前
の大学において修得した単位は、３０単位を限度として換算認定でき
るものとする。また、転・編入学した者の以前の大学において修得
した単位の換算認定は、３０単位を超えることができるものとする。
４．外国人留学生及び担当教員の許可を受けた日本語を母語としない
学生に限り、日本語を履修し単位を修得した場合には、外国語科目
の単位とすることができる。また、他の一外国語と並行履修し、合
算して外国語科目の単位とすることができる。

科　　目

学部・学科
共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　　門　　科　　目 合
　
計必修科目 選択必修

科　　目
自由選択
科　　目

現
代
人
間

学　
　

部

心理教育学科
心理学専修

２０単位
以上

４単位
以上 １０単位 ２０単位以上 ４６単位以上

１
２
４
単
位

心理教育学科
子ども教育専修

４単位
以上 ２８単位 ５５単位以上 １３単位以上

現代社会学科 ４単位
以上 ２２単位 ２２単位以上 ３２単位以上

人間科学科 ４単位
以上 ４単位 ３２単位以上 １６単位以上

表
現
学
部

総合文化学科
２０単位
以上

４単位
以上 １０単位 ２４単位以上 ４２単位以上 １

２
４
単
位芸術学科 ４単位

以上 １０単位 １６単位以上 ５０単位以上

経
済
経
営

学　
　

部

経済学科
２０単位
以上

４単位
以上 ２０単位 ― ４０単位以上 １

２
４
単
位経営学科 ４単位

以上 １０単位 ２０単位以上 ３４単位以上

第 ６章　履修登録
第１１条　履修に際しては、教育課程及び授業時間割に基づき、所定の
期間に履修登録及び訂正をするものとする。
第１２条　履修登録を行わない授業科目の履修は、すべて認定しない。
第１３条　履修登録を行う授業科目の単位数の上限は、次のとおりとす
る。

学年 単位上限
１年次 ４９単位
２年次 ４９単位
３年次 ４９単位
４年次

（含む留年生） ４９単位

ただし、現代人間学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程
の学生は １年次及び ２年次に限り、単位上限を５９単位とする。また、
教育職員普通免許状幼稚園 １種及び小学校 １種を受講申請した学生
（現代人間学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程除く）は、
２年次及び ３年次に限り、単位上限を５９単位とする。
２．次の各号の科目は、上記の単位数に含めない。
⑴教職に関する専門教育科目
⑵司書教諭に関する専門教育科目
⑶図書館司書に関する専門教育科目
⑷社会教育主事に関する専門教育科目
⑸博物館学芸員に関する専門教育科目
⑹特別聴講学生として他大学で受講する科目
ただし、第 １号から第 ５号の科目のうち、共通教養科目・外国語
科目・専門科目としても開講する科目は、第１３条第 １項に含むもの
とする。

第 ７章　単位認定
第１４条　単位の認定は、試験・論文・作品提出、及び研究報告により
行うものとする。
第１５条　単位の認定は、原則として、毎学期末に行うものとする。
第１６条　単位認定の評価は、次の基準による。

評価区分
９０～１００ 秀
８０～８９ 優
７０～７９ 良
６０～６９ 可
５９以下 不可

第１７条　単位の認定は、次学期初めに各人に通知する。
第１８条　不合格者は、当該科目が必修の場合は、次年度に再履修しな
ければならない。
第１９条　本学の第 ２年次及び第 ３年次に転・編入学（転部・転科を含
む）した者の以前の大学において修得した単位の取扱い、並びに大
学（短期大学、高等専門学校、及び外国の大学を含む）を卒業又は
中途退学して、若しくは、専修学校の専門課程及び高等学校の専攻
科の課程のうち文部科学大臣が定める基準を満たすものを修了して、
新たに本学の第 １年次に入学した者の既修得単位の取扱いは、別に
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定めるものとする。
２．前項に定める既修得単位を本学において修得したものとして認定
を受けようとする者は、所定の用紙により願い出なければならない。
第２０条　在学中に、他の大学において修得した単位の取扱いは、４８単
位を限度として認めることができるものとする。
２．在学中に、外国の大学において修得した単位の取扱いは、３０単位
を限度として認めることができるものとする。
３．前 ２項により修得したものとみなす単位数は、第１０条第 ３項によ
り修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものと
する。

第 ８章　試験
第２１条　試験は、定期又は臨時に行う。
第２２条　次の各号のいずれかに該当する者は、受験資格を失う。
⑴欠席時数が全授業時数の ３分の １を超えたもの。
⑵諸納入金未納者
第２３条　指定された試験日時に止むを得ない理由で、試験に欠席する
者又は欠席した者は、医者の診断書又は欠席せざるを得ない理由を
証明できる公的な機関の証明書を添付して、欠席届を提出する。欠
席届の提出期間は、当該試験の前後 １週間とする。
第２４条　追試験は、欠席届が受理された者についてのみ実施する。追
試験を実施する授業科目及び実施方法については、試験期間終了後
１週間以内に提示する。

第２５条　試験を受験する者は、次の各号に定める規則を守らなければ
ならない。
⑴�受験する科目は、履修登録した授業科目とし、未登録の授業科目
については受験することができない。
⑵受験する者は、定刻までに試験場に入場しなければならない。
⑶受験する者は、学生証を机上に掲示しなければならない。
⑷受験する者は、監督者の指示に従わなければならない。
⑸学籍番号及び氏名等の記入のない者の答案は、無効とする。
⑹�特に許可された教科書、ノート、及び参考書等を除き、携帯品は
必ず監督者の指定した場所に置かなければならない。
⑺試験開始後２０分を経過した後は、入場することができない。
⑻試験開始後３０分を経過しなければ、退出することができない。
⑼�試験場において、不正行為があったときは、退場を命じ、当該試
験期間中におこなわれる当該学生の総ての試験科目について、単
位認定を行わず、成績評価は不合格とする。
⑽�病気、事故その他止むを得ない理由により受験できない者は、速
やかに教学支援課に連絡し、第２３条の規定に従い欠席届を提出し
なければならない。

第 ９章　国外留学
第２６条　在学中に、外国の大学に留学を希望する者は、その学修内容
及び方法等をあらかじめ所定の手続きによって届け出るものとする。

第１０章　雑則
第２７条　この規程の改廃は、教学会議及び教授会の議を経て、学長が
これを行う。

　付　則
　　この規程は、昭和４１年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、昭和４７年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、昭和５５年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成 ３年 ４月 １日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成 ７年 ４月 １日から施行する。
　　ただし、平成 ６年度以前の入学者は従前の定めに基づくものとす
る。
　付　則
　　この規程は、平成 ８年 ４月 １日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成１１年 ２ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成１１年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則

　　この規程は、平成１４年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１１条の規定にかかわらず、人文学部文学科及び同学部
芸術学科の学生が在籍する間の当該学部学科の履修基準は、次のと
おりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

人文学部
文学科

２４単位以上
１２単位以上 １０単位 ２０単位以上 ４６単位以上

１２４単位
芸術学科 ４単位以上 ８単位 ― ６８単位以上

　付　則
　　この規程は、平成１６年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、

１．第 １条に規定する共通教養科目について、２００３年度以前に入
学した学生に対して①問題の認識と②現代の課題との ２分野に分け
ることを継続する。
２．第１０条の規定にかかわらず、経済学部経済学科及び同学部経

営学科の学生が在籍する間の当該学部学科の履修基準は、次のとお
りとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

経済学部
経済学科

２４単位以上
８単位以上 １２単位 ２０単位以上 ４４単位以上

１２４単位
経営学科 ８単位以上 １６単位 ２０単位以上 ４０単位以上

　付　則
　　この規程は、平成１７年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１５条の規定は、平成１７年度以降の入学者から適用とす
る。また、平成２０年度からは在籍している全ての学生に適用する。
　付　則
　　この規程は、平成１８年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１０条の規定にかかわらず、平成１７年度以前の学生が在
籍する間の当該学部学科の履修基準は、次のとおりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

表現学部
文学科

２４単位以上
８単位以上 １０単位 ２０単位以上 ４６単位以上

１２４単位
表現文化学科 ６ 単位以上 ８単位 ２０単位以上 ４８単位以上

経済経営
学　　部

経済学科
２４単位以上

８単位以上 １２単位 １６単位以上 ４８単位以上
１２４単位

経営メディア学科 ８ 単位以上 １６単位 １６単位以上 ４４単位以上

　付　則
　　この規程は、平成１８年 ７ 月２０日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成１９年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１０条の規程は、平成１９年度以前の入学者は従前の定め
に基づくものとする。
　付　則
　　この規程は、平成２０年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成２１年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１０条の規定にかかわらず、平成２２年度以前に入学した
表現学部総合文化学科及び芸術学科の学生が在籍する間の当該学部
学科の履修基準は、次のとおりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

表現学部
総合文化学科

２４単位以上
４単位以上 １０単位 ２６単位以上 ４０単位以上

１２４単位
芸術学科 ４単位以上 １０単位 １８単位以上 ４８単位以上

　付　則
　　この規程は、平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、平成２３年度以前の入学者は従前の定めに基づくものとす
る。
　付　則
　　この規程は、平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１５条の規定にかかわらず、平成２３年度以前の入学者の
受講申告を行う授業科目の単位数の上限は次のとおりとする。
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学年 単位上限
１年次 ６０単位
２年次 ６０単位
３年次 ６０単位
４年次

（含む留年生） ７０単位

　付　則
　　この規程は、平成２５年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１０条の規定にかかわらず、平成２４年度以前に入学した
経済経営学部経済学科及び経営メディア学科の学生が在籍する間の
当該学部学科の履修基準は、次のとおりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

経済経営
学　　部

経済学科
２４単位以上

４単位以上 １２単位 ２８単位以上 ３２単位以上
１２４単位

経営メディア学科 ４ 単位以上 １６単位 ２８単位以上 ２８単位以上

　付　則
　　この規程は、平成２６年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成２７年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１０条の規定にかかわらず、平成２６年度以前に入学した
現代人間学部心理教育学科の学生が在籍する間の当該学部学科の履
修基準は、次のとおりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部 心理教育学科 ２４単位以上 ４単位以上 １０単位 ２０単位以上 ４６単位以上 １２４単位

また、第１５条の規定にかかわらず、平成２４年度から平成２６年度に
入学した現代人間学部心理教育学科保育専修の学生は、 １年次及び
２年次に限り、単位上限を５９単位とし、平成２４年度から平成２６年度
に入学した学生のうち教育職員普通免許状幼稚園 １種を受講申請し
た学生（現代人間学部心理教育学科保育専修除く）については、 ２
年次及び ３年次に限り、単位上限を５９単位とする。
　付　則
　　この規程は、平成２８年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成２９年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１０条の規定にかかわらず、平成２８年度以前の経済経営
学部入学者については履修基準を次のとおりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

経済経営
学　　部

経済学科
２４単位以上 ４単位以上 １２単位 １４単位以上 ３６単位以上 １２４単位

経営学科

　付　則
　　この規程は、平成３０年 ４ 月 １ 日から施行する。
　　ただし、第１０条の規定にかかわらず、平成２９年度以前の現代人間
学部及び表現学部入学者については履修基準を次のとおりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部

心理教育学科
心理学専修

２４単位以上

４単位以上 １０単位 ２０単位以上 ４６単位以上

1２４単位
心理教育学科
子ども教育専修 ４ 単位以上 ２８単位 ５５単位以上 １３単位以上

現代社会学科 ４ 単位以上 ２２単位 ２２単位以上 ３２単位以上

身体環境共生学科 ４ 単位以上 １０単位 ２０単位以上 ４６単位以上

表現学部
総合文化学科

２４単位以上
４単位以上 １０単位 ２４単位以上 ４２単位以上

1２４単位
芸術学科 ４単位以上 １０単位 １６単位以上 ５０単位以上

　付　則
　　この規程は、平成３１年 ４ 月 １ 日から施行する。

ただし、第１３条の規定にかかわらず、平成３０年度以前の入学者に
ついては、履修登録を行う授業科目の単位数の上限は、以下のとお

りとする。
学年 単位上限
１年次 ４９単位
２年次 ４９単位
３年次 ４９単位
４年次

（含む留年生） ６０単位

ただし、現代人間学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程
の学生は １年次及び ２年次に限り、単位上限を５９単位とする。また、
教育職員普通免許状幼稚園 １種及び小学校 １種を受講申請した学生
（現代人間学部心理教育学科子ども教育専修幼児教育課程除く）は、
２年次及び ３年次に限り、単位上限を５９単位とする。

　付　則
　　この規程は２０２０年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は２０２１年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は２０２２年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は２０２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則

１．この規程は、２０２４年 ４ 月 １ 日から施行する。
ただし、第１０条に定める履修基準のうち現代人間学部人間科学科
については、２０２１年 ４ 月 １ 日に遡って適用する。
２．第１０条の規定にかかわらず、２０２０年度以前の現代人間学部人

間科学科入学者については履修基準を次のとおりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

現代人間
学　　部 人間科学科 ２０単位以上 ４単位以上 １０単位 ２０単位以上 ４６単位以上 １２４単位

３ ．第１０条の規定にかかわらず、２０２３年度以前の経済経営学部経
済学科入学者については履修基準を次のとおりとする。

科　　目

学部・学科

共通教養
科　　目

外国語
科　目

専　門　科　目
合　計

必修科目 選択必修
科　　目

自由選択
科　　目

経済経営
学　　部 経済学科 ２０単位以上 ４単位以上 ２４単位 ― ３６単位以上 １２４単位

退学取扱規程退学取扱規程
第 １条　退学を希望する者は、学則第３７条により、当該年度の授業料
を納入している者に限り、教授会の議を経て学長がこれを許可する。
第 ２条　年度末（ ３月３１日）をもって、退学を希望する場合は、次年
度の ４月２０日までに退学の願い出があれば、これを承認することが
ある。
第 ３条　前期末（ ９月３０日）をもって、退学を希望する場合は、１０月
３１日までに退学の願い出があれば、これを承認することがある。

付　則
この規程は昭和４６年１０月 １ 日から施行する。
この規程は昭和５０年 ４ 月 １ 日から施行する。
この規程は平成１０年 ２ 月 １ 日から施行する。
この規程は平成２０年 ５ 月 ９ 日から施行し、平成２０年 ４ 月 １ 日から
適用する。
この規程は平成２２年 ８ 月 １ 日から施行する。
この規程は平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

除籍取扱規程除籍取扱規程
第 １条　授業料を滞納し、催告してもなおこれに応じない者及び延納
許可者で、延納期日までに授業料を納入しない者は、学則第４０条の
定めにより、教授会の確認を経て学長が除籍を決定する。
２ ．大学等における修学の支援に関する法律に基づく授業料等減免対
象者で、適格認定において遡及取消の対象となり、期日までに授業
料減免額を納入しない者の除籍に関する取扱いについては別に定め
る。
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第 ２条　除籍の確認は、 ９月および翌年 ２月教授会で行なう。
第 ３条　 ９月教授会において除籍を確認する者は、当該年度前期授業
料を滞納していて、催告に応じない者及び当該年度前期延納許可者
で、延納期日までに授業料を納入しない者とする。この場合の除籍
年月日は、 ８月３１日とする。
第 ４条　 ２月教授会において除籍を確認する者は、当該年度後期授業
料を滞納していて、催告に応じない者及び当該年度後期延納許可者
で、延納期日までに授業料を納入しない者とする。この場合の除籍
年月日は、 ２月２８日とする。
第 ５条　退学取扱規程に定められた期日を超えて退学を希望する者は、
除籍とする。
第 ６条　復籍しようとする場合は、学則第３８条を適用する。

付　則
この規程は昭和４６年１０月から施行する。
この規程は昭和５０年 ４ 月 １ 日から施行する。
この規程は昭和５４年 ４ 月 １ 日から施行する。
この規程は平成１０年 ２ 月 １ 日から施行する。
この規程は平成２０年 ５ 月 ９ 日から施行し、平成２０年 ４ 月 １ 日から
適用する。
この規程は平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。
この規程は２０２０年 ４ 月 ３ 日から施行し、２０２０年 ４ 月 １ 日から適用
する。

休学・復学取扱規程休学・復学取扱規程
第 １条　休学を希望する者は、学則第４１条、４２条の定めにより、教授
会の議を経て学長がこれを許可する。
第 ２条　休学期間は次のとおりとする。
前期 ４月 １日から ９月３０日
後期１０月 １ 日から翌年 ３月３１日
通年 ４月 １日から翌年 ３月３１日
第 ３条　 ４月 １日からの休学を希望する場合は、 ３月 １日までに休学
の願い出があれば、これを承認することがある。
２ ． １０月 １ 日からの休学を希望する場合は、 ９月 １日までに休学の願
い出があれば、これを承認することがある。
第 ４条　休学していた者は、休学期間の満了をもって、学長が復学を
許可する。
第 ５条　通年休学を認められた者が、休学期間満了前に復学を希望す
る場合は、 ９月 １日までに復学の願い出があれば、これを承認する
ことがある。ただし復学日は１０月 １ 日とする。

付　則
この規程は平成２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
この規程は平成２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

再入学規程再入学規程
（目　的）
第 １条　この規程は、和光大学学則（以下「本学学則」という。）第
３８条に基づき、再入学の取り扱いに関して必要な事項を定める。
（出願資格）
第 ２条　再入学を出願できる者は、再度の学修意欲を認めることが教
育上有益であり、再入学後、成業の見込みがある者とする。
２．再入学の出願は、退学または除籍になった日から起算して１０年以
内の者とする。
３．次の各号の一に該当する者は原則として再入学を出願することが
できない。
⑴本学学則第２２条に定める最長在学年数の規定により退学した者
⑵本学学則第６４条に定める懲戒により退学に処された者
⑶本規程に基づき再入学した後、退学または除籍された者
（出願できる学科）
第 ３条　再入学を出願できる学科は、在学時に所属した学部学科とす
る。ただし、当該者の在籍した学部学科が、改組等により開設され
ていない場合は、現在開設されている学部学科に、変更して出願す
ることを認める場合がある。
２．改組等により募集停止となった学部学科と新学部学科がそれぞれ
開設されている場合は、別に定める。
（受　付）

第 ４条　再入学を希望する場合は、前年度 ２月末日までに所要の手続
きを経た上で再入学願を教学支援課に提出することとする。
（選　考）
第 ５条　再入学の選考は、書類審査のうえ、教授会の承認に基づき、
学長がこれを許可する。
（再入学年次）
第 ６条　再入学する年次は教授会が決定し、再入学後の在学可能年数
は残存の期間とする。
（再入学の時期）
第 ７条　再入学の時期は、年度の始めとする。
（履修規程）
第 ８条　履修規程は、原則として再入学年次のものを適用する。
（単位認定）
第 ９条　退学または除籍までの既得単位は、その範囲で認める。
２．退学または除籍した後、和光大学の科目等履修生で取得した単位
は、その範囲で認める。
ただし、在籍期間の変更は行わない。
（納付金）
第１０条　授業料、入学金、施設設備資金その他の納付金は、学則別表
Ⅶの定めによる。

　付　則
　　この規程は、平成１０年 ２ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成１９年 ２ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成２１年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、平成２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
　付　則
　　この規程は、２０２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

最長在学年数の学生に対する学籍の取扱いについて最長在学年数の学生に対する学籍の取扱いについて
１ ．和光大学学則（以下「学則」という。）第２２条に定められた在学
期間 ８年を超える見込のある者の取扱いは、次のとおりとする。

２．在学期間が ８年目に相当し卒業の見込のない者については、次の
第 ３項に定める期限までに退学願の提出を求める。

３．退学願の提出期限は、最長当該年度の ８年目の前期をもって退学
を希望する場合は ９月３０日、最長当該年度の ８年目の後期をもって
退学を希望する場合は ３月２０日とする。

４．提出期限までに退学願を提出しない者は、学則第４０条第 ２号によ
り除籍する。

５．除籍の確認は、当該年度１０月または翌年度 ４月定例教授会におい
て行なう。

６．本規程の改廃は、教授会の議を経て、学長がこれを定める。

附　則
この規程は昭和５０年 ４ 月 １ 日から施行する。
この規程は平成１０年 ２ 月 １ 日から施行する。
この規程は平成２９年 ４ 月 １ 日から施行する。

特別聴講学生規程特別聴講学生規程
（目　的）
第 １条　この規程は、学則第６１条に基づき、特別聴講学生に関する規
則を定めることを目的とする。
（資　格）
第 ２条　特別聴講学生の資格は、学則第５７条の定めによるものとする。
（受入れ）
第 ３条　本学の授業科目の聴講を希望する他の大学の学生は、本学と
当該学生の在籍する大学（以下「当該大学」という。）との間の協
議（以下「協議」という。）により、特別聴講学生として受入れる
ことができる。また、本学と他の大学との間に、学生交流に関する
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協定又は覚書（以下「協定」という。）を締結し、当該大学から推
薦された学生を特別聴講学生として受入れることができる。
２．協議に基づく同一大学からの特別聴講学生の受入れは若干名とし、
受入れ学部の議を経て、学長が許可するものとする。また、協定に
基づく特別聴講学生の受入れ者数は、当該大学との協議によるもの
とし、受入れ学部の議を経て、学長が許可するものとする。
３．特別聴講学生の受入れは、前年度 ３月までを受付期間とし、窓口
を教学支援課とする。
（聴講科目）
第 ４条　特別聴講学生の受講できる授業科目の範囲は、受入れ学部に
おいて定めるものとする。
２．授業科目の単位認定は、４８単位を上限とする。
３．協議に基づく特別聴講学生が、協議以外の授業科目の聴講を希望
するときは、聴講規程を適用し、これを単位認定の対象科目としな
いものとする。また、協定に基づく特別聴講学生が、協定に定める
以外の授業科目の聴講を希望するときは、当該大学長を協議するも
のとする。
（聴講手続）
第 ５条　特別聴講学生として受入れが許可された者は、教学支援課に
おいて所定の手続きをとるものとする。
（特別聴講料）
第 ６条　特別聴講学生の学費は、学則第５７条第 ３項に定めるところに
よる。
（特別聴講学生証）
第 ７条　第 ３条による聴講が許可された者には、特別聴講学生証を交
付する。
（特別聴講期間）
第 ８条　特別聴講学生の聴講期間は、聴講を許可した年度内とする。
（単位の認定）
第 ９条　協議に基づく特別聴講学生の聴講科目の単位認定は、本学単
位認定基準によるものとする。また、協定に基づく特別聴講生の聴
講科目の単位認定は、授業科目の成績の評価を当該大学長に通知し、
当該大学長が単位認定するものとする。
（修得単位の証明）
第１０条　協議に基づく特別聴講学生の修得した単位の証明は、当該大
学に対して行うものとする。
２．本人からの証明願は、証明書交付料を添えて教学支援課に申し込
むものとする。
（図書館の利用）
第１１条　特別聴講学生は、学生に準じて図書・情報館を利用すること
ができる。
（特別聴講の取消し）
第１２条　特別聴講学生が、本学の学則に違反したときは、聴講の許可
を取消すことがある。

付　則
　この規程は昭和５５年 ５ 月 １ 日から施行する。
　この規程は昭和６３年 ４ 月 １ 日から施行する。
　この規程は平成 ６年 ４月 １日から施行する。
　この規程は平成１０年 ２ 月 １ 日から施行する。
　この規程は平成１４年 ４ 月 １ 日から施行する。
　この規程は平成２１年 ４ 月 １ 日から施行する。
　この規程は２０２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

在学中に他の大学において修得した単位の取扱いについて在学中に他の大学において修得した単位の取扱いについて
１ ．在学中に他の大学において修得した単位を本学の単位として換算
認定を希望するものは、次の要領により手続きするものとする。
２．希望者は他大学において単位取得しようとする年の前年度１０月末
までに当該学部長にこれを願い出るものとする。願い出の受付窓口
は教学支援課とする。
３．願い出の科目の認定範囲は、３０単位を限度として当該学生の所属
する学部教授会の議により定めるものとする。
４．前項の学部教授会において定められた他大学の科目の聴講は、本
学が当該大学と協議の上、その可、否について願い出たものに通知
する。
５．他大学の科目の単位認定は当該大学の定めるところによる。
認定された科目の単位は、当該大学より通知されたものについて
換算認定するものとする。

６．他大学の科目の聴講は、当該大学の定めにより行なうものとする。

附　則
この規程は昭和５５年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は平成２１年 ４ 月 １ 日から施行する。
付　則
この規程は２０２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

和光大学科目等履修生規程和光大学科目等履修生規程
（目　的）
第 １条　この規程は、和光大学学則（以下「学則」という。）第５７条
及び第６１条に基づき、和光大学科目等履修生（以下「履修生」とい
う。）に関する規則を定めることを目的とする。
（出願資格）
第 ２条　本学の授業科目（以下「科目」という。）の単位を修得する
ために履修を志願できる者（以下「一般履修生」という。）は、学
則第３４条に定める入学資格を有する者とする。
２．小学校、中学校及び高等学校の教育職員の資格を得る目的で当該
科目の単位を修得するために履修を志願できる者（以下「教職課程
履修生」という。）は、本学学部在籍中に当該教職課程の受講手続
きを行い、かつ学士の学位を有する者で、教育職員免許法（昭和
二十四年五月三十一日法律第百四十七号）第 ５条第 １項第 ３号から
第 ６号に該当しない者とする。
３．幼稚園教育職員及び保育士の資格を得る目的で当該科目の単位を
修得するために履修を志願できる者（以下「保育課程履修生」とい
う。）は、本学心理教育学科子ども教育専修又は保育専修を卒業し
た者又は、本学学部在学中に当該教職課程の受講手続きを行い、か
つ学士の学位を有する者で、教育職員免許法（昭和二十四年五月
三十一日法律第百四十七号）第 ５条第 １項第 ３号から第 ６号及び児
童福祉法第１８条の ５第 １号から第 ５号に該当しない者とする。
４．図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事（社会教育士）、
博物館学芸員の資格を得る目的で当該科目の単位を修得するために
履修を志願できる者（以下「資格課程履修生」という。）は、学士
の学位を有する者とする。
５．本学に設置する学科が設ける履修プログラム及び学科が推奨する
公的資格に関する基礎資格を得る目的で、当該科目の単位を修得す
るために履修を志願できる者（以下「プログラム等履修生」という。）
は、本学を卒業した者又は退学した者若しくは除籍となった者で、
かつ履修を希望する資格に関する相当数の必要科目を履修済みの者
とする。
（出願手続）
第 ３条　履修生を志願する者は、本学が指定する書類に検定料を添え
て出願しなければならない。
（出願期間）
第 ４条　履修生の出願期間は、別にこれを定める。
（履修生選考）
第 ５条　履修生の選考は、書類審査及びその他の方法により行う。
２．一般履修生として日本国の査証の在留資格変更及び在留期間更新
の許可申請を行う予定の者に、一般科目等履修基礎資格認定試験を
課するものとする。
３．志願者の合否及び履修科目の決定は、当該科目を開講する教授会
の議を経て学長が行う。
４．志願者の選考に関する必要事項は、別にこれを定める。
（履修科目）
第 ６条　履修生の選考に合格した者は、履修を認める授業科目の中か
ら、希望する授業科目担当の教員の承認を得た上で、履修料を添え
て所定の申請書類を教学支援課に提出するものとする。履修を認め
る授業科目は、別に定めるものとする。
（在学期間）
第 ７条　履修生の在学期間は、当該科目の履修期間とし、原則として
１年又は半年とする。
２．在学の開始時期は、許可を得た学期の始めとする。
３．第 １項にかかわらず、引き続き履修生を希望する者は、選考を経
て継続して在学することができる。
（履　修　料）
第 ８条　履修生の履修料は、学則第５７条第 ３項に定める別表Ⅷの ２の
とおりとする。
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２ ．既納の履修料は理由のいかんを問わず返還しない。
（履修生証）
第 ９条　履修生の身分を証明するものとして履修生証を交付する。
（単位の認定）
第１０条　履修生は、履修した科目の試験を受けることができる。試験
に合格した科目については所定の単位を認定し、願い出により成績
証明書又は単位修得証明書を交付する。
（資格の取消）
第１１条　履修生が大学の秩序を乱したとき、授業の妨げとなる行為を
したと認められるとき、あるいは正当な理由なく長期にわたって授
業に出席しないときは、履修生の資格を取り消すことがある。
（諸規程の準用）
第１２条　この規程に定めのない事項については、学則並びに諸規程を
準用する。
（規程の改廃）
第１３条　本規程の改正は、第 ８条第 １項を除き、教授会の議を経て学
長がこれを定める。

付　則
１．この規程は、平成１６年 ４ 月 １ 日から施行する。
２．聴講生規程（昭和４２年 ４ 月 １ 日制定）は廃止する。
３．この規程は、平成２１年 ４ 月 １ 日から施行する。
４．この規程は、平成２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
５．この規程は、平成２５年 ４ 月 １ 日から施行する。
６．この規程は、２０２２年 ４ 月 １ 日から施行する。
７．この規程は、２０２４年 ４ 月 １ 日から施行する。

第 １年次に入学した学生の入学前の既修得単位の取扱いについて第 １年次に入学した学生の入学前の既修得単位の取扱いについて
（目　的）
第 １条　この規程は、学則第２７条に基づき、第 １年次に入学した学生
の入学前の既修得単位の取扱いに関する規則を定めることを目的と
する。
（資　格）
第 ２条　大学を卒業又は退学した者、若しくは科目等履修生として大
学の単位を取得した者、専修学校の専門課程および高等学校の専攻
科の課程のうち文部科学大臣が定める基準を満たすものを修了した
者が、第 １年次に入学した場合、以前の大学等で取得した単位につ
いて、教育上有益と認められるとき、本学において修得したものと
して認定することができる。
２．本規定にいう大学とは、四年制大学、短期大学、高等専門学校、
制度上正規の学校として位置付けられた外国の大学、及びその他法
令により大学に相当すると定められたものとする。
（申請時期）
第 ３条　申請は原則として、入学した年度の受講科目届提出以前に行
うこととし、入学年度を過ぎた申請はこれを認めない。
（認定者）
第 ４条　第 １年次に入学した学生の入学前の既修得単位の認定は、学
部において行う。
（認定単位数）
第 ５条　単位認定のできる範囲は、次の表のとおりとする。

教育課程 上限単位数 合計上限単位数

共通教養科目 １６

３０外国語科目 ４

専門科目 １２

教職等諸資格科目 「転・編入学者の単位認定規程」を準用する

（修業年限）
第 ６条　本単位認定と関連した修業年限の短縮は、行わない。

附　則
この規程は昭和５５年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は平成 ７年 ４月 １日から施行する。
附　則
この規程は平成 ８年 ４月 １日から施行する。
附　則
この規程は平成１１年 ４ 月 １ 日から施行する。

附　則
この規程は平成１５年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は平成２３年 ４ 月 １ 日から施行する。
附　則
この規程は平成２８年 ４ 月 １ 日から施行する。
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入試広報課、教学支援課、学
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法人事務局、会議室、ぱいで
いあ教室、警備員室他）　
◆Ｂ棟（教室、アトリエ、学生
ラウンジ、購買書籍部）
◆Ｃ棟（教室、アトリエ）
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◆Ｈ棟（教室、実習室）
◆Ｊ棟（教室）
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◆Ｌ棟パレストラ（体育館）　

は屋外で無線LANの使える場所です。屋内については、別ページ「校舎案内図」でご確認く
ださい。
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